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プロ ジェク トとしての 「イメー ジとしての 〈日本〉」

伊藤公雄

はじめに

本報告書 は、大阪大学21世 紀COEプ ロ グラム 「インターフェイスの人文学」におけるプ

ロジェク ト「イメージとしての く日本〉」班の活動 を(主 に2006年 度 のCOE授 業 「インター

フェイス社会学」を通 じて)ま とめた ものである(本 プロジェク トの全体像 については、

巻末の資料 を参照 していただきたい)。

本研究プロジェク トは、 これまで人文学の主要な対象であった 「文化」を軸に、それを

媒介 して構成される対外的 ・対内的な 「日本」のナショナル ・イメージを、動的な視座か

ら研究 しようと企画された。初年度は、主にハイカルチ ャー としての日本の古典文学の海

外受容を軸 に研究が展開され、それ以後 は、近年注 目を集めつつある日本のポ ピュラーカ

ルチャーの海外での受容を通 した日本イメージの形成に光をあてる形で展開された。

このプロジェク トの最終年 にあた り、ここでは本プロジェク トのめざしたもの(研 究モ

デル としての特徴)を 簡単 に整理 した上で、本 プロジェク トのなかで議論 されたポ ピュ

ラーカルチャー研究の方法 と意義、また、本研究プロジェク トが模索 した若手研究者 を含

めた共同研究のあ り方 について述べてみたい。

「イメー ジとしての 〈日本〉」プロジェク トの目指 した もの

本研究プロジェク トの特徴 は、以下のようなものであると考 えられる。

第一に、従来、ほとんど交渉のなかった、大阪大学における文学研究科 ・日本学 ・国文

学 ・日本語学を始めとする人文学的 「知」と、人間科学研究科におけるソフ トな社会科学

である社会学やメディア研究などの知見 とを、意識的に架橋す るなかで今回のプロジェク

慈 イか ジと鵬1継 〉 OO7
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トが進め られた点である。両者の 「出会い」は、相互の刺激のなかで、これまでにない新

たな発見を生み出すことに成功 したと考えられる。

第二に、「文化」の枠 を、従来のハイカルチャーのみならず、マンガやアニメなどポ ピュ

ラーカルチャーにまで拡大 した点をあげる必要がある。従来の文学研究や芸術学 などの知

見 を、ポピュラーカルチャー分析に活用する工夫や、ポピュラーカルチャーのもつ人 間

の 「生」「生活」に対する 「影響力」を考察することで、人文学の新 たな対象 としてのポ ピュ

ラーカルチ ャーの位置づけをすることが可能になったと判断 している。

第三:に、「イメージ」という不定形でありながら、現代人にとって重要 な問題について、

積極的にアプローチした点も、本プロジェク トの重要 なポイン トのひとつである。従来の

人文 ・社会科学が対象にして きた一定の首尾一貫性を持った 「理念」や 「イデオロギー」だ

けでな く、 より把握が困難な対象であ りなが ら、現代人の 「判断」や 「評価」の基盤 として

はより重要性 を増 しつつある 「イメージ」をとりあげ、それをナショナル ・イメージとい

う、現代の国際関係 ・国内政治 にとって きわめて重要 な課題 と結び付けて考察 した作業

は、今後、参照されるべ き多 くの問題提起 を可能にしたと考える(こ のことについては伊

藤、2005a参 照)。

第四に、本プロジェク トの特徴 として、国内外の若手研究者を招待 して開催された国内

お よび国外でのワークシ ョップの実施 をあげることができる。 ワークシ ョップにおいて

は、報告者は、作成途上にある原論文であるディスカッション ・ペーパーをあ らかじめ準

備 し、参加者はそれを熟読した上で参加す る形 をとった。 こうす ることで、討論の内容 を

深めることが可能になったばか りでな く、報告者は、討論の成果 を、 より精緻な形で論文

として完成することがで きた。 この方法は、若手研究者の育成 という点で多 くの成果を生

み出したもの と自負 している。

最後に、ワークショップにおいて も見 られた ように、本プロジェク トにおいては、つね

にオープンエ ンドの形での共同発表、共同研究 を実施することで、異なる世代間の相互刺

激 を意識的に生み出す形を追求 したことをあげてお きたい。何よりも研究のプロセスを重

視 し、研究過程で生 じる齟齬や対立 を大切 にすることで、世代を超えたダイナ ミックな共

同研究の形を生み出 したこともまた、本プロジェク トの もつモデル研究 としての特色で

あった と考えられる。
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なぜ 日本のポ ピュラーカルチ ャーだったのか

以上、本研究プロジェク トの特徴 を述べてきたが、 ここからは、そのなかでも重要な課

題であったポピュラーカルチャー研究についてふれてみたいと思 う。

私たちがポピュラー カルチャーに注 目したのは、海外における 日本のナショナル ・イ

メージが(さ らにいえば、そのイメージを介 した日本側のそれ もまた)、 日本産のポップ

カルチ ャーを軸に形成されつつあると感 じたか らである。

実際、われわれの調査 によって も、若手の欧米の 日本研究者の多 くが、 日本のポピュ

ラーカルチャーに注 目していることは明 らかである。 また、海外の大学におけるアジァ系

講座の受講 における一定の 日本離れ状況(つ まり中国ブーム)に あっても、 日本語や日本

文化 に興味をもってこれ らの講座 を選択する学生がかなり存在 してお り、しか も、その多

くが、 日本のポップカルチャーをきっかけに日本語 ・日本文化 を専攻 していることもはっ

き りした事実であると考えられ る(報 告書 『イメージとしての 〈日本>05』 参照)。

なぜ 日本のポップカルチャーが、これほどまでに海外で受容されるに至ったかについて

は、さまざまな議論がある。 しか し、少 なくともその 「文化」としての水準が、相対的に

「魅力的」な ものだったのは明 らかだろうと思う。

その背景 には、戦前か ら続いて きた 日本 の 「子 ども文化」(それが 日本のポ ップカル

チャーの源流 を構成 していたことは明らかだろう)の もつ独特の性質があるのではないか

と思う。つま り、欧米のそれと異な り、日本の商業的子ども文化 は(学 校的な子 ども文化

とは異な り)、「子 どもを子 ども扱い しない」とでもいえる傾向をもっていたのではないか

と思われるか らだ(伊 藤、1985,2005aな ど)。 この傾向は、戦後子 ども文化のなかにも受

け継がれた。その結果でもあるアニメやマ ンガにおけるス トーリー性の複雑 さや豊富 さ

(単純 なス トー リーの多いアメリカンコミックスや ヨーロッパのコミックス と比べても、

際立っていると思う)は 、そのひとつの証拠になるだろう。

そ してたぶん、 もうひとつの社会的背景に、1970年 前後の 日本型消費社会 の成立 とい

う問題があると思 う。つま り、1960年 代 か ら70年 代 のカウンター カルチャーやサブカル

チ ャーの時代に続 く時代状況のなかで、日本のメディア産業が、ここで生み出された若い

世代 の多様なアイデアやエネルギーを、厂脱政治化」しつつ巧みに 「商品化」したと考えら

れるのである。

奪 μ磯 蹴 鰄 009



政治から 「自由」な(つ まり政治か ら疎外 された)若 者文化 は、ある意味で、きわめて爛

熟 した様相 を80年 代以後みせ始める。「純粋 に楽 しみのためだけの生産物」と日本マンガ

を位置づけたフランスの研究者がいる(Bouissou,2006)が 、1980年 代以後、 日本のポ ップ

カルチ ャーあるいはサブカルチャーは、全体 として、明 らかに無臭の(脱 政治的な)豊 穣

さをもって展開したことは、あの時代 を振 り返ってみれば直ちに理解で きることだろ う。

その背景には、この時代の 「文化」の徹底 した 「商品化」「消費化」という日本社会の動 きが

控えていたはずだ(つ まり、サブカルチャーを支える経済的資源が強力に作動 したという

ことだ)。 そ して、経済的な資源に裏打ちされた高度に 「複雑 な」性質をもった文化的無臭

性(脱 政治性)は 、明らかに日本のポップカルチャーの海外受容をスムーズに展開 させた

といえるだろう(こ の課題については、現在、新たに調査研究を進めつつある)。

ポピュラーカルチ ャー研究 の新たな方法の模索

それでは、 この新たな学問的対象 としてのポピュラーカルチャー(当 初、 ここでいうポ

ピュラーカルチャーについて、マスカルチャーやサブカルチャーのみならず、民衆文化 も

含む幅広い意味で位置づけてきたことはお さえてお きたい)を 、私たちはどのように研究

すればいいのか。これ もまた、本プロジェク トが継続 して議論 してきたことである。

その前に、もう一度 「なぜポップカルチャー研究か」という問に答えてお く必要がある

だろう(伊 藤、2004,2005b)。

人文学の主要 な対象が広い意味での 「文化」であったことは明らかだろう。 また、なぜ

「文化」を研究するか といえば、「文化 を通 じて、私たちの 『生』をより豊かに、生 き生 き

としたものにす るために」という当然の答えが返ってくるのだろうと思 う。

それなら、 ここでいう 「文化」とは何か。かつ て人文学の対象 とす る 「文化」は圧倒的

にハイカルチャーであった。 しか し、今、多 くの人々が気づいているように、ハイカル

チ ャー とポ ップカルチャーの境界が流動化 し始めている。ポピュラーカルチャー と呼ばれ

るもののなかにも、深い知識や難解な解釈を要請す るものが多数存在 しているというだ

けではない。そもそも、私たちの 「生」の経験にとって、ポピュラーカルチ ャーは、今や、

日常的に も多 くの深い影響を与えているのだ。 この新 たな 「文化」をどう扱 うかという課

題は、今後の人文学、社会科学にとって重要な問題提起 をなげかけているはずだ。
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それな ら、いかに してポピュラーカルチャーは研究される必要があるのか。

私たちは、今回のプロジェクトでの共同作業 を通 じて、 このポピュラーカルチャー研究

を進めるための、い くつかの視点を提示す ることができると思う。

まず、当然 の作 業として、ポ ップカルチ ャーの生産、流通、消費をめ ぐる研究があげ

られるだろう。ここでは文化産業論、メディア論、受容者論(利 用 と満足研究)を は じめ、

さまざまな視座がすでに存在 している。ポップカルチャーの社会的機能をめぐる研究もま

た、この分野に含まれることだろう。

ポピュラーカルチ ャーを 「作 品」として考察す るとい う作業をあげることもで きる。 こ

こには、従来の文学理論や美学理論の成果が適用可能であるはずだ。さらに、この研究ス

タイルは、学際的な研究の交錯のなかで新たな視座 を生み出す可能性 を秘めていると思う。

また、ポ ップカルチャーに映し出された社会や人間性の分析 という切 り口もまた、柔 ら

かい社会科学である社会学や人類学にとっては、すでになじみの深い ものだろう。 これ も

また、今 回、私たちの研究のなかにはしばしば見出された方法だった。

これと深い関連性 をもつ課題であ り、私たちの研究プロジェク トのなかで新たに浮上 し

たテーマ として、「学術資料 としてのポ ップカルチ ャー」という視点がある。今後、現代

社会 ・文化を考察す るために不可欠なものとして、こうした資料を収集 し、蓄積する方法

(アーカイブ等も含めて)も また問われざるをえない。

さらに、ポ ップカルチ ャーを利用 した教材開発や授業での利用法をめ ぐる研究 もまた、

今後、さらに深めていか ざるをえない課題 として、プロジェク トを通 じて認識 されるよう

になった。

最後に、ポップカルチ ャーの創造/制 作論というテーマ も考える必要がある。テクノロ

ジーの発達は、「文化創造」を身近 なものにしつつあるからだ。文化の 「創作」「創造」を研

究するということは、文化産業の発達と結びつ くという意味で、産学協同的な側面 をもつ

ことも多い。 しかし、それだけではないはずだ。創造する作業は、そのこと自体が個々の

「生」の豊かさを保証す るか らだ。 もっといえば、「創造」への参与 は、学び手を、単なる

「受け手」だけの立場から、「創 り手」の視点を所有させることを可能にさせ る。それは、

メデ ィアリテラシーの経験が示 しているように、「文化」の解釈や分析 を大衆的に深化 さ

せ ることとつながってい くはずだ。

曝 伊 シと鵬 嫌1 OU



「過程」「媒介」としての共同研究

すでにふれたことだが、ポピュラーカルチャーを対象 にするという今回のプロジェク ト

は、共同研究のスタイルという点でも多 くの新 しい成果をもた らしたと思う。

というのも、今回のプロジェク トにおいては、基本的に研究の 「過程」を大切 にす ると

いう方向性 をとったからだ。ワークショップ等 において も、その場で直接的な 「成果物」

をめざす ことは しなかった。む しろ、「成果」については、原則 としてオープンエ ンドに

し、何 よりも共同作業のプロセスを重視 した。ディスカ ッションペーパーとい う方式の

採用 も、明 らかに、こうした研究 「過程」重視のために行なわれたものである(も ちろん、

共同研究 を通 じて、多 くの成果物が個人の名前のもとで発表、公刊 されていることは言 う

までもない)。

また、若手育成という視座か ら、年上の教員は基本的に 「媒介者」の立場 をとるとい う

選択 をした(ど こまで意識的であったかはともか く、結果 として、上の世代の 「媒介者」

としての役割遂行は、それな りの効果 をもた らしたと思 う)。 また、こうした対応のなか

で年長世代 は若い世代か ら新 たな知的刺激を受けたのも事実である。

もちろん 「論文」とい う成果は個人に所属する。 しか し、本プロジェク トにおいては、

その成果へ至るプロセスを、で きるだけ 「共同化」させることで、参加者の 「経験」を自発

的に掘 り起 こさせ、相互に刺激を与えあうなかで生 じるものを大切にしようと努めたとい

えるだろう。

それが どこまでうまく機能 したかには疑問 も残 る。 しか し、そうした方向を、本 プロ

ジェク トが、選択 しようとしたのは間違いない ところである(ポ ピュラーカルチャー研究

と共同研究については、『イメー ジとしての 〈日本>05』 に掲載 されているパ ネルデ ィス

カッションの記録 なども参照されたい)。

おわ りに

今回の報告書 をもって、COEの プロジェクトとしての 「イメージとしての く日本〉」は終 、

了する。 しか し、今回のプロジェク トにおいて形成 された国内的 ・国際的なネットワーク
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と共同研究型のワークシ ョップは、今後 も姿を変 えて継続 していく予定である。

今後 とも、新たな参加者も含めて、多 くの方々の協力を心 より希望 したい と思う。

[いとうきみお・京都大学大学院文学研究科教授]
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イメージとしての〈日本 〉

論文編



サ ブ ・カルチ ャー の異質性 とクール ・ジ ャパ ンの実態

前田雅司

1.日 本 のサ ブ ・カルチ ャーの現 状 か ら

今 日、 日本のサブ ・カルチャー、特にマンガやアニメ、テレビ ・ゲーム等があたか も日

本 を代表するポピュラー ・カルチャーであるかのごとく、諸外 国に受け入れ られている。

そ して、欧米では、そうしたサブ ・カルチャー等を通 じて見 出される日本文化 なるものを

厂クール ・ジャパ ン」として評価がなされている。 ここで捉 えられ る 厂クール」とは、「冷

たい」とい う意味ではなく、「知的でかっこいい」という意味であ り、こうしたサブ ・カル

チャーの作品性、表現性がグローバルな形で高 く評価 されているといえるだろう。

このこ とは、これまで 日本文化 においてあ る意味 日陰者扱い されて きたサブ ・カル

チャーとしてのマンガやアニメ、テレビ ・ゲームが世界的に流通する文化的コンテンッと

して注 目されてきていることになる。近年の動向を見 ても、士郎正宗原作 ・押井守監督

『GHOSTINTHESH肌L攻 殻機動隊』が 『ビルボー ド誌』(1996年8月24日 号)に おいてホー

ムビデオ部門で週間売 り上げ第一位 として取 り上げられただけでなく、その世界観、すな

わちコンピュータ等のハイ ・テクノロジーと東洋的エキゾティシズムが混交 した近未来イ

メージは、テクノ ・オリエンタリズムとしてウォシャウスキー兄弟監督 『マ トリックス』

シ リーズ等に影響を与えているといわれる程である。 日本を舞台に した映画 『キル ・ビル』

を監督 したクエ ンティン ・タランティーノが、 日本のマンガやアニメ等のファンであるこ

とは有名であ り、映画の一部に用いられたアニメ ・シー ンは、 タランティーノのたっての

希望で 日本のアニメ制作会社、プロダクション1.G(『 イ ノセンス』等 の制作で知 られる)

が制作 を担当 している。 また、宮崎駿原作 ・監督 『千 と千尋 の神隠 し』が、2002年 にベル

リン国際映画祭で金熊賞 とアカデ ミー賞(最 優秀長編アニメーション賞)を 受賞 している。

テレビ ・ゲームでは、ハー ドとソフ トを通 じて 日本が先進的な地域 として国際市場 を牽
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引しているのが現状である。特 に任天堂が出した 『ポケ ットモ ンス ター』は、ゲーム ・ソ

フ トとしてだけでな く、アニメやキャラクター ・グッズ等メディア ・ミックス展開が行わ

れ、『ボケモン(Pokεmon)』 と してアメリカを始めとして世界的 にテレビ放映されている

だけでなく、アニメ映画 「劇場版ポケッ トモ ンスター ミュウッーの逆襲』は興行的に成

功を収めて もいる。

このことから窺えるように、これまで国内的に評価 されてきたとはいえないサブ ・カル

チャーが、バブル崩壊後の低迷する日本経済の状況 と相反する形でグローバルに評価 され

ていることは皮肉な出来事である といわざるを得 ない。それ以前においては、マ ンガやア

ニメ等 は、子供の教育上悪影響を与えるもの として批判の対象 とされて きた。最近では、

テレビ ・ゲームがゲーム脳 とい う形でゲームのや りす ぎは脳に悪影響 を与えるという不

当な評価がまか り通っていた位であり、青少年による暴力事件の発生の度毎にそこにテレ

ビ ・ゲーム等の暴力表現の影響があるかのごとくマスコミを通 じて根拠 もなく報道されて

もいる。こうしたサブ ・カルチャーが若者文化 と結びついて広がってい く一方、オタク現

象 との絡みの中で位置付 けられる時、そこにある種 の偏見 ・偏 向一 そこにはM事 件の

陰が大 きく関わって くる一 が伴わざるを得ない一面があったことは確かである。だが、

ここ最近の動向を見る と、日本のサブ ・カルチ ャーは、オタク化の流れと相 まって、若者

文化 との絡みの中で裾野を拡げ、多様化 してきたことも確かである。それは、マイナーな

領域であるが故に見過ごされ、メインのポピュラー ・カルチャーとは異なる形で独 自の異

質性=異 文化性 を持って きたためである もといえよう。商品=モ ノを記号として消費する

消費社会の進展 に伴い、相反する形で弱体化する伝統的な規範的文化に対 して、いかがわ

しさ故にマイナス ・イメージで周辺化 されてきたサブ ・カルチャーがマス ・カルチャーを

補完する意味で市場に取 り込まれると共に、更に今 日若者文化 との絡みの中でプラス ・イ

メージに転換 し、マス ・カルチ ャー との共犯的な関係性か ら逸脱する形で、サブ ・カル

チャーの更なるサブ ・カルチャー化が進展 して きたのが現状であるといえる。それが、結

果的に皮肉な形でグローバルに評価される事態 となってきているのである。

そ して、現在は 日本独 自の形で発展 して きた文化的コンテンッ としてマ ンガやアニメ、

テレビ ・ゲームが注 目され、重要な文化資源としていかに世界に向けて育成 し発信 してい

くかが問われるようになって きている。それ故か、キャラクター ・グッズ等で、これまで

こうしたサブ ・カルチャー分野をスポ ンサーとして支 えてきた玩具メーカーだけでな く、

例えば総合商社等が ファン ドといった形でアニメ制作 に関わるようになって きている し、
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また、国も経済産業省を始めとして、将来性 を持ったビジネス ・コンテンツとして育成 ・

支援 といった施策を行っていこうとしている。確かに、ひとつの作品がヒットすれば、メ

デ ィア ・ミックスによる二次的、三次的な形での展開が図られ、それがひとつのキャラク

ター ・コンテンツとしてのビジネス ・モデルが現在確立 していることは無視できない事実

である。

しかし、こうした形でワール ド・ワイ ドの形でコンテンツ ・ビジネスとして位置付けら

れてい くことは、本来 こうしたサブ ・カルチ ャーが持つ異質性、ある意味いかがわしさ故

の周辺性 を縮減させ、誰 にで も受容でき、消費できる平準化 された文化資源へと変質、変

容 してい くことにつなが りかねないのではないだろうか。 これ までは、マイナーな周辺文

化故 に、ある文化的コンテクス トあるいはメディア的な約束事さえ果たしていれば、あ

る程度の自由が享受でき、異質な才能を発揮す る余地=余 剰性を留保することができてき

たといえるだろう。そのことが日本独 自のサブ ・カルチャーの魅力を醸成す ることにつな

がって きたともいえるが、それが、 コンテンッ ・ビジネス として組み込 まれてい くこと

は、そうした余剰 としての異質性、それに伴ういかがわ しさを付加価値のないリスクとし

て排除してい く方向に進められてい くことは容易に想像することがで きる。

2.海 外 における異質性=異 文化性の排除 と再評価

それでは、新たな固有の文化コンテンツとして日本のサブ ・カルチャーはどのように海

外で見 なされ、受容されているのだろうか。

アメ リカ では、手 塚治 虫原作 の 『鉄 腕 ア トム』が1963年 『アス トロ ・ボ ーイ(Astro

Boy)』 としてテレビ放映 されて以降、様々な日本製のアニメが今 日に至るまでテレビ放映

されている。その間、アメリカでのテ レビ放映において問題 になったのが 日本製アニメの

暴力表現、性表現であることはいうまで もないが、それ以上に日本 という異文化性=異 質

性 を排除することによってアメリカ的な文脈に即した形式や内容 に合わせようとする意図

が働いていたことである。すなわち、 日本製のアニメは、暴力 と性の表現の問題をクリア

するだけでな く、作 品内容の物語性 を損なってまで もアメリカナイズの洗礼 を受けること

な くしてはアメリカ市場 に受 け入れ られることはなかつたとい うことである。それ故に、

今 日でも日本製アニメのオリジナリティを損なう形での再編集や カッ トが当り前の如 く行
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われている。その背景 としては、 日本ではマ ンガやアニメが子供だけでな く、深夜アニメ

のように一般成人層向けのマンガやアニメが制作され、流通 しているのに対して、アメリ

カではアニメーシ ョンは、先ず子供向けの もの として位置付け られ、「カー トゥーン」と

して括 られてテレビ放送され、受容 されている文化的な相違があるため といえよう。その

ため、日本のような一部の熱狂的なオタク層を対象 とするのではなく、一般的なアメリカ

大衆向けの内容であることを前提 とせざるを得 ない面があることも、その受容のされ方の

相違 として見ておかなければな らない。

こうした状況が大きく変化 してい くのは、アメリカ製のアニメーションとして見てきた

作 品の中に、一般向けに複雑な物語性 を持 った 日本製のアニメが多 く含 まれていること

に気づいた世代、1970年 代 か ら80年 代 に子供であった世代が成長 し、 日本製アニメを再

評価す るようになって きたためであるといえる。彼 らは、 日本製 アニメのファン層(Fan-

dom)と して、再編集の結果、 アメリカナイズされ平均化=平 準化された内容の ものでは

な く、本来のオリジナルな内容のアニメ作品を求めるようになってい く。そ こにビデオ

機器の普及が相 まって、日本製 アニメがビデオ ・ソフ トやOAVを 通 して流通 ・市販され

るようになると共に、 日本か らオ リジナル内容のアニメを入手 し、仲間内でビデオ上映会

を催す ようなことが行われるようになってい く。更に、ファンサブ(Fansub)と い う形で、

輸入等で手に入れたオ リジナルの 日本製アニメ作品に自作の英語字幕を入れた り自前で吹

き替えを行 った りして、愛好者の問に配ることが当 り前のようになってい く。 こうした

ファンサブの行為は、著作権侵害にもなるのだが、 とはいえこうしたアンダーグラウ ンド

的な現象を通 じてファン層が拡大 していったことは確かであ り、そうした 日本製アニメの

再発見 ・再評価 を通 じて、現在の日本のサブ ・カルチャーあるいはオ タク文化への関心が

高 まってい くことになる。

では、こうしたアメリカのファン層は、 日本のマ ンガやアニメ等の どういう面に魅力を

感 じ、評価 しているのであろ うか。アメリカにおいて日本 のアニメ等 を研究対象 に して

いるスーザ ン ・厂 ネイピアは、 アメリカの大学生 を対象 にした調査の結果か ら、その魅

力 として 「異質性」「複雑性」「美的なクオリティ」の三点 を挙 げている 〔Napier2001=2002:

431-442〕 。

これらの三点は相互に絡 まりなが ら日本のアニメを構成 しているといえるが、そこに見

なければならないのは、アメ リカ製のアニメーションが子供向けのカー トゥーンであるが

故に、子供か ら青年、成人へ と裾野が広がっていくアメリカのファン層にとって飽 き足 ら
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ない面 を感 じさせるようになってきていたことである。それに対 して、日本のアニメは、

多様な題材に基づ きなが ら複雑な物語性=世 界観あるいはテーマ性 を表現 し、更に手法的

にフル ・アニメーションではなく、テレビ放映に合 わせた量産化可能なリミテッド・アニ

メーションを採用せ ざるを得なかったために、表現上の様々な工夫や手法 を考案しなけれ

ばならなかった。そのことが、結果的に日本製アニメ独 自の表現や内容を成立 させる事態

に至 り、それがアメリカ等のアニメ ・ファンにとって迫真的かつ斬新的な表現、異質なア

ニメとして迎え入れられることになったのである。

ネイピア自身は、 日本のアニメの魅力 を三つの視点、すなわち 「終末(ア ポカリプス)

モ ー ド」「祝祭(フ ェスティバル)モ ー ド」「挽歌(エ レジー)モ ー ド」から分析 を行い、次の

ように述べている。

「この魅力 は、現代社会においてますます重要にな りつつある問題 たとえばテク

ノロジーの進歩、 ジェンダーアイデンティティ、男女関係、過去の歴史上の問題が現

代的な文化で取 り上げ られている点 と強 く関わっている。/そ の理由は、アニ

メーシ ョン映画全般一 特にアニメー が、不安定な現代社会の希望や悪夢 を表現す

るための理想的な芸術的手段だか らだろう。アニメーションは、実写映画 も及ばない

ほ ど、テクノロジーとアー トが絶妙 に混 ざりあってお り、その二つの要素の連動が内

容的にも、スタイル的にも具現化 されている。」〔Napier2001=2002128〕

そ こで見出されている 「終末モー ド」とは、物質的なカタス トロフあるいは精神的な内

奥の崩壊を含む葛藤や摩擦 を表す物語性 とされ、「祝祭モー ド」とは、価値観の転倒 と逸

脱における死 と再生 に基づ く変化 を表現するもの とされている。 また、「挽歌モー ド」と

は、失われたものに対する日本独特の叙情詩的(リ リカル)な 哀悼、あるいは伝統文化の

衰退とその喪失 を暗示する表現のモー ドとして見なされている。ネイピアは、以上のよう

な三点にアメリカ等のアニメーションに見 られない日本製 アニメの独 自性 を見出し、更に

「商業的かつ文化的な勢力 として、まさにグローバルな特殊形態」〔Napier2001;2002:24〕

で あ り、「潜在的な文化抵抗勢力 として聳 え立っているユニークな芸術的な産物であ り、

日本に根ざしたローカル版ポップカルチャーの一形態」〔Napier2001=2002:25〕 であると位

置付けようとする。

だが、そ こで見落としてはな らないのは、そ うした 日本製アニメの異質性=独 自性 と

いった特徴は、アメリカ的なるものの鏡像 としての異質性=他 者性であ り、その限 りでの

東洋的なエキゾティシズムであるかもしれないことである。それはあくまでも普遍的な西
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欧的モデルか ら見た異質性なのであ り、 日本製アニメ等で問題 にされる暴力表現や性表現

も、普遍的モデルから逸脱 した日本の文化 的特徴、その異質性=異 文化性 として読み解か

れている面を見逃す訳にはいかないだろう。そして、そ うした面が 日本特有のオタク現象

と結び付 けられて捉 えられることは避けられないように思われる。その意味では、日本の

アニメは、 日本のサブ ・カルチ ャー とい う特殊性=特 異性一 そこには創 り手=送 り手と

受け手 との奇妙な共犯的な関係性が介在 し、それ故に重層的な読み込みが可能 ともなる過

剰性 を内包 して もいる一 か ら生 じた ものであ り、アメリカでは、その異質性の故に排

除一 アメリカ的なコンテクス トに合わせ た形でのカッ トや再編集を経ることな くしては

受容されないという意味で され、逆 にその異質性 の故 に今 日再評価されるようになっ

たともいえるのである。

3.ク ー ル ・ジ ャパ ン とサ ブ ・カルチ ャー

3-1.ク ー ル の 意 味 す る も の

以上のように 「クール ・ジャパ ン」という形で現在 日本のサブ ・カルチャーが評価され

ているとしても、ネイピアが捉 えるように、そ こにはグローバル化、その普遍的モデルに

対する異質性=特 殊性への評価 とい う側面があるといわざるを得 ない。それを単純 に受け

とめ、コンテンッ ・ビジネス という形で育成 し、世界市場に発信することは、結果的に本

来 日本的土壌においてマイナーな周辺性から生 じた特異なサブ ・カルチャーというあ り方

をグローバルな市場へと回収させ、普遍的なモデルへ と平準化させることにもつなが りか

ねないのではないだろうか。そこには、 もはや特異な異質性 をはらんだ日本のサブ ・カル

チ ャー といったオルタナティヴな自由な場等はあ りえない ように思われる。

最近のマ ンガやアニメ、テ レビ ・ゲームの動向を見て も、キ ャラクター ・コンテンツと

してのビジネス ・モデルが確立 したためか、最初にキャラクターあ りきの状況の中で作品

が創 られる傾向が強 まり、その結果作品その ものの形骸化や空洞化が進 む一方、過剰な

読み込み を可能にする重層的な物語性;世 界観を持った作品が生 まれにくくなる現状にあ

る。また、そうした状況が一部のオタク達 との馴れ合いを生み出し、本来あった創 り手=

送 り手 と受け手との緊張関係が希薄になりつつあることも、日本のサブ ・カルチ ャー とい
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う特異性=異 質性 を矮小化 させてい く要因になってきている。

では、 こうした現状 にある日本独 自のサブ ・カルチャー としてマンガや アニメ、テレ

ビ ・ゲーム等が 「知的でかっこいいクールなもの」としてどの ような文脈の下に位置付 け

られているのであろ うか。アメ リカの雑誌 『ForeignPolicy』(2002年5・6月 号)に 「lapa㎡s

GrossNationalCool」 とい う論文を掲載 し、 日本のサブ ・カルチャーをクールという視点か

ら捉 え、新たなソフ ト・パ ワーとして位置付 ける先鞭 を付 けた ジャーナ リス ト、ダグラ

ス ・マ ッグレイは、次のような序文か らその論文を始めている。

「日本 は、 また もや、新 たな超大国の地位を築 きつつある。広 く報 じられている政

治、経済上の落ち込みにも打ちのめされることな く、日本のグローバルな文化的勢力

は静かに力 を増 して きた。ポピュラー ミュージックか ら家庭用電子機器、建築から

ファッション、アニメーションから和食にいたるまで、今 日の日本は、経済大国だっ

た1980年 代 と較べ て文化大国と言 うのが正 しい ようだ。 しかし、 はた して 日本はメ

ディアの素晴らしい力をベースに、同様にパワフルなナショナル ・メッセージをはっ

きりと発信す ることができるのだろうか?」 〔Mcgray2002:1;2003:132〕

マ ッグレイは、2001年 に3ヶ 月かけて 日本に滞在 し、同人誌や フィギュア等のオタク専

門店 「まんだらけ」への取材や様 々な 日本 のアーティス ト、映画監督、文化系の専門家等

にインタビューを行い、 日本のサブ ・カルチャーが ソフ ト・パ ワーとして新 たな可能性 を

持 って立ち現れてきている現状 を分析 しようとする。 しか し、その過程で見出されたの

は、インタビューの対象者の多 くの、日本文化が海外で勢力 を持っていることへの驚 き、

外国の観客への無関心、外国か らのインスピレーシ ョンの強調 と、現代 日本 に日本的な要

素がほ とんどないという謙遜であった。そこには、取材を受けた上野俊哉が言 うようにポ

ス トモダン的な折衷主義、すなわち他国の文化的要素を融合 し、筋が通ったまとまりのあ

る文化 を創 り上げてい く日本の姿であったといえるだろう。マ ッグレイは、そこにジャパ

ニーズ ・クールのキー ・ポイン トを見 ようとする。

更にマッグレイは、 こうしたソフ ト・パ ワーの視点から、GNP(GrossNationalProducts

=国 民 総生産)に 対 して、GNC(GrossNationalCool=国 民文化力)と いう指標 を提示 し、

Cool(知 的なかっこよさ)の 度合いから日本文化の底力 を再評価 し、世界 に影響を与える

文化力 を備 え、今 日発信 しつつある文化大 国として日本 を位置付 け し直そうとする。だ

が、その一方、 日本がマンガやアニメ、テレビ ・ゲーム等のサブ ・カルチ ャーを通 じてソ

フ ト・パ ワーを蓄えて きているの に反 して、以下のように、海外に向けてコミュニケー
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ションの流通経路 を十全 に使いこなし、人材を育成 しながら自ら培って きた文化資源をソ

フト ・パワーとして発信 し、流通 させてい くことが今後大 きな課題 となって くることも指

摘 してもいる。

厂しか し、恐るべ きソフ トパワーを蓄えてはきたものの、まだ日本には栓 を抜いてそ

れを出す手段がほとんどない。ナショナル ・クールがあれば、 日本の大学、研究室、

企業、芸術 は、才能ある外国人 に満 ちているはずである。 ところが、1990年 代 後半

にアジアで大々的に行われた世論調査でわかったことは、 日本文化や 日本製品をたた

える回答者でも、 日本に留学 した り仕事をしに行 こうと考える人はほとん どいなかっ

たことだ。ましてや永住希望者 など皆無に近かった。 日本の文化 は外国か らの影響 に

オープンであるが、 日本への移住や移民に対するサポー ト体制は政治的にも社会的に

もない。」〔Mcgray2002:9=2003:140〕

「目を見張るような日本の復活の歴史 を物語るのは、その変容の帰結 には、おそ らく

破滅ではなく再生が待っているだろうということだ。 コミュニケーションの流通経路

を握る日本には、可能性に満ちたソフトパ ワーが大量 に蓄えられている。そして、超

大国 としてふ さわ しい地位 を築いた 日本が、その文化 を広める時、あふれ るような

メディアがありなが らメッセージのない状態 に、満足 しつづけるとは考えにくい。」

〔Mcgray2002:9=2003:140〕

以 上のように、マ ッグレイは、 日本のサブ ・カルチャー を彩 るマ ンガやアニメ、 テレ

ビ ・ゲーム等が世界に流通 し、受容 されている現状 を踏まえて、そこに新 たな日本独 自の

土壌か ら培われた文化資源=ソ フ ト・パワーを捉えると共に、新たな指標 としてクール(知

的なかっこよさ)と いう要因を見出そうとしたといえる。だが、そこで見落 としてはなら

ないのは、こうした第三者、すなわち西欧のまなざしを通 じて始めて、 日本のサブ ・カル

チ ャーがクールな ものとして世界的に注 目され、海外で大 きな影響力を持つに至っている

ことが知 らしめられたということである。逆に、いかにこうした日本のサブ ・カルチャー

が 自国の中で軽視され続けていたかの証左 といえるのではないだろうか。そして、そこで

捉えておかなければならないのは、ネイピアやマッグレイ等に見 られるように、外部か ら

の視点=欧 米のまなざしによって再発見される日本なるものは、西欧を主体にして構築さ

れた視点が介在 した、あ くまで も西欧の普遍的な文化的モデルを通 じて見 出される異質性

=異 邦性なのであ り、その限 りにおける鏡像 としての他者=幻 想 としての日本であること

を見逃す訳にはいかない。他方、そ うした西欧のまなざ しを内面化 した形で受容される日
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本独 自のサブ ・カルチャーなるもの、その 「クール ・ジャパン」というイメージは、二重

に捩れた形での鏡像的な他者なるイメージを安易に受容 し、あたかも最初から価値があっ

たかのように内面化 し再受容しているだけかもしれないのだ。

自閉化 していく日本の若者 を取 り巻 くサブ ・カルチャー現象 について、「オタクや引 き

こもりといった 「現象」にも、 ←・・…)個 が自分 ならびに他への 「愛着を失い無関心 になる

こと」ひいては個が 「廃されて しまうこと」とい う現象 に通 じる ものがあるのか もしれま

せん」〔Stiegler2004=2006:2〕 というある面正鵠 を射 た評価 を行 うメディア論者ベルナー

ル ・スティグレールがいる一方、「OTAKU」 や 「HENTAI」 という言葉がある種の偏見 ・偏

向を伴いなが ら世界的に流通し、 また、例えば、 日本のサブ ・カルチャー/オ タク文化 に

詳 しいタランティーノでさえ映画 『キル ・ビル』で描 く日本なるものは、 日本人か ら見 る

と違和感を覚えざるを得 ない位、 日本のある一面が誇張され、歪め られた形でのどこにも

ない日本 であるといえ、そ うした特殊性=異 質性が介在 した形での 「クール ・ジャパ ン」

という評価が成 り立っていることを押さえてお く必要がある。

3-2.ク ー ル とパ ワ ー

ともか く、オタク現象 との絡みの中で、これまでいかがわ しい周辺的なもの として見な

され、ある一面顧み られることがなかった ともいえるマイナーなサブ ・カルチャーが、世

界に流通する日本発の文化資源である とい うこ.とを海外、特 に欧米 というまなざしの指

摘 によって認識 させ られたことは、バブル経済崩壊後、厂失われた十年」ともいわれる長

期に渡る経済的低迷を余儀な くされて きた 日本 にとって、ある意味皮肉な出来事であるこ

とは間違いないだろう。むしろ、バ ブル崩壊後、 リス トラ等で流動化する人とモノの動 き

の中で、いかがわしさ故の周辺性がかえって自由な場 として、様 々な能力のある人材を集

約 し得ることを可能ならしめた結果である ともいえるかも しれない。 また、海外への視

点を欠落させ ながら、国内の限 られたキャラクター市場/オ タク市場 を対象 にしてきたこ

と一 テ レビ ・ゲーム業界 も、国内市場の安定があって初めて、アメリカ等の海外市場へ

の進出が可能であった一 が、結果的に経済的動向に左右 されることな く、安定 したオル

タナティヴな市場基盤を持ったマイナーな文化 として成 り立ち得ていたともいえよう。そ

うした国内市場の文化基盤iに安住 して きた状況が、海外からの評価の高まりと共に、捩れ

た形で崩れてきたのがサブ ・カルチャーを取 り巻 く現状 ということになる。
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そのためか、「クール ・ジャパ ン」という形で評価 されるサブ ・カルチ ャーは、低迷す

る経済の最中において、新たな日本経済 を牽引する市場分野として、一般的に次のような

論調でデジタル ・コンテンツ化の流れと相 まって注 目されるようになって きている。

「これまで、新聞、出版、放送、音楽、映画、ゲームなど、それぞれが独 自に発展 し

てきた産業は、今、デジタル化 によって融合 しつつある。通信や放送、家電、自動車

などあらゆる産業 も横に串刺 しして再編する 「コンテンッ産業」が出現 しようとして

いる。従来の 「メイ ド・イン ・ジャパ ン」を一新 させ る、高度に文化 と技術 の融合 し

た新産業である。/こ の産業が、少子高齢化や国家財政の行 く末に不安 を感 じている

現在の 日本を、新 しい次元へ と牽引することは間違いない。」〔杉山2006:4-5〕

だが、それは、あ くまでも国際的な競争力を持ち、将来性を期待できる新たな市場分野

としての側面に留 まる限 りにおいてといわざるを得ず、マイナーな周辺性=特 異性 といっ

たオタク的ないかがわ しさが払拭された訳でないことはいうまでもない。むしろ、そ うし

た側面が更に歪んだ形で強調 され、興味本位に取 り上げ られる風潮さえ見 られるのが現状

ではないだろうか。

しか も、そこには、マ ッグレイが指摘す るように、マイナーな周辺文化 として追いやら

れてきたが故に、マンガやアニメ等における人材育成や情報発信等 といったマーケティン

グによる戦略的な視点がこれまで欠落してきたことを見落 としてはならないだろう。その

ため、海外への供給 ・進出において、日本のサブ ・カルチャー作品が不利な契約を結ばざ

るを得ないケースだけでな く、アメリカ等では、マ ンガやアニメ等 における暴力表現、性

表現が問題 にされ、作品性 を損なう形での編集やカット等が今 日も当 り前の如 く行われて

いるのが現状なのである。「クール ・ジャパ ン」という文化イメージだけが先行 している

現状 を顧みると、今後海外での流通経路、供給のあ り方等が大きな課題になって くること

は避け られない事態であるといえよう。特に、アメリカ ・ハ リウッドの映画資本やディズ

ニー ・プロダクション等のエンターテインメント産業が普遍的 な文化モデルとして支配

する世界市場の中で、日本のサブ ・カルチャーがその異質性=独 自性を損なわれることな

く、その作品性が発揮 される余地があ り得るのか どうかが問われることになる。むしろ、

現状 を見ると、そうした巨大なアメリカ資本が支配する普遍化=平 準化 された文化的モデ

ルへ と回収 される傾向が強まっているといわざるを得 ないのではないだろうか。例えば、

『リング』や 「バイオハザー ド』、『ドラゴンボール』といった映画やアニメ、テレビ ・ゲー

ム等日本で話題 になった国産の作品がアメリカ等で リメイクされた り、版権が取得 された
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りするところにその傾向を読み取 ることができるだろう。だが、裏返せば、そこには、ア

メリカ ・ハ リウッ ド等における企画力、プロデュースカの低下 という側面、あるいはパ

ターン化 され型に嵌 ったシナリオ展開、その硬直化 といった もの も見逃す訳にはいかな

い。だからこそ、外部か ら新たな文化資源を巧妙 に囲い込むことによって、自らの市場基

盤の活性化 を図らざるを得ないのが、肥大化 したアメリカのエンターテインメン ト産業/

映 画資本の現状であるともえいえよう。

ところで、クールという視点から日本のサ ブ ・カルチャーを読み解 こうとしたマ ッグ レ

イは、 日本のアー ト・プロデューサー、山口裕美 との対談において、対談中クールという

言葉がほとんど出てこず、その代わ りにパワーが多 く使われていることを指摘 され、更に

「グローバル ・ナショナル ・クール」のクールとはパワーの ことを指すのか と尋ねられて、

以下のように答 えている。

「全 くその通 りです。私 はクールという言葉 をパワー、つ まり力 という意味で使いま

した。文化=振 り向かせ る力だと思っています。人々を魅了するということは、人々

を自分の方へ向かせること。あえてGNPに 模 してGNCと い う言い方をしたのは、数

値的にも人 を振 り向かせ るパ ワーがあると考えたか らです。」〔山口2005149〕

このことか らも窺 えるように、「クール ・ジャパン」のクール とは、単純に知的でかっ

こいいという意味で済まされ得ない面を持ち合 わされているといえ、だか らこそ、マ ッ

グレイは、 日本でも話題になった論文 「lapa㎡sGrossNationalCool」 の 中で、クール と共に

ソフ ト・パワー という言葉 を併用 して使 っていることを見落 としてはならない。む しろ、

パ ワー(人 々を魅了 し、引 き付 ける力)と しての側面が裏表の関係 として始めて、クール

(知的でかっこいい)と い う側面が意味を持って くるといえるのである。だか らこそ、人々

の需要を喚起 し、消費へ結び付けてい くために、いかにコミュニケーションの流通経路を

支配 ・管理し、メデ ィアの中に露出させていくかが重要 になるのはいうまでもない。そし

て、そこに絡んで くるのが文化的ヘゲモニーの問題であることを見逃 してはならないだろ

う。そうした文化的ヘゲモニーを巧妙に隠蔽 しながら、市場の流通 を支配 し、文化的な囲

い込みを行なっているのが、ハ リウッドに代表されるアメリカのエ ンターテインメント産

業であるということになる。

その意味では、「クール ・ジャパ ン」とい う表面的な評価だけではな く、 日本における

サブ ・カルチャーも、こうしたアメリカの文化的ヘゲモニー との関係の中で、 どのような

影響 を受けて今 日に至 っているのかを捉 え直す必要があるのではないだろうか。このこと
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は、例えば、ウォル ト・ディズニーに対す る手塚治虫の憧憬 とコンプレックス、あるいは

アメリカのフル ・アニメーションに対する 日本製アニメでの リミテ ッド・アニメーション

の採用、その結果 としての特異 な表現形式の発展や物語内容の複雑化、相対化といった独

自の展開がアメリカの文化的ヘゲモニーとの絡みの中で どのように生 じ得たかを見てお く

必要がある。それが、 目本のサブ ・カルチャーの土壌 を培い、今 日のオタク現象を醸成す

る条件 となったことは見逃せない事実である。その上で、日本発のサブ ・カルチャーの独

自性=特 異性 をいかに活か し、人々を魅了する文化資源のあ り方 を模索 してい くかが問わ

れなければならない。

4.コ ンテ ンツ ・ビ ジネス と国 の施 策

以上の ような 「クール ・ジャパ ン」とい う評価 と共に、 これまで顧み られ るこ との な

かったマンガやアニメ、テ レビ ・ゲーム等が 日本を代表する文化資源であ り、世界市場に

通用 し、今後 日本の文化 を情報発信 してい く上でなくてはな らないコンテンッとして遅 ま

きなが ら現在見直 しが行われつつある。 日本政府 も、 コンテンツ ・ビジネスの進展 を図る

上で、マイナーな周辺性に追いやられていたサブ ・カルチ ャーに注目し、その育成 を進め

てい く方針を打ち出すと共 に、2003年 に 「知的財産戦略本部」を設置 し、様々な施策が行

われようとしている。

次いで、国の施策等が どのようにマンガやアニメ等のサブ ・カルチャーを位置付け、 日

本独 自のコンテンッ ・ビジネスに組み込もうとしてい るかを見てみることにす る。

先ず、 コンテンツそのものについて、経済産業省によるコンテンッ産業国際戦略研究会

は、2003年 にそれまでの議論 を集約 した中間とりまとめの中で 「コンテンツとは、人の精

神(心)に 充足感を与える 「情報」であ り、経済的取引が可能な 「財」でもある。」〔経済産業

省コンテンツ産業国際戦略研究会2003:4〕 と定義 し、以下の ように現状を分析 している。

「しか しながら、日本 コンテ ンツには、他 国にはないハ ンデ ィキャップもある。/そ

れは、多 くの 日本人 自身が、日本 コンテンッ産業の価値や国際的競争力を信 じてこな

かったことである。残念ながら、「マ ンガ」や 「アニメ」等素晴 らしいコンテ ンツを生

み出す制作者達は決 して十分な経済的還元を受けていない。社会からの認知度は決 し

て高いものではなかった。(… …)政 府 において も、ここ数年 を除 き、コンテンツ産
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業の重要性を政府の公式文書で謳ったことはなかった。/更 に何 よりもコンテンツ産

業 自身が自らの力を過小評価 していたのではなかろうか?市 場規模や海賊版の氾濫等

多 くの要因があるにせよ、全体 として見た場合、 コンテンツ産業の国際展開が積極的

であることは困難である。」〔経済産業省 コンテンツ産業国際戦略研究会2003:4〕

その上で、研究会は、知的財産を新たな成長のメカニズムの中核 に据えた構造変換の中

で、 コンテンツ産業 は、 日本の リーデ ィング ・イ ンダス トリーへ と発展す る可能性 を有

し、その国際展開を促進することは急務な課題であるとしている。そ して、研究会の提言

の骨子は次のようになっている。

『コンテンツ産業国際戦略研究会中間とりまとめ』提言骨子

1.国際展開に向けた提言

①情報収集能力の向上 ・蓄積を図る国際展開拠点等の整備を図る。

②情報発信力強化とともに国際取引市場の創設を図る。

③積極的に「攻め」の海賊版対策強化を図る。

④人材育成、人材交流の促進により、信頼できるパー トナーづくりを図る。

⑤新しい海外流通モデルの確立を図る。

⑥国際展開を困難にしている制度的要因の解消を図る。

⑦国際展開に向けた官民共同による行動計画の策定と業界横断的な課題の解決に向け

た検討体制の継続を図る。

2。我が国コンテンツ創造力強化に向けた提言

⑧安全 ・安心なデジタルコンテンツ市場の確立を図る。

⑨生産部門を活性化し世界に通用するコンテンツ創造力の強化を図る。

上記のように、コンテンツ産業国際戦略研究会の中間とりまとめの内容 を見 ると、コン

テンツを経済的側面から捉 えているといえ、その上で、情報収集 と発信能力の向上、人材

の育成、海外流通モデルの確立等によるデジタル ・コンテ ンツ創造力の強化を図ることが

提言の主要の内容 となっている。だが、 ここで挙げられていることは、すでに10年 以上

も前か らオタク化の流れの中で、サブ ・カルチャーが構造的に抱える問題 とされて きたこ

とであるといわざるを得ない。 また、提言の内容 自体 も、こうした施策にあ りがちな内容

の域 を越えるものではないといえよう。それが、何 ら解決されることな く、一部ではアニ
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メ等の制作現場での空洞化一一一制作費の低予算化、それに伴 う韓国や中国等人件費の安い

海外 に制作の一部を依存せ ざるを得ない構造上の問題 が進んでいるともいわれ、それ

だけ、これまでこうしたサブ ・カルチ ャー という分野が コンテンッ=文 化資源 としてなお

ざりにされて きたことの表れであるともいえよう。

次いで、国の施策の中核 となる知的財産戦略本部の 『知的財産推進計画2006』 について

見てみると、総論において、情報革新によって知的財産戦略、すなわち価値ある情報の創

造、保護、活用の循環(知 的創造サイクル)が 求められる知識社会が到来 したと位置付 け、

日本 において も国際競争力 を強化する上で、知的財産立国を目標 とすることが国家戦略 と

して必要 となっていると見 なしている。そのためにも、「知財 を有効に活用 して国富を増

大させるためには、研究開発部門やコンテンツの製作現場において質の高い知財を生み出

し、それを迅速に権利 として保護 し、経済活動としてその実用化 ・商品化 を行 うことが求

め られる。」〔知的財産戦略本部2006;2〕 と している。内容的にコンテンツについて関係 し

て くるのは、「第4章 コンテ ンツをいか した文化創造国家づ くり」であ り、その章の序文

は以下のような認識でまとめられている。

「我が国には、映画、音楽、ゲーム、アニメなどのエ ンターテインメント・コンテ ン

ッだけでなく、食、地域ブランド、ファッション等の知的 ・文化的資源が大きな広が

りを持 って存在 している。/こ うした知的 ・文化的資産 も含めたコンテンツは、「知

的財産立国」の実現を目指 している我が国にとって 「国民総文化力」ともいうべ き重

要な資産であ り、 これらの活性化を図ることによ り、新 しいビジネスチ ャンスの創

出や海外市場へ の展 開が期待で きる。これらの取組 を通 じて、 コンテンツ産業の対

GDP比 を先進国並み に高めてい くことを 目指す。/ま た、知的 ・文化的資産 も含め

たコンテンツの活性化は、我が国の多様で豊かな文化力の向上を促す とともに、 これ

らの海外に向けた発信を通 じ、新 しい時代 にふさわ しい 「日本ブランド」の確立にも

貢献 している。そのようなコンテ ンツの活性化には、それを創造する人、楽しむ人の

層を厚 くすることが重要である。子 どもの頃から文化芸術に触れる機会を充実させる

ことにより、創造力豊かな人材が育ち、文化創造 国家の大きな原動力 となる。」〔知的

財産戦略本部2006:88〕

そ して、そうした文化創造国家づ くりを目指す上での施策の方向性 として、 コンテンツ

の創造 ・保護 ・活用が循環 してい く新 しい コンテンッ循環社会の広が りにおいて、世界

トップ ・クラスのコンテンツ大国 を実現することが中核に据えられることになる。そのた
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めにも、 日本国 としてなすべ きことは、多 くの国民にとってコンテンツの創造 ・保護 ・活

用が身近 になる時代 を展望 して、新 しい保護ルールや流通環境 を時代に先ん じて整えると

共に、① 国民一人一人が満足できるユーザー大国、② クリエーターが最大限能力を発揮で

きるクリエーター大国、③国際的競争力を有したビジネス大国の実現に向けて、世界 トッ

プ ・クラスの コンテ ンツ大国 を、ユ ーザー、クリエーター、 ビジネスのすべてがWin-

Winの 関係になることによって目指す ものとされている 〔知的財産戦略本部2006:89〕 。

以上のように、国がその施策 として展開する場合、そこには国家全体の枠組みの中でど

のように位置付 けられるのかが大きな要因となってこざるを得ず、当然知的財産立国や文

化創造国家 といった国家戦略、あるいは国際的な視点に立った経済効果や文化力の向上、

コンテンツ ・ビジネスの育成といった面が強調 され、前面に打 ち出されることになる。そ

の場合、どうしてもそこには、マイナーな周辺性 によって成 り立つサブ ・カルチャーのあ

り方 と国家による大 きな枠組み としての戦略との問に齟齬をきたさざるを得なくなること

はいうまでもない。サブ ・カルチャーなるものは、マイナーであるか らこそ、その特異な

価値があることを忘れてはならない。それが、現在、「クール ・ジャパ ン」として評価 さ

れているのではないだろうか。勿論、提言などの内容を見れば、ユーザーが主役であるこ

と、コンテンツを創 り出す クリエー ターの重視 といったことが基本姿勢 として打ち出され

ているとはいえ。

む しろ、マンガやアニメ といった日本のサブ ・カルチャーは、創 り手=送 り手 と受け手

とが、同人誌等 といった二次創作 を含めて、ある種の共犯的な関係の下 に形成 してきた面

があ り、ワール ド・ワイ ドなコンテンッ ・ビジネスとして展開を図ってい くことは、そう

した相互的な作用が生み出す交感=共 生 という側面を損なうことは間違いないだろう。世

界的に誰 にでも楽 しめるコンテンツとしての日本のサブ ・カルチ ャーなるものは、 もはや

サブ ・カルチャーとはいえず、周辺性、そのいかがわしさ故の過剰性 とそれに伴 う重層的

な物語性一 それが、一部で暴力表現、性表現 として表れているともいえるが一 等、そ

れらをどこに も持ち合わせていないサブ ・カルチ ャーな らざるものに換骨奪胎 され、変

質 ・変容 されて しまっているかもしれない。そ して、そ こに見出されるのは、グローバ

ル ・スタンダー ドな普遍的モデルに均質化=平 準化された予定調和的な世界観、単純明快

な物語性 に基づ く無味無臭 なカルチャーであるかもしれない。

こうした国の施策のあり方について、大塚英志 は、次のように批判を行い、その政財界

の熱狂が 日本経済が不況故の一時的なものであると見なしている。
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「アメリカが 「HENTAI」 と呼び、政府は 「ジャパ ン ・クール」と呼ぼうとするこのジャ

ンルに国策的な期待が集まること自体が、いかに 日本の経済が脆弱化 し、かつてナ

ショナルアイデ ンティティを担 っていた文化領域が流動化 していることの証 しであっ

て、それはバブル崩壊後、長い不況下にあった日本経済の中で、唯一アニメーション

やまんがだけが、「海外で通用する産業ない しは文化」としてあるように見えて しまっ

たことへの政治や産業の側のいささか困った誤解に基づいている、 といえます。だか

ら身も蓋もない言い方をして しまうな ら、この政財界のジャパニメーシ ョン熱は日本

経済がいささか長かった不況を脱すれば、あっさりと忘れ去られることになる と思い

ます。」〔大塚 大澤2005:9〕

更 に、大塚 は、既存の経済の外側で行われるオルタナティヴな経済活動であるか らこそ、

サブ ・カルチャーのオタク的な活力の源があると捉え、施策等による国の介入 とは相容れ

ない ものと位置付ける。

「「ジャパニメーシ ョン」の中核である 「おた く」産業は、 コミケとか、アキバのマニ

アが経営す る店が典型なように、「日経」的な既存の外側 にあ ります。だか らこそ、

内側にとり込もうとしているのか もしれ ませんが、市場外経済であるが故に活力があ

るのであって、国に 「認可」された り「庇護」された り、それ以前 に 「認知」された時

点で衰退 します。/「 下心」としてはもう一つ、「ジャパニメーション」とか 「ジャパ

ン ・クール」とい う言葉 に示 されているように、これらの産業 を文化 ナショナリズム

と結びつけようとする意志があからさまにみて とれます。」〔大塚 大澤2005:11〕

現 在、情報収集 と発信、人材の育成等はコンテンッとしての質を高めていく上で必要に

迫 られている課題であるが、確かに大塚のいうように、オタク的な流れを強めるサブ ・カ

ルチャーの現状 に対 して、国の過度の介入は、かえって既成の規範的文化のヒエラルキー

的構造に回収 され内包されて しまうことにな りかねない し、その場合国民国家の枠組みか

らはみ出 してい く過剰性は認め られるべ くもないだろう。また、 日本経済が復調すれば、

サブ ・カルチャー/オ タク現象 を取 り巻 く経済的熱狂は冷めるだろうという大塚の主張は

一面正 しい ともいえる。だが、コミケにおける企業ブースの設置一 そこには、著作権へ

の対応 とい う側面がある・ だけでな く、出版社やゲーム ・ソフ ト会社 による独 自のキャ

ラクター ・フェスバル等の開催、ブロッコリーやまんだ らけ等によって主導 されるオタク

市場の動向を見 ると、すでに既存 の市場内へ の回収や取 り込みが進みつつあることも事実

である。
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5.著 作権及び知的財産権 とサブ ・カルチ ャー

更に、インターネ ットの普及による高度情報社会 は、著作権や知的財産権が複雑に絡

み、いかにコンテ ンツ=文 化資源を囲い込み有効に活用で きるかが問われるようになって

きている。オタク市場の拡大 と共にメディア ・ミックス化が進み、キャラクター ・コンテ

ンツとしての ビジネス ・モデルが確立 しているサブ ・カルチ ャーは、これまでマイナーで

あったが故 に、逆にコンテ ンツ=文 化 資源が豊富 に存在 してい る。 また、マンガや アニ

メ、テ レビ ・ゲームといったサブ ・カルチ ャーは、ひとたび人気を得れば巨大な市場 を形

成する面があることは、例えばアニメ 『新世紀エヴァンゲリオン』にまつわる騒動を見 れ

ば明らかであろう。反面、そうしたヒット作品を生み出すことが、いかに困難なことであ

り、ギ ャンブル的な側面があることはいうまで もないが。それ故に、外部性 を内部に回収

す ることで自らの市場性 を活性化 させてい く資本主義 システムにおいて、ネ ットに流通

できるコンテンッが多種多様に蓄積されているサブ ・カルチャーは、周辺的な文化領域で

あるとはいえ、企業 にとって魅力 ある文化資源であることはい うまで もない。「クール ・

ジャパ ン」といった評価 による熱狂 は、一時的なものであるかもしれないが、著作権や知

的財産権 との絡みで捉 えられる コンテンッ ・ビジネス とい う側面は、今後強まることは

あって も、弱 まることはない と見なさざるを得ない。

このことは、例 えば、『機動戦士 ガンダム』等で知 られるアニメ制作会社、サ ンライズ

が玩具 メーカーのバ ンダイ(現 在ナムコと合併 ・経営統合)に 買収 され、子会社化 された

ことか らも窺えるだろう。そこには、番組のスポンサーであったバ ンダイに とって、ガン

プラ(ガ ンダムのプラモデル)等 の関連グッズが売上げにおいて大 きな比率 を占め、少子

化による市場が縮小する中で、キャラクター ・コンテ ンツとして無視 し得ない背景があっ

たためである。だが、本来アニメ等の制作プロダクションは、スポンサーやテレビ放送局

等 との間に一定の距離を取った独立性 と緊張関係一 キャラクター展開における玩具メー

カーとの軋轢、低視聴率による番組打ち切 り等 を保つことが優れた作品を生み出す基

盤であったはずなのであるが、その関係図式が、今 日コンテ ンツの囲い込みよるビジネス

化の流れの中で、崩れつつある状況にある。それが、結果的に、スポンサー ・サ イドの意

向に沿った作品が安易に創 り出 され、初めにキャラクターあ りきの形で粗製濫造 されるこ

とにつながってい くことになるし、また、マンガやアニメ、ライ トノベル、テレビ ・ゲー

蕁 ・鱒 ・欝 く躰 〉
033



034

ム等 メディア ・ミックスの展 開が し易い作品が重宝 され、流通す る傾向が顕著 になって

きて もいる。それ故に、逆に難しいテーマ性を持った作品は、キャラクターによるメディ

ア ・ミックス展開が しに くいためか、忌避 されることにもなる。それが、今 日いわれる

キャラクター ・コンテンツ ・ビジネスの実態であるといわざるを得ないだろう。

以上のようなコンテンッを取 り巻 く市場動向だけでなく、今 日、ネッ ト内における違法

なコピーの横行、海外における海賊版の氾濫等 といった著作権の侵害は、知的財産権 との

関連で大 きな問題になりつつある。低予算で創 られるアニメ作品等 は、DVDソ フ トや関

連グッズという二次的、三次的なコンテンッ ・ビジネスによって利益 を補填 しなければ成

り立ち得 ない悪循環 ともいえる状況を鑑みると、死活 問題にもな りかねない事態である

といえよう。だが、こうした関連グッズによる付帯的な利益を前提にし、キャラクターに

よるビジネス ・モデルに依存 しなければならない程、制作現場の脆弱性、それに伴 う悪条

件一 例えば、アニメーターの低収入 と過酷な労働環境等 といった こそが問題の根源

なのであるのだが。

また、近年の著作権、知的財産権の動向を見ると、著作権の有効期 間が延長される等、

その内容や対象領域が拡がるようになって きている。ディズニーが生み出した世界的な

キャラクター、 ミッキーマウス も、本来著作権の有効期間が過 ぎて しまっているのだが、

版権 を持つディズニー ・プロダクションの意向 を反映 した形で期間の延長が図 られる事

態 となっている。世界的なキ ャラクター として投資 し、 ビジネスを展 開してきたディズ

ニー ・プロダクションにとっては、 ミッキーマ ウス以降の他のキャラクターも次々と版権

を失い、第三者が利用可能になるのだか ら、企業の論理として 自らの権利を守らなければ

ビジネスが成 り立たない事態になったともいえよう。確かに、著作権や知的財産権は、ク

リエー ターの地位を安定的に保障する上で認められるべき権利ではある。 しか し、現状を

見ると、こうした著作権や知的財産権 といった形での情報や知識=知 の囲い込みは、ネッ

ト社会 を支配する一部の企業等 を利するに過 ぎない といわざるを得ず、アメリカによる文

化的ヘゲモニーは、そうした独占的傾向を国家戦略 として強めているといえるだろう。本

来、ネット社会は、情報や知識=知 を共有 し、新たに創造するところにこそその意義があ

るといえるのだが、現状は違法なコピーや海賊版の横行により、む しろ著作権や知的財産

権 を盾に取った形での強化 ・拡充の傾向が強まっている。 日本のサブ ・カルチャーも、否

応 なくこうした問題 にコンテンツ ・ビジネス絡みで巻 き込 まれざるを得 ないだろうし、国

の施策 も、クリエーターの育成 と待遇改善や制作環境の向上 という面だけでな く、 こう
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した著作権、知的財産権の問題へのバランスをとった対応 と調整が主たる内容になってい

かなければな らない。そうしなければ、サブ ・カルチャー等を対象にした健全な形での育

成 ・振興はあ り得ないことになりかねない。

6.送 り手 と受け手 とによるマイナー性の行方

だが、そこで見落 としてはな らないのは、 日本のサブ ・カルチャーなるものが、送 り手

である制作者側 だけで成 り立 っている訳で はない ことである。コンテンツを実際に受容

し、消費する受け皿 としての市場基盤 と受け手の存在があって初めて成 り立 っている側面

を忘れてはならない。すなわち、サブ ・カルチ ャーの受け手たるオタク達は、市場か ら一

方的に与 えられた作品 をもの=記 号 として単純に消費 している訳ではな く、同人誌等 と

いった二次創作を通 じて、作品の複雑な世界観 を読み取 り、自らの欲望に沿った新たな物

語 を創造 して受容 しているのである。そのような二次創作をオタク仲間と共有する場とし

て、 コミック ・マーケ ット(コ ミケ)に 代表 される同人誌即売会等が補完す る形で存在 し

ているの も、 日本のサブ ・カルチャーを支える基盤 ともなっているといえ、 また、受け手

としてのオタクの創作 という評価を経て、 日本のサブ ・カルチ ャーは、重層的に読み解 く

ことがで きる世界観、その物語性の相対化 を醸成することができた といもいえよう。

それ故に、こうしたサブ ・カルチャーを補完するオタク文化 との関係において、著作権

の問題が微妙に絡んでくるといわざるを得 ない。過去 に、美少女ゲームの代表作 として一

世を風靡 し、人気 を得ていた恋愛シュミレーシ ョン ・ゲームが、余 りにも同人誌等の表現

が過激す ぎることか ら開発 したソフ ト・メーカーが クレームを発 し、著作権侵害で訴える

ことも辞さない態度を示 した途端、急速に人気 を失った事例がある。 このことか らも窺え

るように、オタク化の流れの中で、二次創作 とい う行為 は、無視することはできない程、

サブ ・カルチャーの中のサブ ・カルチャーとして定着 し、サブ ・カルチャーを支える裾野

を形造っていることになる。そ して、そうした底辺の受け手たるオタク層が活性化 させる

余地=余 剰性があるか らこそ、サブ ・カルチャーはサブ ・カルチャーた り得ていると考え

られる。それ故 に、企業 の論理だけで、著作権や知的財産権 による囲い込みや引 き締め

は、逆にこうした余剰性 を排除することにもな りかねない。

その意味では、 日本の文化的土壌で発展 してきた現状 のサブ ・カルチャーなるものは、
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周辺的なマイナー性故 に、創 り手=送 り手 と受け手 とが、共存共栄 とい う奇妙な関係性

の中で培い、それぞれの欲望を個々の 「小さな物語」、その出来事性 を通 じて積み重ねる

ことで成 り立つ文化領域であ り、既存の文化的枠組みか らはみ出 し、零れ落ちたオルタ

ナティヴな場だからこそ、独 自の異質性 を担保す ることがで きた といえよう。そこには、

ジャン=フ ランソワ ・リオタールが捉 える意味で、近代 を構成 してきた正義や平等等 と

いった人々が信 じて疑わなかった 「大 きな物語」が資本主義システムの高度化、その高度

消費社会によるスーパー ・フラットな表層的記号によってその神話性 を失い、解体 して し

まったたことが前提 としてあるとも考えられる。そ して、そこにあるのは、「大 きな物語」

という単一的な価値観=イ デオロギーが失効 した結果 として露わになった個々の欲望によ

る小 さな物語であるといえ、 日本のサブ ・カルチャーは、オタク化の流れの中で、それを

先端的に具現化 したマイナーな文化領域であるということになる。

だか らこそ、個々のテーマ性/作 者性 を表現 し得る余地 をマンガやアニメ等が持ち得て

いたのであり、そのような周辺的な余;地=余 剰性が留保されているからこそ、既成の規範的

文化から排除され、そのヒエラルキー的構造 に収まりきらず、はみ出して しまった様々な異

能な人材が集 まり、その能力を発揮で きる自由性を担保することができたとい うことにな

る。このことは、一時期のアニメが、視聴率や関連グッズ等の条件 をクリァし、美少女 とメ

カさえ主役に据 えていれば、物語の内容について、比較的自由に自らの世界観に基づいて作

品を創 り出す ことができたという岡田斗司夫の証言か らも裏付けることがで きよう[・1]。そ

の意味では、日本のサブ ・カルチャーは、既成の文化から排除され、顧みられることのない

ことの裏返 しとして、ある意味マイナーであることのコンプレックスをバネに、近代が培 っ

てきた物語性の相対化 とそれに伴 う重層的な世界観の構築、あるいはそれ らを表現するた

めの様々な手法の工夫を行ってきたことが今 日の土壌 を形成 してきたともいえるのである。

例えば、アニメやテ レビ ・ゲーム業界における実写映画/リ アルなものへの拭い去 ること

のできないコンプレックスや屈折 した負 い目があるからこそ[・2]、アニメでは、誇張された

スピー ド感や止め絵等、現実にはあり得ない構図=ア ニメ表現が編み出されたのであ り、逆

にテレビ ・ゲームでは、人の動 きを トレースす るモーション ・キャプチャー等を使 うこと

によって、よりリアルさをCG(コ ンピュータ ・グラフィック)に よって再現 しようとした

のである一 但 し、CGに よる再現 も、真のリアルなものには及ぶべ くもなく、それが、ゲー

ムの操作性の楽 しさを見失った現在のゲーム業界の混迷 を生み出しているのだが 。そ

れらが結果的に、海外の評価や市場の規範的枠組みに左右されることのない周辺性の下に、
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既成の文化には見 られない特異性;独 自性 を生 じさせ ることとな り、そのいかがわ しさが

受け手 に斬新 な表現や複雑な物語性=世 界観を感 じさせる過剰性 となって、既成の文化に

飽 き足 らないと感 じるオタク達に受け入れられるようになってい く。そこには、マ ッグレ

イのいう意味でのパ ワー(人 々を魅了 し、引 き付ける力)が あったということになるだろう。

しか し、そうしたサブ ・カルチャーを取 り巻 く創 り手=送 り手 と受け手=オ タクとの共

存 による構図が、上述 のような様々な要因によって崩れ出 して きている。「クール ・ジャ

パ ン」という海外の評価 に伴い、新 たなコンテ ンツ=文 化資源 として市場へ の取 り込みが

強化 されればされる程、本来持っていたマイナーな周辺性 は損 なわれてい くことになる

し、キャラクター ・コンテンツとしての ビジネス化が進めば、誰 にで も受 け入 れられる

平準化 された普遍的モデルへ と物語内容そのものの矮小化1形 骸化が進むことになるだろ

う。また、受け手たるオタク達 も、こうした市場性優先の傾向に慣れ親 しみ、本来持 って

いた能動的な創造性や批評性 を喪失 した形で、市場か ら与えられる商品;も のを萌え要素

=記 号 として受身的に消費するだけの存在に堕 してきている。む しろ、こうしたキャラク

ター ・ビジネスが提供する記号消費に自閉しているところにこそ、サブ ・カルチャーの抜

き差 しならない空洞化を見なければならない。

東浩紀は、 自らの欲望をキャラクター ・コンテンツに重ね合わせ、萌え要素の組み合 わ

せか らなる 「データベース的構造」による表層的な記号を消費するにしか過 ぎない、 こう

したオタクの変容を捉 えて、 アレクサ ンドルrコ ジェーヴに倣い 「動物化」とい う視点か

ら読み解 こうとしている。正に、消費社会の申し子 として、 自らの欲望のみに患実に自己

という小 さな世界に自閉するしかないのが、現在のサブ ・カルチャーの受け手の実態であ

るといわざるを得ない。更に、キャラクター ・コンテンツとしてのビジネス ・モデルの浸

透は、著作権や知的財産権等を通 じてサブ ・カルチャーを支えていたクリエーター達の創

造性を型 に嵌め、情報や知識=知 の共有の 自由な場 としてのマイナー性 をメイン ・ス ト

リームの中に回収するようになっていくことは避けられないように思われる。 もはやそこ

には、独 自な異質性をはらんだサブ ・カルチャーなるものはどこにも存在 しないか もしれ

ない。その意味では、市場 として有望視され、世評の高いサブ ・カルチャーが、凡庸な文

化領域へ と形骸化 してい くのか、挑発的ないかがわ しさを保ったマイナーな周辺的文化と

して存続 し得るのか、大 きな岐路に差 し掛かっていることは確かであろう。

[まえだまさじ・大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程]
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1

2

こう したことは、 アニメだけでな く、例 えば、 日活 ロマ ンポルノ等において、ある一定 の性 シーン(濡 れ場)

さえ表現 しておけば、無名の新人監督達が自由に映画内容を創作する余地が残 されていたことと相通 じる面が

あ り、そこのこ とが結果的に有能な人材 を生み出 し得た過剰性/余 剰性があったといえる ことか らも、サブ ・

カルチ ャーにお ける特異性が どこにあるのか を窺 うこ とがで きる。

この ことは、富野 由悠季等、実写映画の世界 を目指 しなが ら、そ こか らあぶれて しまった人材が、アニメ制作

の現場 に流入 し、実写映画に対抗す る形で独創的 な視点からアニ メ制作 に関わ って きた面を見てお く必要があ

る。
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『あの 旗 を撃 て』(1944)と 『桃 太 郎 ・海 の神 兵』(1945)に

映 し出 され る イメ ー ジ と して の 〈日本 〉匚・1]

池田淑子

1は じめに

敵のイメージは、い まだ知 らぬ 自己を映し出す鏡である。 もしフロイ トの言うように

夢が無意識に通ずる王道であるならば、敵のイメージー国民の夢一は集合的無意識に

通ずる王道であろう。 一サム ・キー ンー

サム ・キー ンは、 『敵の顔一 憎悪 と戦争の心理学』においてプロパガンダに描かれる

敵の顔に潜む、敵意のイマジネーションの作用を明らかにする。その作用は、人間が成長

の早期の段階で身につける非難の作用に基づ く、防御メカニズムによるものである。非難

す ることで人は自己を二分 し、良い ものだけを自己として主張 し、望ましくないものをす

べて切 り捨てるわけだが、「非難の習性が強ければ強いほど、意識の上の 『良い』自己のイ

メージと無意識下の 『悪い』自己の感覚の乖離は激 しくな り、 自ら拒絶 した自己とい う重

荷 を負わせるために、ます ます多 くの敵が次々 と作 り出される」[*2ユという。

第二次世界大戦中、映画 とい うメディアを強力な武器 と考えていた日本政府は、戦意高

揚映画を次々と作 り出した。 しかしながら、ジョン ・W・ ダワーが指摘す るように、 日本

映画が 「敵を映すことは稀」[*3]であ るというのが今 日の定説である。筆者の知る限 り敵が

描かれていた作品は、アニメーション映画では 『スパ イ撃滅』(1942)、 『ニッポン ・バ ンザ

イ』(1943)、 『マー坊の落下傘部隊』(1943)、 『闘球肉弾戦』(1943)、 お よび 『桃太郎の犬鷲』

(1942)で あ るが、『桃太郎の犬鷲』にはアメリカ人が登場す るが一瞬であ り、他の作品も

全て短編であるため、描写 されている時間は非常に短い。また、アニメーション映画以外

には、 『阿片戦争』(1943)、 『マライの虎』(1943)、 『進め独立旗』(1943)な どにイギリス人

が描かれるが、 日本入俳優が演 じた ものであるため不自然 に見え、いずれ も不評である。
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本稿 は、敵を描いた稀 な作品であ り、当時及び現代においても評価の高い、陸軍省後援

の劇映画『あの旗 を撃て』(1944)[*4]と海 軍省後援 のアニメーション映画『桃太郎・海の神兵』

(1945)匚・5]を分析する。『あの旗を撃て』はフィリピン映画俳優 の花形のフェルナンド ・ポ

ゥと日本の大河内伝次郎競演の阿部豊監督作品である。2年 に近い年月をかけて製作され、

当時の宣伝には、日本 ・フィリピン共同の 「一大国民映画」、そして 「東宝映画史上最高の

巨編」匚*6]と唱 え られ、1944年 に国内で興行収入ベス ト3位 に入 るほどヒッ トし[・7]、1996

年 には 「日本映画傑作全集」の一つ としてビデオ化 される。『桃太郎 ・海の神兵』は 『桃太

郎の犬鷲』(1942)が 大 ヒットし、海軍より依頼 を受けた瀬尾光世が再び脚本 ・演出 した作

品である。瀬尾 自身が実際に一週間落下傘部隊の訓練を取材 し、製作期間1年2ヶ 月をかけ、

製作費27万 円(現 在では約4億 円)を かけた超大作である。封切 りが終戦直前の空襲の最

中のため観客動員数も不明であ り、「4ヶ月後 には終戦を迎え、『神兵』は幻の作 品となった」

[・8]が、1982年 にオ リジナルネガが発見され、1984年 に国立フィルムセンターで再上映さ

れ、その後 ビデオ化 される。当時高校生の手塚治虫が感動 したことで広 く知 られており、

現在では日本のアニメーションの源流 と高 く評価されているものである。本稿は、両映画

に構築 される敵の表象や南方諸島の人々の表象 をそこに構築 される日本人の表象 と比較 ・

対照 し分析す ることによって、イメージとしての 〈日本〉を分析することを目的 とする。

2先 行研究 と分析方法

2.1先 行研究

分析 に入る前に、両作品に関する先行研究について言及 しよう。 まず、当時の戦意高

揚映画 は自己を描 くことに没頭 していたと論 じるジ ョン ・w・ ダワーは、『人種偏見』の

なかで、『桃太郎 ・海の神兵』における桃太郎 と家来の服 を着た動物/服 を着ていない野

獣/鬼 が指示する、日本人/南 方の諸民族/西 洋の敵 とい う象徴構造を抽出し、 日本人と

南方諸島の民族の序列を衣服の有無によって認識する。また、上野俊哉は、 『日米映画戦』

のなかで、桃太郎/動 物/鬼 の象徴構造が、 日本人/支 配地域の人々/敵 国人に相当する

だけでなく、天皇/一 般の 日本人/敵 国人というカテゴリーにも相当し、「桃太郎 と動物

たちの関係は、天皇 と日本人の関係に移 して考えることができる」[*9]と論 じている。さら
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に、ピーターB・ ハーイは 「帝国の銀幕一 十五年戦争 と日本映画』のなかで、 ダワーと同

様に、敵 を巧妙に描写できていない日本映画の特徴を指摘 し、さらにその例外として 「あ

の旗 を撃て』を取 り上げ、鋭い観察を行 っている。 『桃太郎 ・海の神兵』に関しては角を生

や した鬼の将軍 と桃太郎が向き合 う場面が、山下中将が英国軍最高司令官の一人のパーシ

ヴ ァル将軍を睨みつ けた場面の再現 であることを 「マ レー戦記』(1942)の 場面 と対照させ

図解する。

しかしながら、いずれもこれ らの他者表象を政治的 ・社会的機能という視点か らのみ分

析 し、自己の 「投影装置」とは捉 えていない。 また当然 なが ら、他者表象が持つ、 自己の

アイデンティティと関与する文化的な機能というような視点か らは分析 していない。 した

がって他者表象に潜む 日本人の日本人自身に対する考えや心情、 ましてや自己の再構築の

作用については何 も言及 していない。例えば、ハーイは南方のアジア諸国民に対する 「西

洋帝国主義の歴史」が映画の中で挿入 された影絵で示 される場面については、 日本国内の

観客にとって、「あまり現実味のないテーマであった」[・10]と批判 し、実はその描写の中に

日本人にとっては忌まわしい過去の出来事が投影されており、 日本人 自身の再構築 に関与

していることには気づいていない。

本稿は、他者表象が単に戦争を正当化す るという政治的な要因に帰す ると考えるのでは

な く、またあるいは単なる自己を投射する心理的 な作用の産物である と考えるのでもな

く、その ような要因や作用を包含 しつつ 自己を再構築する(広 い意味での)文 化的機能を

もつ と考える。 したがって両映画を戦争 という歴史的 ・政治的要因だけでなく心理的 ・文

化的要因 も考慮 し、それ らを全て含む統合的な体系の中で分析 し[*11]、他 者表象が 日本人

の自己イメージを映 し出し、 さらに映画を媒体 としてそれを再構築 してゆくプロセスを解

読 したい。

2.2分 析 方法 一一 ・「投影装置」か ら「アイデ ンティテ ィ構築 の道具」へ

キーンが論 じるような敵の 「自己を映 し出す鏡」という概念は、心理学の領域では早 く

か ら「投影」とい う概念 として研究 されてお り、最近ではマイケル ・レノブが、心理学者

のサ ンダー ・ジルマ ンのステ レオタイプ化 のプロセスに言及 し、『日米映画戦』の中の論

文 「戦争するイメージ」の中で、他者の 「投影装置」として同様の言及をしている。
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「投影」(投射)は 内的な状態 を外化された対象へ帰属させ ることを表す心理学の用語

である。ステレオタイプ化 された 「他者」に付 された特徴 は自己の心のうちか ら生 じ

るといわれている。 こうして 「他者」は、自分の内部に生 じた 「善」と「悪」双方の理

想化 を映し出す鏡のようなものとなる……ジルマ ンはステ レオタイプ化のい くつかの

起源を子供の成長過程 にまでさかのぼ り、 自己が 「善」と 「悪」の要素に分裂す ると論

じる。「悪い」自己は、「悪い」事物の心的表象 と同一視 されるようになる。このよう

に我 々が自分の中に知覚 した 「悪」は、外的事物の上へ投影 される[・12]。

ア メリカの哲学者ケネス ・バークの 「スケープゴー ト(贖 罪の山羊)」 という概念は、 こ

の 「悪い」自己の 「投影装置」という概念を自己のアイデンティティを再構築する機能へ と

発展 させて考えている。つ まり「悪い」自己を他者へ 「投射」、あるいは 「移す」作用 を自

己を再構 築する文化的なプロセスの一段階 として見 なしているのである。「悪い」自己が

投影 される媒体が 「スケープゴー ト」[・13]と呼 ばれる。アイデンティティを再構築するに

は、「清め」のプロセスが必要 となるが、このプロセスでは望 まれない自己はスケープゴー

トに移され、スケープゴー トは抹殺される。そうして古いアイデ ンティティが浄化 される

と、切 り捨 てられた自己が新 しいアイデンティティの新たな自己に取って代わられ、新 し

いアイデンティティが誕生する。スケープゴー トは 「悪い」自己を区別 し、切 り離す道具

として用いられるのである。バークのスケープゴー トの概念は他者の表象 を単なる自己の

「投影装置」か らアイデ ンティティを再生、再構築する道具 として機能す るとい う仮説へ

導 く。 また、バークの 「本質の逆説」[*14]とい う概念はさらにこの仮説を支える。彼によ

ると、私達は事物をその文脈に照 らして、そして究極的にはその事物がそうでない ものに

照 らして定義す る。 この概念は他者表象の二重構造、複雑な象徴機能のメカニズムを解明

する鍵となる。例えば、 日本映画のなかのアメリカ人 という他者表象は、元々その文脈で

ある日本入(の 特徴)に よって定義 されている。こうして定義されたアメリカ人の表象(特

徴)が 今度は逆 に映画の中で 日本人(の 特徴)を 引 き立たせ、 日本人 を定義す ることが出

来るのである。つまり、 日本人がアメリカ人の表象 によって再定義 され得 るのである。表

象は二つの方法、対比 ・対照と投射で この再定義を行 う。対比 ・対照とは他者の表象 とこ

れを創 り出す人々のセルフ ・イメージとの対比 ・対照である。投射(投 影)と は 「善い(望

ましい)」 自己 と「悪い(望 ましくない)」自己の他者 に対する投射(投 影)で ある[・15]。

本 稿は、「投影装置」とい う概念を発展させて導いた 「アイデンティティの再構築の道
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具」としての他者表象 とい う仮説 をもとに、両映画に描かれるアメリカ人や西洋人の表象

と、南方諸島の人々の表象、そ して 日本人の表象を比較 ・対照 し、物語の筋の中で詳細 に

分析す ることによって、両映画の中で他者の表象が再構築す るイメージとしての く日本〉

を探求 し、同時にその再構築にかかわる文化的なコンテクス トを明 らかにしたい。

3『 あの旗 を撃て』

まず、当時 日中戦争でゲ リラ戦に苦 しむ 日本政府が、その反省か ら占領地において宣伝

映画 を製作 ・上映し、 日本軍のイメージ形成 ・再形成に非常に力を入れていたため、この

作品も日本人間は日本語が使われるが、ほとんどが英語か タガログ語で話されており[・16]、

日本人だけでなく、フィリピン人聴衆も対象に していたことを指摘 してお く。それでは、

分析 に入る前に予めあらす じを見、それか ら映画の中でアメリカ人、日本人、そしてフィ

リピン人の描写 を分析 し、他者表象が どのように日本人のイメージを再構築するのに用い

られているかを考察す る。

3.1物 語 の構成(あ らす じ)

物 語はフィリピン戦線でまずマニラを占領 しついでバ タアン半島へ進軍し、ついにはコ

レヒドール島を攻略す る大 日本帝国軍の功績 を描いたものである。米比極東軍(以 降 「米

比軍」と記す)と 日本軍が衝突する部隊の前線の話 と日本兵池島(以 降 「池島兵」と記す」

とブイリピン人の子供 トニーとの交流の話 という2つ の物語世界から構成される。オープ

ニング ・シー ンはフィリピンを中央に置 く世界地図とアメリカの星条旗 の映像 シ ョット

[映像1]で あ り、そのシ ョッ トとともにアメリカの世界制覇の野望 と日本がやむを得ず

フィリピンを攻める状況を説明するナ レーシ ョンが始 まる。次に 「非武装都市宣言」をし

たマニラ市内が映され、 さらに米比軍に従事す る息子たち、ゴメス大尉(フ ェルナ ンド・

ポウ)と マ リアノ ・ガルシャ(ア ンヘル ・エスメラル)を 持つ親戚 同士のフィリピン人の

二家族が集まるリビング ・ルームへ と映像が変 り、 ここか ら物語は始 まる。二人の息子

は家族 と別れ、マニラを撤退 し、前線に向かう。米比軍の前線ではマリアノや レイエス大

尉を含むフィリピン人兵が、アメリカ兵 に対 して次第に不満を募らせ、衝突直前の状態と
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なってゆ く。 ゴメス大尉は途中で日本軍の捕虜 となり、日本兵と交流 し、次第に日本兵に

好意を抱 くようになる。一方、彼らの故郷のマニラでは池島兵と足が不 自由なマリアノの

弟の トニーが親 しくな り、交流 を通 じて トニー も彼の母 も次第に日本人に惹かれてゆ く。

バ タアン戦では、ゴメス とトニーの母がフィリピン兵に投降するように説得するが、 日本

軍 と戦ったマ リアノも満杯の防空壕に逃げ込もうとして結局アメ リカ兵に殺される。決戦

のコレビ ドールの爆撃では山田兵が勇敢 に進軍 し、暗闇の中爆撃の閃光 と爆破音が続 き、

やがて米比軍は全面降伏する。

[映 像1][*17] 匚映像2] [映 像3]

3.2ア メ リカ人の表象

物語に登場す るアメリカ兵は、横柄な態度で フィリピン兵を差別 し、人間以下に扱 う。

そして利己主義で自分たちの目的のためには彼 らを犠牲にすることさえ何 とも思わない、

卑劣 な人間として描かれている。前線で砦を作るために穴を掘 っているフィリピン兵 にア

メリカ人将校 は、「早 くやれ、ちゃんとやれ。軍曹、何で掘っているんだ?… …スプーン

か と思った。のろのろ働きやがって」と命令する。カメラは下にいるフィリピン兵の視線

か ら、つ まり下からアメリカ兵 とアメリカ人将校を写 し、彼 らの横柄で見下 した態度を浮

き彫 りにす る。アメリカ人将校はフィリピン人将校 を呼びつけて「予定より遅れているぞ。

……少尉、急いでやれ、何がなんで もやれ。結果を出せ」と詰問す る[映 像2]。 塚 の上で

詰問していたアメリカ人将校 は、 フィリピン人少尉 と話 し終わると見下げるように下にい

るフィリピン兵を見下ろして、「続 けろ」と捨て台詞 を残 して去るのである。 またス ミス

大尉は、作戦会議でフィリピン兵がいる基地へ 日本軍が侵入 した報告を聞 くと、「敵兵10

人殺すためにフィリピン兵100人 を犠牲にしても良い」といってその基地の砲撃を命じる。
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カメラの視線が表す、 アメリカ兵のフィリピン兵 に対する侮蔑的な態度は、フィリピ

ン兵の台詞にも表現 される。 日本の ビラを拾 い、「降伏 した ら犬の ように扱われる」と話

すフィリピン兵 に対 して別の兵士は 「今 でも俺達は動物以下だ」と訴える。また、ビラを

持 っていた部下 を銃殺 したアダムス大尉 に勇敢 に刃向かったフィリピン人 レイエス大尉

は、敵を偵察するという嘘の任務 を命ぜ られ、その途中で銃殺される。 さらにバタアンの

戦いで日本軍に追い詰められフィリピン兵が防空壕に逃 げ込 もうとすると、そこで安全に

隠れていたアダムス大尉は 「なぜ戻る?外 に出ろ。二度と来 るな。……追い払 え、 ここは

満杯だ(Shuto任yellowmonkeys!)・ … ・・役立たずどもを入れるな。撃て、殺せ」と叫ぶので

ある。

だが横柄で身勝手 なアメリカ兵 も負け始めると 「神様、死にた くない」と叫び、戦 わず

降参す る、意志薄弱の腰抜 け兵士 として描写される。ウェンライ ト中佐派遣の使節団は、

白旗 と星条旗 をもって停戦協定を結ぶために 日本軍司令官に会見を申し出に来たが、全面

降伏を表明しない と応 じないと言われると、「しか し、ウェンライ ト中佐 は数 日前当軍の

指揮をマ ッカーサーに返還 して、その権限を持たないのであ ります」と苦 しい言い訳 をす

る。「それでは日本軍が攻撃 を続行する」というと慌てて白旗を掲 げてやって くるのである。

このようなアメリカ人の表象は、アメリカ人が卑怯で卑劣で身勝手であ り、 フィリピン

人を抑圧 し搾取する軽蔑すべ き 「悪い」支配者であることを明示 し、アメリカ人に対する

敵意や軽蔑の感情を喚起するともに、以下 に述べる尊敬すべ き 「善い」日本兵の描写 と対

照 をなし、その尊敬すべ き「善い」国民性を強調する働 きをする。

3.3日 本 人の表象

前線で戦 う日本兵は、アメリカ兵 とは正反対に捕虜のゴメス大尉 を自分たちと同じ東洋

民族 として丁重にそ して対等に扱 う。「一視 同仁」の精神が捕虜 ゴメス大尉 とのや り取 り

の中で体現 される。鷲尾大尉が通訳を通 してゴメス大尉 を尋問する場面では、 ゴメス大尉

が足を負傷 しているのを見 ると、彼は椅子に 「掛けてもよい」と声をかける。 また、兵力、

編成、装備などの質問に対 して返答 しないゴメス大尉 に対 しても厂ではなぜ応えられぬか

その理由を」と穏やかに尋ねる。先のアメリカ兵を写すカメラアングル とは対照的に、今

度 は、カメラはまず横から日本兵 とゴメス大尉 を写 し[映 像3]、 それか ら人物 よりやや高

いア ングルから鷲尾大尉へ と移 り、次 にゴメス大尉へ、そ して途中で加わった連隊部隊長
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へと等 しいアングルで水平に移動 し、フィリピ人に対 してアメリカ人とは異 なり、対等な

扱いをする日本軍人の姿勢を視覚化する。 さらにそ うしたアメリカ人 との違いは台詞にお

いて言語化され、強調 される。 ゴメス大尉 に連隊部隊長は、「アメ リカに忠誠 を誓 っても

アメ リカはお前達 をアメ リカ人 として平等 に扱っていない じゃないか」と諭す ように言 う

のである。 さらに 「いいか、錯覚 を起 こしてはいけない。お前 も私 も東洋人だ。太陽が西

から出ることはあって もフィリピン人はアメリカ人ではないのだ。お前は東洋民族の誇 り

をどこへ忘れたのか。……東洋は東洋民族の手で治めればいいのだ」と続け、アメリカ人

と区別 した上で同じアジアのフィリピン人と日本人による 「大東亜共栄圏」を擁護する。

一方、フィリピン人の子供たちと親 しくなった池島兵は、勇敢であり、心温か く人情味

がある一人の人間として描かれる。池島兵 ともう一人の 日本兵が泥棒 を捕まえる場面を見

た子供たちは池島兵たちのことを自分達のヒーローの ように語 り合 う。「日本兵は早かっ

た、勇敢だった。」アメリカの撤退軍の車に轢 かれて歩けな くなった トニーが淋 しそうに

遠 くか ら子供たちを見ていると、池島兵は近づいて語 りかける。池島兵が子供たちと話す

場面では必ず優 しい音楽が挿入 される。彼はいつも微笑み優 しい心の持 ち主であるが、 ま

た精神主義的 な強い一面 も持つ。「一寸法師」の紙芝居 を子供たちにした後、彼 は次の よ

うに話 しかける。「ね、小 さいだろ。……でもどんなに体が小 さくても勇気 とやる気があ

れば必ず成功する。」池島兵は部隊長に頼んで トニーを軍医に診せ、手術 を勧 める。そ し

て手術当 日、 自分の血を トニーに輸血す る。 その後、 自分の息子が米比軍に所属 してお

り、 日本軍の池島兵 にこの ように親切に され るのは心苦 しい と告白す るガラシア婦人に

対 して も、「こんな時は誰でもこうしたで しょう。……結局私たちは皆同 じ人間なんです」

と、 ここでも 「一視同仁」の精神が言語化され、体現される。 トニーとの別れの場面では、

さらに軍人としての責任感や忠誠心、そ して魂の不滅を信 じるいっそ う精神主義的な面が

描 き出される。泣いてすがる トニーに 「軍人が果たすべ き義務なんだ。……私が死んで も

魂は新 しい国の発展 を祈って生 き続ける。そこで又会 えるよ」と池島兵は言 う。また、.前

線でゴメス大尉 と仲良 くなった山田兵 も別れの場面で同様に、「フィリピンのために頑張

れよ」と男 らしく別れ を告げる。 山田兵は、戦闘場面で も自分の身 を味方の盾 にして勇敢

に戦い敵軍に向かって突 き進んでいく。

このようにアメリカ兵 と日本兵の描写を比較 ・対照 して分析してみると、アメリカ人の

表象が 日本人の 「善い」イメージを構築するのに用いられていることが明 らかになって く

る。そ してそれがいかに意図的に行われているかは、以下のフィリピン人の描写、物語の
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筋に深 く関与するフィリピン人の役割 を詳細 に分析すると明らかである。

3.4フ ィ リピン人の表象

フィリピン人は、男性は立派で男 らしく、女性は美 しく愛情深 く、家族愛に満 ちた人間

として描かれる。 日本人と同じカメラアングルで写 され、映画の中で彼 ら自身の視点[・18]

を もつ。 日本人の家族意識(家 族 の連帯感)の 強さやゴメス大尉の忠誠心 は日本人の 「善

い」自己の投射 とも言 える。そ してゴメス大尉 もガルシア夫人 も日本兵 との交流を通 して、

日本人に対す る見解 を改め、 日本人 を弁解する役割を担 う。二人ともフィリピン兵に向

かって投降す るように説得す るのである。ガルシア婦人は、録音テープを通 してアヴェ ・

マ リアの優 しい調べ とともに息子や他のフィリピン兵 に次の ように語 りかける。「アメリ

カ側が宣伝 している日本兵の悪行 は事実無根です。現在マニラには日本兵が沢山いる。優

しい人ばか りです。あなた方はうその宣伝にだまされています。……息子 よ、無意味な戦

いは止めて ください……今す ぐ武器 を捨て母の元へ帰って きて。」ゴメス大尉 もフィリピ

ン兵に同様に語 りかける。厂私は日本軍の捕虜 とな り、日本軍陣地内に居 る。以前には知

らなかったことを学んだ。彼 らは猫なで声で話 さない(likeAmericans)。 しかし、実に人

情味があ り言葉少なくとも親切 と真心が良く分かる……母の胸 に居 るように感 じる。嘘や

作 り話 もない。私に流れる東洋の血が私を正気に引き戻 した。 よく考えろ。尊い命を無駄

にするな、戦友よ、頼む、もう騙 されないで。」

3.5ア メ リカ人 とフィリピン人の表象 ・ 〈善い〉日本人のイメージの構築

非情で冷酷かつ抑圧的で搾取的、そしていざ戦 うとなると意思軟弱で腰抜けのアメリカ

人の描写は、「悪い」アメ リカ入に対す る敵意や精神的に 「弱 い」彼 らに対する軽蔑を煽る

と同時に、その ようなアメリカ人とは正反対の、温情 で親身があ り死 を恐れず勇敢に戦

う立派で 「善い」かつ「強い」日本人のイメージを強調す る。 さらに改心 したフィリピン人

のプロッ トとともに日本人に対する 「悪 い」イメージを払拭す るのを助ける。こうしてア

メリカ人 とフィリピン人の他者表象は 日本人のイメージを再構築す るよう機能す るので

ある。

響 イ・一ジ七鵬 贓
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4『 桃太郎 ・海の神兵』

物語の中で構築 され る敵や南方諸島の人々の表象 と日本人の表象 は、『あの旗 を撃て』

と非常 に類似 し、「家族主義」、「大東亜共栄圏」、「西洋諸国の抑圧」そ して 厂精神主義」など、

同様のテーマが描かれる。だが、フィリピン人に 「悪い」アメリカのイメージと 「善い」日

本のイメージを宣伝 しようと、かな り意図的に分か りやす く直接的に描いている 『あの旗

を撃て』とは異 なり、『桃太郎 ・海の神兵』は当時 「少国民」と呼ばれた 日本人の子供を対

象 にしたアニメーションであるためにファンタジックにそして間接的に描かれている。

4.1物 語 の構 成(あ らす じ)

この作 品は旧 日本海軍の落下傘部隊の活躍を童話桃太郎の鬼退治を基 に描いたものであ

る。敵は角を生やした白人の鬼 たちであり、桃太郎は日本の天皇で、 日本人はその家来の

軍服を着た犬 ・雉 ・猿 ・熊たちであ り、そ して南方諸 島の人々は、服を着ていない南方の

動物、象やサイ、マン トヒヒたちである。 まず、犬、猿、雉、熊の水兵が村 に帰郷 し、次

に彼 らは南の島で島民たちの協力の もとに飛行場 を建設 し、軍事訓練を行い、戦闘準備を

する。鬼が島での戦闘の前 に、影絵による白人に占領 された南の島を救 うことを運命付け

られていた神兵 由来のエ ピソー ドが挿入される。司令官桃太郎の指図のもと彼 らは鬼が島

で勇敢 に戦い、勝利 を収 める とい う物語である。それでは、 まず、敵 と日本人の対比に

よって強調される日本人の自己イメージを抽出 し、次に軍服 を着た動物 と来ていない南方

諸島の動物を分析す る。その後、当時の社会的 ・文化的コンテクス トに照 らし合わせて両

映画の共通のテーマの複雑 な諸相を考察す る。

4.2西 洋人の敵(鬼)と 日本人(桃 太郎)の 表象の対比

登場人物として敵軍が画面に出て くるのは74分 の物語の終わる約5分 前か らで、桃太郎

率いる落下傘部隊が鬼 ヶ島を攻略 し、敵の将軍 と会見する約4分 のシークエンスである。

白人の敵は 『あの旗を撃て』と同様、怠惰 であま り戦わず簡単に降参す る腰抜けの兵士 と

して描かれている。桃太郎の急襲にあったとき、敵兵は トランプをしてお り、ただ慌てふ
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ためき敵に後ろを見せて逃げるばか りである。そ して簡単 に武器を捨て、手を上げ、白旗

を上げて降参するのである。こうした敵の描写は桃太郎や部下達の休 まず戦闘準備をする

勤勉 な態度や 「最後の一兵 になるまで戦 う」とい う勇敢で強固な精神 と対照をなし、 日本

人の立派な軍人像 を強調する働 きを持つ。その働 きは次の会見の場面では一層顕著である。

会見の場面は、先述 したように、山下中将がパージヴァル将軍を威嚇 した場面の再現

[映像4]で あ るが、敵と桃太郎の対比が連続の切 り返 しショッ トによって見事に行われて

いる。三人の角 を生や した白人の将校が登場 し、その三人組は英語で話 をし(こ の部分 は

日本語の字幕がつ き)、 桃太郎は日本語で話す。シー ンは両者を横 から写 したショッ トか

ら始 まり、それか ら鬼 を写 し、不安そうに両手をこすって鬼の会話が始 まる。「只今申し

上げたように私は全軍の指揮者ではない。ですか ら無条件 降伏 には応 じられない」という

解答の途中、カメラは切 り返 しショッ トで今度は桃太郎 を写す。桃太郎 は堂々 として 「で

は鬼 ヶ島の指揮権は誰が持つのか」と尋ねる。また切 り替え しショットで 「オーエヤマ総

督です」と白人の将校が答える。再びカメラは横 から両者を写 し、桃太郎が 「では貴官 を

全軍の指揮官 とみるがどうか」と問い詰めると、将校 は今度はび くび くと震え身 もだえし

なが ら、「そういわれても困る」と返答する。そ して自分の指揮権が限 られていることを

地図を見せなが ら長々と言い訳する。カメラは又、桃太郎へ と移 り、桃太郎がきっぱりと

「では貴官を相手に しても仕方がない。 日本軍は只今から総攻撃 を開始す る。 この上の会

見は無駄である」と言って、机 をたた く。する と再び切 り返 しショットで鬼たちを写す。

頭を抱えて[映 像5]、 汗 をふ き、ひそひそ と3人 が相談す る。「今夜10時 までに返事 をす

る」と答えるが、カメラは桃太郎 に移 り、桃太郎が 厂それでは全面降伏するか、戦闘を続

けるかこれだけだ」[映像6]と 威 嚇す ると、また切 り返 しシ ョットで恐 れ慄いた鬼たちを

写す。結局鬼 たちは懇願す るように して全面降伏 に応 じることになる。連続の切 り返 し

ショットによる対話が、無責任 で口数多 く巧みにいい逃れしようとするが、威嚇されると

怯 えて降参するだらしのない敵の三人組 と桃太郎をまざまざと対比させ、口数は少ないが

軍人 らしく正々堂々 とした立派な桃太郎の振る舞いを浮き彫 りにしている。
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[映 像4][*19] [映像5] 匚映像6]

4.3日 本 に住む軍服 を着 た動物(犬 、猿、雉、熊)と 軍服 を着ていない南方諸島の動物

オープニングシー ンは富士山のふもとの故郷へ軍服 を着た犬、猿、雉、そして熊が帰っ

てゆくの どかな田舎の風景から始 まる。全員 はまず神社 にお参 りをする[映 像7]。 彼 らは

海軍の水兵で、それぞれが家族思いの優 しい性格の持ち主 として描かれている。猿は弟の

三太を抱っこし、犬は畑 を耕す父母に帰郷の報告をし、雉は雛の兄弟に食べ物 を与え、熊

は弟 と人形で遊ぶ。三太が川で溺れそうになると猿 と犬が勇敢に川に飛び込み、皆で力を

あわせて綱を引っ張って助ける。村全体は皆が協力 し合 う一つの家族のように描かれる。

次のシークエンスは彼 らの任務地、南方諸島である。彼 らは列を揃 えて行進 し[映 像8]、

荷 物をきちんと並べ、汗 をかきなが らも勤勉によく働 き、桃太郎の下 した任務を忠実に

果たす。この南の島に住む動物たち、マ ントヒヒ、テングザル(尾 長ザル)、 豹、鹿、象,

サ イ、 リス、そ してカンガルーは服 を着ていない。これらの動物たち(主 に亜熱帯や ジャ

ングルに住む動物たちが殆 どである)は 南方諸島の人々である。桃太郎の家来の犬たちに

よる指揮の下、力をあわせて飛行場を建設する。彼 らは陽気で面白い歌を歌う。 ヒヒや尾

長ザルは最初は懐疑的だが、桃太郎を見 ると「おやおや立派な人がでた……おなかがすい

ては戦がで きぬ、バナナは どうです、メロンはどうです」と果物を次々と差 し出し、親切

にも快 く桃太郎や家来の動物たちを援助 しているように描かれている。ただ、列 をそろえ

て行進 し、荷物 もきちんと並べる、勤勉 な軍服 を着た犬たちとは少 し異なるように描写 さ

れる。彼 らは犬から日本語を習う。戦時中日本軍が施 した日本語教育がここで描かれてい

る[映 像9]。 授 業を聞いても、南方の動物たちはうまく日本語が発声できない。そのため

最初はあま り面白 くな く、だれたりお しゃべ りをした りで授業を熱心には聞かないのであ

る。 ところが、熊がハーモニカをふ き、猿が 日本語の 「アイウエオ」にメロデ ィーをつけ
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て歌いだすと、楽 しんで熱心に聴 くようになり、次第に南方の動物たちも 『アイウエオの

歌』[・2ωを歌いだすのである。 これは実際戦時中使われた有名な歌 である。犬 も授業を受

けていた動物たちも体 をリズムに乗せて歌い、合唱 し、一つのハーモニーをつ くりだす。

この ミュージカルの要素をアニメーションに取 り入れた技法は、佐野明子が指摘するよう

に[・21]、当時のアニメー ション技術 としては非常に画期的なもので、それが大東亜共栄圏

とい うユー トピアを創 り出 している。動物 たちの楽 しそうな 「アイウエオの歌」の合唱が

お花畑の美 しい景色とともに一つの楽園を創 り出 していると言えるだろう。 この楽園が前

述 したような世界家族的なユー トピアであることはこの 日本語の授業に続 くシークエ ンス

か ら明 らかである。「アイウエオの歌」を歌いなが ら、南方の動物たちが力 をあわせ て洗

濯や料理をする場面や軍服 を着た桃太郎の家来たちが武器の手入れをす る場面、また別の

南方の動物達が物資の移動を手伝 う場面が続 き、そ して最後 にその物資を載せ た トラック

が大 日本帝国軍の旭国旗の下に集結する。このシークエ ンスは、今度は南方諸島全体が桃

太郎を中心に協力 し合い団結 した一つの世界家族 を作 り出してい く様子 を描 き、入紘一宇

のスローガンを具現する。

[映像7] 匚映像8] [映像9]

5両 映画に反映す る社会的 ・文化的 コンテクス ト

5.1異 民族の同化による世界家族国家

前述 した ミュージカルのシークエ ンスに表現されるように、アジアへの進出および戦争

を正当化する両映画の根底 に流れる議論は、異民族の同化による世界家族国家の建設であ
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り、混合民族論 を取 り込んだ当時の国体論に依拠する。小熊英二(2002)は 、 当時の国体

論者の代表者 として亘理章三郎を取 り上げ、その議論に潜んだ日本人の欧米諸国に対する

コンプレックスを鋭 く指摘する。被征服者 を奴隷 とし、強制的に支配す る征服国家である

欧米諸国とは異なり、 日本は、万葉歌人にも渡来人系が多いことか らわかるように、古代

から異民族を一視同仁で混合 している、と論 じる亘理の議論 について、「混合民族論 を無差

別の証拠にす りかえ、欧米に対する優越感に高めてゆく論法が、ここで とられている」[・22]

と言及する。映画の議論 も亘理 の議論 と同様である。『あの旗を撃て』の池島兵の トニー

への 「輸血」は、ハーイの論 じるように日本人 とフィリピン人の 「『共通の血』で結ばれて

いる」ことを象徴するが[*23]、それは同時に 日本人 とフィリピン人の血液の混合あるいは

同化をも示唆すると考えられる。また、『桃太郎 ・海の神兵』の 「アイウエオの歌」の場面

に見 られる日本語授業 も当時の典型的な同化政策の一つである。「あの旗を撃て』の日本

兵に具現化 された 「一視同仁」の精神や 「母の胸へ帰ってきて」と訴えるガラシア婦人や 日

本軍の捕虜 となって 「母の元 に居 るように感 じる」と唱 えるゴメス大尉 の言葉は、 日本が

国体論者のいう 「情による家族的結合」[*24]を求 めているのであって、「人種差別で混血を

忌避 し」[・25]権力 によって支配する欧米諸国とは異な り、優れていると示そうとしている

と言えるだろう。

5.2欧 米諸国の抑圧からの解放

15.2.1「 進 んだ 日本」と「遅れたアジア」そ してその背後にある 厂もっと進んだ欧米」

しか しなが ら、いくら表面的に被支配者を平等 もしくは家族の ように扱 うと論 じていて

も、 『桃太郎 ・海の神兵』に見出される、人間と動物、衣服を着けているもの と着けていな

い もの とい う記号か ら其々の序列はいやお うなしに明 らかになって くる。衣服をつけず、

陽気 に楽 しく日本語の指導 を受ける南方諸島の人々の表象は、文明の後進性を示 し、当時

の高まる南進論のよって復刻された竹越興三郎 『南国記』(1942)に 見 られるような、ある

意味では懐か しさを感 じなが らも「土人」と呼んで見下 し、我 々の教育が必要であると主

張す る、当時の日本人が心 に抱いていた 「進んだ日本」と 「遅れたアジア」という図式 を映

し出すのである。そ してさらに杉原達が ロ本人のアジアに対する 「時差感覚的思考」匸・26〕

の特徴として論 じるように、その背後には 「もっと進んだ欧米」が存在 しているのである。

それは欧米の敵が角を生や した鬼 として描かれはするが、軍服 を着て人間の姿 ・形をして
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いる点、桃太郎の部隊よりもずっと近代的で重装備 な鬼たちの戦車や戦闘機や軍事施設の

描写、そして次の 「神兵由来のエ ピソー ド」の分析からも明 らかである。

15.2.2神 兵 由来のエピソー ドー 忌まわしい過去の記憶

「神兵 由来のエ ピソー ド」の分析 を行 う前に、指摘 したい点が一つある。 『あの旗を撃

て』のなかでアメリカの撤退軍の車に足を轢かれ不 自由になった トニーについてである。

トニーの不 自由さは表向きにはアメリカ人による抑圧 を意味する。そして医者に診せ、歩

けるように回復するのを助ける 日本兵池島の行為は、日本が南方諸国をアメリカの抑圧か

ら解放することを意味 し、間接的に大東亜共栄圏というスローガン下の日本軍のフィリピ

ン進攻を正当化するのを助ける。だが、果たしてそれだけだろうか。 『桃太郎 ・海の神兵』

の影絵によるエピソー ドを詳細 に分析すると、 トニーの足の不 自由さは日本人自身の不 自

由さ、つまり自ら感 じているアメリカによる抑圧の投射 とも考えられるのである。

その抑圧 というのは、 日本の過去の忌 まわしい記憶 にあ り、『桃太郎 ・海の神兵』のエ

ピソー ドの中に投影 されている。桃太郎が鬼退治に出かける前に 『神兵』のエ ピソー ドが

挿入 される。それはゴアとい う心の優 しい王様が治める青 く美 しい南の島の王国が、商

人を装った 「鼻の とがった白人」の海賊に騙 され、その島を奪 われたという話である。エ

ピソー ドのラス ト・ショッ トでは、島のジャングル奥深 くに立つ、「東方天子の国より白

馬にまたが りて神の兵来たりて必ずや民族を解放せん」と刻 まれた古い石碑がクローズ ・

アップされる。この石碑がフェイ ドァウ トすると、月の光 に照 らされて桃太郎 と家来が

現れるのである。勿論 この南の島は敵の白人が占領 した鬼ヶ島を、「白馬にまたが りて来

る天子」は天皇の桃太郎を、そして神兵は彼 とその家来、つま り日本軍 を示 している。 し

か し注意深 く観察すると、実はそのエピソー ドには江戸末期の日本の過去の姿が投射され

ているのである。ナレー ターは 「ある日この島の港に不思議 な黒い船が現れた[映 像10コ 。

島は上を下への大騒 ぎになった。大臣は慌てふためき事の次第を王様に言上 した」と語る

[映像11]。 この様子はペ リーの 「黒船」が来航 し動揺 した江戸時代の幕府の様子 と同 じで

ある。「鼻のとがった白人」[映像12]が 、 「情け深いゴアの王様」と呼び、 自分たちは 「は

るばる遠い国か ら参った商人」で 「どうか兄弟のように仲良 く付 き合 って頂 きたい」と頭

をさげて挨拶する。そして旅の途中に 「休憩できる(ほ んの少 しの)土 地をお譲 りくだ さ

い」と頼み、また船 に積 んである宝物 「ペルシャのじゅうたん、エジプ トのタバコ、ペル

シャの首飾 り……北京の砂金」を王様 に御覧いただきたいと言 うのである。 日本はペリー
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の黒船の来航後まず 「日米和親条約」を結び、それか ら「日米通商条約」を結び、そ して

次々と他の西洋諸国 とも同様の条約 を結んだ。これ らの 「不平等条約」を結び、その結果

治外法権で関税 自主権がなく、それ以降不平等条約 に苦 しんだ忌まわしい過去の記憶があ

る。そして外国船来航以来、その過去の記憶 とともに西洋諸国に対 してずっと劣等感 を持

ち続けていたのである。影絵の中で行われたこの過去の 「投射」をバークの「スケープゴー

ト」あるいは仮説の 「アイデ ンティティ構築の一段階」という視点か ら分析す ると、 日本

人はこの望 ましくない過去を南方諸島の人々に投射 し、 自分 自身か ら切 り離す。そ して王

国は白人に滅ぼされるので切 り離された望ましくない 「悪い」一面は抹殺 され、一応 ここ

で浄化される。 しか しそれだけではアイデ ンティティは再構築 されない。再生のためには

古い自己(一 面)に 代わる新 しい自己(一 面)が 創 り出されなければな らないか らである。

そう して 日本人はその白人と戦って南方諸島の人々を解放することによって、「救世主」

的な自己(一 面)を 創 りだし、それによって新 しいアイデ ンテ ィティを構築す ることがで

きるのである。つ まり、影絵で説明される 「神兵由来のエピソー ド」は、 日本軍が欧米軍

と戦い、必要な資源のために南方諸島を攻略することを単に正当化するだけではなく、実

は 日本人が忌 まわしい過去 を切 り捨て再生する とい う「自己救済」とも呼べる自己イメー

ジの再構築のプロセスでもあるのである。このように考えると、『あの旗を撃て』で トニー

がアメリカ軍に受けた負傷を手術 によって しかも池島兵の輸血を経て回復 してゆ く話 も、

同様の再生のための象徴的プロセス(別 の言葉で言 えばイマジネーシ ョンの作用)と も考

えられる。西洋に対 して憧憬の方が強かった明治初期 とは異な り、 日清戦争 ・日露戦争

という二つの大戦 を乗 り越え、近代化が急速に進み、列強と肩を並べるようになった当時

の日本 にとって、戦意高揚映画に見 られる日本人による数々の 「救済 」のフィクシ ョンが、

そして大東亜共栄圏というスローガン自体が、実は他者の表象 を通 してその忌まわ しい過

去 を払拭 し、劣等感を乗 り越え、 自己イメージを再構築 しようとした象徴的プロセスでも

あったと考えられる。
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[映 像10] [映像11] [映 像12]

6両 映画 に反映 されていない社会的背景そ してテ クス トの内容外の事実

これまで両映画と一致する当時の社会的 ・文化的コンテクス トと照 らし合わせて、 日本

人 と他者の表象を分析 してきたわけだが、ここか らは両映画に不在の、或は意図的に隠蔽

されている社会的背景とテクス トの内容外の事実を考察する。

6.1当 時 の戦況 と映画の内容 のずれ、そ して厳 しい検閲

アメリカの東アジア最後の拠点 コレビドール攻略 を描いた 『あの旗 を撃 て』は1943年8

月 に、落下傘部隊の活躍や時局ニュースを国民にPRす るための 『桃太郎 ・海の神兵』は

1943年9月 に、それぞれ映画製作 に取 り掛かることになった。だが、 日本の戦況 は1942

年6月 の ミッドウェー海戦における日本連合艦隊の壊滅的な敗退が転機 とな り、以降日本

軍は敗退 を続け、両映画がそれぞれ上映される1944年3月 、1945年1月 には敗戦 は時間の

問題であった。た とえニュースや新聞など全メディアが検閲されていたとはいえ、敗戦の

気配はあったはずである。事実この映画のカメラマ ンを務めた宮島義男は 「この頃になる

と日本の敗戦 も時間の問題だった。 だか らフィリピン人で俳優 も含め映画製作に協力 し

て くれる人々を得るのが難 しかった」[・27ユと述べている。 しかしなが ら、敗戦の気配や不

安 は両映画には全 く現れてはいない。その理由は両映画がそれぞれ陸軍、海軍後援 とは

いえ、軍の命令により製作 された ものであり[・28]、特 に 「あの旗 を撃て』は現地 日本軍の

指導の下に製作されたものであ り[・29]、製 作後厳 しく検閲を受け規制されたか らである。

『桃太郎 ・海の神兵』も、アニメーシ ョン研究家渡辺泰によると、試写段階で航空機や武
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器の形状に関する部分や、偵察兵が一名戦死 し、その葬儀のシーンやその兵士のかわい

がっていた小鳥が悲 しむ場面 は、 カッ トされたという[・30]。つ まり、製作者が軍の上層部

に厳 しく規制されているからである。だが、それでは現実の戦況 と映画内容の大きなずれ

にもかかわらず、『あの旗を撃て』が1944年 に国内でベス ト3位 に入るほどヒッ トし、受

容されたのは何故だろうか。恐 らくそれは作品がもつアメリカ的な特徴ではないかと考え

られるのである。

6.2ア メ リカの映像技術へ の依存 とナ シ ョナ リズム

経済 ・産業、軍隊、そ して映画においてもアメリカを乗 り越 えようと必死にもがいてき

た当時の日本であるが、両映画の映像のレ トリックに使われた技術は皮肉にもまさにアメ

リカの映像技術である。日本の映画界は、映画史始 まって以来、ヨーロッパやアメリカの

映像技術 を吸収 して発展 してきたわけだが、阿部豊監督は当時の 日本映画の 「巨匠」の中

で も最 もアメリカに影響を受けた監督である。佐藤忠男によると、「少年時代にアメリカ

に渡 り、1910年 代 の半ばか らハ リウッドの俳優 をしていたが、1925年 に帰国するとす ぐ、

日活に監督 として迎えられ、エルンス ト・ルビッチば りのエロチ ックなコメデ ィを腕に発

揮 して注 目の的となった」[*31]。彼 はアメリカの洗練されたコメディのセンスと「ハリウッ

ドば りの航空映画の作 り手 として、少年飛行兵をたたえる 「燃 える大空』(1940)で も有名

である。 『燃える大空』は 「アメ リカ製の一連の 「航空映画 」の影響 を強 く受 けた作品」で

あ り、「40年 の東宝興行収入第3位 」[*32]となった。事実 『あの旗を撃て』の負傷 したフィ

リピンの子供の物語パター ンも1941年 アカデミー賞を数賞獲得 したジ ョン ・フォー ド監

督の 『わが谷は緑な りき』の主人公のものに酷似 している。アメリカ帰 りの阿部監督はア

メリカ映画を学び、その映像技術を駆使 し、成功 してきた監督 とも言 えるだろ う。

また一方、瀬尾光世監督 も、「桃太郎 ・海の犬鷲』の製作 中に、海軍省から極秘で 日本

軍が シンガポール占領の際に接収 したアメリカ映画を見せ られたそうだ。その中には 『風

とともに去 りぬ』(1939)や デ ィズニーの長編アニメーション『ファンタジア』(1940)も あ っ

たとい う。瀬尾監督はじめアニメ関係者は、その技術の差 に大変シ ョックを受 けた とい

う[・33]。実 際、『桃太郎 ・海の神兵』では、影絵 などの日本あるいはアジア独特の手法 も

導入 されてはいるが、「アイウエオの歌」の ミュージカルの場面や、登場入物の手の滑 ら

かな動 き、そして桃太郎 と白人将校の会見の場面で使われる、シ ョット・切 り替えしショッ
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トはアメリカの映像技術 を取 り入れたものである。両映画監督はナショナルなもの、つ

まり国策映画を製作 しつつ、実はアメ リカの技術 を内面化 し発展 させていた。そ して実は

このような戦時下での盛んな映画製作が戦後の 日本映画の発展の基盤 となっているので

ある。

7終 わ りに

『あの旗 を撃て』は、世界制覇の野望 をもつ アメリカに抑圧 されているフィリピン人を

解放 し同化す ることによって、同 じ東亜民族の血の流れる家族の愛に包 まれた世界家族

国家の 「大東亜共栄圏」を建設す るとい うユー トピア的なイメージの 〈日本〉を映 し出す。

『桃太郎 ・海の神兵』も同様の 「ユー トピア」を映し出すが、『あの旗を撃て』ではおそらく

意図的に伏せ られてきた天皇、 日本人、占領下の人々という序列、そ してその背後に潜む

自分たちよりも「もっと進んだ」欧米人に対す るコンプレックスをも映 し出す。両作品に

おいて他者表象 は、戦争 を正当化するために 「悪い」敵のイメージを構築するとい うより

もむしろ 日本の 自己イメージを再構築するために用いられている。しかも敵の表象 よりも

占領下の人々の表象の方が再構築に深 く関与する。それは江戸末期以降、西洋諸国と深 く

関与 した自己の望 ましくない一面を切 り捨てるために、南方の民族である第二の他者に投

射するというプロセスをた どることになる。やは り文化においても日本人自身の問題を弱

い立場の民族にす り替えることによって解決 しようとする日本の姿が明らかかになって く

る。 また、西洋 との屈辱的な関係を自己のアイデ ンティティか ら消去す るために、結局そ

の影響の源であるアメリカ映画の技術 に依存 しなければならなかったという皮 肉な自己矛

盾の状態が、当時の 日本特有の文化状況をも映し出していると言 えるだろう。

[いけだよしこ・大阪大学大学院言語文化研究科博士後期課程単位取得退学]
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1994)"に 分 けて 投 稿 した もの に修 正 を加 え、 再 度1つ に ま とめ た もの で あ る。

キ ー ン、 サ ム(1994)『 敵 の顔 』p.103

ダ ワー 、 ジ ョ ン(1987)『 人 種 偏 見』p251

『あ の 旗 を撃 て 』(1944)監 督 ・阿 部 豊 、製 作 ・東 宝 、 出演 ・大 河 内伝 次 郎/大 川平 八 郎/フ ェ ル ナ ン ド ・ポ ウ/
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レオポル ド ・サ レセ ド。筆者が見たのはこの作品がビデオ化されたものである(新 東宝 ビデオ、1996)。

『桃太郎 ・海の神兵』(1945)脚 本/演 出 ・瀬尾光世 影絵 ・政岡憲三 製作 ・松 竹動 画研究所(松 竹 ビデオ、

1992)

『映画旬報』昭和18年11月1日 号

古川隆久(2003)『 戦時下の 日本映画』p.176

渡辺泰(2003)「 発掘 ・瀬尾光世の人と仕事」『BanCul』p.17

上野俊哉(1991)「 他者 と機械」『日米映画戦』p.116

ハーイ、ピーター ・B(1995)『 帝国の銀幕』p.386

本稿は人類学者 クリフォー ド・ギアーツの 「文化」の概念 を基 にして、文化の産物 である映画作品 を人間生活

の多様な側面間、つま り「生物学的、心理学的、社会学的(歴 史的)そ して文化的要因」(『文化の解釈 学』p.77)

の統合的な体系の中で分析 しなければならない と考 える。

レノブ、マイケル(1991>厂 戦争をするイメージ」『日米映画戦』pp.136-138

バーク、ケネス(1974)『 文学形式 の哲学』p.44

バー ク、ケネス(1982)『 動機 の文法』pp.47-52

この仮説}こ関 して は詳 し くは拙 稿"凸eC皿 加r組Signi丘canceofStereo卵es:Arg㎜entative〕bols勧rSelFCriticis㎡♪

(2000)を 参照 されたい。

筆者が分析 したビデオ作品は英語 とタガログ語で話 されている部分 はすべて 日本語の字幕が付 けられていた。

ただ し、"YdlowMonkeys"な どの差別用語は翻訳 されていなか った。

本稿で使用する 『あの旗を撃 て』の映像はVHSビ デオ 『あの旗 を撃て』(製作 ・著作 東宝)よ り静止画像 を取 り

込んだものである。

この場合 の 「視点」は、 シーモア ・チ ャ トマ ンの構想する二種類の視点のうちの一つである 「フィルター」のこ

とを意味 し、物語世界内 に登場す る、登場 人物 の視点であ り、その登場 人物が 「経験す る精神活動(知 覚、認

識、意見、感情、記憶、回想、空想)」(『小説 と映画の修辞学』p.238)を 表す。 もう一つの視点は、彼の理論で

は、ナ レーターの ように、物語世界外 に属 し、物語を報告 し、再現する語 り手の視 点である。この映画では 日

本人兵とフ.イリピン人はこの 厂フィルター」となるが、 アメリカ人がなることはない。

本稿で使用す る 『桃太郎 ・海の神兵』の映像 はビデオ 『桃 太郎 ・海 の神兵』(発売 ・松竹ホー ムビデオ、著作 ・

松竹)よ り静止画像 を取 り込んだ ものである。

作詞 ・川崎大治 作 曲 ・市川元

Sano,Akiko"lapaneseAnimatedFilmsinthePeriodofl917-1945:0nMomotarotoUminoShimpei"ロ シァー 日本学

術会議 「ロシアにおける日本年;人 文学研 究」ロシアウラジオス トック極東国立大学、2003年6月30日 発表

要 旨

小熊英二(1995)『 単一民族神話の起源』p.149

ハーイ(1995)『 帝国の銀幕』p.419

小熊(1995)『 単一民族神話の起源』p.193

小熊(1995)『 単一民族神 話の起源』p.123

杉原達(1996)「 アジア との出会い 」『異文化の交流』p.186

今村昌平 ほか(1986)『 戦争 と日本映画』p.296

渡辺(2003)厂 発掘 ・瀬尾光世の人 と仕事」p.16

今村 昌平 ほか(1986)『 戦争 と日本映画』p295
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渡 辺(2003)「 発 掘 ・瀬 尾 光世 の 人 と仕 事」p,16

佐 藤忠 男(1979)『 日本 映 画 の 巨 匠 た ち』p.35

古 川(2003)『 戦 時 下 の 日本 映 画』p.138

渡 辺(2003)「 発 掘 ・瀬 尾 光世 の 人 と仕 事 」pp.14-15
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俳句が海外 に与 えた影響

日本語残留孤児としての台湾日本語俳句

染川清美

1は じめ に

グローバル社会 ・グローバルカルチャーとよく耳にする昨今、 日本の文化である俳句 も

日本の江戸時代か ら現代へ、しかもその過程において、近代初期か ら外国へ と紹介 され、

今や世界の国々へ と広がっている。企業 との関連はないが、これもそのひとつと言 えるの

ではないか。各国で、ハイカルチャーと言われてきた日本の俳句がどのように存在 し、今

後 も存続 してい くのか、そして各国に存在す る俳句に相違があるか否か、 グローバライ

ゼー ション ・ローカライゼーションに関わる問題である。その国に俳句が存在するには、

それに関心を持ち、理解 しようとする欲求 と培養可能な下地等、受容す るに足 る環境条件

が備わっているのである。これ らを分析す ることは自分の拠 って立つ文化 を見直すこと、

つまりカルチュラルスタデ ィーズを始めること[*1]でもある。

現在、日本起源の俳句が世界50ヶ 国200万 人 に行われていることは、 日本ではさほど知

られていないが、世界における最短小の詩 として、世界の国々で人気を集めている。中で

も世界で唯一日本語俳句 を作っている台湾の人々は、どの ような意識で作句 しているのか。

その発端 は言うまでもなく、日本植民地時代の 日本語教育にあると推測するに難 くないが、

戦後 日本植民地から解放 され 日本語禁止令が出たにもかかわらず、今 日に至ってなお日本

語俳句 を作 り続けていることは、台湾 日本語俳句 を考 える上で重要な課題となろう。

各国の俳句については、現在 に至るまで文学的に研究されてきているが、今回は研究者

や文学者の立場からではなく、一般の作句する人々に意識調査 をすることによって、国 ・

社会の中の国民 ・人と文化 ・言語という視点から切 り込みを入れた。それは従来の文学的

分析 とは異なる点である。
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2調 査方法

対 象 台北俳句会会員27名

調査方法.ア ンケー ト用紙 「国際俳句 ・文化ア ンケー ト」(日本語版)に より、17問 の質

問項 目を立て、「1はい」「2どちらで もない」「3いいえ」の3択 とし、各々、その

理由があればという前提で、本人の裁量で自由記述式とした。

また本文ではインタビューにより、細部の補足をした。

3結 果と考察

結果は[図1]の 円グラフに示す。 回収率49.1%

なお今回は、アンケー ト結果中、「台湾における日本語俳句」という視点を中心に分析す る。

3.1台 湾俳句会の歴史的な位置

1895年(明 治29年)の 日清戦争の結果締結 された下関条約 により台湾は、 日本に割譲

されたことから日本の統治が始 まった。このことが正式に日本語教育の発端 となる。もと

もと台湾語で 日常会話 し,文学作品もそれで作っていた台湾の人々に、 日本語教育が突然

行われるようになり、殆 ど人生の大半に当たる歳月を日本 と同じ小学校教育の環境 に置か

れた。すなわち、 この50年 間に植民地 日本語教育 を受けた世代 を中心 に、 日本語俳句が

行われるようになっていったと推察 される。

台湾の初等教育用国語教科書に短歌が最初に現れるのは、1926年(大 正15年)か ら使用

の台湾総督府編纂第三期国語教科書 『公学校用国語読本 第一種 巻12』(第 六学年後期用)

「第一課 明治天皇御製」か らであ り、俳句が現れるのはかな り遅 く、第四期国語教科書

『公学校用国語読本 巻12』1942年(昭 和17年)で ある。短歌 ・俳句両方が載ったのは1944

年(昭 和19年)発 行の 日本統治期最後の第五期国語教科書 『初等科国語 七』(第六学年前期

用)と 同 『初等科国語 八』(第六学年後期用)に おいてであるか ら、公学校国語読本に記載

された短歌や俳句を読 ませることは出来ても詠ませることまでは国語能力的にも出来な
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い。 したが って中等学校以上の1930年 ご ろまでに生 まれた人 々だけが短歌や俳句の教養

を身につけたため、現在台湾の 日本語文芸の会の会員はほとんど70歳 以上になっている。

短歌や俳句 は皇民化における意義が強調された時期 に戦争 によって授業できなくなるとい

う皮肉なことになった[・2]と磯 田一雄氏 はしている。

確 かに台湾公学校国語讀本記載の短歌 ・俳句の始 まりは殆 どそのとお りであるが[*3]、

そ の他、台湾総督府編纂第三期国語教科書 『公学校用国語讀本 第一種 巻12』(第 六学年

後期用)「第一課 明治天皇御製」は、大正7～12年 日本文部省出版の第三期国定国語教科

書 『尋常小学国語讀本 巻12』(第 六学年後期用)「第一課 明治天皇御製」の短歌10首[*4]

の うち8首 までここに収録 し、内地の教科書に準 じていること、更 に台湾総督府編纂第五

期国語教科書 『初等科国語 七』(第六学年前期用)「六 ばらの芽」になる と、天皇御製では

なく正岡子規 ・島木赤彦 ・能因法師など一般の優れた歌人の短歌 を10首 挙げ、「皇民化」

とは関わ りなく純粋 に短詩文芸として載せているのは、第四期国語教科書 「公学校用国語

讀本 巻12』1942年(昭 和17年)に 俳句採用時の意図を汲んでのことと見 られる。但 し第

五期 「初等科 国語 八』(第六学年後期用)に は、「元日や」の俳句 と共に、冒頭の 「玉のひび

き」に天皇 ・皇后などの12首 を載せ、その皇民化教材 を顕示することに怠 りはなかったこ

と、 この第六学年後期用の俳句には、芭蕉 ・蕪村 ・一茶が挙げられながらも、鳴雪の 「元

日や一系の天子不二の山」が最初に配置 されていることなどが注 目されるが、短歌に比較

すると、俳句の方が 「皇民化」の影響が少 ない教材であったと考えられる。その意味では

ある程度日本独特の短詩文芸を純粋に味わう機会を持ちえたのではなかろうか。一般的に

俳句教材指導の際、学年能力 に併せて作句法 も指導する場合が多いため、句作 の初歩 も学

んだであろうが、その能力がその後どれだけ多 くの人に結びついたかは分からない。 しか

しそのことは、台北俳句会会員の調査回答例に示 される。

アンケー ト問16「 俳句はいつごろどこで作 り始めましたか」に対 して、22人(81。5%)が

成 人になってからの台北俳句会 などであ り、小学校1人 高等小学校1人 高女2人 以外は、

殆 ど戦後かなりたってから句 を作 り始めている。但 しその中の高等小学校1人 は昭和16年

小学校 で俳句を知 り、翌17年 高等小学校の時、新聞投稿で入選 しており、後の 『ホ トトギス』

「昭和18年8月 号」の入選へ とつなが って現在 に至っている。後の高女のひとりは花蓮港

高女 もうひとりは京都の高等女学校、小学校のひとりは家庭で父母か ら習ったとしている。

また、問15「 俳句はいつ頃 どこで知 りましたか」について会員12人(44.496)の うち、台

湾の小学校で3名 、 日本の小学校 で1名 、その他はみな女学校時代6名 と高校時代2名 で、
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女学校が東京であった り、当時満州の大連であった りすることが、当時の台湾・日本 ・中国

の人々の往来 を伺わせる。そ してまた当時の日本人が進出 していった先 と、 日本の留学政

策 によって台湾か ら日本に留学 した人たちが少なか らずいたことを物語る[*5]。そ の先々

で日本の俳句が伝えられていたと考えられるが、『ホ トトギス』の大正12年6月 号 「雑詠」匚*6]

には、大連 ・撫順 ・奉天 ・天津 ・青島 ・台湾 ・印度など外地からの投句が認められるのは、

俳号で名前が載せ られているため、大方が 日本人であると思われる。

また、山口誓子は樺太に、尾崎放哉 は朝鮮 ・満州 ・台湾へ、高浜虚子が満州 ・朝鮮 ・香

港 ・シンガポール、 山口青邨は満州、河東碧梧桐が台湾 ・満州 ・朝鮮に、その他の多 くの

俳人 ・歌人がアジアの各地に旅 して[・7]その地で句作 しているのは、そ こに日本人たちが

進出していたのである。それ らの地の俳句結社の有無についてはここでは述べないが、先

の 『ホ トトギス』への投句か らも俳句が各地で詠 まれていた と言える。 また台湾以外の地

での俳句教育についてはここでは触れない。

台北俳句会の徐奇芬氏は、東京の共立高等女学校へ留学 していたが、戦争が激化 し日台

間渡航が危険 となり帰国 したという。同じく李秀惠氏の兄は慶応大学に弟は盛岡高等学校

に、そして夫 もまた慶応大学に留学 した人であった。 また、 日本の小学校1名 のこの日本

人が、東北大学地質学者 の台湾人の夫 と昭和17年 に結婚、今現在 この俳句会 でのキャリ

アの長い人である。このことも、東アジアの人々の交流 の一端 を実証 していると言えよ

う。台湾人の留学生 と結婚 した 日本女性 は、このアンケー トには表れていないが、インタ

ビューの折、他 にもこの俳句会には何人かいることが分かった。例えば、留学生として台

湾から来 日していた夫と昭和24年 に恋愛結婚して渡台した人などである。

これ ら12名 の平均年齢は772歳[・8]で 、 ひとりを除いてみな70代 である。 ということは

植民地時代の 日本語を話す人々は、かな り高齢化 しているということであ り、磯 田氏の論

を裏付 ける。

しか し、前述の学校教育の中でのみ俳句は普及 したのであろうか。戦前の台湾には俳句

結社 はかな りの数存在 した。台湾にその存在が初出す るのは、「ホ トトギス』1899年 「明

治32年10月 号 」「地方俳句界」の中に日本の一地方としての 「台北会」(台湾台北)か ら三名

の三句であ り、1929年(昭 和4年)初 め まで を見て も「む らさき会」(基隆)「蟾蜍句会」(台

北)「打鼓吟会」(打狗)「ゆうか り句会」(台北)「無名会」(高雄)「真菰吟社」(台中)「高雄竜舌

吟社偶会」(高雄)そ の他68の 新 俳句結社が生 まれ、中には消えた り合併 した りしていた。

そ こに集 う人々は日本人であ り、 『ホ トトギス』に投句 して入選 を競っていた。その中に
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俳句会は分からないが陳武王の 「門松 に蛍 とびかふ…蕃社かな」が 「昭和3年5月 号」の 「雑

詠」に入選 している[・9]。台湾 の人の名前 とはっきり確認で きるものはこれが最初である

から、このあたりか ら地元の人にも俳句が受容 され始めていると言える。それまでの 「地

方俳句界」の台湾地方俳句会の投句名 を調べた中には、台湾人の名前は見当たらない。中

でも注目するのは、1937年(昭 和12年)の 「雑詠」に台湾の入 と思われる黄朝木 と陳緑泉

の二人が各々数句入選 していることだ。その例句 を下に挙げる。

台中の町の果みな夏の山 黄朝木a春 草や親牛仔牛看牛児 陳緑泉b[*10]

台中市の果物 を扱 う店先 には、夏山から収穫 してきたばか りの夏の果実が、色 とりどり

に所狭 しと積み上げられ並 んでいる。そのみずみずしい果物の色 と香 りが当たり一面に広

が り、行 き交 う人々を楽 しませている様子や、やわらかな黄緑が一面に広がる牧草地に点

在 しつつ草を食む親牛子牛、その様をのんび り見守る牧童の姿、春先のけだるいうららか

な情景、 これ ら二句 とも台湾の季節感溢れるの どかな風景が眼前に浮かんで くる。これ ら

結社 の中で作句 しているのはほとんどが 日本人であったろうが、『ホ トトギス』に入選す

る台湾人が出てきたことは、結社 によっては台湾人の参加があ り、 日本特有の俳句文化 を

嗜 もうとする日本語能力を身につけた人々が出てきている ということである。但し台湾人

はこの年、黄朝木が6・7・8・10・11月 号 に、陳緑泉が5月 号に入選 した以外には、その年

の前後に彼 らを含んで台湾人の名前は見当たらない。 しか し、時代が下ると「昭和18年8

月号」に現台北俳句会会員李錦上氏の俳句(後 述)が 入選している。

それら結社の中でも指導的立場であった 厂ゆうか り」主宰の山本孕江 は、虚子 に師事 し

なが ら「台湾俳句」を明確 なものにするため 「季感」を実践の核 にして、内地の 「季感」で

はなく台湾の 「季感」に即する立場 を自覚すれば台湾俳句が生 まれると言った人 としてい

るのが今井祥子氏匚*11]であ る。 これに関しては後述する。

更に、1934年 ～1939年(昭 和9年 ～14年)に かけて台湾で 日本人向けに発行されていた

月刊雑誌 『臺灣婦人界』にも短歌 ・俳句の投稿欄があ り、山本孕江がその 「臺灣婦人俳壇」

を主宰 し、多 くの投句の選考と指導を行っている。その中に台湾人が数名入選 しているこ

とから、台湾婦人たちにも短歌 ・俳句が詠 まれ始めていることが分かる。同雑誌に当時の

選者柴山武矩の歌壇欄 に黄氏實桃 ・王来傳氏 らの名前があるのは、俳句 も短歌 も同時に嗜

んでいるとい うことである。以下その例句である。
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梧桐花に空ふかく澄む夏日かな

たそがれて蚊の聲しげき野風呂かな

コスモスや看護疲れを窓に寄る

驛にゆく一筋みちや稲の花

藍錦城

王来傳

黄氏實桃

劉氏雅頼

「昭和9年10月 号 」

「昭和9年10月 号 」

「昭和9年11月 号 」

「昭和10年 正1月号」

a

b

C

d[*12]

いず れも季語 を意識 した季節感溢れる句であり、句の解釈 をするまでもなく風景 と情趣

は日本人のそれ と全 く変わ りな く、その出来 も日本人投稿者 に比 して遜色はない。 このよ

うに俳句を詠めるだけの日本語力を身につけた台湾上流階級婦人が、正 に女学校を卒業 し

て日本人と同等の教養 としての俳句を嗜んで来つつあった時代であると言えよう。

しかし、台湾の地に過去何箇所か存在 した俳句会 は日本人が去 ると同時に、戦後25年

間、絶えてなかったのであろうか。確かに戒厳令下にあって、結社するだけで も危険な上

に禁止の日本語[・13]を使 っての俳句会であったから、台湾各地で俳句会を開催 しようもな

く、台湾全土か らの俳句 を台北 に結集する以外 の結社 は困難であった と推察 される。こ

の点に関してはさらに調査の必要はあるが、戦後の 『ホ トトギス』か ら調べたところでは、

冊子 も薄 くなり、「地方俳句界」の欄 も無 くなり台湾 も日本の一地方ではなくなっている

ため、その存在 を知ることはできない。但 し、台湾に居住す る日本人を中心 とした俳句の

会 「台北相思樹会」に、1956年 頃 黄霊芝氏が会員 となっていた[・14]とい うから、 日本人主

宰の俳句会 は多少あった と思われる。 しか し台北俳句会が戦前戦後の俳句結社 と繋が りは

ないことは、下記のとお りであり、台北俳句会員 も証言する。全 く新規の結社 として台湾

の地 に登場することとなる。

主宰者黄霊芝[・15コ氏 は結社 に至る経緯 を次のように述べている。政府が公的に日本語を

禁 じたが、そうなると台湾人は新聞を読まな くなり、殊 に山の先住民らは政府が何をして

いるのかさっぱ り分 からなかった。そこで政府は特例 として 『軍民導報』困6]と 呼ぶ ロ本

文新聞を発行、その文芸欄 を病床の同氏が担当、俳句 ・短歌 ・詩 ・コントなど寄せて くる

ものが九人 ほどいて、名前のない会 となったが、永続 しなかった。その後1968年 呉建堂

氏主宰の日本短歌の会 『台北歌壇』に入会、1970年 アジァ ・ペンクラブの会議が台北で挙

行されたとき、川端康成氏が団長の文芸や学術関係者を黄氏が古都台南へ案内し帰北のあ

と、台湾にも俳句の会がほしいということで、俳句の連座をした。 これが 『台北俳句会』

発足だった[*17]。

戦 後政府が自分たちの広報の便宜上、日本文新 聞を発行 したというところが興味深 い。

1病惣縛毳糶 難1狒鋤寒i耄1紐貫興鶴鼬r鷯 幽鍍i擁麝嬲2(}o轟 囎鑢お



そうした下地のある中で、 日本語を使用す る気力を失わず半ば公然と、あるいは幾分呑気

に綿々とつないでいたと思われる。

しか し、今回調査に応 じて くれた台北俳句会は1970年 創 設であったか ら、 日本語で俳

句を詠むこの集 まりは 厂台湾社会で堂 々と大手 を振って歩 くことも理解 されることもかな

わぬ集 まりであった。」E・18]ので ある。当時威厳令下ではあ らゆる会合は、十人以上 を越す

場合は事前に警察に届出な くてはならず、登記 して初めて活動できたが、 日本語俳句の会

が認められるはず もなく、その筋の友人から黄氏 は今に捕まると忠告を受け、俳句会に出

かける時は短刀一本鞄に入れていた。嬲 り者にされた くなかったし、会員の誰彼に手を出

す者がいた ら飛びかかるつもりだったという図9]。

主宰者のその気迫のお陰であろうか、直接 的な危害はなかったとインタビューに応 じた

会員の李錦上、陳淑媛、陳錫恭、北条千鶴子(范 友佳)、 黄雲連、黄葉、高阿香、李秀惠

各氏は証言す る。危険な目に遭わなくとも、会員の俳句 にその時期の辛 さや苦 しみが表現

されなかったかと気 になるところであるが、「台北俳句会は、政治 を詠 まないことをモ ッ

トーに生 きのびた」という黄葉氏の証言もあ り、俳句への表現は極力抑えて きたと思われ

る。 日本語を使 うことだけで も違法であるから、 まして記録に残る政治的不満 は当時とし

てはもってのほかであったろう。

上記の会員の句は以下の通 りである。

自己推薦の句

朝顔に白金の星大きかり

犬は太郎猫はホアルよ日脚伸ぶ

夜半に聞く虫の音わびし山の小屋

李錦上(『 ホ トトギス』18年8月 号入選)

黄 葉(ホ アルは中国語でブチ猫のこと)

黄雲連

また、台北俳句集(28)(29)(31)よ り[*20]

てっぺんの取 り残 したる夕 日柿

一言をはさむ頃合燗熱 く

出征 も凱旋 も死語鯉のぼり

教え子の賀状 うれ しや海越 えて

ノ・ンモ ック揺 らして稚児 と笑み交す

病みこけし母の深寝や蝉時雨

李秀惠

陳錫恭

北条千鶴子(范 友佳)

陳淑媛

高阿香

徐奇芬

a

lD

C

d

e

f
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黄霊芝作品集(15)よ り[*21]

二二八止まずの雨とな りにけ り 黄霊芝(黄 氏にしては珍しい句である)

事実、黄霊芝氏 は日本語で俳句や小説を書いていることについて、「日本人の糞 を食べ

て生 きている男だ」と批評家か ら書かれた ことがある。戦後台湾 に渡 ってきた人たちは、

中共 との戦いに敗れ、国土を置 き捨てて台湾 に奔ったので、戦いに敗れた理由はその前に

日本 と戦って疲労困憊の極みにあったから、そ して日本は侵略し、非人道的であったとす

る。国土を失ったのは日本の所為だ と信 じて、亡国の恨みか ら日本語俳句をす る同氏を非

難 しているのである。氏はこのことか ら考えても、彼 らの傷の深さがわかろうとい うもの

である[*22]としている。

また、李秀惠氏の話 によれば、戦前や戦争中は俳句や短歌をやっている暇なんかなかっ

た し、日本語を禁止されてからも、何言われても放っ とけという気で辺 りに構わず俳句を

詠んできたか ら、表現 したものに差異 はない。ただ黄霊芝氏が 『台湾俳句歳時記』匚・23]を

出版 してからは、季語 について意識するようになった。 日本の桜の時期 と台湾のそれとは

違 うからと言う。確かに日本で詠 まれている俳句 とどこが違 うのか判別はつかない。最初

に台湾か ら送 られて きた 『台北俳句集』[・24]を読 んだ ときは、全 く日本の俳句そのままだ

と直感した。もっとも、詠 まれている人事 ・自然 ・風物は台湾の ものであるが、中に詠み

込まれている心情や情趣が同 じだ。出版年度も1998年 か らのものであったから、当時の

俳句は伺い知るべ くもないが、主宰者以外の会員たちの話か ら推察するに、差異があると

は考えに くい。

ただし「政治に関わらない」は台北俳句会の特徴ではないかと思われる。台北歌壇や 『台

湾川柳会』[・25]にお ける表現は、風刺や皮肉やユーモアといった中に、政治や社会体制へ

の鬱屈 した感情が読み取れるものが少なくない。勿論その他の日常生活を詠んだ川柳は多

い。川柳会 「会報」の中より例句を挙げると以下の通 りである。

日本語を本気でしゃべる終戦後

台湾に中国がある摩訶不思議

台湾の憤怒を見せて総選挙

国民党不良資産をまだ残し

待てど来ぬタイワン国の朝ぼらけ

高痩叟

陳鳳儀

林蘇綿

陳火桐

頼柏絃

a

b

C

d

e[*26]
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これらには、会員や当時の 日本語に慣れた人々のユーモアや風刺 と屈折 した思いが込め

られている。またこれは、現在 も継続 している思いとも言える。なぜな らば、台北川柳会

の発足 は1994年 であって、1992年 に刑法100条 の言論による反乱罪も撤廃 され、表現の

自由が得 られたか ら、このようにのびのびと当時 を思い出 して詠んだのであろう。ここに

挙げる政治社会批判の川柳は、その逆の政治思想を持つ人々の反発を招 くことは承知の上

で、敢えてこう詠んでいる。更に、この川柳会創設は、全 日本川柳協会の中川たけし会長

か ら、台湾にも川柳会を結成 して相互交流を図れないか との依頼[・27]がきっかけであり、

台北俳句会 と同様、 日本人の勧 めで発足 している。「日本人の勧め」で というところが、

やは り日本発祥の日本語文芸という特殊性が伺われると共に、まだ植民地時代を引 きずっ

ている感がある。しかし、 日本語禁止のやむをえない社会情勢の中での、台湾人俳句会の

創設 とい う画期的な契機 となったと捉えるべ きか もしれない。

磯田一雄氏は、短歌には叙情性 と共に叙事性があり、生活体験や歴史的事件などを生々

しく映 し出す ことが出来る し、また、川柳 は社会風刺に富んでいるためである。9.11.同

時多発テロ時に、日本の薪聞の短歌欄には、 これについて多 くの投歌があったが、俳句欄

には非常に少なかったとしている匚*28]。

確 かに短歌 と俳句の性格の違いがあ り、「有季」の規制 もあるので、短歌 ほどに感情 を

表現するのは困難である。だか らこそ、季感 も含めて巧 く感情のほとば しりが詠めたとき

の感動 もまたひとしおなのである。更に拙論匚・29]の冒頭 に述べているが、全米あるいは世

界の俳句 を詠む人々の中には、あのテロについての感情 と情景 を俳句 に託 した人が大勢い

た ことは間違いない。 どうして もそのことを表現 したいならば、俳句でもそれは詠め る

のである。台北俳句会のメンバーには、そのどうして も表現 したい政治的な関心事がない

か、或いは、後述する日本語残留孤児の心境であるのか、それが、「政治は詠わないこと

をモッ トーにしている」という表現 になったかも知れない。言論が自由になった現在にお

いて、政治を詠わないから存続 しているというのは最早理由にはならない。現に短歌会 も

川柳会も政治社会批判を しても存続 しているのである。

3.2何 故 日本語俳句 か

一方、歴史の移 り変わ りによる台湾人使用言語の変遷を、黄霊芝氏は自著の中で次の よ

うに述べている。(本 文中の繁体文字は、日本漢字に置き換 えて記述 している。以下同様)
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台湾はまず多民族社会である。 一中略 一 具体的に言えば、たとえば私は日本語で

妻 を罵るが、戦後派の妻は台湾語でまくし立てて くる。すると戦後生まれの娘が中国

語で喧嘩両成敗に乗 り出して くる仕儀だ。 こうして台湾人は世代 を重ねる毎に、こつ

こっと文芸を 「や り直す」しかなかった し、ない[・30]。

このことを台北俳句会会員の俳句に見ると、

老眼に簡体字習ふ文化の日 頼 天 河 匚*31]

何気 ない文化の 日の習字の様子であるが、日本語 を使い慣れて きた人にとって、台湾繁体

字や 日本の漢字よりやさしいはずの簡体字 を、この年齢になって習わな くてはならない台

湾人の複雑な歴史の経過 と悲哀を簡潔 に言いおおせて余 りある。確かに蒋介石 は來台直後

から、台湾を簡体字にしたかったようだ[・32]が、現在、台湾は繁体字であるから、頼氏は

中国の簡体字で書いてある書籍や資料 を調べるのに必要になったのか もしれないと内田園

生氏 は言 う。だが、簡体字を習うことに嬉々としていないことは老眼の寂 しさと共に伝 わっ

てくる。実際 日常生活では簡便なため、簡体字を使う人も少な くない という。 なお、台湾

には文化の日もないから、 日本のその祝 日に簡体字を習 う年老いた身の何 とも形容 しがた

い思いが滲み出ているではないか。悲哀という感情の有無を故人の頼氏に尋ねようもない

が、彼 と共に台北川柳会 を創立 した三村昌弘氏は[・33]、二 つの言語を経て更に簡体字 も覚

えなくてはならない現在の世相に嫌気にも似た悲哀 を持ったのではないかと推察する。

ではなぜ、国語が中国語になったにも拘 らず、一家族の中にさえ、いろいろな言語が存

在することになるのか。黄霊芝氏の言葉を前のページに引用 したが、その中略の部分 に以

下の言葉が入る。

この多民族社会 において 日本領時代の日本語 とは一種の国際的共通語だった。 この

国際的共通語 は今 日的には、いわゆる中国語に置 きかえられてきたわけであるが、一

つの言葉や文字 も日常工具として使いこなす修練は一朝にしてできるものではない。

文学作家である黄氏 に限 らず一般庶民 も同様の者が大勢いただろう。そのため、過去 日

本統治時代 と同様、国民党政府 も人々の中国語伝習 に力を注いだと思われる[・34コ。
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また、作家の小田実氏が 日本は敗戦によりゼロから出発 したが、韓国は一旦小数点下 ま

で落ちてから這い上がった と言ったことについて、

この点、台湾人はもっと惨めである。昭和二十年なる年号が民国三十五年だと呼び

かえられた 日か ら、人々は忽ち唖とな り聾 となり盲 となった。何 しろ当時、政府の係

官が個別訪問を して台湾人の学の水準 を調査 したが、わたしの戸籍簿の教育程度欄に

は 「不識字」(字知らず)と 書かれてしまった。中学で習 った漢文な ど全然役に立たな

かったのである[*35]。

また、台湾作家呉濁流について、松永正義氏[・36]の論 を見 るに、呉濁流は1900年 生 ま

れで、このあた りか ら1930年 生 まれ くらいまでの三十年間の世代は、基本的に日本語で

教育を受けているので日本語が よくできるという。 というよ り日本語で しか ものを考え、

ものを書 くことができなくなっていた。だからみんな戦後には、 日本語から中国語への言

語の切 り替えに苦 しみ、大半はで きずに消 えていった。 しかし、呉濁流 は成功 した数少な

い作家のひとりとして書いたが、その方法は、 ものを書 くのは日本語によってであり、中

国語で書 くと文章が硬 くなってしまうので、呉氏の持ち味のふんわ りした雰囲気を出すた

めには、 日本語で書 いていて、 自分で中国語に訳す方法 をとった。 しか もこれに加 えて、

1920年 代 には、中国の五 ・四運動 の影響 を受けた新 しい抗 日運動がお こり、その中で中

国語で書 くことが盛 んになったことが拍車 をかけたという。

また同 じく 「台湾の 日本語文学」[*37]の中 で、台北短歌会主宰の弧蓬万里(呉 建堂)氏 が、

いかなる経過 をたどって戦後 も日本語短歌 を詠み続けたか、いや読み続けえたかを詳述 し

ている。

戦後 も歌作を続けたことについて呉建堂は、「20代前後になってか ら学んだ中国語

は、どうしても文学的素養 になるには、質量ともに不足である。……大陸渡来の外省

人に伍 して中国文学 をやっていくだけの意欲が湧いてこなかった。

更に、同(孤 蓬万里)氏 の短歌を 『台湾万葉集』「続編 」[・38]の中 より選んで、その例歌を

示す。
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日本人に幼き日より伍し来たり和歌作ること日記にひとし

日本人にありしは二十年短歌詠むは五十年を越す死ぬまで詠まむ

日本人にあらざるわれら台北に短歌詠む結社作りて久し

黄霊芝氏 もまた、日本語の方が細かいところの表現ができるからと自著の中で述べてい

るが、 岡崎郁子氏 『黄霊芝論その一』[*39]の中で、彼の俳句その他 の文学作品が 日本語で

ある訳 を次のように語る。

ある作家にとっては、日本語 は母語であり、少な くとも日本語に関 しては 「日本人」

なのである。そうい う作家 の一人である。生 まれてか ら現在に至 る70年 近 く、自分

のことばとしての 日本語で作品を書 き続けている。戦後 は発表場所はないわけだが、

日本語は自分のことばであるから、他のことばで創作するつもりはなかっただけのこ

とである。

そ してまた黄氏は日本語俳句でなければならぬ理由を次のように言 う。このことは、前

述 してきた論旨とは異なり、文学 としての中身と翻訳に関わるものであるから、同一の問

題 としては述べられないが、俳句の本質に関するものとしてあげる。

私が過去五十年に渡る 日本統治の中から体得 した俳句的概念 とは、言うところの中

国の漢俳では割 り切れない様々をもつ。(と いって も、漢俳の持つ文化的意味合いを

否定する存念は毛頭ない。たとえば今 日の国際俳句交流協会ほかいろいろな分野での

国際交流を見ていると、私には疑問が湧 く。ある国の伝統的な文化概念を仮に青い色

だ とすると、そこへ赤い絵の具を注 ぎ込んだところで相手は赤 くな りはしない。当然

のこととして紫色 にな り、そ して紫は紫 なりの文化的意味合いを持 とうか ら)。 ただ

本質論において、俳句 とは何か とい う問題はおろそかには出来ない[・40]。

また氏は、 自分の 日本語俳句 を漢文俳句一 概略 して湾俳 に訳す事 を始めている

が、その工夫を重ねなが らも、「信念 としてわた しは俳句が、外国語 に訳 され得 るとは

思っていない」[・41]と言 ってのける。確か に芭蕉の有名な一句r古 池やかわず飛び込む水

の音」でさえ、百通 りの英訳がある[・42]から、それから読者の感 じるもの も、百通 りにな
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る可能性 もありうる。それは詠んだ人の望むことではないか もしれない。しか し、その国

の言語で黄氏が俳句 を詠むことについては、別に後述 したい。

そのことを問10「 自国(日 本語)で ない俳句で、俳句の良 さが味わえますか」で見て

みると俳句会会員は、半数近 くが 「日本語でない俳句でそのよさは味わえない」とする。

更に、かな り細かい作句上の理由か ら答えている。例えば 「漢字に直す と漢字の意味の

幅が広いから」「漢文 ・英文などは俳句の定型 に合わすのは無理だから」「言葉のニュアンス

が分からない」「特殊な表現法は日本語以外では感 じられない」「感覚の表現法が違う」「俳句

のよさをうまく表現で きない」など。更に問12「 外国 と日本の俳句は異な りますか」では

21人(77.8%)が 「はい」で、「気候、風習、自然環境感受性、表現の感覚、教育などの差

異」そ して 「外国語は定型に合わせづらい」「余韻 と侘びがない」「季語の感 じがない」など

である。

また問17「 俳句は 日本語 で作 るのがいいですか」において俳句会会員の 「はい」は56%

であ る。その理由として、厂小さいころか ら日本語教育を受けてきた中で作 ってきたから」

が最 も多 く、「日本人だから(も ともと日本人であった人の回答)」「日本語に慣 れている台

湾人だから」「日本語でない と、なんかち ぐはぐ」も合わせると、30%を 越 える。その他は

「日本語特有の表現である」「定型 は日本語な らではの快 さで、他国の言語 でそれに匹敵す

るものがあるかどうか分か らない」「俳句の源 は日本だから」「日本語は用語がたくさんある

から」など、作句上か ら答えているが、特に注 目するのは、 これらを総合すると日本語教

育の結果であるという点である。理屈ぬきにこうした回答が出て くるところに、台湾の歴

史 と今なお日本語俳句 を作 り続ける人々のエネルギーを感 じざるを得ない。

そして また、若林正丈氏は、

台湾の近現代 の歴史が、人 々の二つ の 厂国語」に もまれ、格闘す るアイデンティ

ティの歴史でもあったことは、史上初の総統選挙という歴史の節 目を迎えた時期にわ

た しが語 り合 った人々にも深い陰影 を与えていた[*43]。

と言 うように、三つの言語 「台湾語人 ・中国語人 ・日本語人」が混在することこそ、台湾

の歴史そのものだと言 えよう。その歴史の流れか らいうと、 日本語は生きのびることの困

難な時代をよくも強かに生 きのびて今 日在るとい うところであるが、日本語を話す世代 も

高齢化 によって消滅 してい く存在でもある。
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以上のことから、俳入、歌人、作家 に限 らず 日本語教育を受けた台湾人たちは、 日本統

治下 に押 し付けられた日本語を、突然襲来 した言語に簡単には切 り替えられず、自分の幼

い時代からの表現手段 としてそれ以上の言語 を持 ち得なかったのである。それが自己表現

つ まりアイデンティティであったのだ。た とえ客観的にはそれが擬似アイデ ンティティで

あろうとも。従 って、強制 された日本語という言い方 も、これらの人々に対 して言 うには

憚 られる。彼 らは日本語を話す 自分たちを誇 りにしているところがある。李秀惠氏はつい

最近の兄の葬儀の弔辞 も同学会(同 窓会)の 挨拶 も日本語で したという。そ してそこには、

過去 日本人であったことへの誇 りとノスタルジーそ して遺棄 された恨みの混在 した思いを

感 じさせ られる。それが後 に詳述す る彼女の 「日本語の残留孤児」という言葉になって表

出されたと言えるのではないか。

3.3日 本 語教育の歴史

1895年 台 湾を割譲 された日本が、植民地政策を貫徹させるために先ず行った台湾にお

ける教育 とは、特に、初等教育 と職業教育であった。1920年 代 か ら知識人たちが10余 年

の長い歳月をかけて社会運動を盛 り上げ、民衆の啓発活動を行い、政治改革や農民、労働

者の待遇改善 を要求 した。総督府 は日本 と同様の新教育制度 を定め、差別待遇、隔離政

策の原則 で、初等教育の12学 校を最主要施設 とした。在台の日本人には小学校、台湾人

に公学校、蕃人公学校(あ るいは…蕃童教育所)の 別 々の教育施設を設立 した。その各々の

修業年数 ・課程内容 ・教科書 などはみな異なっていた。その結果、公学校(修 業6年)の

数は1930年 か ら40年 代 にかけて急激に増加 し、1940年 には学齢期児童の入学率はすでに

60%、1943年 には正式に義務教育が実施 されたため、1945年 戦 争終結直前の平均児童就

学率は70%以 上 に達 し、同時代の欧米のそれに劣 らぬ成果を半世紀で成 し遂げた。

また、一般民に対 しては日本統治の最初から学校教育以外 に1930年 代 か らは日本語講

習所を設立。一般民衆に簡単な 日本語教育を実施 した。その結果、 日本統治末期 には、日

本語 を理解す る人ロは75%を 越 え、台湾社会の近代化を促進 した[・44]。そ して 国語教育

を通 して近代文明を摂取する一方で、その成果によって台湾人自身による自発的な近代化

の遂行へ向かう原動力が台湾人の中に芽生 え育 まれていったために、「文明の同化」「民族

への同化」を彼 らが受容 したとも考 えられる[*45]。

一 方、林景明氏 によると、「皇民化」運動の名の元に、官公庁では日本語を話さないと
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罰則 を設けた り、一般民 にも日本語 の話せ る家庭 とそうでない ところ とでは、いろいろ

な面で差を付けて促進したという。そしてまた、教育の機会均等なる謳い文句 として 「一

視同仁」を推進す るかの ように見せかけ、実は台湾人については高等教 育機関の高等学

校 ・農業専 門学校 ・高等工業専門学校 ・大学 などでの台湾人就学率は、微 々たるもので

あって、比較的高い割合の医学専門学校や師範学校 を併せて も、1939年(昭 和14年)で も

22.6%し か なかった としている[・46コ。 矢内原忠雄の昭和元年の 厂台湾総督府第三十統計書」

から算出したものも、中学校を併せて28.4%の 割合で、1929年 出版の当時か ら台湾の教育

が不平等であったことを指摘 している[・47]。

愛 日家の蔡焜燦氏[・48]の体 験から、氏 の出た台湾のユニークな教育 をする彰化商業学校

の入学率 は当時二十倍前後の競争であったにもかかわ らず、定員の15%も の 日本人枠に

よって入学 して くる出来の悪い"ボ ンクデ'日 本人生徒 もいて、"チ ャンコロ"と い う蔑称

を台湾人同級生 に投げつけるため、その言い合いから殴 り合いの喧嘩になったこともある

と述べる。

そ してこれは台北俳句会の黄霊芝氏の体験 をも裏付ける。黄氏 は 「台湾人の くせに日本

人の中学へ上がった。生意気 だ。」と言って、入学式の何 日か後、20人 近 くの上級生か ら

暴行を受 け、肋骨一本が折れ、一晩中血尿が止まらない傷を負った。重病の母 を気遣って

音が出ないようにち り紙で血を拭った記憶は今 も黄氏 を苛む。

しか し今、わた しは涙で訴えたいのではない。 このような私がなぜ日本語文芸に現

を抜か しているのか、その文化的意味合 いを考えてみたいのだ。が、考えて も分か ら

ないため、誰かが代わ りに考えて くださいと訴えているのである[・49]。

そ れ以後恐怖症にかか り、一年休学 したの も、"ボ ンクラ"な 一部 日本人に蔑視 される

台湾人としての心の傷のほうが より深かったことの表明で もあろう。その頃氏の父はスパ

イの嫌疑で大陸に逃れ、そうして終戦 を迎えたのだった。

またその後蔡氏が教員になった当時の給料にかなりの差別があ り、 日本人教師には外地

手当てが付いて、台湾人教師の六割 り増 しであったともい う。更に、台北俳句会の徐奇芬

氏の話によると、父は福建省出身の祖父の子 として台湾 に生 まれ、師範教育を受けて教員

となった。 しか しそれを辞めて警察官 になった。その理 由は、日本人の教師や警官が台湾

人をい じめたか らだという。 この例か らも台湾人に対する日本人の当時の態度が伺われ
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る。そ して、教員よりも警察官のほうが権力的には上であったことを証明する。また、警

察官が教員を兼ねている場合もあったが、 ここで は触れない。

植民地政策の重要な手段であった日本語教育 について、先の台湾国民中学歴史教科書

『台湾を知る』の 日本語版刊行 に当たって、は じめに 「偏 り」を排 した歴史観によって編纂

された とあ り、中国大陸 とは異なる台湾独 自の歩みを明らかにしようとの試みであるとす

る。台湾は常に政治 ・経済、文化等々あらゆるところでこの点が論 じられ、教育もその例

外ではないが、「狗が去って豚が来た」とよく目にす る言葉か らすると、台湾人にとって

は日本人も国民党中国人も嫌 な存在であった。二 ・二八事件[・50]に見 られるように国民党

の台湾人に対す る横暴ぶ りに対する反感、 日本語使用禁止や台湾人に対する弾圧への反発

は、 日増 しに強 くなっていったが、そ うい う意味で、 日本語教育を受けた日本統治時代の

台湾の人々は、 日本人を中国人 よりましと思っているところがあるという。 しか しその感

情的なものは、一律に述べがた く、かな りの幅があると見える。そういう中で、日本語教

育の是非は語 られるものであることを考慮 しなければならない。

更にこの事件後ますますひどくなる国民党(外 省人)の 弾圧 に対する反感が 日本語を

使って作句 させ る方向へのエネルギーになったのではないか。今回のアンケー トや、作家

や俳句会会員の俳句にはあからさまには表れないが、そのことを全 く抜 きに して作ってき

た とは考えられない。 さもな くば、謗 られ危険な目に遭 うか もしれない と思いつつ、 日本

語の俳句会へ出かけたであろうか。しかし会員本人たちは、弾圧への反発 として具体的に

は表現 しない。謗る者は謗れと謂わば開き直 りとでも言おうか、日本語で生きる人々の自

負が垣間見 える。それが当時の 日本語俳句をする人たちの位置づけであったのだろう。

このことを黄智慧氏 は、「台湾のポス トコロニアルは二重の植民後の時期であって、日

本に対する痛 ましい体験 を訴え、それを癒す ことだけに固執する 『侵略 される側』の 日本

観 と、一方台湾にいた人々の持つ 「植民 される側』のそれと二つの日本観があって、 この

二つが葛藤 し続けているのである[*51]」と している。この ことか らも、前述のことは、推

察されるのである。

3.4台 湾 人 と日本 人

台北俳句会のメンバーのひとり李秀惠氏の小学校時代の話によって戦前戦後を振 り返る

と、次の通 りである。
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客家出身の父親は地元 の名士だったため、小中学校 ともに日本人の学校 に行った。教

育内容が一般台湾人の公学校 よりいい教育が受けられた。 このことは黄昭堂氏の 「植民地

と文化摩擦」一 台湾における同化 をめ ぐる葛藤一[・52]に も記述あ り。日本人の学校に通

うことでの嫌が らせ もなかった。戦後に もその批判が来なかったとのこと。また同氏 は、

2004年11月7日 の黄霊芝氏 「国際俳句子規賞授賞式」のため同氏に随行 して来 日した折に

も、「自分は既 に80歳 を超えた。私の小学校 は日本人の学校 に通っていたからとい う訳で

もないが、『教育勅語』は今でも全文言える。」と暗唱 してみせて くれる。そして家 には皇

民化政策 による 「天照大神」のお札 と 「八た鏡 ・天叢雲剣 ・八尺瓊勾玉」の絵が描いてあ

る紙切れが張ってあ り、祖先の位牌は仏壇から捨てさせ られた。三種の神器の名前 も淀み

な く口をついて出て くる。「国語 の家」という張 り紙 も玄関に してあ り、 日本語の標準化

された ものを話す家 という意味である。そ ういう家は他の人の家より日本人並みに優遇さ

れ、いろんな配給も質量共によかった[*53]。という話は、皇民化政策の具体例を明示す る。

お土産の手作 りの干柿や草餅は、筆者の母が作っていたものと殆 ど同 じだ。教育勅語

も、父や母が よく聞かせて くれていたから思い出す、まるで母を見ているようだ。台湾人

か日本人か全 く分か らない。昔なつか し明治大正時代の人みたいに見える、 との筆者の反

応に、

私たちは意識せずに父か ら教わった通 りにこれ らを作って きた。父は 日本の生活に

馴れていたので、そのまま私 に伝 えられた と思う。

今、 日本の俳句会の人々とも交流があるが、その人たちか らも 「日本人 らしい」と

言われる。私 も「本当の 日本人を見たかったら台湾 においで。」と言っている。

つ まり私達は 「日本語の残留孤児」だ。

と言う。

また、京都に行った時、美空ひばりの記念館に行きたいと言うので入ると、筆者の知 ら

ないひば りの歌 さえ次から次へ と歌 いなが ら館内 を巡 ってい く。あたか もその歌 を知っ

ていて当た り前 という自然 な様子なのである。周 りの 日本人 も、 とても外国人 とは思わな

かっただろう。美空 ひばりは戦後の歌手であるから、 日本語が禁止 された時代 に、 どうし

てこれだけ多 くの情報 を得て歌えるのか疑問に思 うが、台北俳句会会員の中には、戦後日

本のポピュラーカルチャーはかな りの量で裏口か ら流入 していたと証言する人がいる。
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また同 じく台北俳句会の徐奇芬氏 の話によると、「祖父は福建省の出身で父は明治時代

に台湾で生 まれ、「光復』を喜んだが、私達娘は日本人 として育ってきたか ら、複雑な思

いだった。」とのことであった。

また、「大和魂を知 りたけ りゃ台湾にこい」[・54]は、 林徳生氏(75歳 山地名 バ ンライ

日本名 野田耕吉)を1994年 に林 えいだい氏が訪ねた時の言葉である。彼の話す言葉は

すべて日本語、息子夫婦 と孫は国語(中 国北京語)。 軍服軍靴姿で敬礼 してみせる格好が

まさに様になる、戦後五十年経ってもなお、日本人という意識の抜 けない人だった。

以上のように、李秀惠氏 と全 く同じことを述べている。これら三人の例によって、当時

の台湾人の意見が代弁されていると見ていいだろう。

従 って弧蓬万里氏の 「経済面では世界屈指の発展 を遂げなが ら、国際社会は台湾 を地域

と扱 って国とは認めていない。 まさに世界の孤児 と化 している。かつてアジアの孤児と言

われ 一以下省略一」の言葉 に、そ して短歌に、「極東の要衝の島蓬莱 を世界の孤児 にな

せ しは誰そや」と詠わせるの と同 じ思いなのである。

植民地主義 ・ナショナリズムの残滓 と簡単に言って しまえばしまいだが、 日本伝統文化

の文芸である俳句が、そのような思いを礎に台湾俳句 として存続 しているのである。

3.5そ の他の項 目

問1「 俳句の良 さを実感 し、好 きですか」は当然 の結果 「はい」が24人(88.9%)あ り、

問4「 俳句を詠むのは楽 しいですか」は21人(77.8%)が 「はい」で、それ以外 の人 は少な

い。苦吟することはないのだろうか。問2「 アジア圏で俳句が最 もいいですか」は、短歌

や川柳 も共 にやっている人が多 く、漢詩の良さも挙げている人がいるか ら、「はい」は5人

(18.5%)だ けである。問7「 俳句 で日本伝統文芸への関心が深 まりましたか」問8「 俳句は

日本独特 の文芸表現ですか」問9「 国際的に、 日本文化の理解 に役立ちますか」は 「はい」

の人が多いことは、前述の問10「 日本語でない俳句で、俳句の好 さが味わえますか」や問

12「外国と日本の俳句は異 なりますか」問17「 俳句 は日本語 で作るのがいいですか」の中

で も、俳句会の意見 は既 に具体的に述べた。問11「 俳句で交友関係が広が りましたか」の

「はい」が19人(70.4%)で あ るは、やは り句会 という座の文学を通 じて交友関係は自ずと

広が るものと思われる。問3「 俳句の良さはどんな特徴か」は 「簡潔性」が最 も多いが、問

5「俳句にはもともと禅の精神 を感 じますか」や問6「 俳句 には意外性が必要ですか」問13
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「俳句 は今後 も世界 の人々が好む と思いますか」と同様、他の国と比較 した方が、お国柄

や俳句導入の歴史も見 えておもしろくなるだろう。先に筆者が調査 したアメリカの俳句 と

比較する予定である。最後に問14「 尊敬する俳人はいますか」は24人(88.9%)が 「はい」

であ り、黄霊芝、松尾芭蕉、小林一茶、正岡子規の順で多い。 自分の俳句会の主宰に人気

があるのは、 どこの国で も同 じ傾向であるが、 日本の有名俳人の名が挙がるのは、やはり

日本起源の文芸の証であろうし、江戸時代のルーツを台湾日本語俳句 にも見るのである。

4ま とめ

日本発祥の文化である俳句が、 日本の植民地統治時代に台湾へ 日本語教育の一部として

導入 され、日本の敗戦後戒厳令下のもとに日本語弾圧の時期を経てなお現在、台湾の地に

おいて行われている。その理由を、当地の俳句会 にアンケー トやインタビューを実施 し、

それを動機付 けとして先行文献と共に調査分析 してきた。

その日本語教育 によって台湾の人々は、自分のアイデ ンティティの如 くその 日本語を使

い、それを道具に句作 し、危険を覚悟 しつつ、謂わば半ば公然 とあるいは開き直ってのん

びりと強かに生 き抜いてきた。 日本語教育を受け、その中で俳句 を作 り慣れ親 しんだ彼 ら

にとって、それが当然のことであ り、その方法しか選びようがなかったのである。だから

日本が好 きというわけではな く、 日本の支配が終わって次の統治者 となった同 じ中国人で

ある外省人の抑圧に対する鬱屈 した抵抗の証 とも読み取れる。

黄霊芝氏 は最近ある日本の新聞文化欄匚・55]に「俳句に託す台湾の心』と題するエ ッセイ

を載せ、現在の心境を吐露 している。最後に 「生 き残る蝉ゐて人ゐて楽 しまず」の俳句が

あり、サブタイ トルに 旧 本語で創作活動、ただ自分のためだけに」とあるか ら確かに結

論はそ うである し、前述の如 く厂なぜ日本語文芸に現を抜 かしているのか、その文化的意

味合いを考えてみたいのだ。が、考えても分か らない」と綴 った時 もあったが、この 「た

だ自分のためだけに」の心境 にあることは自著の各所 に表されている。つ まり民族 ・国

家・政治 とは関係な く、自分 自身のために必要な表現手段だか ら日本語を使 うのである。「私

は昔か ら国なる概念 を有害無益なものだと考 えてきた。平安を乱すからだ。 一 中略一

排他 を根性 とする国なるものを次々につ くらせ、次々に排他 させ、排他し返 させ、争わせ、

それから国際連合 を設けて仲裁 しようとする。私流に言えば国家 とは次々につ くるべ きで
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はなく、相携 えて全滅すべ きものなのである。」[・56]とい う氏の考 えもその根底にある。そ

して特に俳句 においては、「湾俳」の工夫 を重ねなが らも敢 えて彼 は、俳句 は外国語に翻

訳で きないとい う日本語 ならではの文芸特性を認めるか らでもある。そのことは前述の台

北俳句会員の調査結果にも通 じることである。彼 らにとって民族や国家 の枠組み を超越 し

て、単に自己表現の道具と主張するのである。

しか し次の ことに言及する必要がある。「自分のためだけ」は肯定できる反面、「あれか

ら幾星霜を重ねただろう。戒厳令が解かれて久 しい。」の後にその句があるとい うことは、

その時期であるの に 「楽 しまず」というのが重要語句で、幾星霜重ねて も未だに安心 して

表現出来ぬ台湾の政治 と社会状況があると解釈す ると、「ただ自分のためだけに」を否定

もで きる。だか らこそ、最後の座談会に参加 した俳句会員に後 日MD起 こしした原稿を見

て もらった際 も、かなり厳 しくチェックが入った。その内容は 「ある若い台北俳句会員が

友人 と日本語で会話 しなが ら歩いていた時、すれ違った身なりも普通の老齢の女性が、か

な り行 き過 ぎてから振 り返 りざま馬鹿野郎 と怒鳴ったことが二 ヶ月前のことだが、まだ引

きずっていることについての各会員たちの反応や、外省人や日本人、台湾社会の現状に対

する彼 らの見解等々」だったのだが、外省人や日本人など両方の人たちへ気遣い し、仕事

の取引上のことまで心配する人たちがいた。その挙句最終的に匿名を希望 した人々の心労

が心底か ら思い知 らされた。彼 らにとって今現在でも台湾俳句会ではな く台北俳句会であ

ることも、その理由のひとつではないか。本音であるが故に公言 を憚って訂正せ ざるを得

ない台北俳句会の実情を垣 間見た思いである。現在、氏とその俳句会の一貫 した立場 とし

て、政治には一切関わ らないという態度は、現状を踏まえて創設当時と変 わりない。「政

治 には一切関わらない」と表明 しなくてはならないことこそ、それを意識せざるを得ない

ということであ り、延いては民族 ・国家を超越 した ところに自分たちのアイデンティティ

を置 きたいということになる。故に、元 日本人としてのアイデンティティはそこでは強調

されない。そもそも彼 らは日本語俳句 とアイデンティティとは結びつけた くないのではな

いか。それは裏を返せば、他国の言語 に自己が埋没 しないためのあが きに見えるかもしれ

ない。 しか し、彼の国家形成論 は、ベネデ ィク ト・ア ンダーソンが 『想像 の共同体』[*57]

で述べるその論を、簡潔に彼 らしい表現で示 している。そのことは、次のことに繋がる。

過去、 日本人として生 きて きた誇 りと自分たちの意思とは異なるところで無理に残留 さ

せ られたとの意識があ り、その思いを捨てきれずにいる部分を含めて、日本語俳句が現存

している意味 もそこにあると見 られる。台北俳句会会員か ら出た言葉であっても、「日本
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語残留孤児」の思いは、会員各々多少の差異はあろうが、日本語的には台湾の中の残留孤

児なのである。 したがって、 日本語残留孤児は台湾の地に住む自分 とは異なる意識の人々

に気 を遣いつつ、自分の居場所作 りに奔走 しな くてはな らない。戦後60年 たった現在で

あるにも拘 らず、 また、民族 ・国家 ・政治 に関わらず とも。否、関わらないことが、多大

の配慮を必要 とし、エネルギーを消耗するものであるとい うことでもある。

近頃台北俳句会に入会 して きた戦前の 日本語教育を受けていない世代のある人は、日本

語を話せ るとかっ こよい と言 うそうである。 ということは、近年 日本のポピュラーカル

チャーに熱中する現在の若者たち 「哈 日族(ハ ーリーズー)」の感覚で俳句を習っていると

言えよう。今後そのような人が増えるか否かは未知数であるが、かなりの関心 を持って見

守 りたい。これに関しては、別稿 で論ずることにする。

最後 に次のことに触 れておこう。台湾の地の特殊性 を日本語俳句に構築す ることが彼

らの重要な課題であ り、それが今後存続する力 となるのではないか。そのひとつが 『台湾

俳句歳時記』の出版であろう。過去一度として台湾か ら外に出たことのない黄霊芝氏が、

この本の出版の功績により「国際俳句子規賞」を受賞 して来 日したのは、日本語俳句を詠

みなが ら、台湾独 自のものを創造 している台湾の俳人としての誇 りがあるからであろう。

『台湾俳句歳時記』についてはここでは取 り上げないが、 日本の四季 とは異なる 「暖かい

頃」「暑い頃」「涼 しい頃」「寒い頃」となっているのが興味深い。戦前 山本孕江が主張 したこ

とが、黄霊芝氏によって具現化 された感がある。

そ して台湾の俳句の独 自性は、いっそう台湾俳句としての誇 りを増させるのではないか。

同氏は 「少な くともわれわれは九官鳥のように他人の声音を真似 るよりは、地声で己の歌

を歌 ったほうが、その道の玄人には快 く耳 に響 くことを知るべ きであろう。台湾 という

風土に棲息 しているわれわれが、いたず らに吉野桜や盆踊 りに見ほれ、刺身や蒲焼をのみ

食べたがったとしたら、折角、台湾 に住んでいる意義がな くなるというものである。」[・58]

と、 台湾俳句の在 り方を示す。それはまた、1997年 ア メリカ ・日本共催の国際俳句大会

での リー ・ガーガ、アメリカハイク協会会長たちの一致 した意見 「日本の俳句 とアメリカ

の俳句は、同 じ巨木から枝分かれする二つの枝のように、別方向へ成長してい くだろう。

我々は独 自の道を行 くことで真正な北米俳句 を創 り、 自分たちの詩の1ジ ャンルとして確

かな地位 を獲得 しなければならない。」[・59]に同 じであろう。これは日本側に新たな認識を

迫るものだった。 日本語俳句の英語訳や中国語訳に賛同しない黄霊芝氏 も、台湾独 自の日

本語俳句 については主張 してお り、 リー ・ガーガ氏 もまた、アメ リカ俳句を創造すること
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を目指 している。先の拙論[・60コにおけるアメリカの俳句調査において も、俳句の起源は日

本であっても世界の国々のもの として発展 しているので、日本の俳句規則に縛 られたくな

い という意見がかなり認め られた。

つ まり日本起源 のハイカルチ ャーである俳句 は、北米 アメリカでも台湾において も、

ローカライゼーシ ョンしているのである。 日本独特の俳句 という文化が台湾に日本語俳句

として存在する理由を調べる中で、台湾と日本と中国の歴史的なつなが りがいかに重 く関

わってきたか、そしてその ことに翻弄 されながらもなお 日本語俳句 を存続 させてきた台北

俳句会のエネルギーを真摯に受容 していきたい。

さらに、日本固有の文化であるからとして 日本特有の もの という固定観念にとらわれる

ことが、受容国にとってはどんな意味を持つ ものかを配慮 し、なおかつわが 日本の立場は

わが国固有の伝統文化の個性 を見失わず堅持する努力を怠らないこと、それが今後ますま

す期待で きる俳句のグローバ ライゼーションにつながるのではないだろうか。そしてその

ことが、台日関係 に良い影響 を与 えるものになると信 じるのである。

匚そめかわきよみ・大阪大学大学院文学研究科博士後期課程]

082 1飆鯉緜G総舅ξ耄蓮顎綴威1吟$興曾s曾a騰わ轟鍍i》詫i2翁20命静譲¢奪$



[図1]台 北俳句会会員の国際文化 ・俳句(日 本語俳句)意 識

1,俳 句の良さを実感 し、

好きですか。

2.ア ジア圏で俳句が

もっともいいですか。

3.俳 句の良さはどんな点ですか

(俳句の最良の特徴を一っ)

ロ どち

囗7

4,俳 句を詠むのは

楽しいですか。

5.俳 句 には、も とも と禅の

精神を感 じますか。

6.俳 句には、

意外性が必要ですか。

団いいえ

7.俳 句で日本伝統文芸への

関心が深まりましたか。

8.俳 句は日本独特の
文芸表現ですか。

9.国 際的に、日本文化の
理解に役立ちますか。

臼いいえ

ロ どちら

11
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10自 国語(日本語てない)て

俳句の良さが味わえますか。

11俳 句て交友関係か

広かりましたか。

12外 国と日本の俳句は

異なりますか。
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本橋哲也 「カルチ ュラル ・スタデ ィーズへの招待」 大修館書店2002pll

磯 田一雄 「台湾 日本語文芸の今 を考 える」『アジアフォーラム28』 大 阪経済法科大学アジア研究所2004

P3～4

最初の短歌:台 湾総督府編纂第三期 国語教科書 『公学校用 国語讀本 第一種 巻12』(第六学年後期用)1926年(大

正15年)「 明治天皇御製」p1～210首 最初の俳句:同 第四期国語教科書 『公学校用 国語讀本 巻12』(第 六学年

後期用)1941年(昭 和16年)「 俳句」p55～568句 短歌 ・俳句両方=同 第五期国語教科書 『初等科 国語 七』(第

六学年前期用)1944年(昭 和19年)「 ば らの芽」p40～4310句 と同 『初等科国語 八』(第六学年後期用)「玉のひび

き」p4～612首 「元日や」p70～7210句 その他、第四期国語教科書 『公学校用国語讀本 巻10』(第 五学年後

期用)1941年(昭 和16年)「 第一 明治天皇御製」pl～3が ある。

海後宗臣編纂 『日本教科書大系(近 代編)』 第7巻 国語(4)講 談社1968p520

林 茂生 『日本統治下の台湾の学校』 拓殖大学海外事情研究所華僑研究センター2003pl75

「1924年に日本内地 で高等学校に在籍 している学生 の数 は813名 、1923年 に823名 、1922年 に737名 、192ユ年に

622名 、1920年 に473名 である。 これ らの数字は日本で能力 を発揮 し、高等教育 を受けている台湾人学生が増え

ていることを示 している。1925年 、800名 の台湾人が 日本で学んでお り、150名 が専 門学校 と大学 に入学し、 さ

まざまな専 門分野で学業を続 けている。」国立編訳館 主編 易達 ・永山美樹 訳 『台湾 を知 る』2002p91～

92

「1945年 までに日本 に留学 した学生 は合計で20万 人、その中で大学や専 門学校の卒業生の総 数は6万 余人、医

学を学んだ者が最 も多 く、法律、商業、お よび経済がそれ に次 ぐ。留学は台湾での高等教育の不足 を大 きく

補った」

『ホ トトギス』 大正12年6月 号 「雑詠」1923.6.1P61～89

『朱夏』特集 「俳人 と歌人のアジア地図」せ らび書房2000.4p51～59

77歳88歳76歳78歳80歳73歳76歳80歳52歳75歳87歳78歳 ひ とり52歳 を除けば、

全て70代 である。

『ホ トトギス』 昭和3年5月 号(第31巻 第8号 一381号)「雑詠」1928.5.1p49

『ホ トトギス』a大 正12年10月 号(第41巻 第1号 一494号)「雑詠」1923.10.1p187b大 正12年5月 号(第40

巻第8号 一489号)厂雑詠」 】9235.1p78

今井祥子 「近代俳句 史の周辺で一 台湾 と俳句」『立教大学比較文明学紀要 境界越えて 比較文明学 の現在』

第5号TheComparativeCivilizationSocietアofRikkアoUniv

『臺 灣婦人界』a昭 和9年(1934)10月 号p160b昭 和9年(1934)10月 号p163c昭 和9年(1934)11月

号p166d昭 和10年(1935)11月 号p97

日本語全面禁止1946年10月25日

岡崎郁子 『黄霊芝物語』 研文 出版2004p189

1928年 台湾台南市生 まれ、小説 ・俳句 ・短歌な ど多 数の 日本語 による作 品が あ り、美術の彫塑作品 もあ り古

美術 にも造詣が深い。2004年 度子規記念国際俳句特別賞を受賞。氏 については、岡崎郁子 『黄霊芝物語』研 文

出版2004に 詳 しい。

『軍民導報』 日本語禁止令 下において1946年6月 か ら約1年 間、 国民党政府 によって発行 された 日刊紙

黄 霊芝 「戦後の台湾俳句一 日本語 と漢語での一」『黄霊芝作 品集18』 自費出版2000p214～215p224

懸 ・・覗 ・・艫 庫〉 085
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岡崎郁子 『黄霊芝物語』 研文社2004p201

黄 霊芝 「戦後の台湾俳句一 日本語 と漢語での一」『黄霊芝作品集18』 自費出版2000p225～226

a台 北俳句集(31)台 北俳句会2004p21b同(28>同 会2001p76c同(29)同 会2002pl7d同

(29)同 会2002p66e同(32)同 会2004p57f同(32)同 会2004p53

黄 霊芝 『黄霊 芝作 品集15』 自費出版2000p9

黄 霊芝 「あ りげな問題のい くつか一国際交流での一 」『黄霊芝作品集18』 自費出版2000p137～138

黄 霊芝著 台湾の季節 を 「年末 ・年始」「暖かい頃」「暑い頃」「涼 しい頃」「寒 い頃」に区分 し、[人 事][自 然 ・天

文地象H自 然 ・植物][自 然 ・動物]ご とに、台湾独 自の季語を取 り上げ、台北俳句会会員の作 品を例句 として、

氏 の解説 をつけて編纂 した もの。言叢社 出版2003こ の功績に より、「国際俳句子規賞」を受賞、2004年11

月初来 日した。

『台北俳 句集』(一)台 北俳 句集編 纂委員 会1998同(28)同 会2001同(29)同 会2002同(31)同 会

2003

1994年 、呉 建堂氏 黄 霊芝氏 の推 挙を うけて、頼 天河氏が主宰 となって結社 された。最初は台北川柳会で

あったが、2002年 に百回記念 をもって台湾川柳会に改名 した。

a台 北川柳会 「第2回 会報」1994.9,4.b同 「第29回 会報」1996.12.2.c同 「第90回 会報」2002.1.6.d同

「第91回 会報」2002.2.2,e台 湾川柳 会 「第100回 会報」2002.lL3.こ の100回 会報 よ り台湾川柳会 に名称

を改めた。台北であった理 由は、台北俳句会の理由と同じ。

『台北川柳会』「二周 年記念特集会報」1996.7.p7「 台湾川柳会の設立」の中で、黄霊芝氏がその経緯 につ い

て述べている。

磯 田一雄 「台湾 にお ける日本語文芸活動の過去 ・現在 ・未来 一俳句 を中心 にその教育文化史的意識 を点描す

る一」『日本台湾学会台北定例会』要旨2005p2

KiyomiSomekawa,耽 岬 μθη`8(ゾHα砌oηCoμ 励 ε5Forθ恕溺01卿 ηWOR正DHAIKUREVIEWTheMagazineofThe

WbrldHaikuClubVol.3,Issue2:December2003pl

黄 霊芝 「戦後の台湾俳句一 日本語 と漢語 での一 」『黄霊芝作品集18』 自費出版2000p213

内 田園生 「世界 の俳句13」 『世界週報』時事通信社2000.7「 この句は1993年11月 例句会に出された もので、

台北俳句集 に収録 されていない もの」と内田氏の言

森田健嗣 「社会教育か ら見る1950年 代の戦後台湾国語普及について」『天理台湾学会研究大会台湾大会記念講

演および研究発表論文報告集』 天理台湾学会2005pB2-12

元東呉大学(台 北市)講 師、現台北俳句会 ・台湾川柳会会員、大阪在住

森田健嗣 「社会教育か ら見る1950年 代の戦後台湾国語普及について」『天理台湾学会研究大会台湾大会記念講

演および研究発表論文報告集』 天理台湾学会2005に 詳 しい。

黄 霊芝 「戦後の台湾俳句一 日本語 と漢語 での一 」『黄芝作品集18』 自費出版2000p211

松永正義 「台湾文学のお もしろさ」『一橋 論叢』日本評論新社20024月 号p138

山内久明 ・川本皓嗣 『近代 日本 における外 国文学の受容』放送大学教育振興会2003p163～164

一 また、1965年 、呉振蘭 の短歌が宮 中新 年歌会 始詠進に入選以来、同氏 も活動 を公然化、 この年(昭 和40

年)は 、 日本の経済成長に伴い 日本 の中小企業が続々と台湾 に入 って行 き始 めた頃で、 また台湾でも経済成長

が始 まろうとしていた時期 でもあ る。こうした動 きの中で、植民地時代 の入脈が経済交流 に大 きくものを言 う

ことにな り、 また国民党による恐怖政治もややゆ るみは じめていた。呉建堂が 日本の短歌会 とつなが りを持ち

毒耄賃鮮薯毳韓 臨1齢ξ鄭聽i㈹鋒爺5纐r醗 議轤繰電i総2{}嬲囎拿(墫
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つつ、短歌の創作 を公然化 していった背景である という。

弧蓬万里 『台湾万葉集』[続 編]集 英社1995p24.25

岡崎郁子 『黄霊芝論 その一』『吉備 国際大学社会学部1998研 究紀要』 第8号p7

黄 霊芝 『黄霊芝作品集18』 自費出版2000

黄 霊芝 「戦後の台湾俳句一 日本語 と漢語での一」『俳句誌 なると』(創刊30周 年 ・300号 期年号)な る と俳

句会出版2005p61

HiroakiSato,0η 劭 μ励 θ4加8s漉o雁 επg碗o廨 勧`oEπ81納WEATHERHILL:NewYbrk&TokアoI983

若林正丈 『台湾 の台湾語人 ・中国語人 ・日本語人』 朝 日選書 朝 日新聞社1997.7.p6

国立編訳館主編 蔡易達 ・永 山美樹 訳 『台湾を知る』2002p87～89

陳 培豊 『厂同化」の同床異夢』 三元社2001p32～33

林 景明 『台湾 の 「皇民化」教育』 高文研1997p103～104

若林正丈編 『矢 内原忠雄 「帝国主義下の台湾」精読 』2001p255～256

蔡 焜燦 『台湾人 と日本精神』 日本峡分社2000p83

黄 霊芝 「戦後 の台湾俳句一 日本語 と漢語 での一 」『黄霊芝作品集18』 自費出版2000p221～222

1946年 日本語禁止令が出た翌年2月27日 つ いに、台北市内で闇煙草 を売って生計 を立てていた寡婦を取 締官

が殴打 し、民衆の一人が打 たれて死亡。それ をきっかけ に民衆 との衝 突が発生、翌28日 講義に出かけた民衆

に警備が発砲 して死傷者 を出したため、全台北市が暴動状態 となった。その後国民党は、 この暴動が再発 しな

いように、台湾の人々に対 して強力な弾圧 を始め、台湾の知識人たちが大量に虐殺 された。このことを大陸の

赤軍になぞらえて、白色 テロとい う。

黄 智慧 「ポス トコロニアル都市 の非情一台北の日本語文芸運動につ いて」大阪市立大学大学 院文学研究科 ア

ジア都市文化学教室編 橋爪紳也責任編集 『アジア都市文化額の可能性』 清文堂2003p140

平野健一郎編 『近代 日本とアジァ;文 化 の交流 と摩擦』 東京出版会1988p180

林 景明 『台湾 の 「皇民化」教育』 高文研1997p26

林 えいだい 『台湾 の大和魂』 東方出版2000p53彼 は勇敢高潔の誉れ高い高砂義勇隊の 日本兵 として太

平洋戦争 に参戦 し、片足 を無 くして敗戦、その後 は日本人で なくなったこ とに憤 りの毎 日を過ご した という。

「裏切 られたと思 ったね。 この時ほ ど片足 を失 った、その重 みを感 じたことはなかった。 日本 の戦争に狩 り出

されて、結局 は捨て られてしまったんだか らね」

2005.ll.2L付 日本経済新聞朝刊文化欄

黄 霊芝 「日本文化の原点一 とんちんかん論法での」『黄霊芝作品集18』 自費出版2000p273.275

ベ ネデ ィク ト ・アンダーソン 『想像 の共 同体』NTT出 版株式会社2001

黄 霊芝 「あ とが き」『黄霊芝作品集18』 自費出版2000p25

星野恒彦 「俳句 の国際交流管見」『HI』Nα60国 際俳句交流協会2005p14

染川清美 「俳句 が海外 に与えた影響 一 アメ リカ合衆国内俳句協 会会員 と留学生 の俳 句にたいす る現在 の意

識一」 『俳句誌 なると』1月創刊30周 年記念号2005p116～118
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芸術社会学 ・試論

新世界の「創造の現場」から

吉澤弥生

1現 代芸術と実験的表現

イギ リスの文化研究者 レイモ ンド・ウィリアムズによれば、「art」は、 もともとあらゆ

る種類の 「技術」をさす言葉だったが、19世 紀に 「artisan職人」と「artist芸術 家」とが分化

し、「thearts(芸 術)」がある種 の美的表現を意味するようになった(Williams1983=2002:

37)。 日本語で も現在 「芸術」は、「技」全般 というより、美的表現 を指す言葉 として使わ

れている(芸 術 とは(1)「 特殊 な素材 ・手段 ・形式により、技巧を駆使 して美を創造 ・表

現 しようとする人間活動、お よびその作 品」、(2)「 芸 ・技芸。わざ」とされ る(大 辞林 よ

り))。 加 えて、「お芸術」という皮肉を込めた言い方が示すように、芸術 は一般の人々の

日常生活 とは離れた ところに存在する、 どこか排他的なものというイメージがつ きまとっ

ている。このように芸術 とは、一部の専門家が制作 し、一般人は有 り難 く鑑賞するものと

とらえられてきた。

ところが現在、芸術を一部の人たちの 「価値ある高尚な作品」としてではな く、誰にも

開かれた 日常生活の中の 「技」ととらえるような表現活動が増えている[・1]。い わば 「芸術」

という境界を内側か ら突 き崩す ような表現活動であ り、この場合 「芸術」ではな くあえて

「アー ト」と呼ばれたりもする。芸術の 自己言及 ・自己否定は20世 紀初頭の広い意味での

モダニズム、 とくにダダや未来派にまでさかのぼるが、これ らは社会運動 と結びついた

「芸術運動の一つ」として認識 され、芸術それ 自体の社会的な価値を決定的に変えるもの

ではなかった。だが現代の芸術のあり方の変化は、よ り根底のところで、社会 による芸術

のとらえ方 自体が変容 しつつあることを示 している。

この 「芸術の社会化」を象徴す る現代美術作家の一人に、川俣正がいる。彼は、作品制

作をその場 の人々との共同作業によって進 める。「感覚や身体 とは何か。他者や異質な考

奪 ・・覗 ・・叙 ㈱ 089
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えをどう受け入れるのか」を常 に問いなが らの作業、そこに到達すべ き完成形は用意され

ていない。川俣は 「個人の試行錯誤そのものを 〈創造的〉とみな」し、こうした一連のプロ

セスを 「創造的な作品」と考 え、地域、学校、医療の現場でさまざまな実践をおこなって

いる(川 俣2001:8-9)。

また例 えば、2005年 に大阪府立現代美術 センターで開催 された展覧会 「第三 回大阪 ・

アー ト・カレイ ドスコープ」。そのテーマは 「DoArtYburselfす べ ての人は表現者」だっ

た。今や 日常生活か ら分離 して しまった 「芸術art」、その本来の意味である 「技」を生活者

自らが取 り戻そうという意味が込め られたのである。この ときの展覧会の企画運営を在

阪のアー トNPOが 担 ったという点 も象徴的だ。特定のア「 ト・プロデューサーではなく、

ミッションも活動内容 も異なる8つ の団体が 「コンソーシアム(協 働事業体)」 を組織 し、

企画運営の主導的役割を担 うという、前例のない試みがおこなわれたのだ。会期中は、参

加者 を巻 き込んだ連 日の トーク 「ダイアログ(対 話)」 や、音楽家 と一般参加者100人 に よ

る演奏、視覚障害者 と晴眼者による展示 ツアーなど、さまざまな催 しが開かれた。

さらに、大阪を拠点に活動するインディペ ンデ ント・キュレーター(芸 術 と社会のつ な

ぎ手)の 雨森信は、大阪の下町、新世界を舞台に、4人 のアーティス トと地域 に生 きる人々

との共同作業による 「創造の現場」を幾度 も作 りあげている(詳 しくは後述する)。03年 以

降の さまざまな実践を契機に醸成 されたこの地域における老若男女の信頼関係は、その後

も続いている。雨森はこう言う。「創造す るとい う行為 はアーティス トだけに与えられた

特権ではない。……単純に見える事務仕事や家事でも創造力を発揮出来る場 は多い。 日常

の些細 な問題を解決するための工夫にも創造力 は欠かせない。それは、私たちの生活を豊

かにするための源である。その潜在する創造力を刺激 し、育むのが芸術表現ではないかと

私は考えている」(雨森2005:2)。

現 在の芸術 とそれをとりまく状況の変容は、芸術 との関わ り方が、「鑑賞」か ら「参加」

へと変化 している点に象徴的にみてとれる。たとえば、アーティス トが、地域の人々と触

れあいなが ら、その土地の記憶や歴史を新 しいかたちで表現す る。そして:地域の人々も、

共同作業を通 してこれまでにない視点や表現方法を発見 し、それぞれの 日常生活にフィー

ドバ ックさせる。また、医療や福祉の現場で、治療や作業の一環 としてアー トが取 り入れ

らたり(エ イブル ・アー ト)、精神病者や障害者による表現(ア ウ トサイダー ・アー ト)が

注 目を集めることもある。いずれ も、人 と人のつ なが りや社会 とのかかわ り方 を再考 さ

せた り、あるいはマイノリティの 「エンパ ワメント」につながるもの として、芸術が一役

監縄册惣彰脅軽"搬霧頻蛮韓3窮邑筝詮翁鵠蝕羝韆i》i士融5簗ζ鐙魯a耆馨§



買っているのだ。前述の川俣の作品も、こうした流れに位置づけることができる。

とはいえ、こうした 「生活者の誰 もがアーティス ト」という風潮 に対 しては反発 もある。

確かに、表現活動に人生 を賭けている芸術家 と、趣味や余暇 としてた しなむ人の作品をひ

とくくりにするわけにはいかないだろう。いったんは括弧に入れたとしても、作品の 「質」

の問題を芸術は避けては通れないからだ。また芸術やアー トが、まちづ くりなどの 「手段」

と位置づ けられることへ の抵抗 もある。長期的にみれば結果 として地域が活性化 したと

言える場合 もあるが、芸術 はそんなに汎用性のあるお手軽なツールではない。何 より、芸

術の社会化を体現する川俣 自身が 「現在行われている強迫観念的な 『アー トを社会化する、

しなければならない』というスローガンのもと、数々のアー トプロジェク トが善意的な使

命感を持ち、社会政治運動のごとくイデオロギー化 し始めているという状況がある」と危

機感 を表 明している(川 俣2001:72)。 芸 術が社会の中のさまざまな引力 によって変容

させ られている現在だか らこそ、 とくに現代 アー トの前線でその創造に関わる人々は 「芸

術/ア ー トとは何か」を常 に問い続けなければならない状態にあるといえよう。

2文 化の中の 「芸術」

アー トマネジメン トの専門書では、芸術は 「人間が人間であるために、 なくてはならな

いもの」、「世の中を変える力をもつ」、「アー トの持つ創造性 は、コミュニケーションに不

可欠 なもの」、「この世の中には多様 な価値観が存在 し、アー トはそれを一番端的に私た

ちに教えてくれる」、「『人類の歴史』『社会の鏡』としての役割」などと定義されている(林

2004:22)。 また、2001年 に制定された文化芸術振興基本法をはじめ とした種 々の文化関

連の政策においては、文化芸術の振興が社会の活性化、個々人の生活の豊かさに寄与する

と位置づけられ、その創造 と享受への保障が うたわれている。芸術 は、よくも悪 くも人間

と社会に作用す る力を持つのだ。 ここでは、 日常生活の中のさまざまな 「技」を用いて、

既成の価値観 を打ち崩 し、世界の別の見方を示 して くれるのが芸術である、 とひとまずは

定義 してお こう。

では、芸術 をより包括的な文化全体の中に位置づけてみたい。以下の図は 「成果物 とし

ての文化芸術」を 「質の追求一量の追求」「制度的一実験的」を軸に図式化 したものである。

軸の両端はあ くまで相対的なものである。

奪 伊 シ・鵬 黻}
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エ ン タ ー
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薨的 アー ト

実験的

図 成果物としての文化芸術

まず 「質の追求 ×制度的」=第1象 限は、伝統芸能や舞台芸術など、すでに 「価値」が広

く認め られているものだ。発展や継承のために、行政がこの領域 を支援す る。次に 「量の

追求 ×制度的」=第2象 限は、映画やアニメ、ロングラン公演するような演劇 などの大衆

文化、人気のある伝統芸能 も含まれる。これは市場 によって支えられてお り、エンターテ

イメントとして消費 される。そ して 「量の追求 ×実験的」=第3象 限は、例 えば 「ポ ップ ・

アー ト」と呼ばれる領域だ。実験的でラディカルな表現であっても、市場的に成功するも

のもある。

そして最後の 「質の追求 ×実験的」=第4象 限である。1で 挙げたような、現代 アー トの

前線はここに属する。一般的な認知度 も低 く、評価 される前の段 階なので、制度にも市場

に も支えられにくい。む しろ、制度や市場から距離 をとることを表現の活力 とする場合 も

あろう。この領域は、文化芸術全体の活性化のためには不可欠である。これまでの歴史を

振 り返れば、「こんなものは芸術ではない」と非難された り、あるいは自らそう主張す る

表現 によって、芸術の歴史が更新 されてきたか らだ。

しか し現在の日本では、 この領域が弱 く小 さい。それ以前に、そもそ も日本では芸術 に

対する風当た りが厳 しい。芸術は一部の物好 きや変わ り者のやることで、一般の人にとっ

てみたら余暇の範囲、趣味の延長 とみなされる。 またたとえ芸術家が貧 しい生活を送って
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いて も、好 きなことをして生きているのだからそれ くらいの報いは当た り前、 とい う風潮

がある。欧米では 「アー トは個人の考えや個性を表現する重要な媒体であり、精神を解放

し自由にして くれるもの」であ り、「アー トは生活に美を与えるだけでな く、「市民社会」

や 「自由」と密接な関係にある重要な もの」とみなされているのに対 し、 日本では 「アー

ティス トの才能に対す る理解 も乏 しく、尊敬心が希薄であると言わざるをえない」(林

2004:22)。 こ うした独特の芸術家の社会的位置づけを考えると、未だ評価の定 まらない、

一般的に知 られていないような表現 「質の追求 ×実験的」領域の厳 しさは想像 に難 く

ない。

ときの権力と結びついた り貴族に 「おかかえ」されるなど、文化芸術にはこれまで も何

らかの形でパ トロンが存在 した。現在は市場原理が支配的であり、 さきの図の第2・3象 限

には活気がある。行政改革、民営化路線 も手伝 って、文化産業はます ますその力 を強めて

い くだろう。そ こで、市場原理に委ねていては衰退 しかねないものを行政が支援する格好

になる。現 に文化庁は第1象 限、「最高水準の舞台芸術公演 ・伝統芸能等」への重点支援や

美術館関連に約400億 円、文化財や博物館関連に約580億 円 をあててお り、これは合わせ

ると全体の97%を 占める(文 化庁2005:9)。 また新興のジャンルとして 「コンピュータ ・

グラフィックス、アニメーションなどのメデ ィア芸術」が挙げられているが、これはすで

にグローバル市場での評価 を得た もの、つまり第2・ 第3象 限である(文 化庁2005:26)。

つ ま り文化庁の支援は制度的 ・市場的な基盤があるものへ と拡大されつつあるのだ。文化

芸術振興基本法で 「文化芸術 に関する施策を包括的に推進する」としている以上、こうし

た対象の偏 りは無視できない。 もちろん全ての文化芸術が支援 されるべきだというのでは

なく、そこには個々人の努力や競争の要素が不可欠である。「質の追求x実 験的」の領域

ならばなおさら、インディペンデントで活動することを選ぶ芸術家 もいるだろう。 しかし

このままでは芸術全体 を引っぱるような、未来へ向けた投資 という側面が弱いままである。

このように、成果物 としての文化芸術の 「質の追求 ×実験的」の領域は、厳 しい状況に

あることがわかる。

3こ れまでの 「芸術社会学」

「イメージとしての 〈日本〉ゴプロジェク トでは、それが変容するダイナミックなプロセス

轗 ・・蹴 … 鵜
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を視野に入れつつ、 日本 という枠で 「文化」をとらえている。そ して 「ここでいう 『文化』

は、芸術や思想 さらには宗教のようないわば 『大文字』の文化(ハ イカルチャー)に 限定さ

れない」、また 「ポピュラーカルチ ャーを含む 『小文字』の文化に関 して も、国際的な研究

拠点を目指 してデー タの蓄積 ・分析 とともに研究体制の組織化 を進めてい く」とされてい

る。そして 「アニメやゲーム、 ドラマやマ ンガなど日本発のポピュラーカルチ ャー」が挙

げられ、実際にその路線で進められてきている。

ここで言われている 「大文字」「小文字」の文化は、制度としての文化 と市場が支える文

化であり、 さきの図での第1・2・3象 限にあたる。 ということは、本プロジェクトにおい

ては第4象 限=「 質の追求 ×実験的」の領域 は含 まれていない。文化庁をはじめとした行

政支援のあ り方と同様である。そこで模索 される表現活動は意味付けや価値判断の手前に

あるため、「イメージ」とも言いようがないのだが。

本プロジェク トの対象ではなくて も、文化芸術 における 「質の追求 ×実験的」の領域、

実験的な表現はどのような過程で生成するのか、どんな社会関係が形成 され、どんな社会

的な意味づけがなされるのか を明らかにするのも社会学の仕事であるだろう。あるいは、

この領域 に注 目が集 まらないことは、たんに文化研究や文化社会学、芸術社会学の空白で

あるだけでな く、ここでのさまざまな社会関係から推察 される種々の問題(後 述する)が

捨象 されてしまうともいえる。では、 こうした実験的表現、つまり制度 と市場に支えられ

ない芸術領域に、社会学はどう切 り込んでいけるのか。

まずはこれまでの文化社会学をみてみよう。歴史的には、 ジンメルによる、社会的事象

の内容ではない 「社会化の諸形式」を照射する 「形式社会学fbrmaleSoziologie」 、 そ してこ

れに対する批判 としてA・ ウェーバーが構想 した 「文化社会学Kultursoziologie」 の対置が

想起 される。後者は、形式 とい う抽象的で非歴史的なものではなく、内容 としての 「文化」

の分析 によって社会の具体性や歴 史的個性 を把握 しようとい う狙いで構想 された。 この

とき文化社会学 は、対象 の内容一すでにある もの一 の分析 と同義だったといえる。そ し

てこれ以降、文化社会学 は、既存の文化制度(宗 教、教育、マス ・コミュニケーションな

ど)や さまざまな文化産業 を対象 とし、そ うしたあ らかじめ存在する 「文化」が社会の中

でいかに作動す るか、あるいは人に対 していかに作用するかを明 らかにして きた。いわば

文化 に関する制度と市場が得意分野だったのである。近年になると、カルチュラル ・スタ

ディーズの隆盛 によって、個々の文化は社会的諸関係の中で構築されるもの との見方が広

がってい く。現代の文化社会学(Sociologyofcultures)は 、 それぞれの対象における人と文
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化、文化 と社会のダイナミックな編成の過程を照射 しようとするもの となったといえる。

では 「芸術社会学」はどうか。ひ とことでいえば、これは芸術作品 を何 らかの社会的要

因か ら説明する立場であ り、その 「社会還元論」的なスタンスは芸術 その ものの面白みを

すっかり失わせてしまうと批判 されてきた。これに対 し、前出のウィリアムズは、文化芸

術 はたんなる産物ではない、それが生産 され社会的に編成 されてい く過程、関係に注 目せ

よと説いた(『文化 とは』(1981=1985))。 また近年ではブルデューが 『芸術の規則』を上梓 し、

社会か ら小説へという一方的な影響ではなく、社会 と小説 との相互的な影響関係を検証 し

た(Bourdieu1992=1995)。 いずれ も、社会還元論を越えた、芸術の社会的分析の方向性を

示す ものである。また井上俊は、「む しろ芸術 との交流をとお して社会学的思考 を豊かに

していくという方向が、正当に認知 され、今後さらに開発されてい くことが望 ましい」(井

上1996:4)と し、社会学の発展の可能性について も言及 している。

一方、芸術や美術が 「社会」との関係 を深めたのは20世 紀初頭のダダや未来派 にさかの

ぼるが、それは社会運動 と結びついた芸術運動の一つ、という位置づけである。戦後 もそ

うした運動はシチュアシオニズムなど、さまざまな形で企図され実践 されてきた。美的な

もののイデオロギー性 を逆手に取 り、社会運動 として展開するそ うした流れのひとつに、

70年 代のフランスの芸術運動 「アール ・ソシオロジック」がある。 この芸術運動 自体 は、

メンバーが3人 と少 なかったこともあ りほとんど知 られていないが、「アー トと社会のつな

が りを批判 的に問いただすため」あるいは 「見る人に対 してその人が受けている情報操作

について知 られるイメージを送 り返すことによって コミュニケーションと情報伝播の様態

を混乱 させ るために、社会学のある種の方法を用いる実践であろうと」した運動、 と説明

されている(小 倉1987ニ1997:330)。1987年 、 これを社会学的に考察 した、ブレーズ ・ガ

ラン 『アール ・ソシオロジック(artsociologique)』(邦 題 『厂芸術」か らの解放』(邦訳1997))

が上梓 された。筆者ガランは、アール ・ソシオロジックのメンバーのインタヴューや運動

の経緯の詳細な記述を通 して、この芸術運動が社会の中で形成され社会的に意味づけられ

る過程 を明 らかにした。アール ・ソシオロジックの実践そのものに入 り込むことで、 自ら

の研究も実践たることを目指 し、最終的には 「美的なものの社会学」の描出を試みたので

ある(ガ ラン1987=1997:35)。 た だ、 さほど注 目されずに終わったこの芸術運動 と同 じ

ように、ガランの試みそれ 自体 も同 じような経緯:をたどった。だが ともかく 『アール ・ソ

シオロジック』は、社会学の研究である と同時に、実験的芸術の実践 を目指したものでも

あった。
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本稿が 目指すのもこうした実践 としての研究である。社会学的な示唆も得 られればよい

が、それは本稿の範囲を超えるか もしれない。以下、現代社会における芸術 「創造の現場」

を対象 に考察を進める。

4大 阪 「新世界」と芸術

4-1新 世 界アー ツパ ーク事業

大阪、新世界 にある娯楽施設 フェスティバルゲー ト。建物 に巻 き付 くジェッ トコース

ターなどのア トラクションや、飲食店 ・アミューズメント店を呼び物 に、97年 にオープ

ンした遊園地である。初年 は655万 人 が訪れるな ど活況 を呈 したが、徐 々に低迷する。

2006年 の今ではア トラクシ ョンもほぼ止 まり、 シャッターが降 りたままのテナン トがほ

とんどだ。映画館や大阪 プロレス、newOSK日 本 歌劇団 と7つ の飲食 ・物販店が入居 して

いるものの、人 もまばらで、 さながらゴース ト・タウンである。

しかしここには、ピンクとミン トグリーンを基調 としたファンシーな装飾 にはそ ぐわな

いスペースがある。まず3階 に行 くと 「dancebox」 というこぢんま りとしたダンスの劇場

がある。カフェも併設されている。その隣…には 「ダーチャ」とい う小 さな図書館の ような

スペースがある。 さらに4階 に行 くと 「remo」と書かれた壁がある。中はコンクリー トが

むき出しの薄暗いスペースで、広い室内には大 きなスクリーンが吊るされていている。そ

の隣は 「cocoroom」、 カフェと小 さなステー ジが一緒になった部屋 で、入 り口には 「こえ

とことばとこころの部屋」「就労支援 カフェ」の看板 もある。 さらに隣には小 さな、 しか し

ぎっ しりとCDが 並んだ 「スピカレコー ド」。そ して8階 に上がると、ち ょうどフェスティ

バルゲー トの 「橋」部分にあたる場所 に、 ライブハウス 「Bridge」が ある。

これらはみな、現代アー トの活動がおこなわれているスペースだ。6つ のうち4つ のス

ペースの運営団体 は、それぞれ異 なる専門分野のアー ト系NPO法 人 である。 コンテ ンポ

ラリーダンスの 「ダンスボ ックス」、映像 とメディアの 「remo(記 録 と表現とメデ ィァのた

めの組織)」、詩を中心とした 「こえとこころとことばの部屋」、音楽の 「ビヨンドイノセン

ス」。いずれも、未だ評価の定まらない領域での表現を模索する人々の集 まりである。各

団体 はそのスペースを、公演や ワークショップの開催などによるチケ ット収入、あるいは
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企業の協賛や財団か らの助成金を得 るなどして、自主的に運営 している。新世界 という地

域 と密接にかかわるものか ら、世界的に活躍するアーティス トとのネットワークを活か し

たものまで、プログラムは多彩だ。

現代アー トのスペースがこれだけ一 カ所 に集 まるというのも日本で は珍 しい事例だが、

これ らは、その運営形態においても画期的な面 を持っている。実はこれらは 「新世界アー

ツパーク事業」という大阪市の文化事業なのだ。新世界アーツパーク事業が実施されてい

るフェスティバ ルゲー トの持ち主は大阪市である。前述の通 り、 この遊園地は今では大 き

な負の遺産 と化 している[・2]。そ こで市は、その空 きテナン トスペースを文化事業によっ

て活用するべ く、上記アー トNPO団 体 に各スペースの管理運営を委託 したのだ(公 設置民

営)。 若い人材 の育成や実験的活動の場 を作 るとい う目的で、文化の 「創造」しか も「実験

的な領域」での創造活動を行政が支援するとい うのは、全国的にみてもあまり前例がない。

そのためここには、行政担当者の視察や見学が数多 く訪れる。また休眠施設の有効活用 と

いう点でも珍 しい事例 だ。工場跡地などをアーティス トに開放 し地域活性化をはかるとい

うのはヨーロッパではよく見 られるが、 日本ではここや横浜など数 えるほどしかない[*3]。

これらの団体がNPO法 人 という組織形態 をとっているのも、行政 とのパー トナー シッ

プが前提 となってのことである。「ダンスボックス」代表の大谷燠 は 「芸術 と社会 を結び

つけてい くためにNPOと い うシステムがたぶん一番今の 日本ではかなっているだろう」

(log匚・4]より引用)と 言 う。市民の参加が重要になるこれからの 「市民社会」は、行政主導

や営利 目的では立ち行かな くなるだろう。 この とき、芸術家 と一般の市民 との出会いの場

をさまざまなかたちでつ くり出すNPOの ような組織 は、大 きな役割 を果たす。 また大谷

は、NPOに お ける人材育成 という側面も強調する。 ダンスボ ックス も、 ビヨンドイノセ

ンス(音 楽)も 、日本のなかでは評価の定まっていないアーティス トを、各々信念をもっ

て育成 している。厂世界 とい う市場 を見た ときに、大阪でこれだけのアーティス トがいる

ということが じつはフランスやアメリカでは認知 されているけど、 日本のなかではそれほ

ど大 きく認知 されていない」(log)と い う状況があるか らだ。

実際にこれらNPOが 新世界でお こなってきた事業をい くつかみてみよう。ダンスボッ

クスによる 「コンテ ンポラリーダンスin新 世界」は、その名の通 り、町の中でダンス を踊

るものだ。町の日常風景の中に、突如奇抜なコスチュームのダンサーが現れ、身体をくね

らせ、動 き回る。そこにいる人々はあっけに とられつつ も、吸い寄せ られるようにダン

サーを見つめ、いつ しか楽 しそうに見ている……。大谷 らは、道路使用許可をとるために
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警察に通 ったが、そこでは商店街の協力を得 ることができたという。そ して3年 を経たと

ころで 「だんだん警察 も、「なんやわか らん もん」か ら「なんやちょっとだけわかる もん」

に変 わってきた」(log)と い う印象を抱いたと言 う。 また 「こえ とことばとこころの部屋」

は、詩の朗読 ライブを西成区でおこなった り、悩みを抱える若者たちと「仕事」について

考える トークを開 くなど、「働 くこと」への問題意識の喚起を積極 的に続けている。そ し

てremoは 、 主に新世界周辺 を対象 に、個人 によって記録されたフィルム ・ビデオ等をデ

ジタル ・アーカイブ化する とい う 「AHA!project」 を進めている。05年 の秋か らチラシを

配布 した り各戸を訪問 してお願いす るなどしてフィルムを集め、公 開の鑑賞会を開いた

り、出張上映会 をおこなっている。

こうして各団体 は、先端的な表現を探究する中で、芸術と地域住民との出会いの機会を

開拓 し、 日常生活の中の芸術の役割を意識化 させるような実践 を続けている。各々のプロ

グラムの中では芸術家やアー トマネジメン トの実務家が経験を重ね、多 くのボランティア

スタッフがさまざまに関わることで多様な 「働 き方」が現れつつある。また種 々の専門家

が、緩やかなネッ トワークか らなる、NPOと い う新 しい組織の可能性 を模索 していると

いう側面 も見逃せないだろう。

4-2ブ レ ー カ ー プ ロ ジ ェ ク ト

「ブレーカープロジェク ト」も大阪市 の文化事業で、前出のインディペ ンデント・キュ

レーター雨森信が中心 とな り進められているものだ。雨森が理事を務めるremoに 事 務局

を置 き、新世界を中心にさまざまなプログラムが実施 されている。03年 度と04年 度 は 「大

阪市現代芸術祭」プログラムの 「芸術まちづ くり事業」の一環 として、4人 のアーティス ト

が新世界の人々の 日常の中に入 り込み、地域 の人々ともに創作活動をおこなった。

雨森が選んだアーティス トの一人は、取 り壊 されるなど消 えゆ く建物の廃材 を使 ってウ

クレレを制作する 「建築物 ウクレレ化保存計画」を主催する伊達伸明である。新世界では、

取 り壊される建物ではなく、建物の味わい深い部分を撮影 しウクレレのかたちに切 り取っ

てカー ドにする という方法をとった。伊達や雨森は、建物にまつわるていねいな聞き取 り

を半年以上かけて実施 した。1軒あた り1～2時 間、60軒を回った という。そ して最終的には、

聞き取 りの中で出てきた印象深いコメン トと、ウクレレの写真をセッ トにして歌留多を制

作 した。偶然出会った取 り壊 し物件から2つ のウクレレも作 られた。そ してお披露 目もか
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ねて開かれた トーク&ラ イブでは、地元商店街の人々との交流 もより深 まったという。

また、フランスで活動するフランク ・ブラジガ ント。彼は、捨てられている家具や電化

製品、古い建物の外壁や内装に 「色 を塗る」ことで、「それぞれの対象物が持つ特性や魅力

を引 き出 し、美 しく再生 させ る」(雨森2005:52)。 フ ランクの作 品は社会の中で機能す

ることによってこそ生きる。その彼が新世界で選んだのは、阪堺電気鉄道の駅舎(恵 美須

町駅)と 、電車一両だ。塗装作業は2004年 の真夏、17入 のサポー トスタッフとともにお

こなわれた。駅舎はベージュを基調 として赤を差色に、また車両はピンクや ワインを基調

に塗 り上げられ、町 を走った。ほかにも 「参加者が 自分で作 った焼 きたてのお茶碗でお茶

を楽 しめる移動式カフェ/旅 まわ りのお茶会」=野 点をおこなう、 きむらとしろうじん じ

ん。そして 「『地域資源、適正技術、協力関係』を基盤 としたデモ ンス トレー ションとい う

手法による、提案型の表現活動」を展開する藤浩志が、新世界の町と人 とかかわるプログ

ラムを展 開した(雨 森2005:2)。

雨 森は、これ ら4人 の アーテ ィス トを選出 した理 由についてこう述べ る。「彼 らは 『美

術家』である前に、生活者 として日常 における些細な事象に 目を向ける。 ここに彼 らの活

動/発 想の 『原点』がある。それが、 日々の生活と地続 きであるが故に、そこから表現さ

れるものが何であれ私たちの中に潜在する意識/感 覚 と結びつ く。この時、彼 らの行動の

背後にある哲学の強度が、その場の質の高 さとなって現れて くる」(雨森2005:2)。 誰 も

が手にすることのできる素材や技を使 うからこそ、多 くの人が感覚を共有することがで き

る。参加 したことで、ものの見方や生活の仕方が変化 し、その人は 「人生の多様な選択肢」

を獲得することになるかもしれない。それゆえにいっそう、こうした開かれた場を用意す

る 「技術」という点において、専門家(芸 術家やキュレーター、スタッフ)の 「質」が重要

になって くる。前述のような 「社会化するアー ト」「誰 もが表現者」という流れの中だか ら

こそ、専門家たちの、「裾野 を広げる」と同時に 「質を追求」する意識と方法が問われるの

だ。言うのは簡単だが、これは大変な作業である。

実務的な苦労 もあった。新世界 という町の中に出てい くために、雨森 はじめスタッフ

は、大阪市や浪速警察署、阪堺電気鉄道 との交渉を重ねた。前例のない試みばか りで、道

路使用許可をめ ぐって警察 との交渉は難航 を極めた という。 こうしたさまざまな難題にぶ

つか りつつ も、事業は最終的には成功 を収めた。のちに雨森は 「ウクレレや野点ではとく

に新世界 に関わって継続的にプロジェク トを行ってい くことで、地元の方々との関係 を少

しずつ築いていけたのではないかと実感 してます」と語 っている(log)。
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こうして、手探 りなが ら確かに 「まちと芸術」の関係 を作 り上げた雨森は、「一時的な

アー トイベ ントの開催で活性化するほ ど、芸術は便利な代物ではない。ましてや経済活性

のための即効薬でもない。まちは半ば 自然発生的にそこに住 む人々によって時間をかけて

作 られてい くものである」と言 う。そ して自分たちの2年 間の活動 を 「そのきっかけとな

る現場を創 り出すことに専念 した」とふ りかえり、こうまとめている。「こういった草の

根的な表現活動の継続 と蓄積によって、私たち一人一人が創造力を獲得 し、それぞれが新

たな視点でもって新 たな生 き方 を開発 し、ようや く新たな観点から 『私たちの町』を作 っ

てい く自主的な活動が生まれて くる。そうして自分たちのいるところに誇 りを持てるよう

になった時、本当の意味での文化的なまちとな り都市とな り、経済的な発展 とも結 びつい

てい くのだろう」(雨森2005;2)。 芸術は人によって作 られ、そ して人 に作用する。その

人の普段の生活の延長上に、地域や経済がある。これ ら全部をひっくるめて社会があ り、

その社会の中で人は芸術 に接 している。創造の現場には、こうした想像力を喚起 させる力

がある。

4-3新 世界 アーツパー ク未来計 画

新世界アーツパークでの4NPOの 活動、そ してブレーカープロジェク トを契機に醸成 さ

れた地域の人々 とアー トNPOの つ なが りは、その後 も続いている。そしてそれは、05年

のある事件 をきっかけに顕在化することとなった。02年 度か ら10力 年計画で進め られて

きた新世界 アー ツパーク事業が、継続の危機 に陥ったのである。05年 春、大阪市は事業

の先行 きが不透明 ということで、これ らNPOに 対 し拠点の移転 を打診 してきた。フェス

ティバルゲー トの経営破綻 と、文化集客振興基金が底をついたという財政上の困難がその

理由である。

市の通知 を受 けた4NPO法 人 は、その後す ぐに動 き始めた。05年6月 に 「新世界アーツ

パーク未来計画実行委員会」を組織 し、市の担当者、地域住民、有識者 とともに開かれた

話 し合いの場を もつことで、「地域」の問題 としてフェスティバルゲー トの今後の展 開を

考えることにしたのだ。 これは行政 と市民セクターの 「対決」ではなく、これまでのパー

トナーシップを継続 させる方法を探 る、まさに未来に向けた 「対話」の場である。そのシ

ンポジウムはこれまで4回 開かれた[*5]。

第 一回は(05年6月)、 創造都市論をとなえる大阪市立大学の佐々木雅幸、ニッセイ基
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礎研究所の吉本光宏 らが、海外でのアー トによる休眠施設の活用やコミュニティ再生の事

例 を紹介 し、 自治省出身で文化政策学者の小暮宣雄が行政のロジックを、臨床哲学者の鷲

田清一が 自らの体験をもとにアー トの もつ力をそれぞれ語 った。

第二回(05年7月)は 、実行委員会が構想 した、 フェスティバルゲー ト再生 プランのプ

レゼンテーション 「創造都市 シミュレーシ ョン」が披露 された。そ こでは行政経営学が専

門で、現在大阪市の市政改革本部に関わる上山信一、前述したブ レーカープロジェク トの

美術家、藤浩志が招かれた。上山は 厂大阪市役所の縦割 りを排除するための実験場」、あ

るいは 「NPOと 連 携するための実験場だ という使い方」を提案 しつつ 「いったいここどう

するのという迫 り方を、市民の側からしていかなくちゃいけない」(log)と語 った。

またこの とき、会場にいた新世界町会連合会の会長である坂田氏が 「これはもう新世界

町会連合会としては……大阪市何 を言 うてんねん、なにをやったんだというくらいのこと

は言いますよ」と、連合会全面バ ックアップ発言をし、会場は拍手喝采。「新世界か らね、

こういうのを発信 して もらわんと。……あの、なんか、野点か、 あれ もえらいもうお客

さん来て くれはってね、みんな喜んでましてん」。また写真館 を営む曽和氏 も「じん じん

さんと伊達 さんのウクレレもおつ きあいさせてもらったんですけども。最初突然来 られた

ときには、なにがなんかわか らんね。意味が わか らん(笑)。 ……で、ず うっと関わって

くる最後 ぐらいに、「いや一、そういうこともあるか」というかたちで、なんとか理解(会

場笑)、 自分の中で納得 できるぐらいの」と、時間をかけてアーテ ィス トやアー トNPOの

人 々が地域の人 と交流 していった経緯 を語った。

そ して曽和氏の話は芸術論に及ぶ。「いわゆる僕 らの理解 をこえてるくらいの芸術性が

ある。これはす ばらしいんです よね。それがほんとの、僕は芸術や と思います。範囲内で

やってる芸術なんかはね、芸術 じゃないんですよね。未来に向けた芸術 いうのは、いま現

在僕 らが、僕 らの頭の中で理解で きてるもんの上やない と、いかんと思います」(log)。実

験的表現 の領域、あるいは芸術の存在意義が、アーティス トではない 「市民」の立場から

語 られたのである。

第三回、第四回のシンポジウムも、文化行政やコミュニティ ・ビジネスの専門家 らが招

かれ、地域の人々 とともに新世界 の今後やNPOの あ り方、市民社会の姿などについて議

論が交わされた。そ して、今後 もともに地域社会の発展を目指すということで意見の一致

をみた。

そ して06年 夏、4NPOは 新 世界だけでな く近隣…の 日本橋 にまでエ リアを広げ、「ビッグ
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盆」なるイベ ン トを開催 した。目を引 くのは、40年 前に消えていた地域の盆踊 りを復活さ

せる試みだ(ダ ンスボックス)。 子 どもたち と詩人、 ミュージシャン、 ダンサーが一緒に

作 る新 しい盆踊 りも披露 された。ほかにも、新世界の街 を一分間の映像 で切 り取 り、商

店街のモニターで上映する試み(remo)や 、 自作電気楽器の商店街での展示 と演奏会(ビ

ヨン ドイノセンス)、 「ニー トでアー トなカフェプロジェク ト」(こえ とこころとことばの部

屋)が 開催 された。新世界町会連合会や近所 の小学校、老人施設などが協力 し、当日も多

くの参加者が訪れた。 この祭 りが芸術や地域にもたらしたものは時間が経たなければわか

らないが、NPOと 地域住民 との協力体制は確かなものにな りつつある。

現在、07年 夏でフェスティバルゲー トが閉鎖され るとい う話 も聞こえて くる。それ以

降の4NPOと2団 体の行 き先は未定である。新世界 とのつなが りを活かす にしろ、別の場

所 に移るにしろ、それぞれが 自力で活路を見出すだろう。、かれ らは行政 と組むことを目的

として活動 しているわけではな く、芸術 と社会のつなが りをそれぞれの専門領域で探究し

てい くことを使命 としているからである。

5現 状と課題

以上、新世界での実践を3つ みて きた。新世界アーッパーク事業 とブレーカープロジェ

ク トでは、若 き専門家たちが多様な参加者 を巻 き込みつつ、実験的表現の創造の現場を作

り出 している。外部者だったアー トNPOや アーティス トがコミュニティに入 り込むこと

で、地域の人や情報の交流が活性化されたともいえる。そ して大阪市の方針転換を契機に

動 きは じめた新世界 アーツパー ク未来計画では、地域住民、アー トNPO、 新 世界を訪れ

る人々といったさまざまな立場の市民が地域の歴史を振 り返 り、その現在 と今後について

意見を交換 した。市民が主体 となって、自分たちの住み働 く地域社会のあ り方を考 え行動

を起 こしていくという流れは、草の根か らの 「市民社会」構築の一ステップといえよう。

また芸術 の存在意義や役割をめ ぐる議論 も交わされた。芸術は、人間の技を使ったさま

ざまな表現であ り、見る者に対 して想像力と創造力を喚起する力 を持つ。人によって反応

は異なる し、何 を芸術 とみなすか、 どんな機能を持つのかといったことは、個々人の価値

観や趣向によって異なる。ただ、芸術 に接することで、人は日常生活や社会に対す る別の

視点や考え方 を手にし、それを通 して価値判断が多様であることを認め合える可能性があ
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る。異質なもの、異質な他者 との出会いはときに混乱 を引き起こすかもしれない。 しか し

それでも、この社会が異質な他者同士の共生によって成 り立っているという認識を持てる

ことは重要である。

さらに、なぜ芸術振興なのか、芸術 と行政の関係、芸術 とビジネスの関係、地域や教

育、労働 との関係について意見が飛び交 う中で、現代社会のさまざまな問題が浮かび上

がった。ここで芸術 は、これか らの市民社会のあ り方を議論する際の触媒 としても機能 し

た ともいえよう。それでもなお芸術がたんなる手段に成 り下がっていないのは、 ここでの

アーティス トやキュ レーターの 「質」を追求する姿勢(も ちろん 「量」、例えば多 くの人に

参加 して もらうための努力 も惜 しんでいない)、 つ まり専門家 としての責任ある仕事ぶ り

によるところが大 きい。 こうして新世界を舞台にした一連の実践は、文化芸術の持つ力を

顕在化することに成功 したのである。

と同時に、上記3事 業の経緯は文化行政のあ り方 も問 うていよう。2001年 の文化芸術振

興基本法 を契機として、大阪でも2004年 に 「大阪市芸術文化振興条例」、2005年 「大阪府

文化振興条例」が策定 されるな ど、文化 にかんする法制化が進んでいる。各種条文では、

文化芸術の振興が社会の活性化、ひとりひとりの生活の豊か さに寄与す ると位置づけ ら

れ、その創造者 と享受者への保障が うたわれている。あるいは、文化芸術 を旗印にした都

市政策の下で、さまざまなプロジェク トへの市民参加 による地域活性化や個 々人のQOL

向上 を目指す施策が実施 されている。前述 した大阪市の事業 もこの路線にあった。だが、

市全体の財政状況が悪化する中、予算 は縮小 され、最終的に当初10力 年だった計画は5年

で中止 されることになった。計画の変更や中止はよくあることと片付けられがちだが、そ

もそ も文化事業は長期的なスパ ンで計画され実施 されるべ きものである。その事業を通 し

て文化芸術がその地域や人々の生活にどれだけの影響 をもたらし、また人々がどういう文

化芸術 を育んでいくのかということは、長い時間をかけなければ現れてこない。 ともか く

長期的な視野で、財政を確保 し、担当者によって左右 されないようなしっか りとした政策

目標、事業 目標および事業計画を策定することが、文化行政には求められる。

またこれと関連 して、文化事業の評価システムを整える必要もある。単純に施設稼働率

や収益 といった数値でのみその事業の成果が測 られている現状だ。そもそも文化芸術のよ

うに多様 な価値観によって成 り立つ ものを単一の基準で測ろうとす ること自体に無理があ

る。評価 は計画を修正するための手段であ り、それ以上でもそれ以下で もない。このこと

を認識 し、計画策定 と評価 システムを連動 させて事業をおこなっていかねばならない。他
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にも、行政には、各種条文で美辞麗句 を連ねるだけではな く、現場での人 とモノとお金と

情報の動 きを視野に入れた、具体的で柔軟な施策(例 えば、事業費 としてのみでな く、マ

ネジメン ト費 としてお金を出せるようなしくみなど)が 求め られよう。

行政 と市民セクターとの協働 は、文化芸術の領域で も進め られてい くだろう。 しか し

問題 は山積 している。協働 の形態 としては、行政は施設や資金の支えをし、事業内容 は

NPOな どの民間が担うという形が増 えている。典型的なのは指定管理者制度だ[・6]。これ

によって経営の合理化や入場者数増加など成果が出ている施設 もあるが、経済面ばかりが

重視 されると、その施設本来の 目的はお ろか芸術 の意義す ら見失われて しまう恐れがあ

る。 また、そもそも行政 とNPOの 協 働 といって も、対等な関係が築かれているか どうか

は難 しいところだ。 コス トダウンのための単なる下請けとしてNPOが 「使い捨て」される

ようなことがあってはならない。

NPO自 体 の抱える困難 も多い。実際、 日本でNPOは まだ発展途上の組織であり、理念

や ミッションと現実の活動を連動 させるのが難 しく、資金や人のや りくりなどの困難を抱

えている。これか らの 「市民社会」の担い手 として期待 されるNPOだ が、 自発性が強調さ

れるあま り「ただ働 き」が 自明視された り、低賃金や過重労働 といった厳 しい労働環境が

固定化してしまう恐れがある。また、有償ボランティアとい う形態が登場するなど、ボラ

ンティアという働 き方が広が りつつある現在、これに関する正 しい認識を広げることやサ

ポー トの整備 も求められよう。市民の 自発的参加 によって構築される、これか らの 「市民

社会」。NPOと い う新 しい組織の機能は 「個 々人の潜在能力 を高めつつ、 自発的な公共心

にもとつ く市民的公共性を再構築する」ことと理念的には整理 される(後 藤2005:86)。

だがNPOの 現 実は厳 しいのだ。

このように、新世界 を舞台 にした一連の芸術実践 は、芸術 のあ り方、文化芸術の公共

性、文化行政およびNPOや ボ ランティアなど市民セクターの問題 と可能性などについて、

多 くの示唆 を含んでいる。

6実 践 もしくは運動 としての研究

本稿は、社会学がほ とん ど照射 していない、芸術の 「質の追求 ×実験的」の領域(実 際、

現場で文化社会学を専門とする研究者 と出会 うことはなかった)を 対象 とした、ひ とつの
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試論である。表現の基盤、 しくみ、実践を通 して、そこで形成される社会関係やそれが も

たらす社会的影響、またそ こで芸術の果たす社会的役割、あるいは人々への作用をみてき

た。進行中の事業iなのでまだ最終的な結論を出すことはできないが、現時点での状況と課

題は考察 したつ もりである。その過程で、文化だけでなく就労や教育に関する公共政策の

あ り方、これか らの地域社会や 「市民社会」を行政 と市民(企 業含 め)と がいかに構築 して

い くかといった問題、そして現在大 きな問題 となっている 「労働」というテーマにもぶつ

かった。現在、芸術家やアー トマネジメントの専門家、運営スタッフとしてアー トNPO

で働 くことは、ほとんどの場合、不安定で厳 しい労働環境に置かれることを意味す る。不

安定就労の問題 には注 目が集 まりつつあるが、広 く文化芸術 を労働 という観点か らとら

え、その不安定 さを照射 した研究としては、櫻田和也 『労働としての芸術』(2007予 定)が

端緒であろう。この問題は今後展開できれば とも考えている。

さきに 「社会学的な示唆 も得 られれば良い」と書いたが、 ここでは新 しい何かを発見す

るとい うより、テーマをめぐる関係 と過程 に注 目し、それが置かれた構造を考察 し、問

題を提示するという社会学の原理に立ち返ることの重要性を再確認 した。文化芸術の創造

の現場では、社会学的な視点や方法が必要とされることもあるし、現に労働や政策 といっ

た社会学的なテーマ も転がってお り、社会学が入 り込むべ き余白は十分 ある。 また文化

社会学 とい う点か らは、「質の追求×実験的」という対象に注 目することの意義だけでな

く、文化 「生産」の領域 を照射す る必要性 を再確認 した。これは、既成制度の分析や、マ

ス ・コミュニケーション研究に典型的なテクス トもしくはオーディエ ンス分析が盛んな時

期、1981年 に 『文化 とは』を書 き、文化 「生産」をめ ぐる社会関係 を明 らかにせ よと説い

た、 ウィリアムズと大 きく重なる考 え方である。筆者が修士 ・博士課程 を通 して取 り組ん

で きたウィリアムズの視点 と方法の有効性 を現場 で体感することとなったわけだが、この

あたりもいずれ整理 したい と考えている。

さて本稿が試みたのは、実践 としての研究であった。4で みた3つ の事業の うち、筆者

は2年 前か ら「新世界アーッパーク事業」(と 「新世界未来計画」)に継続的に関与 している。

一市民 として事業に参加することもあるし
、事業の記録 に関わることもある。仕事 とし

て依頼 される場合(別 のアー ト系NPO[・7]メ ンバーであるため)や 、「残 しておかねば」と

いう一心で 自発的にお こなう場合 もある。現場の専門家やボランティアスタッフにインタ

ヴューをした り、アンケー ト調査の手伝いをすることもある。そして他分野の専門家と今

後の共同作業(研 究/実 践)も 計画 している。 これまで、社会学者 として、また文化芸術
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に興味のある人間として、現場で出会 うさまざまな人々と関わ り、多 くの示唆や教示や感

銘を受けた。 こうして観察者 と関与者を往還しつつ(つ まり自分が何者 なのか解 らなくな

りなが ら)試 みた本考察が、現場の人々や政策の人々や研究者やその他の人々への投げか

けにな り、そ こごこで反応を呼び起 こす ことになればよいと思う。そ して芸術創造 と研

究 という 「生産」の現場 でのそうした諸実践が、緩やかな 「運動」として草の根 レベルか ら

ゆっ くりと、この生 きづ らい社会 を変革してゆ く契機 となれば面白い。

付記:本 稿の事例研究部分は、財団法人サントリー文化財団 「2006年度 人文科学 ・社会科学

に関する研究助成」を受けて実施しているものである。

[よ しざわや よい ・大 阪大 学ほか非常勤講 師/NPO法 人[recip]地 域文化 に関する情報 とプロジェク ト]
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[注]

1

2

かつ て鶴見俊輔が 「純粋芸術pureart」「大衆芸術popularart」 のあいだに設定 した 「限界芸術marginalart」 が想起

される。

3つ の各信託銀行は02年 、信託期間終了の2021年 を待たずに事業形態の変更 などを求め、04年 、市が約200億
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3

4

厂)

6

7

円を負担 して信託銀行3行 との契約を解 除す る調停案が採択 された。土地や建物、遊郭施設と業務 ・賃貸契約

は市 に引 き渡 され、その後 コンペで複合企業体 が開業施設建設 を計画、 しか し計画 は中止 とな り、06年 現在

大阪市交通局が直営で管理 している。

フランスではマルセイユ の 「ラ ・ブリッシュ」、ナ ン トの 「リュー ・ユ ニック」、イギりスで はニュー カッスル

やバー ミンガムなどが有名。横 浜の 「横 浜BankART」 は、古 い銀行の建物 を横浜市 が買 い受 け、 まちづ くり事

業の一環 として農 開されている事業(06年 度末まで)。

logと は大阪発 の文化情報ウェブサ イ ト。http:〃www.log-osa1(ajp/article/index.html～aid=167

文字記録 は注4参 照。

公の施設の管理 を法人 などの団体 に代行 させる制度で、2002年 よ り運用。代行 団体 には、民 間事業者(会 社

法人)、NPO法 人、ボランティア団体 な ども含 まれ る。民間の能力 やノウハ ウを幅広 く活用す ることで、住民

サー ビスの向上 と経費削減 を測るのが 目的。 しか し行政、民間団体 ともに手探 りの状態が続いてお り、現場は

混乱 している。

NPO法 人[recip]地 域文化 に関す る情報 とプロジェク ト。http:〃www.recipjp
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厂ハ イ ブ リ ッ ド ・オ リ エ ン タ リ ズ ム 」

「テクノ(ロ ジー)ミ ュージ ック」と 「ジャパニメーシ ョン」を事例 に

太田健二

1.は じめ に

L1〈 日本〉の音楽 的なイメー ジとは何か

2004年8月 、 ソニー ・ミュージックエンターテインメン トは ドイツBMG(Bertelsmann

MusicGroup)と 、 音楽事業 に関す る合弁会社 ソニ ーBMG・ ミュー ジックエ ンター テイ

ンメン ト設立を発表 した[*1]。これによって、ユニバーサル ・ミュージック、EMI、 ワー

ナー ・ミュージックとともに構成 される世界4大 レコー ド会社のなかでもシェア第2位 の

位置を占めるグローバル企業が誕生 した。あ らためて言うまで もな く、 日本には世界規模

の音楽産業が存在 している。ヤマハやローランド、河合楽器製作所 といった楽器メーカー

も、グローバルなレベルで、そのブラン ド名は知 られている。にもかかわ らず、日本の音

楽が世界的に認知 されているとは言い難いだろう。世界で2番 目に巨大な音楽市場を持ち

なが らも、グローバルな音楽の流通 とい う点か ら見れば、輸入超過 に偏っている日本の現

状がある[表1]。 また、全米ヒッ トチ ャー ト「ビルボー ド」の1位 を記録 した日本の歌が

坂本九の 『スキヤキ(上 を向いて歩 こう)』しかないという事実[・2]は、 日本国内でい まだ

に象徴的に語 られている。もちろんその背景には、 日本語歌詞 という言葉の壁の問題、そ

して、国内市場だけで満足 していた 日本の音楽産業の体質などもあるだろう。そういった

現状のなかで、〈日本〉の音楽的イメージとは一体 どのような ものなのか。それが、本稿

の端緒 となる疑問である〔*3]。

〈日本〉が想起 される音楽 といえば、「スシ ・フジヤマ ・ゲイシャ」のイメージと同様、

日本の伝統的な楽器(箏 、三味線、尺八 など)を 用いた音楽が 自明のことにように思い浮

かぶ。それは、西洋の影響 を排除 した ところに 「本来の 日本文化」が存在するという文化
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匚表1]オ ーデ ィオデイスク レコー ド国別輸 出入実績(2005年)IFPI調 べ

本質主義的観点によって見出された日本の 「音楽的ルーツ」と言 ってよい。 しか し、現代

日本のポ ピュラー音楽は、明治期の西洋近代化か ら1920～30年 代 の和洋折衷による進取

を経て変容 ・形成されてきたものであ り、そこに 「音楽的ルーッ」を見出すことは難 しく

な りつつある。た とえば、 日本のヒッ トチャー トを賑わす楽曲が、その まま く日本〉をイ
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メージさせることがないのは、西洋音楽の影響を排除しきれないためでもあり、意図的に

盗用 しているためでもある。 この ように、現実に流行 しているポピュラー音楽 と幻想 とし

ての 「音楽的ルーツ」の乖離は、〈日本〉というイメージが、西洋の視点 を内在化 しなが ら、

リフレクティヴに形成 されてきた過程を想像させる。

L2「 ジ ャパ ニーズ ・クール」とい う潮流

2001年 か ら2002年 に かけて北 米ポー タルサイ トDrCOSに お ける 「W6bもMostWanted」

(もっとも検索されたキーワー ド)で2年 連続1位 を 「Dragonball」という言葉が獲得する。

それはもちろん、鳥山明原作、後にテ レビアニメ化 された 『ドラゴンボール』のことであ

り、2001年 か ら全米で故映 されたためである。一方、宮崎駿監督の映画 『千 と千尋の神隠

し』は、2002年 第52回 ベ ルリン国際映画祭最優秀作品賞(金 熊賞)を アニメ作品として初

めて受賞 し、翌2003年 第75回 米 アカデ ミー賞長編アニメ賞 も受賞する。「ニューズウィー

ク日本版』2003年6月18日 号掲載の 「オタクビジネス、世界へ発信」とい う記事[*4]にあ る

ように、 日本のマ ンガやアニメは、オタク向けの 「ニッチな文化」ではな く、アメリカの

ハリウッ ドのような 「競争力ある輸 出産業」として注 目す る動 きが活発 になってきたので

ある。経済産業省 は2001年 、 アニメーション産業研 究会 を発足させたほか、 コンテンッ

産業振興策のなかでアニメ産業 を重視する姿勢 を見せている。米国際政治学者 ジョセブ ・

ナイが提唱するハー ドパワー(軍 事や経済)に 対するソフ トパ ワー(文 化的魅力や政治的

正当性 など)の 重要性は、日本ではコンテンツ産業への注 目とい う形であらわれつつある。

2002年 、米外交誌 「フォーリン ・ポ リシー」に、 ジャーナリス ト、ダグラス ・マッグレ

イが 「lapa㎡sGrossNationalCool」 とい う論文を発表する。そのなかで、彼は次のように述

べるQ

日本は、また新たな超大国 として再生 しつつある。政治、経済上の落ち込みに打ち

のめ されることなく、 日本のグローバルな文化的勢力 は衰えを知 らない。実際、ポ

ピュラー ・ミュージックから一般用電子機器、建築か らファッション、食べ物から芸

術 にいたるまで今 日の 日本 は、経済大国だった1980年 代 よ りも、はるかに大きい文

化的勢力 を持っている。[McGra称2003,134]
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日本は、経済大国とい うイメージか ら、ポップ ・カルチャーを背景 とした 「ジャパニー

ズ ・クール」というイメージを帯びは じめる。それは、伝統的な日本イメージとは、まっ

た くかけ離れたように見 えるが、果た して、本当にそうだろうか。

2「 ジャパ ニ メー シ ョン」の影響

2.1『AKIRA』 とい う先鞭

海外 で人気 のある日本のアニメーションは、 『ドラゴンボール』やス タジオ ・ジブリに

よる映画だけではな く、時代 をさかのぼれば、 「AKIRA』(1988)に 先 鞭をつけ られ、『攻

殻機動隊一GHOSTINTHESHELL』(1995)で 確 立 されたと言われる 「ジャパニメー ショ

ン」[*5]のひ とつの流れがある。

『AKIRA』 は、1982年 か ら 『ヤ ングマガジン』に掲載 された作品で、原作者である大友克

洋 自らが監督 とな り、88年 に映画化 された。講談社 ・東宝 ・博報堂など8社 共同製作 で、

当時 としては破格の制作費10億 円、使用セル枚数15万 枚 を費や し、その年の国内興行成

績ベス ト1となる。 また、当初から海外進出が企図され、89年12月 には全米公開を果たす。

しかし、中小の配給会社による公開だったために、興行成績そのものは振るわなかった。

「AKIRA』 という作品は、近未来の世界観 を緻密 に描写 していた。オレンジ色 を基調に

描かれたメガロポ リス 「ネオ東京」はハイテクと退廃的なムー ド(ド ラッグや新興宗教)が

混 じり合い、主要登場人物たちは近未来型バイクでそのなかを暴走する。様々な ものを取

り込みながらグロテスクに変容するキャラクターは、 さながら配線 を剥 き出しにしなが ら

増殖するテクノロジーの化 け物にす ら映る。

こうした世界観やス トーリーは、海外においてある種の驚 きをもって受け入れ られてい

る。本格的 日本アニメ論 を著 したスーザン ・レ ネイピァは、「は じめて海外 で上映 された

時、観客は皆興奮 し、当惑 し、啓発される人もいたほどだ」(Napier2001=2003:16)と 述べ

ている。少なくとも、アメリカではアニメーションは子供向けとみなされてお り、大人が

鑑賞するに値 しない ものだと思われていたのである。北米公開において中小芸術系映画館

での上映 も功を奏 し、「AKIRA』 は芸術性の高い作品 としてカル ト的な人気を博す。

『AKIRA』 は アメリカだけでな くヨーロッパ において も話題 とな り、そのパ ッケージ ・
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ソフト(ビ デオやDVDな ど)の セールスは、アニメーション作品としては異例の売 り上げ

を記録す る。「批評家の絶賛を博 したのみならず、カル ト的ファンを生み、さまざまな点

で欧米のアニメブームの火つけ役 となった」(Napier2001=2003180)と い うように、『AKIRA』

の人気 は、海外への 「ジャパニメーション」の浸透に先鞭 をつけるものであった。この後、

海外におけるアニメ ・ソフ トの供給は拡大 してい く。シカゴ ・サン ・タイムズ紙の映画コ

ラムニス ト、ロジャー ・エバー トは、この間の状況について以下の ように述べている。

日本のアニメーション、そのファンたちが呼ぶ ところの"ア ニメ"は 、米国では巨

大なのにほ とんど目に見えない現象である。日本製のアニメーション映画の幅広い公

開の場 は決 して存在 してこなかった し、受け入れ られたわずかな作品.(「AKIRA』 『と

な りの トトロ』『オネァミスの翼』)で さえ、大抵はアー トシアターで しば しば深

夜 ショーとして.…}上 映 された。大半の北米人は、テレビの漫画アニメーションを除

いて、 メイ ド・イン ・ジャパ ンのアニメーシ ョンにまるで接 していない。それらは、

キャンパスで熱狂的な崇拝者を得 ているものの、このジャンルを最良の形では表 して

いない。それが実情 ならば、アニメは北米のどこで繁栄 しているのだろう。大部分、

ビデオで、なのだ。 どこのビデオ店にもジャパニメーシ ョン専用の棚があ り、暗号の

ようにも聞こえる言葉で細かいや りとりを続 ける熱心な若者によって、 しばしば吟味

されている。(草 薙2003:248-9)

お りしも日本では、1988年 の連続幼女誘拐殺人 とい うスキャンダラスな事件が 「おた

く」の存在 をネガティブなイメージとともに顕在化 させていた。アニメやマ ンガに没頭す

る 「おた く」は、異常な存在 として偏見の目で見 られる傾 向にあったのである。そんなと

きに海外 における 「AKIRA』 の反響 と、その後の海外への 「ジャパニメー ション」の浸透

は、その大多数の受 け手であった 厂おた く」に免罪符的なものを与えると同時に、「おた

く」ではない受け手に対 して も門戸を広げる きっかけとなった。いわば、サブカルチャー

の趣味嗜好を表明 しやす くしたといえる。

2.2『 攻 殻機動隊一GHOSTINTHESH肌L』 とい うイ ンパ ク ト

1995年 、士郎政宗の原作マンガを押井守が監督 した映画 『攻殻機動隊GHOSTINTHE
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SHELL』 が 公開される。そのス トーリーは、 『AKIRA』 と同じように近未来世界を描いたも

のであった。機械化 された身体 を持ち、 自らの存在 に疑問を抱 く主人公が、「情報の海で

発生 した生命体」と自称する犯罪者 を追 うというサイバーパ ンク的な物語である。特徴的

なのは、CGと ビデオ合成によるハイ ・クオリティの映像であった。アニメー ション制作

へのデジタル技術の導入は、まさにこの作品がメルクマール となっている。冒頭、高層 ビ

ルか ら飛び出 した身体が、ゆっ くりと夜の闇のなかへ と溶け込んでいく光学迷彩の映像表

現は印象的なシーンだ。

講談社、バンダイビジュアル と、そ して英国系 日本 アニメビデオ専門会社でシカゴに拠

点を移していたマンガ ・エ ンターテインメン トによって制作 されたこの作品の、 日本国内

での前評判 は高かった。1995年9月22日 付 日本経済新聞朝刊では、「アニメーション映画

『GHOSTINTHESHELL一 攻 殻機動隊』がll月 、 日本、米国、英国で同時公開される。東

京国際映画祭に出品された後、米国では100館 、英国では30館 程度 と公開規模 も大きい。

和製アニメの海外市場拡大の きっかけになるもの と関係者 は期待 している」と掲載 される

(実際には全米公開は96年 に遅れる)。

しか し、海外での評価 は、 日本の過剰な期待 とは多少状況が異なっていた。再び、 ロ

ジャー ・エバー トの批評を見てみよう。

『攻殻機動隊』はどんな意味において も、決 して子 ども向けのアニメー ション映画

ではない。(ど れ も多少様式化 されているけれども)セ ックス、暴力、ヌー ドでいっ

ぱいのこの映画は、成人向けのアニメ、つま り日本製アニメー ションの一例だ。ア

ニメは長年、 日本国内で巨大だったが、いまや世界市場 に侵入 してきている。(中 略)

しか し、この独特o映 画は、複雑かつ暗鬱す ぎて、多 くの観客には及び難いのではな

いだろうか(草 薙2003:251-2)

この ように、一定の評価 を下 しなが らも、映画興行 として成功することには懐疑の念が

付 け加え られている。事実、海外における興行成績は決 して成功 と言えるものではなかっ

た。 しか し、1996年8月24日 号 の米 ビルボー ド誌ビデオセールス ・チ ャー トで 『攻殻機動

隊一GHOSTINTHESHELL』 は、週聞売 り上げ第1位 を記録するのである。

1997年3月26日 付 毎 日新聞朝刊によれば、「文化産業で日本 は圧倒的な入超 国。音楽や

映画ではハ リウッ ドなど海外 の版権元 に巨額の金 を払い続けてきた。その中で唯一、 日
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本が国際競争力 を持 ち、輸出超過 を維持 しているのが 「ジャパニメーシ ョン」と呼ばれる

まんが、アニメーション群だ」という記事が掲載 される。それは、「ジャパニーズ ・クー

ル」と同様の語 られ方であ り、「ジャパニメーション」という言葉は、海外での反響 をリフ

レクティヴに取 り入れなが ら醸成された ドメスティックなキャッチフレーズ として機能す

る。ここで喚起 されるイメージとは、近未来やハイテクといったものであ り、それが く日

本〉と結びついていたことは想像 に難 くない。

2.3「 ジ ャ パ ニ メ ー シ ョ ン」 と 「テ ク ノ 」

「ジャパニメーション」と音楽 との接点を見出そ うとするな らば、次のような事例を挙

げることが出来 る。

古 くは コ ー ラ ボ ー イ の ジ ャ ケ に江 口 寿 史 、 ハ ー ドハ ウ ス の マ ー ク に 出 て く る サ イ

バ ー な イ ラス ト。 フ ォ ー ス ・イ ン ク の コ ン ビ の ジ ャ ケ に 銃 夢 。 ガ ル ニ エ の プ ロ モ ・

ヴ ィ デ オ に ゃ ガ イ バ ー 。DIAXの ア ー トワ ー ク 担 当 のT-1000マ ン ガ の 原 点 は 、 り ぼ

ん。 フ ァ イ ナ ル ・フ ロ ン テ ィ ア の フ ラ イ ヤ ー に ラ ピ ュ タ 。 シ ル バ ー ・フ ィ ッ シ ュ の ボ

ス ター に士 郎 政 宗 。 マ イ ク ・ヴ ァ ン ・ダ イ ク な ん て 来 日 した 時 に ゃ コ ミ ケ まで 行 く し

(笑)。 何 故 か テ ク ノ系 の ア ー テ ィ ス トに は、 マ ン ガ&ア ニ メ、 ガ ジ ェ ッ ト的 な特 撮 モ

ノ好 きが 多 い 。 で も っ て ク ラ ブ ・フ ァ ッ シ ョ ン に も、 有 名 な ア ナ ー キ ッ ク の ア キ ラ を

筆 頭 に 、 ダ ニ エ ル ・プ ー ル の 内 山 亜 紀(涙)、 サ ボ タ ー ジ ュ の ウ ル トラ マ ン とサ ン プ

リ ン グ ・ネ タ に 日本 の マ ンガ&ア ニ メ が 異 常 に多 い 。[・6]

「ジャパニメーション」が描 く近未来的世界観 とハイテクなイメージは、クラブ ・ミュー

ジックの 「テクノ」と奇妙な符合を示す。

しか し、実際 には 「AKIRA』 に しろ 『攻殻機動隊一GHOSTINTHESHELL』 に して も、

そのBGMは 「テクノ」的なサウンドではない。 『AKIRA』 のサ ウン ドトラ ックは、芸 能山

城組が手がけたもので、 イン ドネシア ・バ リ島の民族音楽 「ケチャ」のイメージが強いも

のである。 また、『攻殻機動隊一GHOSTINTHESHELL』 の テーマ曲は、 タイの太鼓 と鈴

の音色に刻 まれた寂寞としたリズムに、大和言葉の歌詞 を唄ったブルガリア ン・ボイスの

ユニゾンを重ねた曲で、エキゾチックであ りなが ら無国籍な印象を聴 く者に与える。 した
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がって、「テクノ」的なサウン ドを想起 させるもので もなければ、〈日本〉の音楽的イメー

ジともかけ離れていたのである。

1996年 に リリースされた 日本 人DI/ア ー テ ィス トであるケン ・イシイに よる 『Extra』

[図1]は 、「ジャパニメーション」と 「テクノ」との符号を明確 にする。そのプロモー ショ

ン・ビデオでは、 『AKIRA』 の作画監督であった森本晃司が監督 し、「ジャパニメー ショ

ン」を想起 させる映像 と 「テクノ」という音楽 を融合 し、英 「MTVDANCEVIDEOOFTHE

YEAR」 を受賞す る。 また、1995年 に公開された大友克洋監修による映画 『MEMORIES』 の

テーマ曲はテクノユニッ ト電気グルーヴの石野卓球が手がけ、彼自身が リリース したアル

バム 『DoveLovesDub』(1995)で は、大友克洋が ジャケッ ト・デザインをしている[図2]。

[図1]『lellアTones』KenIshi(『Extra』 珂又録) [図2]『DoveLovesDub』 石 野 卓 球

「ジャパニメーシ ョン」と「テクノ」の結びつ き[*7ユは、 日本の音楽的なイメージとして

「テクノ(ロ ジー)ミ ュージック」が立ち上がる印象を少なからず与えるものだ。海外の反

響 をリフレクティヴに取 り入れなが ら形作 られたイメージはまるで実体のない幻影のよう

なもので、後述の 「テクノ ・オリエ ンタリズム」という文脈にも当てはま りうる。それは、

高度経済成長を背景 にして獲得 した、伝統的な日本イメージと対極をなす近未来とハイテ

クのイメージとしての 〈日本〉である。その前に、まず 「ジャパニメーション」と結びつい

た 「テクノ」の背景 として、「テクノ(ロ ジー)ミ ュージック」の歴史 と展開を概観する必

要がある。
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3.「 テ クノ(ロ ジー)ミ ュ ー ジ ック」

3.1そ の歴 史 と展 開

ここでは、電子音楽から 「テクノ」を包括するような意味で 「テクノ(ロ ジー)ミ ュージッ

ク」[・8]とい う言葉を用いる。あ らためて、その系譜を辿 るならば、古 くは1906年 、 アメリ

カのサディウス ・ケーヒルによって開発された世界初の本格的な電子楽器テルハーモニウ

ムの演奏会が行われ、1920年 代 にはテルミンやオン ド・マル トノ、 トラウ トニウムといっ

た電子楽器が誕生することに端緒を求めることがで きる。「4分33秒」で有名なジ ョン・ケー

ジが、1939年 に発表 した 「架空の風景1番 」が世界で最初の電子音楽作 品と言われてい

るが、楽器テクノロジーの進化 という側面だけが電子音楽の成立契機ではない。1950年 代 、

フランスのピエール ・シェフールによる 「現実音 を録音 し、それを編集/構 成することに

よって作曲される音楽」や、 ドイッのカールハ インツ ・シュ トックハウゼンによる 「電子的

に合成 された発振音 を素材 とし、テープ ・レコーダへの録音や編集などの過程 を経て作曲

する音楽」という広義のミュージック ・コンクレー トの様式が生み出される(川 崎2006)。

それは、録音技術に基づ く編集 という電子音楽の持つ側面を大 きく特徴づけるものであっ

た。そして、60年 代にはシンセサイザーが発明され、電子音楽は飛躍的に発展する。

日本における 「テクノ(ロ ジー)ミ ュージック」の歴史に焦点を絞ろう。 日本では世界的

に見ても、早い時期か ら電子音楽がつ くられてきた。後に東京オリンピック開会式テーマ

を担当 した黛敏郎や現代音楽家 として知 られる武満徹 を中心に1950年 代 には電子音楽が

制作 され始める。また、54年 に設立 されたNHK電 子音楽ス タジオの存在 も大 きかった と

いわれる。60年 代 には、一般大衆 も電子音楽 に触れる機会が多 くなる。63年 、国産テ レ

ビアニメ第1号 「鉄腕ア トム』で大野松雄が、67年 には特撮 テレビ番組 『キャプテ ン ・ウ

ル トラ』で富田勲が音響に電子音 を用いている。「宇宙」や 「未来」をテーマにした映像作

品のBGM、 あ るいは効果音 として電子音楽が用い られ、そのイメージ上のステ レオタイ

プが形成 されていた。そ して、1970年 の大阪万博開催 は、電子音楽=「 テクノ(ロ ジー)

ミュージック」が 「宇宙」や 「未来」というイメージと結びつ き、広 く浸透する大きな契機

となる。その前年のアポロ月面着陸によって持ち帰 られた月の石は、大阪万博の 目玉であ

り、電子音楽を手がけていた日本の作 曲家たちがこぞって参加 し、各パ ビリオンはさなが

奪 イ・一シと蹴(鰄 〉
117



ら電子音楽の見本市の ようだったという。

そ して、同 じころに日本ヘ シンセサイザーが導入 されるのである。そのパイオニアが富

田勲であ り、71年 にモーグ ・シンセサイザー皿一Pを輸入 し、74年 に日本 で初 めての多重

録音によるシンセサイザーのアルバム 『月の光』をリリースする。 「月の光』はアメリカで、

75年1月18日 付 ビルボー ド・アルバ ムチャー トの2位 まで上昇 し、グラミー賞4部 門に日

本人で初めてノミネー トされる栄誉 に輝いた[*9]。その後、72年8月16付 ビルボー ド・ア

ルバムチ ャー トで 『展覧会の絵』が 日本人初の1位 、76年3月20日 付 同チャー トで 『火の

鳥』が5位 、また78年2月28日 付 キャッシュボックスと78年2月19日 付 ビルボー ドで 『惑

星』はダブル1位 を獲得 した。 こうした富田の功績 によって、 シンセサイザー ・ミュー

ジック=「 テクノ(ロ ジー)ミ ュージック」はメイ ド・イン ・ジャパ ンが先行する文化 とし

て世界的に認知されはじめたのである。

3.2「 テ ク ノ ・ポ ッ プ 」の 流 行

同じ70年 代、 ドイツのクラフ トワークやアメリカのDEVO、 そ して 日本のYMOに 代 表

される 「テクノ ・ポップ」が、ポピュラー音楽のフィール ドで世界 的に流行す る。実際に

は、海外において 「テクノ ・ポップ」というジャンル名は広 く知 られているものではない。

ニューウェーブか ら派生 したこの 「テクノ(ロ ジー)ミ ュージック」は、当初海外では 「エ

レク トリック ・ポップ」や 「シンセポ ップ」と呼ばれる一方、 クラフトワー クは 「リピー

ト・ミュージック」あるいは 「ロボッ ト・ポップ」、細野晴臣はYMOの 音 楽を 「メタ ・ポッ

プ」と自称 していた。「テクノ ・ポップ」とい う言葉が国内で普及することになるのは、海

外 における反響をリフレクティヴに受け入れなが ら形成 されてきたプロセスと似ている。

1978年 の アルバム 『イエ ロー ・マジック ・オーケス トラ』でデビュー したYMOは 、 細

野晴臣の新プロジェク トとして高橋幸宏、坂本龍一をメンバーに結成 された。第四のメン

バー と呼ばれた松武秀樹 を介 して コンピュー ターにフレーズを入力 し、曲の構成要素の多

くをコンピューター制御のシーケ ンサーで自動演奏 していた。それは、バ ンドという形態

であ りなが ら演奏 とい う「肉体性」を排除してい く「テクノ ・ポップ」の特徴であった。そ

してYMOは 、81年 に世界に先駆 けて本格的にサ ンプラーを使用 したアルバム 『テクノデ

リック』をリリースする。 シンセサイザーによる 「記号化」とサ ンプラーによる 「標本化」

の融合が 「テクノ(ロ ジー)ミ ュージック」を進化 させていった。
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[図3]『 挽IlowMagicOrchestra』YMO [図4]『SolidStateSurviv・r』YMO

YMOフ ァース ト・アルバムのUS盤 は、扇子を胸元に開いた和服女性の頭部に、髪の代

わ りに電気ケーブルのようなものがウネウネと生えているような、いわば 「電脳ゲイシャ」

がジャケッ トになっている[図3]。 裏 ジャケ ットには、メ ンバー3人 が シンセサイザーの

前に、ケーブルを手 にして無表情に立 ってい る。結成当初か ら海外進出を意図していた

YMOの 対外的なイメー ジのひとつが、「テクノ ・オリエ ンタリズム」の典型、つま り、伝

統的な 〈日本〉のイメージとハイテクなイメージの融合である。そ して、初期YMOが 赤 い

人民服 をユニフォームしていたのは、個性のないアジア人の顔=日 本人を誇張 して演 じて

いたのだろう[図4]。

「テクノ ・ポップ」の ミュージシャンは、多分にアイロニーを含んでのことだが、自ら

を自動人形(オ ー トマ トン〉として演出 し、自動演奏される音楽 として 「テクノ ・ポ ップ」

を表現していた。「もし(ク ラフトワーク)と 共演する可能性があるとすれば、どんなプレ

イヤーか聞かせて ください」という質問に対 し、フロー リア ン ・シュナイダーは 「ロボッ

ト、 コンピューター、シンセサイザー、ア ンドロイ ド。彼 らが私たちのゲス トになるだろ

う」[・10]と言 っている。 また、DEVOは ライブ ・パフォーマ ンスにおいて、 まるで機械の

ように動 き、メンバー全員が同 じ髪型、同 じユニフォームでファッションも非人間的で機

械的であった。数時間にわたるライヴで彼 らは操 り人形のように不 自然 でぎこちな くア

クシ ョンしたのである。YMOも テ レビに出演する際、ロボ ット歩 き=ロ ボ ットの ように

手足 を硬直 させて歩 き、ロボ ットのように振 る舞iっていた。 また、いかにもYMOら しい

企画として、無人のスタジオを訪問して機械のイミュー レーターに話 を聞くというレコー

デ ィング取材まであった。
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機械的で非肉体的な表現の 「テクノ ・ポ ップ」は、西洋に も東洋 にもな りきれない 〈日

本〉にとって受け入れやす く、同時に発信する上でも好都合 な表現形態であったといえる。

しかし、 とりわけ西洋へ発信す る上で持ち出されるのは伝統的な 〈日本〉イメージであっ

たことは、皮肉にもいまだ もって続 けられている。 また、こうした海外発信の仕方は、国

鉄がキャンペー ンとして 「ディスカバー ・ジャパ ン」(70年 ～76年)か ら「エキゾチック ・

ジャパ ン」(84年)を 展開する間の時期 と当てはまることも興味深い。探 し出さなければ見

つか らない く日本〉性は、現実 とは乖離 していて、見出された ものは同時代の日本人にす

ら異国情緒あふれるように映ってしまう。西洋の視点か ら「発見」された 〈日本〉のエキゾ

チシズムを、YMOは 戦 略的に利用 していた といえるだろう。

3.3さ ま ざまなテクノロジー との関連

『コンピューター ・ゲーム"サ ー カスのテーマ"』、『コンピュー ター ・ゲーム"イ ンベー

ダーのテーマ"』 とい う曲が収録 されているYMOの ファース ト・アルバムが リリースされ

た同 じ1978年 、 タイ トーか ら 『スペースインベーダー』が発売 され、世界的に大流行する。

「コンピュータゲーム」(ここでは、ビデオゲームやテレビゲーム、アーケー ドゲームを含

む総称 として用いる)の 歴史を振 り返れば、「テクノ ・ポップ」の歴史と奇妙 に符合 してい

ることがわかる。

1962年 のマサチ ューセ ッツ工科 大学の学生 による 『スペー スウ ォー1』 を契機 とし

て[・11]、コ ンピュータゲームはアメリカを中心に発展 してい く。72年 、マグナボックス社

から世界初の家庭用ゲーム機 「Odyssey」が発売され、同年、社名やロゴマークに日本的趣

味があふれる[・12]アタ リ社か ら発売された 「Pong」は商業的な成功をお さめる。 日本で も、

75年 にエポック社から国産初の家庭用ゲーム機 といわれる 「テレビテニス」が発売 される

など、「Pong」と類似 したテニス ・ゲームは日本 にも広 まってい く。コンピュータゲーム

の領域か らは多少外れるが、「エ レメカ」(エレク トロニ ック ・メカニクスか らの造語)と

呼ばれる前世代的なアーケー ドゲームの分野では、 日本は世界的にも早 くか ら開発 に携

わっていた。た とえば、1965年 にセガ(当 時は外資系企業の子会社)か ら発売 された 『ペ

リスコープ』が世界的なヒットを記録するなど、コンピュー タゲーム黎明期において、す

でに日本は高い技術 レベルをほこっていた。

大 きな転機は、前述 した 『スペースインベーダー』(タイ トー)と 、1980年 に発売 された
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『パ ックマ ン』(ナムコ)と いった 日本産アーケー ドゲームの世界的ヒットである。77年 に

アメ リカで発売された家庭用ゲーム機 「アタリVCS(VideoComputerSystem)」 匚・13]も、 これ

らゲームソフ トの移植を きっかけに爆発的 に普及 してい く。 とりわけ、『パ ックマン』は

キャラクター ビジネスの分野でも成功 し、82年 『Pac-ManFever』(Buc㎞er&Garcia)と い う

歌が米 ビルボー ドで9位 になるほどの人気 を博 した。 その後、83年 に発売 された任 天堂

ファミリーコンピュータが家庭用ゲーム機市場を席捲することは、言うまでもない。

一方
、パ ーソナルコンピュー タをめぐる分野でも同 じような状況が見 られる。アメリ

カでは、アタリのエ ンジニァだったステ ィーブ ・ジ ョブズ らが立ち上げたア ップルコン

ピュータによって、1977年 、AppleHが 発 売される。AppleHは 大成功をお さめ、その後、

81年 にIBMの16ビ ッ トマシン参入 をきっかけに、パソコンはアメリカで普及 してい く。

日本で本格的なパ ソコンが登場するのは、 日立のベー シックマス ターMB-6880(78年)、

シャープのMZ-80K(78年)、NECのPC-8001(79年)と いった8ビ ットマシンが発売 され

る70年 代末である。それは、YMOや コ ンピュー タゲームの登場 とち ょうど時期が重な

る。83年 をピークに8ビ ットマシンは最盛期 を迎え、NECや 富 士通、シャープを中心に国

産パ ソコンが普及 してい く。特徴的なのは、 ビジネス用途ではな くホビー用途 という使わ

れ方が大 きくな りつつあったということである。そして、ホビー用途の最たるものが コン

ピュータゲームであり、人気 アーケー ドゲームの移植はパソコンを普及させる大 きな要因

だった。

1983年 、YMOは 「散開」、翌84年 に細野晴臣がゲーム ・ミュージック 「スーパーゼビゥ

ス』(12イ ンチシングル)や 『ナムコ ・ビデオ ・ゲーム ・ミュージック』(アルバム)を 監修

す る。それらは、単なるコンピュータゲームのBGMが(ア レンジは加え られているもの

の)レ コー ド発売される嚆矢である。「テクノ(ロ ジー)ミ ュージック」としての 「テクノ ・

ポップ」は、 コンピュータゲー ムやパ ーソナルコンピュー タと絡み合いなが ら、同期す

るように歩 んでいったのである。また、79年 にソニーか ら発売されたヘ ッドホン ・ステ

レオ 「ウォークマ ン」は、モバイル性 という特徴 を目玉 に世界的な ヒッ ト商品とな り、こ

こで も日本製のエ レク トロニクスが象徴 的なもの となる。そ して、YMO最 大 のヒッ ト曲

「RYDEEN(雷 電)」(1979)は 、75年 にTV放 映 されたロボ ット・アニメ 『勇者 ライディーン』

か らの影響 を否定できない[*14]。ロボットという近未来のSF的 要素 も、今 まで述べてきた

テクノロジーの登場 と発展、そ して 厂テクノ ・ポ ップ」と相乗効果的 にイメージを醸 し出

していたのである。
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3.4「 テ クノ」における断絶

ともあれ、「テクノ(ロ ジー)ミ ュージック」が 日本の音楽的イメージとして成立する背

景は十分に整っていた。世界に比べても、かなり早い時期から電子音楽の製作 に着手 し、

富田勲に代表 されるような相応の実績 もあった。「テクノ ・ポ ップ」というポピュラー音

楽の流行の一翼 を担 うYMOの 活躍。それ とほぼ同時期に普及したコンピュータゲームや

さまざまなエ レク トロニクス。 これ らが、海外へ与えたインパ クトは経済大国という 〈日

本〉イメージだけでな く、近未来やハイテクの 〈日本〉イメージをも確立させていた。 し

かし、クラブ ・ミュージックの 「テクノ」は、〈日本〉というイメージか ら切 り離されて確

立 される。

実際に、「テクノ」という言葉が音楽ジャンルとして世界的に成立す るのは、80年 代半

ば、デ トロイ トの黒人によって発信 された 「デ トロイ ト・テクノ」による。「テクノ ・レベ

ル(反 逆者)の 増殖は続 き、その影響は、最初 に工業都市 デ トロイ トが経験す るだろう」

とい う、アルビン ・トフラーの 『第三の波』の一節 にインスパイアされたホアン ・ア トキ

ンスが、デリック ・メイやケヴィン ・サ ンダーソンらと共に 「デ トロイ ト ・テクノ」とい

う音楽を生み出 したといわれている(野 田ほか1993:93)。 また、80年 代 にシカゴで発生

し、ヨーロッパへ伝播していったハウス ・ミュージックと差別化を図るため、デ トロイ ト

で生まれた音楽 を 「テクノ」と呼んだ ともいわれる。ソウルやデ ィスコ、フィリー ・サウ

ン ドの延長にあるシカゴ ・ハウスに対 して、デ トロイ トのサ ウン ドはクラフ トワークか ら

の影響が圧倒的に強 く、 リズムはファンクを特徴 としている。何 より、デ トロイ トとい う

工業都市の荒廃や貧困、人種差別、治安悪化 という、過酷な状況下で暮 らすデ トロイ トの

黒人にとって、「テクノ」という言葉の響 きは未来的で ロマ ンティックであ りつつ、同時

にアイデンティティを表象す る音楽 だったのだ。それは、「テクノ ・ポ ップ」という諧謔

的で表層的な戯れに満ちたサウンドから、幻影に近しい文脈 を奪い取るのに十分なほど強

力なものであった。

さらに、「テクノ」という言葉がね じれた形で拡散 してい くのは、90年 代に入ってか ら

である。80年 代後半のアシッド ・ハウスや レイヴ ・カルチャーを触媒に、ハ ウスはヨー

ロッパを席捲 していき、黒人ダンス音楽としてのシカゴ ・ハ ウス と比 して、異形なハウス

が次か ら次へ と生まれた。 イギリスではハー ドコア ・ハウスやアンビエ ント・ハウス、プ

ログレッシヴ ・ハウス、 ドイツではジャーマン ・トランス、オランダではガバ ・ハ ウスな
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ど、 ヨーロッパで多様なハウスが派生 していった。 しか し、ヨーロッパで生まれたこれ ら

のクラブ ・ミュージックを日本では 「テクノ」と呼ぶことが多かった。 また、音楽制作 レ

ベルでも、バ ンドのような複数名のプレイヤーによる 「演奏」か ら成立する音楽ではな く、

「ベ ッドルーム ・テクノ」[・15]と言われるように、DIに 代表される個人の楽曲作成=プ ログ

ラミングによって成立する音楽 とい う点で特徴づけ られた[・16]。

こ うして、「テクノ(ロ ジー)ミ ュー ジック」は、 クラブ ・ミュージックとしての 「テク

ノ」を契機 に、〈日本〉イメージを直接的に表象 し得ない地点に至る。それは、「デ トロイ

ト・テクノ」が持つアイデ ンティティの強力さゆえかもしれない し、クラブ ・ミュージッ

クの持つ普遍性 ゆえか もしれない。クラブ ・ミュージックの本質は、楽曲が有するナショ

ナルで歴史的、かつ人種的な文脈 とは切 り離 して、並列的な素材 として扱うことにあるの

だか ら。 しか し、90年 代に入 り、経済大国とい う土台に成立していた近未来的でハ イテ

クな 〈日本〉イメー ジが揺らいだことに も要因はある。バブル経済は崩壊 し、パーソナル

コンピュー タの分野で もWindowsの 席捲 にさらされ、 コンピュー タゲームにおいても斜

陽の気配を漂わせている。

4.「 テ ク ノ ・オ リエ ン タ リズ ム」の限界

4.1「 テ ク ノ ・オ リ エ ン タ リズ ム 」

エ ドワー ド・サイー ドは 「オリエ ンタリズム とは、オリエン トを支配 し再構成 し威圧す

るための西洋の様式」(Saidl978=1993上:21)と 定義する。18世 紀以降、オクシデント(西

洋)の オリエ ント(東 洋)像 は、 オクシデント優位の政治的 ・経済的な関係が作用 した結

果、著 しくゆがめられた。そのイメージでは、オクシデ ントが 自由にして合理的、平和的

な存在であるとされる一方、オリエン トには、オクシデ ントにとって好 ましくないと思わ

れる属性が割 りふ られてきた。

日本に対 して、 このようなオリエ ンタリズム的イメージが見出せ る典型が第二次大戦時

にあった。 ジョン ・w・ ダワーは 『容赦な き戦争』のなかで、戦時中における敵 国民のイ

メージをつぶさに描き出す。 とりわけ、欧米人にとって 日本人は非人間(inhuman)、 人 問

以下(subhuman)、 劣 等人(lesser-human)で あ り、猿のイメージが定着 していた。そして、
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真珠湾攻撃の背信性や捕虜の虐待、玉砕、神風 というファクターが重なって、憎悪 と恐怖

の対象としての日本人が形作 られていく。そこには、相容れない二項対立としてのオリエ

ンタリズムが色濃 く滲み出している。

50年 代半ばか ら70年 代初頭 にかけて、 日本は高度経済成長 を遂げ、その後1991年 の

バブル崩壊 まで安定成長を続 ける。驚異的な経済成長は世界的にも稀有であ り、経済大

国 としての 〈日本〉イメージが確立される。 デヴィット・モーレイとケヴィン ・ロビンス

は 『Spacesofldentity』(1992)の なかで、このような 〈日本〉イメージの変化 について 厂テク

ノ ・オ リエ ンタリズム」とい う概念 を用いて説明を試みている。す なわち、「テクノ ・オ

リエ ンタリズム」とは、日本が経済大国としての地位に就いた80年 代半ばの歴史的諸条件

のなかであらわれる古いオリエ ンタリズム的言説の変形である。直接的な植民地支配を免

れたアジアの国家として、 日本は長い間、西洋の幻想のなかで賞賛 と畏怖、憧憬 と侮蔑を

同時に受けなが ら、伝統的なイメージに加え、経済大国を背景にした技術革新のイメージ

とハイブリッ ドした 「テクノ ・オリエ ンタリズム」として表象 され得 る。「先端技術は、 日

本的な もの(lapaneseness)と 結 びつけられるようになった」(MorleyandRobbins1995:168)

の である。

もし未来がテクノロジーに満ちたもので、テクノロジーが 厂日本化」しているとす

れば、この三段論法では、未来もまた今や日本的なものになるということが示唆 され

る。ポス トモダンの時代 は環太平洋の時代 となるだろう。 日本は未来であ り、それ

は西欧近代を乗 り越 え、取って代わるように思えるような未 来である。(Morleyand

Robbinsl995:168)

従来 のオリエ ンタリズムを背景に、経済大国としての地位を築 きあげ、ハ イテクと関連

づけられた 〈日本〉イメージは、近未来的な姿 と重ねあわされる。いわば、「テクノ ・オリ

エンタリズム」は、80年 代の 〈日本〉の表象のされ方をうまく説明 しうる概念であった。

4.2無 国 籍性 とい う 〈日本〉イメージ

「テクノ ・オリエンタリズム」の議論を受けて、上野俊哉 は 『紅のメタルスーッ アニメ

という戦場』のなかで次のように述べている。
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それは 「日本人」が 自らを誤認 し、「西欧人」が他者 を誤認する文化装置、インター

フェースであるが、「アジァ(人)」 と「アジア的」風景はこの二つの錯視のなかで もう

ひとつの幻想 として生産されている。押井守が原作 にない香港を 『攻殻機動隊』の舞

台として選択 し、情報ネットの視覚化 を水没 した香港の運河 と街並みに託 し、さらに

そこに 厂日本的」なモノ、身ぶ り、音楽、習慣をちりばめる時、そこには情報資本主

義 による 「表徴の準帝国」が浮き彫 りにされているのである。こうして半西欧、半ア

ジアのキメラ、サイボーグ的な境界侵犯を逆に固定化 し、ナショナルなもの とすると

ころに 「ジャパノイ ド・オー トマ トン」が現われる。(上 野1998:176)

ここで明 らかになることは、西欧人か らも、そ して日本人か らも夢想 されるイメージが

無国籍な特徴を帯びているという事実である。曲解をも含みなが ら差別化 し、「われわれ」

と「他者」を区別す る 「テクノ ・オ リエンタリズム」とい う装置が内面化 された結果 とし

て、 日本人が自認する姿 ともずれるキメラと自動人形(オ ー トマ トン)と いうイメージを

紡 ぎ出 している。 『攻殻機動隊一GHOSTINTHESHELL』 で は、エキゾチックで無国籍な

風景に、「電脳化手術」により自らの脳 を直接、端末 としてネットワーク化 してお り、さ

らに 「義体化手術」によってサイボーグ化 している人間たちが登場する。その続編 として

2004年 に制作 された 『イノセ ンス』では、その舞台である国籍 をあえて 「某国」として伏

せながら、漢字のネオンサインや看板に彩 られた中華的デザインの都市風景にヴィンテー

ジものの西欧車が走行 してい く。特に、「択捉経済管区」のシーンでは、明確に地名 を呈

示 しているものの、「卒塔婆」のような尖塔が立ち並ぶ西欧ゴシック建築に仁王像が飾 ら

れている一方、アジアン ・エスニ ックの坩堝を、ある意味で醜悪なまでにデコラティヴに

表現 したパ レー ドが催 される。

こうしたディス トピア的な近未来イメージは欧米で発祥 したサイバーパ ンクとの親和性

を有す る。ジ ョン ・G・ ラッセルは次のように述べる。

80年 代、サイバーパンクは暗 く、退廃的な 「テクノワール(tech-noir)」 オリエ ンタ

リズムを生 み出 した。それは、40年 代 のハー ドボイル ドなフィルム ・ノワールの 肖

像 と、オリエンタルなエキゾチシズムやデカダ ンス といった不変の ステレオタイプ

とを、 日本 その ものを通 して融合 させた ものであった。 しば しば、 日本 は、ただエ

キゾチ ックで異世界的な雰 囲気だけを搾取 された。サイバ ーパ ンク ・ムーヴメン ト
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は 、 環 太 平 洋 の 世 紀 に お け る ア メ リ カ の 陰 鬱 な 描 写 と と も に、 未 来 的 な 日本 風 の 仮 構

をつ く り出 して い っ た 。 ブ ル ー ス ・ス タ ー リ ン グ の 「ス キ ズ マ ト リ ッ ク ス 』(1985)や

ウ ィ リア ム ・ギ ブ ス ン の 「ス プ ロ ー ル ・シ リー ズ 」[*17]「 記 憶 屋 ジ ョニ ィ 」(1980)、

『ニ ュ ー ロ マ ンサ ー 』(1982)、 『カ ウ ン ト ・ゼ ロ 』(1986)、 『モ ナ リ ザ ・オ ー ヴ ァ ドラ イ

ヴ 』(1988)、 『ヴ ァー チ ャ ル ・ラ イ ト』(1993)、 「あ い ど る 』(1996)で 描 か れ た ヤ

ク ザ 企 業 や ハ イ テ ク忍 者 、 財 閥 支 配 の グ ロ ー バ ル 経 済 か ら、 リ ドリ ー ・ス コ ッ ト監 督

に よ る カ ル ト ・ク ラ シ ッ ク 『ブ レー ドラ ンナ ー 』(1982)の 背 景 を構 成 す る21世 紀LA

の ニ ヒ リ ズ ム 的 な 「テ ク ノ ワ ー ル 」オ リエ ン タ リズ ム ま で 、 日本 的 な 空 想 未 来 世 界 は

及 ん で い る 。(Russell1998:102)

確かに、ラッセルの 「テクノワール ・オ リエンタリズム」は、「テクノ ・オ リエンタリズ

ム」と類似 している。 しかし、注 目すべ きことは、〈日本〉を直接 的に表象するのではな

く、 日本的なエキゾチシズムに彩 られたデ ィス トピア的な近未来イメージが表象 されてい

ることである。その表象 のなかでは、 日本人にとって 「われわれの」という感覚 とも隔絶

した仮構 されたイメージが立ち上がっている。 オリエ ンタルのイメージを内面化するので

はなく、オリエ ンタリズムという装置を内面化 した結果が欧米のサイバーパ ンクと 「ジャ

パニメーション」の接合を生み出 したのではないだろうか。そこにはもはや、絶対的な他

者性 としての架空のイメージしかない。

4.3「 ハ イ ブ リ ッ ド ・オ リエ ン タ リ ズ ム 」

21世 紀 に入って、にわかに顕在化 してきた 「ジャパニーズ ・クール」とい う日本のポッ

プ ・カルチャーに対する海外での好意的な評価は、国内マーケットでキャッチフレーズと

なる一方 で、 コンテンツ産業へ過剰 な期待が集まっている。海外の反響を リフレクテ ィ

ヴに取 り入れなが ら発信するという循環的なプロセスは、何 も目新 しい現象ではな く、四

半世紀前 に 「テクノ(ロ ジー)ミ ュージ ック」が通った流 れにも見出せ るものだ。70年 代

後半か ら80年 代 にかけての 「テクノ ・オリエ ンタリズム」的な 〈日本〉イメージは、 日本

と海外 という二者関係のあいだで、 リフレクシ ョンのプロセスを通 じて醸成 されたもので

あった。だが、90年 代 に入ると、バブル崩壊 とともに経済大国 という土台に成立 してい

た 「テクノ ・オリエンタリズム」的な 〈日本〉イメージが揺 らぎはじめる。つ まり、ハイテ
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ク な近 未 来 イ メー ジ と 〈日本 〉イ メ ー ジ と の 結 び つ きが 弱 ま り は じめ た の で あ る 。

2003年 度 第76回 ア カ デ ミー 賞 に お い て 、 渡 辺 謙 が 『ラ ス トサ ム ラ イ』で 助 演 男 優 賞 に

ノ ミネ ー ト、 山 田 洋 次 監 督 『た そ が れ 清 兵 衛(TheTwilightSamurai)』 が 外 国 語 映 画 賞 に ノ

ミ ネ ー ト され る 。 こ の ニ ュ ー ス は 日本 で も大 き く取 り上 げ られ 、 そ の 後 、 「サ ム ラ イ 」 と

い う イ メ ー ジ 戦 略 が 数 多 く見 受 け られ る よ う に な る。 た と え ば 、 海 外 で も 人 気 の 高 か っ

た テ レ ビア ニ メ 『カ ウボ ー イ ビ バ ッ プ』(1998-1999)の 渡 辺 信 一 郎 監 督 が 、 次 に 手 が け た テ

レ ビ ア ニ メ は ヒ ッ プ ホ ッ プ をBGMに した 時 代 劇 『サ ム ラ イ チ ャ ン プ ル ー 』(2004-2005)で

あ っ た 。 ま た 、 黒 澤 明 監 督 の 映 画 「七 人 の 侍 』(1954)を リ メ イ ク し た テ レ ビ ア ニ メ 『サ ム

ラ イ7』(2004)で は 、BGMに は 和 太 鼓 奏 者 の林 英 哲 が 参 加 し、 メ カ ロ ボ ッ トの サ ム ラ イ が

登 場 す る な どSF的 な 要 素 も 加 え ら れ た 奇 妙 な ハ イ ブ リデ ィ テ ィが 見 られ る 。1999年 か ら

「週 刊 少 年 ジ ャ ン プ 」で 連 載 さ れ て い る 岸 本 斉 史 の 忍 者 マ ンガ 『NARUTO』 は 、2002年 に テ

レ ビ ア ニ メ 化 、2005年 か ら ア メ リ カ の カ ー ト ゥー ンネ ッ トワ ー ク で 放 送 が 開 始 され 、 海

外 で も人 気 を博 して い る 。

音 楽 の 分 野 で も 同 じ よ う な 事 例 が 見 出 せ る。 クエ ン テ ィ ン ・タ ラ ンテ ィー ノ監 督 に よ

る 『キ ル ・ビ ルVbl.1』(2003)の テ ー マ 曲 とな っ た 「BattleWithoutHonororHumanity/新 ・

仁 義 な き戦 い の テ ー マ 」が 収 録 され た 布 袋 寅 泰 の ア ルバ ム は 「ElectricSamurai』(2004)と い

う タ イ トル で 海 外 に も リ リ ー ス さ れ[図5]、 ク ラ ブ ・ミ ュ ー ジ ック の ジ ャ ンル で は 、Iazz-

tronikこ と野 崎 良 太 の 海 外 リ リ ー ス ・ア ル バ ム は そ の タ イ トル も 『Samurai』(2005)で 、 ジ ャ

ケ ッ トも 兜 が デ ザ イ ン さ れ て い る[図6]。 さ ら に 、 パ ン ク バ ン ドNicotine(ニ コ チ ン)の

全 米 リ リー ス され た ア ル バ ム は 『SamuraiShot』(2002)[図7]、 サ ー フ ロ ッ クバ ン ドTheSurf

Coastersの 『SamuraiStruck』(2005)も 同 様 で あ る。

[図5コ 『ElectricSamurai』 布 袋 寅 泰 [図6コ 『Samurai』Iazztronik [図7]『SamuraiShot』Nicotine
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2006年9月30日 、ニューヨーク市セン トラルパー クで、 日米の文化交流 を目的 として

開催された 「ニューヨークー東京 ミュージックフェステ ィバル2006」匚*18]では、プログレッ

シヴなジャズバ ンドPE'Zが 「サムライ ・ジャズ」として紹介 されている。このフェスティ

バ ルでは音楽だけでな くゲームやアニメも紹介 され、アニメ 『アフロサムライ』が先行上

映 された。 岡崎能士原作 のマ ンガ 『アフロサムライ』が、サ ミュエル ・L・ ジャクソンの

声優/プ ロデュース参加の もと、 日本のGONZO製 作 で2006年 末 に全米でアニメ化、 さ

らにハリウッドで実写映画化 され、ナムコによってゲーム化 も予定されているという。 こ

のようなグローバルなコンテンツ展開に 「サムライ」というイメージが用いられることに、

「テクノ ・オリエ ンタリズム」の限界が垣間見える。

すなわち、オリエ ンタリズムという装置を内面化 した上で、いかなる素材 と組み合わ

せ るか という問題で しかなかったのか もしれない。80年 代 にはテクノロジーだけだった

ものに、21世 紀に入って、アニメが加わ り、「サムライ」というイメージが有効になった。

それ らは、海外に対する発信において、 日本人が利用で きる素材 に過 ぎない。そ うした素

材 を組み合わせて出来たイメージが、自らのアイデンティティと乖離するのは、ある意味

で当然である。そのイメージは、 リフレクティヴな相互作用によって生み出された奇形の

「ハイブリッド・オリエ ンタリズム」なのだか ら。

匚おお たけん じ ・大阪大学 大学 院人 間科学研究科 サイバー メディア室]
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3

4
ム
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この合弁はソニー ・コーポ レーション ・オブ ・アメリカとBMGの 問の ものであ り、 日本 のソニー・ミュージ ッ

クエ ンターテインメン ト・ジャパ ンは新会社(本 社はニュー ヨーク)に は含 まれない。 また、2006年7月13日

欧州司法裁判所の第一審裁は、市場独 占の リスクを指摘 し、欧州委員会の統合承認 を無効 とする判決を下 した。

1961年 、作 詞永六輔 ・作 曲中村八大に よる坂本九の 「上を向いて歩 こう」は63年 、「SUKIYAKI」 とタイ トルを

変 えて全米で発売 される。 ビルボー ド誌で3週 連続1位 、キャッシュ ・ボ ックス誌 で4週 連続1位(い ずれ もシ

ングル ・チャー ト)を 記録する。同年 ミリオン ・セラー とな り、全米 レコー ド協会か らゴールデ ン ・ディスク

を贈 られたこの曲は、その後 も世界各 国で カヴ ァーされ る名曲となっている。

近年著 しいア ジァ市場への1-POPの 進出は、 日本の音楽的 イメージの可能性 として無視で きないものがあるが、

ここではアメリカや ヨーロッパを中心 とした西洋 と日本の関係 に焦点を絞って話 を進めたい。

2003,「 オタクビジネス、世界へ発信」『ニューズウィーク 日本版』6・18:46-49。

「ジャパニメー ション(lapanimation)」 という用語は、基本 的には日本のアニメー ション作 品を指す言葉である

が、海外では蔑称 的に用い られ ることもある。現在 では、海外で 「ジャパニメーシ ョン」とい う用語 を使われ

ることは稀であ り、む しろ、「アニメ(anime)」 と呼ぶことが多い という。 ここでは、海外で人気 を†専し、評価

された作 品として、 日本国内で戦略的に使われたキャ ッチ フレーズ という意味 としてとらえる。講談社がアニ
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メ化 にあたって出資 した 『AKIRA』 や 『攻殻機動隊』は、まさに戦略的に 「ジャパニメーシ ョン」と呼ばれた。

雑誌ele-kingvoLO2(1995june/july)p.42よ り(文:佐 藤大)。

メデ ィア ミックスが展開されているテ レビアニメ 『交響詩篇エ ウレカセブン』(2005-2006)で は、SFロ ボ ッ トと

いう世界観 と 「テクノ」という、BGM、 作 品中の名称や用語 に 「テクノ」(クラブ)シ ー ンや コンピューター用

語 に関連する ものが登場するなど、「ジャパニメーシ ョン」とテクノロジー とを意図的に結びつけている。

久保 田晃弘監修 の 『ポス ト ・テクノ(ロ ジー)・ ミュージック』とい う書名か らイ ンスパ イア されてい る。「テ

クノロジー」本来の意味 を顧みれば、楽器そのものや、音 を増幅 し録音 ・編 集する技術す ら音楽 に欠かせ ない

テクノロジーではある。 しか し、 ここで注 目すべ きは、近 未来的 イメー ジと結びついたテクノロジーであ り、

それ を用いた音楽である。

その後、 グラミー賞 を獲得 した日本人 アーテ ィス トの代 表には坂本龍一や喜多郎がいる。グラミー賞 もまた、

海外の反響 として日本に取 り入れなが らリフレクティヴな作用 を果たした可能性 は大 きい。

『銀星倶楽部11テ クノ ・ポ ップ』、1989、 ペ ヨ トル工房

1958年 、米 ウ ィ リアム ・ヒギンボーサム に よって、 アナ ログ演算 機 とオ シロスコー プを用 いた 「Tennisfbr

Two」 が開発されたが、現存資料 のなかでは最初の コンピュータゲーム といわれる。

社名は囲碁用語 に由来、ロゴマークは 「A」 と富士 山を図案化 した もの。

後継機 「ア タリ5200」 の発売によって、「アタリ2600」 と改名 される。

雑誌 「ア ドリブ」(1979/9/12号)で 、細 野晴臣 は 「RYDEEN」 について 「全 体の雰 囲気 は東映 の時代劇 にあ る

「街道 もの」や黒沢明の馬が出て くる戦闘シー ンがぴった りです。 そん なニ ュアンスをTVア ニメの勇者 ライ

ディー ンのイメージに置きか えるとグ ッと現代的にな り、 日本版スター ・ウォーズです」と述べ ている。

「ベ ッドルーム ・テクノ」とは音楽製作上、スタジオ(ラ イブも含めて〉ではな く自分の部屋か ら発信 された音

楽 と言える ものであると同時に、 リスナーの立場において も、 クラブで踊ること(同 時 にライブを観 に行 くこ

とも)を 目的とせず に自宅の 「ベ ッ ドルーム」で聴 くことを主な目的 とする音楽 と言える。

日本のローラン ドが発売 したリズムマシンTR-808はYMOも 使用 し、その後継機TR-909は 「デ トロイ ト・テクノ」

で も用い られ、大 きな影響 を与えた。サ ウン ド的な側面では、「テ クノ ・ポップ」か らの連続性 も見出せ る。

「スプロール ・シリーズ」は、日本で は 「電脳」三部作 と呼ばれ、『ニューロマ ンサー』、 『カウン トゼ ロ』、『モ

ナリザ ・オーヴァ ドライヴ』を指す。

他に も、 日本のブレイクビーツユニッ ト、HIFANAも 参加 している。彼 らは、サンプラーのパ ッドを リアルタ

イムに叩いて ビー トを刻み、ター ンテーブルによるスクラッチやパー カッシ ョンを乗せて、「演奏」す る。 ま

た、そのヴィジュアル ・イメージはエキゾチ ックな沖縄 のイメー ジや、ニンジャ、サムライ、ゲイシャまで混

交的である。
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「ご主人様」のいない場所

男装コスプレ喫茶をめぐるジェンダー論的考察

東 園子

1.は じめ に

2005年 、 アニメやマ ンガ、ゲーム等を愛好す るオタク[*1ユ男性の恋愛を描いた 「電車男』

が書籍、映画、テレビドラマにおいてヒッ トし、東京 ・秋葉原に集 う男性オタクがメディ

アで頻繁に取 り上げ られるようになった。その際、現代のオタク文化のシンボリックな存

在 として注 目を集めたのが、メイ ドの格好をしたウェイ トレスが給仕 を行 う 「メイ ド喫茶」

と呼ばれる喫茶店である。 このメイ ド喫茶に代表 される、何 らかのキャラクターに扮装す

るコスプレ[・2]をした従業員によるサービスを売 り物 とした店(以 下、コスプレ飲食店)は 、

男性 オタクに向けて次々に作 られて きたが、最近では女性のオタクを対象に した店 も登場

している。その一つが、「男装喫茶」な どと呼ばれる、男装 した女性が給仕を行う喫茶店

である。

本稿では、コスプレ飲食店をポピュラーカルチ ャーの新たな消費形態 として捉 え、それ

を女性向けに適合させた一事例 として、男装喫茶を取 り上げる。男装喫茶は、男性オタク

を対象にするメイ ド喫茶の女性オタク向け版 とい う性格 を有 している。だが、そこにはメ

イ ド喫茶の単純な裏返 しではないね じれも見 られ、ジェンダーの非対称性 を示すような興

味深 い存在 となっているのである。本稿 では、そ もそもコスプレ飲食店が どのような背

景の下に登場 し、どのような楽 しみを提供できるものなのか、そ して、男性オタク向けと

して始 まった コスプ レ飲食店が女性 向けに どう展 開されているかを考察することで、男

性向けコスプレ飲食店 とは違った男装喫茶の性質 を浮かび上が らせ ることを目的とす る。

まず、2節 では、 コスプレ飲食店が成立 した背景 として、電気街の変化に伴 う"オ タクの

街"の 形成 について記述す る。次 に、3節 では、 コスプ レ飲食店を代表す るメイド喫茶の

分析 を通 して、コスプレ飲食店の二つの特質を抽出する。続 く4節 では、女性向けコスプ
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レ飲食店をめ ぐる状況 について概観する。そ して、5節 において、3節 で取 り出したコス

プレ飲食店の特質を男装喫茶について考察 し、男装喫茶 は男性中心的な社会に置かれる女

性にとってどのような意味 を持つものになるのか を明 らかにしたい。

2.コ スプレ飲食店成立の背景 一 オタクの街の成立

コスプレ飲食店の代名詞的存在 であるメイド喫茶が最初にできたのは、2001年3月 、秋

葉原 においてである(「CureMaidCa剣)。 その数年前から、 オタク向けのイベ ントの中で

コスプレを したウェイ トレスが接客する喫茶が登場 して好評を博 してお り[*3]、常時運営

される店 も出てきた。 また、当時、メイ ドを題材に した男性向けのゲームやマンガの影響

により、 オタクの間でメイ ドの人気が高まっていた[・4]。その ような背景を元に、メイ ド

の格好をしたウェイ トレスによる給仕 を売 り物にした喫茶店が開店 されたのである。その

後、メイ ド喫茶は東京、大阪、名古屋 といった大都市圏のみならず地方都市でも数多 く営

業されるようにな り、オタク文化の一つとして海外 にまで輸出され、台湾や韓国などでメ

イ ド喫茶が作 られている。現在では業態も多様化 し、メイドが給仕 を行 う居酒屋、バー と

いった喫茶店以外の飲食店、さらにはメイ ドによる足裏マ ッサージ店や美容室 まで存在 し

ている。また、巫女装束や袴姿など、メイ ド以外のコスプレをした従業員が接客する店 も

ある。

このようなコスプレ飲食店は、都市の中でもある特定の地域 に集中する傾向がある。東

京では男性向けの店は秋葉原、女性向けは池袋、大阪では共に日本橋 に多い。 これらはい

ずれもオタク向けの店が多 く集 まっている地区である。 このような"オ タクの街"の 形成

には、電気街の変化が関わっている。 日本一の電気街である秋葉原がオタクの街へ と変貌

する過程 を追った森川嘉一郎(2003)に よれば、秋葉原の電器店は、80年 代末頃か ら主力

商品を家電か らパソコンに移していった。当時のパソコンを買い求める客の中心は、パソ

コンマニアの若い男性である。彼 らはアニメやマ ンガ、ゲームを好むオタクでもあること

が多かったため、衰退 していく電器店 と入れ替わって、彼 らの趣味に応える 「渋谷や吉祥

寺 といったよりメジャーな街にすでに存在 していた専門店が、九七年か らの数年間で急激

に秋葉原に進出し、 オタク趣味の中心地、オタクの"趣 都"と も言うべ き一大 中心地 を突

如形成」(森川2003:48)す る ことになったのである。
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だが、森川が言 う「オタク趣味」とは、基本的に男性のオタクのものである。オタクの

中で も女性 と男性では好 まれる作品や商品の傾向が異 なるが、アニメグッズやマ ンガ同人

誌[・5ユを扱 う専 門店は男女共に顧客対象 としているところも多い。だが、パ ソコンマニア

は圧倒的に男性が多 く、彼 らが集う秋葉原 に進出したオタク向けの店では、必然的に男性

が メインターゲ ットとなる。 オタクの街 として知 られ る秋葉原は、"男 性 オタクの街"な

のである。そ して、秋葉原 を補完するように、東京の中で池袋が"女 性オ タクの街"と し

て浮上 して くる。池袋には元々オタク向けの専門店が存在 してお り、また、 しば しば女性

向けの同人誌即売会が開かれていたため、女性のオタクを集めやすい状況にあった。そ

のため、2000年 頃か ら池袋の既存店が女性向けの品揃えを充実 させるようにな り、 また、

女性のオタクのみを対象 とした店も増 え始める。それらの店が密集する東池袋のサ ンシャ

インシティ前 の通 りは、「乙女 ロー ド」[・6]など と呼ばれるようになった。こうして、秋葉

原 より規模は小 さいが、池袋が女性オタクの集 まる街 として定着 していったのである。

森川が記述 した秋葉原電気街の変化は、大阪 ・日本橋の電気街にも概ねあてはまる。 日

本橋 も家電中心の街だったが、2001年 に ターミナル駅 に大型電器店が進出 した影響 もあ

り、家電を扱 う店は徐々に衰退 していった[・7]。その代 わ りに増加 したのが、秋葉原同様

男性オタク向けの店である。だが、 ここか ら日本橋は秋葉原 とやや違った展 開を見せる。

2002年 、男性 向けのみならず女性向けも含めたマ ンガや同人誌 を扱 う大型中古書店の 「K-

BOOKS」 や 「まんだ らけ」が相次いで 日本橋 に店 を出 し、この地区に女性オタクをも引 き

つけることになる。現在、女性向け同人誌 を専門的に扱 う店が 日本橋 にい くつか存在する

ように、 日本橋は秋葉原 と異なり、男性オタクも女性オタクも含めたオタクの街 となって

いる。

オタクが好む商品を扱 う店が特定の街に集積することは、そこに大勢のオタクを集める

ばか りではなく、その街での滞在時間を長 くすることにもなる。だか らこそ、オタクを対

象にした飲食店の成立が可能になったと考えられる。そして、一度そのような飲食店に行

く行為 自体が一つの楽しみとして確立すれば、それ以外の場所で も経営が可能になる。コ

スプレ飲食店が現在のように盛況を迎える下地 として、オタクたちが集 う街が形成される

ことが不可欠だったと言えよう。
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3.コ スプレ飲食店の特質 一 メイ ド喫茶を事例 として

ここでは、コスプレ飲食店を代表する形式であり、店舗数が最 も多いメイ ド喫茶を事例

に、ポピュラーカルチャーの消費形態 としてコスプレ飲食店が持つ特質を考察 していきた

い[*8]。

3.1.フ ァ ンタジーの喚起 と体験 の提供

メイ ド喫茶の最大の特徴 は、単にウェイ トレスがメイ ドの格好をしているだけでな く、

それがコスプレとして行われている点である。一般の喫茶店の中にもメイ ド風の制服 を採

用 している店はあるが、それ らとメイ ド喫茶 を区別するのは、ウェイ トレスが大なり小な

り「メイ ド」という役柄を演 じているか否かであろう(も っとも、その線引 きは明確 にで

きるものではないが)。 メイ ド喫茶 におけるメイ ドの服装 をしたウェイ トレスは、あ くま

でも 「メイ ドさん」なのである。そして、大抵のメイ ド喫茶は、「メイ ド」のいる 「お屋敷」

という設定 を店 に設けている。 メイ ド喫茶では客が入店 した際、「いらっしゃいませ」の

代わ りに 「お帰 りなさいませ」と言 って迎えることがよ く知られているが、 これは 「メイ

ドのい る屋敷に帰る」というコンセプ トが元 になっている。そのため、店を出る(=「 屋

敷から出かける」)際 には、「行ってらっしゃいませ」と声 をかけ られることになる。 この

メイ ド喫茶に来る客は 「お屋敷」の住人 として扱われ、多 くの店で男性客は 「ご主人様」、

女性客は 「お嬢様」と呼ばれる。

このような特定のコンセプ ト、世界観に基づいた店作 りという点で、メイ ド喫茶はテー

マパークと共通する部分がある。 しかしながら、テーマパークのレス トランでは従業員の

服装や接客のみな らず、内装やメニュー内容 など店全体でコンセプ トが表現される。それ

に対 し、メイ ド喫茶の場合、「お屋敷」という設定が店の隅々にまで貫徹 されているか と

いうと、そうとも言えない。メイ ド喫茶 は内装にあまり気を配っていない店が多 く、学園

祭の喫茶店のような趣があるところもある。また、その内装が 「お屋敷」とい う言葉か ら

イメージされるヨーロ ッパのアンティーク調 とは程遠いことも多い[・9]。メ イ ド喫茶では、

「お屋敷」という設定の演出をメイ ド姿のウェイ トレスが担 う比重が高い。メイ ド喫茶の

「メイ ド」は、このような意味で も店の中心なのである。
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そのウェイ トレスには、「メイ ド」としてある一定のイメージに沿ったふるまいが要求

される。メイド喫茶で はウェイ トレスの接客態度 に演技 じみた丁寧 さを感 じることも多

く、また、客の横 でひざまずいて注文を取る店 もある[・lo]。彼 女達には 「ご主人様」に忠

実に仕え敬 うというメイ ドのイメージを体現することが求め られていると言えよう。現代

のオタク文化において、本来は職業名に過 ぎないメイドが一つのキャラクターになってい

ると言えるのは、このように一定の人格が想定されるからである。メイ ド喫茶は、主要な

顧客である男性オタクが持っているであろ うメイ ド幻想が演 じられる場なのである。

また、メイ ド喫茶では、メイド姿のウェイ トレスに親 しみを抱かせ るような演出が見 ら

れる。メイ ド喫茶のウェイ トレ・スは源氏名を持 ってお り、 しばしばそれを書いた名札をつ

けている[*11ユ。 また、会計などの際にウェイ トレスの側か ら客に話 しかけた り、店によっ

てはオムライスにケチ ャップで希望の文字やイラス トを描いて くれ るな ど[*12]、ウ ェイ

トレス と会話ができる機会が作 られている。店のW6bサ イ トにウェイ トレス達のプログ

があったり、客がノー トにメッセージを書 き込むとウェイ トレスが返事 を書 く「コミュニ

ケーシ ョンノー ト」が店内に用意 されているところもある[・13]。これらの演出は、客と 「メ

イ ド」の問の親密感を醸成するものとなろう。

メイ ド喫茶はコーヒー一杯 を4～500円 程 度で提供す る店が多 く、一般的な喫茶店 と比

べて特別値段が高いわけではないが、飲食物 の質が低い店 も多い。メイド喫茶の売 りと

なるのは、やはりメイ ド幻想を体現 した 「メイ ド」によるサー ビスや彼女達 との コミュニ

ケーションだ と言える。このメイ ド喫茶に通 う男性オ タクの欲望は、必ず しも性的なもの

とは限 らないだろう。1990年 代 前半には女性従業員が客の指定す るコスプレをする性風

俗店が登場 してお り(鶴 岡1998:60)、 メ イ ドに対する性的欲望を直接的に満たす ことので

きる場は以前から存在 している。堀 田純司は、多 くの男性 オタクに愛好されメイ ドのキャ

ラクターもよく登場す る、 アニメ的な美少女 との恋愛 ・セ ックスをゲームの主題 とした

「ギャルゲ」(「ギャルゲーム」の略)に ついて、「トラッドな性の渇望に応える一方で」、「男

子に素敵 なファンタジーを届ける分野 も大 きなプレゼ ンスを示す ようになっ」ていること

を指摘する(堀 田2005:190)。 メイ ド喫茶は、 このメイ ドに対する 「ファンタジー」に応え

る空間として主に機能 しているのではないだろうか。だからこそ、現在店によっては女性

客が4割 を占めるように、メイ ド喫茶を愛好す る 「お嬢様」も存在 しているのだと考えら

れる。

メイ ドに何 らかのファンタジーを持つ人にとって、メイ ド姿のウェイ トレスはそのファ
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ンタジーを喚起する存在 となる。メイ ド喫茶に行 くことで、客の中に 「お屋敷」と結びつ

いた存在としてのメイ ドに対するファンタジーが呼び起こされれば、たとえ内装が現代的

で安っぽい ものであっても、「メイ ド」が 「お帰 りなさいませ」と言って迎える店内は、「お

屋敷」以外の場所 ではあ .りえないことになる。 メイ ド喫茶 は、客が既にメイ ドについて

ファンタジーを抱いていることを前提に作 られているのである。

近年、オタク文化を表すキーワー ドとして、「メガネ」や 「幼な じみ」といった、ある一

定の性質 を持った対象への愛着を示す 「萌え」という言葉が よく取 り上げられる[・14]。メ

イ ド喫茶 は、メイ ドを愛好する 「メイ ド萌え」の男性オ タクが抱 く「萌え」の世界を再現

し、体験 させ る空間となっている。 これは、アニメビデオやフィギュアなどのモノを扱 う

従来のオタク向けの店 とは一線を画 している。 しか も、メイ ド喫茶で体験で きる 「萌え」

ファンタジーの内容は、メイ ド喫茶 自体が提供するものではない。メイ ドに対するファン

タジーの内実は、マンガやアニメ、ゲームなどのオタク向けメディアにおける様々な作品

を通 して培われるものである。メイ ド喫茶はウェイ トレスの言動が一般的な喫茶店 と多少

異なっているが、基本的には飲食物が出されるだけで、それほど特殊な出来事が用意 され

ているわけではない。オタクを自認 しない人の中には、メイ ド喫茶 に 「意外 と普通の喫茶

店だった」とい う感想 を持つ人 もいる。メイ ド喫茶を他 とは違 う特別な場所 として楽 しめ

るか どうかは、客がオ タク文化の中で作 られている 「萌 え」ファンタジー を共有している

かどうかにかかっている。そのことは、従業員があるキャラクターに扮することでその物

語世界を背負 うことになる、 コスプレ飲食店全般にあてはまるものである。 コスプレ飲食

店 とは、オタク文化 を享受することによって形成されるファンタジーを喚起 し、体験 させ

る空間なのだと言えよう。

3.2。 恒 常化 したオ タク仲 間の集 まり

メイ ド喫茶な どの コスプレ飲食店で働 く女性 は、「コスプレイヤー」と呼ばれる、普段

からコスプレを趣味として行っている入が多いと言われている。つまり、オタクを対象に

したコスプ レ飲食店においては、多 くの場合、その従業員 もまたオタクなのである。メイ

ド喫茶 に置いてある 「コミュニケーシ ョンノー ト」を見て も、ウェイ トレスのプロフィー

ル欄 に自分の好 きなマ ンガやアニメが書いてあったりする[・15]。堀 田は、 メイ ド喫茶 に集

う客 もウェイ トレス も、皆オタクとして 「あるジャンルについての話題 を共有す る仲間」
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であ り、厂ある意味みな内輪の存在」だ という、メイ ド喫茶で働 く女性 のコメントを紹介

している(堀 田2005:36)。 メイ ド喫茶 は、店に勤めるウェイ トレス も含めて、「オタク仲

間」が集っている空間だと見なすことができる場所なのである。メイド喫茶が注 目を浴び

る現代で も、オタク趣味に対する偏見は根強い。メイ ド喫茶が隆盛 した理由の一つは、オ

タクばか りが集 まる中で心お きなく趣味の話がで きる場所 として重宝 されたことがあるだ

ろう。周 りの客 もそこで働 くウェイ トレスも皆 自分 と同 じオタク仲間であると思えること

は、メイ ド喫茶をオタクにとって居心地のいい空間にしている。 もっとも、現在ではメイ

ド喫茶が観光地化 してオタク以外の客 も多いようだが、オタク向けの店であることに変わ

りがない。

コスプ レ飲食店はいずれ も、オタクに人気のあるキャラクターのコスプレをした従業員

を最大の売 り物 とするため、店に来るのはそのキャラクターに対するファンタジーを持っ

たオタクばか りということにな りやすい。堀田は、メイ ド喫茶は、コスプレイベ ントにお

ける、 コスプレの写真を撮 りに くるカメラマンと被写体 となるコスプレイヤーの聞で形成

される 「『観る者と観られる者』の関係 を商業化 し、よ りカジュアルに実現で きるようにし

た業態」(堀田2005:33-4)だ と分析 している。だが、コスプレ飲食店が実現するのは、 コ

スプレイヤーとカメラマンの関係性に限らないだろう。コスプレイベ ントや同人誌即売会

などのオタク向けイベ ントは、オタクが集 まって大っぴらに趣味の話 をす ることがで き、

自分の好 きなものを共有 している 「仲 間」がいると感 じられる場で もある。コスプレ飲食

店はそのような意味においても、オタク向けイベ ントが恒常化された場所だと言える。毎

日で も行 くことがで きるコスプレ飲食店では、オタクの集 う空間が日常的なものになって

いる。その一方で、コスプ レ飲食店はウェイ トレスが普段 と違うコスプレをするなどの特

別イベン トを頻繁 に開催 してお り、「ハレ」の場 としての機能 も保 っている。 コスプレ飲

食店 とは、常態化 したオタク向けイベ ントだ とも言えるのではないだろうか。

これまで見て きたように、 コスプレ飲食店は、コスプレを した従業員 を通 して客の中に

ある 「萌え」ファンタジーを呼び起 こす場である。そこでは、客がオタク文化の中で形成

されているファンタジーを既に抱いていることが前提になっている。また、 コスプレ飲食

店は、恒常的なオタク向けイベン トという一面 も持っている。このような、客がオタクで

あることを要件としたコスプレ飲食店の隆盛 は、現代社会におけるオタク文化の広が りと

成熟を示 していると言えよう。
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4.女 性 オタク向けコスプレ飲食店の登場

オタクというと一般的には男性 のイメージが根強いが、実はアニメやマンガなどを愛好

する層のかなりの割合を女性が占めている。オタク文化の象徴的存在 となっている日本最

大の同人誌即売会 「コミックマーケ ット」が行 った調査によれば、2004年 の夏に開催 され

た 「コミックマーケッ ト66」(総参加者数:51万 人)で 、同人誌 を出品するサークルの代表

者の7L2%、 同 人誌を買いに来た一般参加者の56.9%が 女 性だったという(コ ミックマー

ケ ット準備会編2005:290)匚 ・16]。もちろん、この数字が オタク全体の男女比を反映 してい

るとは限らないが、オタクの中で女性の数が相当多いことは間違いない。

メイ ド喫茶を始め とするコスプレ飲食店は、男性オタクを主要な顧客対象としてきた。

だが、コスプレ飲食店が男性オタクに受け入れ られ、オタク文化の中に定着 し、また、メ

ディアを巻き込んだブームにより店の数が急増 して飽和状態になる中で、オ タクの約半数

を占める女性オタクに目が向けられて くる。大阪に初めてできた女性オタク向けコスプ レ

飲食店(「ca驚BL」(2006年3月 開店))が 、「喫茶萌え萌え」という男性向けコスプレ飲食店

が閉店 された跡に開店されたのは象徴的である。 メイ ド喫茶 にはWεbサ イ トなどで女性

も入 りやすい店 をうたうところもあ り、営業時間の一部 を女性専用のメイ ド喫茶にした店

も登場 した[・1ア]。さ らに2006年 前 後から、女性オタクをターゲ ッ トとした、男性キャラ

クターのコスプレをした従業員を用いた飲食店が開店 し始め、現在増加傾向にある。

この女性オタク向けのコスプ レ飲食店 には、二つの系統がある。一つは、男性が給仕を

行う店である。 この系列の嚆矢 となるのが、2006年3月 に池袋に開店 した 「執事喫茶Swal-

lowtail」で ある。 これは、男性が執事のコスプレをして給仕 を行 う喫茶店で、オタクを自

認するコンサルタント会社勤務のOLに よって企画 され、女性 向け中古同人誌の販売に力

を入れているケイ ・ブックスが運営 している。「お屋敷」というコンセプ トの元、メイ ド

と同じく「お屋敷」の使用人である 「執事」がサー ビスするこの店は、まさにメイ ド喫茶を

女性向けに作 り直した形式だと言えるだろう。この執事 とい う設定は、後に続 く女性を対

象に男性がサービス を行 うコスプレ飲食店の多 くで採用 されている[・18]。そ こで、以下で

は、男性給仕による女性オ タク向けの飲食店の総称 として 「執事喫茶」を用いたい匚・19]。

そ して、 もう一つの系統が、男装 した女性が給仕を行 うコスプシ飲食店である。乙女喫

茶やギ ャルソンカフェな どと呼ばれることもあるが、本稿では、「男装喫茶」を総称 とし
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て用 いる。男装喫茶の一号店 は、2005年12月 に東京 ・池袋に開店 した 「B:Lily-Rose」であ

る[*20]。またその少し前 に、同 じく池袋にあるメイ ド喫茶 「ワンダーパーラーカフェ」が、

ウェイ トレスが男装 して給仕するイベ ントを行っている[・21]。その後、2006年10月 まで

に池袋、吉祥寺、日本橋、札幌、岐阜、名古屋 に店ができており、一年足 らずの間に急激

に増加 してきている。なお、男装喫茶登場以前に も、男性の格好をした女性が客の相手

をす る 「オナベバー」と呼ばれる店が存在 していたが、男装喫茶は、オタクである女性 を

顧客対象 に、男装 をコスプレとして行う、つ まり男性ではなく「男性 のキャラクター」を

装っているのが、「オナベバー」と異なる点である。

現在、女性オタクのボリュームゾー ンを形成するのは、「やおい」や 「ボーイズラブ」と

呼ばれるジャンルの愛好者である[・22]。これは、女性 を対象 に男同士の恋愛 を描 くもので、

マンガ ・小説 ・ゲーム等がある(以 下、本稿では、 このジャンルの総称 としては 「やおい」

を用いる)。 商業出版 されるオリジナル作品のみならず、アニメ等 に登場する男性キャラ

クター2人 の問に恋愛関係 を設定 した物語 を描 く「パ ロディ」、「二次創作」と呼ばれる形

の作品も盛んに作 られている。女性オタクの全てがこの 「やおい」愛好者 とは限 らないが

大多数を占めており、先述 した 「乙女ロー ド」で扱われる女性オタク向け商品の多 くが 「や

おい」に関するものである。男性給仕による執事喫茶も男装喫茶 も、顧客対象 としている

のは正確 にはこの 「やおい」愛好者 なのである。 したがって、女性オタク向けのコスプレ

飲食店で従業員が扮 しているのは、「やおい」に出てくる男性 キャラクターであると言 え

よう。

アニメ等 を 「やおい」的 に愛好す る女性 オタクの中には、 自分の好 きな男性キ ャラク

ターの コスプレを行 う人がいる。そ して、「絡み」と呼ばれる、自分たちがカップル関係

を設定している男性キャラクター二人のコスプレをした人同士で抱 き合 った写真を撮るな

どして楽 しんでいる。厂やおい」の文脈で行われるコスプレでは男性キャラクターに扮す

るのは男装 した女性であるため、「やおい」の中の男性 キャラクターを表現する手段 とし

て、男装喫茶で も女性の男装が採用 されたのだと考えられる。男装喫茶 は、メイ ド喫茶 と

「やおい」文化 の結節点にあるものだと言えよう。

この男装喫茶は、男性給仕による執事喫茶以上に、男性向けコスプレ飲食店とは異なる

性質を有 している。そ こで、以下では女性向けコスプレ飲食店の中でも、男装喫茶 に注 目

して考察を行ってい きたい。
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5。男装喫茶の持つ性格

3節 において、コスプレ飲食店の持つ、客に抱かれているファンタジーの喚起 と、オタ

ク仲間だけの空間という、二つの特質を指摘 した。 ここでは、女性オタク向けのコスプレ

飲食店である男装喫茶 において、その二点が どうなっているのかを見てみたい。その前

に、実際の男装喫茶がどのような場所 であるか、簡単に紹介 しておこう[・23]。筆者が観察

した二つの店の場合、いずれも店内にはカウンター席 とテーブル席が用意 され、席数は合

計20～30席 ほ どである。男装 した女性スタッフ(以 下、ギャルソン[*24])が3～4名 お り、

その他の従業員の姿は見 られなかった。客は10代 後半～20代 の若い女性がほとんどだっ

たが、「VelvetRoses」の ギャルソンの話によると、中学生か ら50代 ぐらいまでの幅広い年

代の女性が訪れ、中には親子で来店する客 もいるという[*25]。メ ニューはソフトドリンク、

カクテル、デザー ト、軽食 などが用意されてお り、コーヒー1杯 が4～500円 程 度である。

筆者が見た限 りでは大体3～4組 の客がお り、満席に近いようなときもあった。以下では、

メイ ド喫茶 との比較 も交えながら、この男装喫茶の特徴を分析 していきたい。

5.1.「 や お い 」 フ ァ ン タ ジ ー の 喚 起

メイ ド喫茶においてメイ ド姿のウェイ トレスは、客のオタク男性にとって異性愛的な対

幻想 の相手になっていると考えられる。そのような側面は、男装喫茶におけるギャルソン

にも存在 している。「cafるBL」で は、ギャルソンが入店 した女性客 の手を取って席に案内

する接客 を行っていた[・26]。また、「VblvetRoses」では好きなギャルソンの写真が撮れるポ

ラロイ ド撮影サービスを行っているが、ギャルソンと二人で写真 を撮ることを希望する客

が列をなすこともあるという。ギャルソンは、女性客 にとっての異性愛的な対幻想の相手

に見立てられていると言えよう。.

そ の一方で、男装喫茶 は男同士の恋愛にファンタジーを抱 く「やおい」愛好者を対象 に

作 られている。そのため、ギャルソンは客の持つ 「やおい」ファンタジーを具現化する存

在 ともなる。「ca艶BL」で は、2006年9月 にギャルソンニ人が恋愛関係 を演 じた 「絡み」の

写真のラミネー トカー ドが発売 されてお り、その中にはベ ッドの上でギャルソンが抱 き

合 うなどかな り性 的な含意の強い写真 もある。このカー ドに使われている写真のモデル
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をしたギャルソンは、客に対.してアンケー ト調査を行った中で人気の高かった組み合わせ

が採用 されている。 また、「VblvetRoses」のポラロイ ド撮影サー ビスでは、ギャルソンニ

人を指名 して好みのポーズをさせる 「絡み」の写真 を撮 ることが可能だという。ギャルソ

ンが女性客の異性愛的な相手と見 なされる場合、客もそのファンタジーの世界の一員 とな

る。だが、ギャルソン同士の問で 「やおい」的なファンタジーが演 じられるとき、女性客

はギャルソン達に託 したファンタジーを外側か ら見るという位置に立つ。あるいは、その

ような立場 に立てるというファンタジーを体験することになる[・27]。

このように男装喫茶のギャルソンは、女性客の対の相手という異性愛的なファンタジー

と、ギャルソン同士の問で設定される同性愛的なファンタジーの、二重のファンタジーを

担 う存在である。この点 については、「やおい」愛好者向けに男性が給仕 を行 う執事喫茶

のウェイターにも同じことが想定で きるだろう。ただ、男装喫茶ではしばしば 「やおい」

ファンタジーに基づいた店であることが前面に打ち出 されているのに対 し[・28コ、執事喫茶

では店で働 く男性従業員への配慮か らなのか、「やおい」文化 とのつなが りが明瞭 な形で

示されてはいない。また、メイ ド喫茶のウェイ トレスが、オ タク文化の一ジャンル として

定着 している女性同士の思慕を描 く「百合」的なファンタジーの対象 となる可能性 はある

が、 メイ ドに対 して抱かれる 「萌え」ファンタジーとして主流のものではないだろう。同

性愛的なファンタジーの担い手 としての性格は、男装喫茶のギャルソンが最も色濃 く持っ

ていると考えられる。

男装喫茶 は、 この ような客の 「萌え」ファンタジー、特 に 「やおい」的なファンタジーを

喚起する上で、メイ ド喫茶にはないい くつかの困難な点があると考えられる。 まず、男装

自体の難 しさがある。男装喫茶のギャルソンの中には男性 と見 まが うような人 もお り、そ

のようなギャルソンは人気が高いようだが、髪が長 く普通の女の子にしか見えない人 も多

い。それは、男装喫茶でよ く採用 されているギャルソンスタイルの制服は女性が身につけ

ても違和感がないものなので、男であることを表 しにくいためであろう。 また、接客業で

ある以上、客には丁寧語で接する必要があ り、言葉遣いで男 らしさを出 しに くい。ギャル

ソン達は一人称こそ 「俺」、「僕」を使 っているが、声の高さなども含めて、それ以外 は特

に男 らしい話 し方だ とは感 じなかった。

また、先 に、 コスプレ飲食店は客のファンタジーを呼び起こすのが重要な機能であるこ

とを述べた。男装喫茶の場合、メイ ド喫茶以上に客の多種多様なファンタジーに応 じなけ

ればならない側面がある。メイ ドに対するファンタジーは、男性 オタクの中で広 く抱かれ
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ているものであるため、メイ ド喫茶 は 「メイ ド萌 え」という一つのファンタジーを満たす

ようにすれば、経営 を成 り立たせ ることがで きる。そ して、メイ ド喫茶 のウェイ トレス

は、メイ ドの格好をしただけで 「メイ ド」とい う「萌え」の対象 として確立されたキャラク

ターになることができる。それは、メイ ドの服装自体が フェティッシュな 「萌え」の対象

になっていると共に、先述 した ように、オタク文化の中でメイ ドには 「主人に仕 える」と

いう行為から連想される一定のイメージが形成 されてお り、その ファンタジーを共有 して

いる人であれば、メイドの格好はある種の人格を想起 させることになるか らだ。メイド喫

茶が客のファンタジーを喚起するには、最低 限メイドの服装 を身につけたウェイ トレスが

いればいいことになる。

一方
、「やおい」の中か らは、メイ ドのような、大勢のオタクに愛好 され、格好が飲食

店の制服 にも向いていて、なおかつ 日常生活の中で見 られないような 「萌え」の対象が見

出されていない。男装喫茶のようにカフェでギャルソンとして働 く男性や、執事喫茶で

コスプレされる執事が登場する 「やおい」作品はあるが、全体の中で数はさほど多 くなく、

「やおい」愛好者の中で 「ギ ャルソン萌 え」、「執事萌え」というファンタジーを持つ人の比

率はそれほど高 くないと考 えられる。そのため、男装喫茶 も執事喫茶 も、顧客対象 として

幅広い 「やおい」ファンタジーを持つ人 を狙わざるをえない。 したがって、客のファンタ

ジーに応 じるためにギャルソンが扮す るべ き男性キャラクターとは、ただの 「ギャルソン」

ではなく、一般的に 「やおい」によく出て きそうな人物 とい うことになる。

「やおい」の登場人物 として好 まれる男性像にはある程度パ ター ンがあ り、例えば、男

装喫茶 「80+1」のW6bサ イ トにある各ギャルソンの紹介文の中で用いられている 「美少年

系」、「かわいい系」、「犬キ ャラ」といった類型がその一つである。男装喫茶のギャルソン

達が 「やおい」の男性キャラクター類型のどれになるかは、外見や言動か ら客が判断する

ことになる。そ して、ギャルソンが何 らかのタイプにあてはまれば、その類型 に対 して客

が抱 く「萌 え」ファンタジーを引 き起こすことになるだろう。例えば、「優等生キャラ」に

対す る 「萌え」を持つ客が、彼女が思 う 「優等生 っぽい」雰囲気のあるギャルソンを見れ

ば、 自分の抱 く「優等生にはこんな男性が似合 うはず」といったファンタジーを想像する

などして楽 しむことができる。だが、客がギャルソンをいずれの類型にも当てはめ られな

い場合、先述 した男装 自体の難 しさともあいまって、ギャルソンがただの男っぽい制服を

着た女の子 にしか見えないかもしれない。男装喫茶のギャルソンが客のファンタジーを呼

び起 こす ためには、「やおい」の典型的な登場人物 のパター ンにあてはまるような形で自
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分のキャラクターを確立 し、外見や言動を通 してそれを表示する必要があるのである。

もちろん、メイド喫茶の客 も、 ウェイ トレスを 「ドジっ子キャラ」など男性オタク文化

のキャラクター類型 に当てはめて楽 しむこ とがあるだろう。だが、男装喫茶の制服 は、

ギャルソンスタイルであれオ リジナルの衣装であれ、メイ ドの服装ほどフェティッシュな

愛好の対象 として確立 しておらず、また、「やおい」文化の中でその格好 と結びついたキャ

ラクターが特 に形成 されていない。ギ ャルソンは、制服を着ただけでは 「萌 え」の対象 と

なるようなキャラクターになれないのである。そのため、男装喫茶では、ギャルソン個々

人に 厂キャラ」の存在が必須 なのである[・29]。だが、キャラクターの確立 は誰 にで も簡単

にできることではないだろう。また、「やおい」ファンタジーにおいて 「萌え」の対象 とな

るキャラクターの種類 は多数あるため、客が店にいる数人のギャルソンの中か ら自分の好

みに合 うタイプを見つけ られないか もしれない。メイ ド喫茶の場合、その店に 「メイ ド」

というキャラクターがいることははっきりしている。だが、男装喫茶の場合、 どの ような

キャラクターのギャルソンがいるかは店に行かない とわか らない分、「やおい」愛好者の

来店を促す訴求力は弱 くなるのではないだろうか[・30]。

しかしながら、男装喫茶に女性オタクの好むようなキャラクターを持 った多様なギャ

ルソンを揃 えたとしても、客である 「やおい」愛好者の 「萌え」ファンタジーを呼び起 こせ

るとは限らない。「やおい」愛好者は、個々のキャラクターが持つ属性以外の ものにも「萌

え」を感 じるからだ。愛好者 の一人 として 「やおい」を考察 した野火 ノビタは、「やおい」

好 きの 「女性は 『キャラ萌 え』よ り『位相萌え』」(野火2003:285)、 つ まり、個別の男性キャ

ラクターが持つ性質を愛好する以上 に、男性キャラクター同士の関係性 のあ り方 に愛着

を感 じる傾 向があることを指摘 している。この男性キャラクターの問の関係性 とは、男装

喫茶の場合、ギャルソン同士の関係 ということになる。だが、飲食店における客 に対する

サービスの中で、従業員同士の関係性 を演出するのは容易なことではないだろう。メイ ド

喫茶の場合、メイ ドに対する 「萌え」の核 にあるのは、「ご主人様 に奉仕するメイ ド」とい

うファンタジーである。そのようなイメージは、 ウェイ トレスが客のコーヒーに砂糖 を入

れてか き混ぜた り[*31]、ひざまずいて注文を取るな ど、飲食店のサービスの一環 として示

す ことができる。だが、飲食店 という場で、「やおい」ファンタジーの核にあ る男同士の

恋愛 を見せるのは難 しい。実際の男装喫茶のギャルソンを見ても、給仕などの中で何 らか

の特殊なふ るまいは見 られず、客の 「やおい」ファンタジーに向けた演出は特 に行われて

いなかった。男装喫茶 はメイ ド喫茶に比べて、客が抱いているであろうファンタジーを喚
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起す るようなサービスが行いにくい面がある。男装喫茶においては、客 として来る女性 オ

タクそれぞれが抱 く「萌え」ファンタジーを満たす点で限界があると考えられるのである。

5.2.女 性 オ タクだけの空間

このように、男装喫茶はコスプレ飲食店 として、客の抱 くファンタジーを呼び起こす上

での困難 も抱えている。だが、熱心に通 うリピー ター もいるようで、ギャルソンと顔見知

りになっているらしい客を店で よく見かける。「職vetRoses」 は本格オープンに先立ち2週

間だけ営業を行っていたが[・32]、その期間中に既に常連客がいたという。そこで、男装喫

茶が女性客にとって持つ魅力 を探るため、先に指摘 したコスプレ飲食店の特質のうち、オ

タク仲間が集まる場所 とい う側面について見てみたい。

先述 したように、コスプレ飲食店で働 く人はコスプ レイヤーが多 く、それは男装喫茶 で

も変わ らない。男装喫茶のギャルソンは、多 くの場合 「やおい」が好 きな男装コスプレイ

ヤーであることは、オタクである客にとって容易に想像がつ くことであろう[・33]。ギ ャル

ソンは客にとって 「萌 え」の対象であると共に、「やおい」好 きという仲 間でもある。メイ

ド喫茶のウェイ トレスも、オタクとい う意味では客である男性オタクと共通点があ り、男

性客 と同 じようにメイ ド姿をかわいい と思うからこそメイ ド喫茶のウェイ トレスになった

部分があるだろう。 だが、彼女達の多 くがメイ ドの登場する 「ギャルゲ」な どを男性客 と

同じように楽しんでいるとは考 えに くい。その点、男装喫茶は、概 して客 とコスプレした

従業員の趣味嗜好が近 く、仲間である度合いが高いのである。

メイ ド喫茶 と同様、男装喫茶 でもギ ャルソンが客に話 しかける接客が よく行 われる。

「VdvetRoses」 で は店の広さのわ りにギャルソンの数が多 く、頻繁に客に話 しかけて客の

趣味を聞レ.・てお り、ギャルソンとオタク的な会話ができることをサービスの一つ として積

極的に提供 しようという店の姿勢が うかがえる。他の店で もギ ャルソンは客の 「萌え」の

対象 を尋 ねた り、それにあわせて自分の 「萌え」を語 った りもし、客 と趣味があえばそれ

だけ話 も弾むようだ。男装喫茶のギャルソンは、男性の格好をして 「俺」や 「僕」と自称 し

男性 的な源氏名を持 っているが、男 として存在 しているというよりも、男装のコスプレを

した 「やおい」好 きの一オタクとして客に接 している印象を受けた。ギ ャルソンは、女性

客の 「萌え」に応 えるようなかっこよさが 目指 される一方で、客である女性オタクの仲間

として もふるまっている。男装喫茶のギャルソンは、メイ ド喫茶 のメイ ド以上 に、客の
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仲間であることが求められていると考え られる。先 に、「やおい」愛好者の女性は、個 々

のキ ャラクターの魅力以上 に、キャラクターの間で結 ばれる関係性 に引きつけられる傾

向があることを述べた。この ような 「やおい」愛好者の関係性志向は、男装喫茶のギャル

ソンに自分達の仲間であることを求める傾向にも表れている と言えるのではないだろう

か[*34]。

さ らに、男装喫茶では、男性の入店が規制 されている場合が多い。筆者が行った男装喫

茶はいずれも営業時間内は全て男性の入店が禁止 されていたが(し たがって、本稿 におけ

る男装喫茶 に関す る考察は、あ くまで男性 のいない男装喫茶 の観察 を元にしたものであ

る)、 一部の時間帯を女性専用に している店 もある。 このような規制は、メイ ド喫茶を始

め とする他の コスプレ飲食店ではほ とん ど見 られない特徴である。管見の限 りでは男性

オタク向けのコスプレ飲食店で男性専用 になっているところはな く、割引等のサービスな

どで女性客 を積極的に誘致 しようとしている店もある。また、女性オタク向けの喫茶店で

も、男性が給仕する店ではいずれも男性の入店が禁止されていない。 ここから男装喫茶で

男性の入店 を禁止するのは、利用者 を女性に限定するためではな く、従業員 も含めて男性

のいない空間を作 り出すためだと考えられる。顧客対象を制限することは商機を狭めるこ

とにもな りかねないが、それで も「男子禁制」にす ることが選ばれ、店の売 りになってい

る[・35]。男 性客がいない男装喫茶では、仲間だけの空間というコスプレ飲食店の持つ特質

が、 メイ ド喫茶以上に強め られているのである。

では、男装喫茶においては、 なぜ男性 の入店が規制 されるのだろ うか。18時 までを女

性専用にしている池袋の男装喫茶 「80+1」のWbbサ イ トでは、「CAFEタ イ ムは完全男子禁

制ですので、存分にオタク トークか らガールズ トークまでお楽 しみ下 さい。乙女ロー ドで

ゲ ットした同人誌などの戦利品を広げなが ら…」と書かれている。つまり、男性の入店の

規制は、女性客が自分のオタク趣味に関わる話や、女性ならではの話 を思 うまま楽 しめる

ようにするための配慮なのである。土 日の夜以外は男性の入店 を禁 じている男装喫茶「Con

A麁tto」 で も、Webサ イ トに 「漫画 ・アニメ好 きの女の子が気軽 にくつろげる」ような 「隠

れ家」を目指 していると書かれてお り、女性客がオタク趣味の話をしやす くするために女

性専用にす るというのは、男装喫茶 にある程度共通 して持たれている発想ではないかと考

えられる。

同じアニメやマンガを愛好するオタクといって も、男性オタクのロリコン的な趣味、女

性オタクの 「やおい」の愛好 は、 しばしば異性のオタクから反感を持たれた り侮蔑 された
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りもする。オタク同士であって もあらゆるオタク的な話が許容 されるわけではないのは男

女ともに共通する事情だが、その一方で、メイ ド喫茶 は女性客を許容 し、男装喫茶 は男性

客を規制する非対称性が存在する。その理由の一つとして、社会の中で男性が 「見 る側」、

女性が 「見 られる側」として位置づけられていることが考えられる。上野千鶴子によれば、

「近代に 『視線の優位』が確立 して以来、 『見る主体』はつねに男」、「「見られる客体』は女」

であった(上 野1998:56)。 女性 は社会的に、常 に男性の視線を意識することを要請 されて

いる。そのため、オタク的な趣味の話をする上で、女性の方が異性の存在を気にしやすい

と考 えられる。さらに、「やおい」の話題はセクシュァリティと大 きく関係するものであ

る。「やおい」では作品によっては激 しい性描写が なされることもあ り、女性向けのポル

ノとして機能している一面 もある。現代でもなお、女性が性 に関わる話をしてはな らない

とい うタブーが生 き残っているがゆえに、女性客が存分にオタク的な話を楽 しむためには

男性の排除が求められるのだと考えられ よう。

そ して、この ような女性の位置は、店員に対する客 という関係になっても変わるもので

はなく、あらゆる男女間の関係 において貫徹されるものである。だからこそ、同じ女性オ

タク向けの喫茶店であって も、既に従業員 として男性がいる店では男性客を規制せず、従

業員 も女性である男装喫茶でのみ女性専用 というルールが敷かれるのではないだろうか。

男性 のいない男装喫茶は、女性が男性の 目を気にすることな く、性 に関することであって

も自分の好 きな話を自由に楽 しめる場 として機能するのである。実際、男装喫茶 ではグ

ループ客が大きな声で 「やおい」の話をしている様子が しば しば見 られるが、このにぎや

かさは男性がいない という面か ら生み出されている部分 も大 きい と考えられる。

筆者がメイ ド喫茶で 「やおい」が好 きだというウェイ トレスの女性 と「やおい」の話をし

ていたとき、他のウェイ トレスが近寄ってきて、彼女に 「○○ちゃん、今、 ご主人様(=

男性客)が 誰 もいないか ら、 もっと大 きな声 で話 していい よ」と言ってきたことがあっ

た[*36]。男装喫茶は大声で 「やおい」の話をすることので きる、 この 「ご主人様」のいない

空間を作 り出 しているのである。男性が 「ご主人様」として存在 しているのは、メイ ド喫

茶の中だけに限 られないのではないだろ うか。男性 中心的な社会の中での男性は、ある

意味女性 にとっての 「ご主人様」として位置づけられていると言えよう。そして、女性 も

また、社会の中で 「メイ ド」たることを求められていると考 えられる。江原由美子(2001)

は、性支配の存在する社会において社会 的実践の規則 となる 「ジェ ンダー秩序」として、

「性別分業」と「異性愛」の二つをあげる。そして、「性別分業」を、「『女』とい う性別 カテ
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ゴリー」と「『家事 ・育児』あるいは 『人の世話をする労働』を結び付 ける強固なパ ター ン」

として(江 原2001:126)、 「異性愛」を、「性的欲望の主体」を 「男」に、「性的欲望の対象」

を 「女」に 「強固に結びつけるパ ター ン」として捉えた(江 原2001:142)。 コスプレイベ ン

トにおける見る側 と見 られる側の関係を商業化 したメイ ド喫茶で甲斐甲斐 しく「ご主人様」

へ のサー ビスを行 う「メイ ド」は、男性 中心主義的な社会の中で求められる女性像のパ ロ

デ ィであると見 なすこともで きる。それが男性のいない男装喫茶では、女性 は一方的 に

「見 られる」立場から、「メイ ド」の立場 から解放 され、その上 「お嬢様」の立場 に立てる。

男装喫茶 は、女性客にとって、「ご主人様」のいない場所 とい う意味を持ちうるものなの

である。

男装喫茶では、男性の格好を したギャルソンが店内を歩 き回り、アニメやマンガの男性

キャラクターに関す る話題がそこか しこで交わされる。だが、そ こに男性自体は一人もい

ない。男性キャラクターという男への関心 は、男装喫茶の女性客やギ ャルソンとなること

を希望する女性 に共有され、彼女達をそこに集わせることになる。だが、その男は、彼女

達のファンタジーの中にしか存在 しない ものである。男装喫茶には、男 を愛好 しつつ拒絶

す るような、男に対するアンビバ レントな態度が存在す る。それは、「やおい」を読む女

性達が男性に抱 く複雑な感情を示唆 しているのかもしれない。女性オタクは、いまだに男

性 との恋愛ができない代償としてアニメやマンガの登場人物 に熱 を上げるのだと語 られる

ことも多い[・37]。だ が、男装喫茶に集 う女性オタクにとって、彼女達が愛する男性キャラ

クターは、「ご主人様」たる男性 と置 き換えることが可能なのだろうか。男装喫茶は、女

性 にとって男 とはどのような存在なのかを考える上でも、興味深い場所 となっているので

ある。

6.お わ りに

メイ ド喫茶が登場 して数年経った現在、 ようやく女性オタクにも彼女達の嗜好に合わせ

た形でコスプレ飲食店の楽 しみが提供 されるようになった。だが、男装喫茶や他の女性 オ

タク向けコスプレ飲食店はまだ登場 したばか りであ り、今後 どうなってい くかは分か ら

ない。メイ ド喫茶を始め とするコスプレ飲食店は、現在 も次々と新 しい店が作 られる一方

で、閉店 してい くところも多い。けれども、コスプレ飲食店が提供できる、自分の持って
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いるファンタジーを体験で きた り、オタク向けイベ ントが常態化 したような仲間の集 う場

所 としての楽 しさは、 これからも男女を問わずオタクの間で求め続け られることだろう。

今後、コスプレ飲食店は淘汰されることはあって も、ポピュラーカルチャーの消費の一形

態としてオタク文化の中で存続 してい くのではないだろうか。

男性 向けコスプレ飲食店の代表格であるメイ ド喫茶では、「ご主人様」と 「メイ ド」とい

う、男性中心主義的な社会 における規範的な男女関係を誇張 したようなファンタジーが

日々呼び起 こされ続けている。その一方で、女性 向けコスプレ飲食店である男装喫茶で

は、「ご主人様」たる男性 を締め出すことで女性客が一時の問 「メイ ド」としての立場から

逃れ られる空間が志向されている。こうした コスプレ飲食店をめ ぐる状況その ものが、現

代社会 における男女の意識の違いがパロディ化 された ものに思 えてならない。 コスプレ飲

食店でコスプレされているのは一体何であるかを考 えることは、現代社会におけるジェン

ダーに対す る観念 を知 る上で興味深い作業 となるのではないだろうか。

[あずまそのこ・大阪大学大学院人間科学研究科博士後期課程]
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「執 事 喫 茶SwaUowtail」(http:〃bu廿ers-ca甸p/)

「執 事 サ ロ ン ・セ バ ス チ ャ ン」(http:〃www.sebastiane.infb/)

「メ イ ドか ら社 長 に な っ た 女 」(http:〃plaza.rakuten.cojp/80plusl/)

「ワ ン ダ ー パ ー ラ ー カ フ ェ 」(http:〃wonder-parlouLcom/)

「B=1ily-Rose」(http://www,b-lilyrosccom/)

「BlueRose」(http:〃www.blue-rose.w/)

「BUTLERSCAFE」(http:〃www.butlerscafヒ.com/)

「caf乙BL」(http:〃caf毎 一bl.com/)

「ConAffヒtto」(http:〃fairy-wing.net/conaff6tto/)

「COUGAR」(http:〃www.otomecafヒ.com/)

「CLUBZEUS」(http:〃www.club-zeus.com/tophtm)

「Prince」(http:〃cross-kichijo鉾jp/prince/)

「VdvetRoses」(http://velvetroses.biz/top.html)

「V6sper」(http:〃www.princessprin.com/vesper/)

「80+1」(http:〃80plus1.net/top.htmD

[注]

1

2

3

4

5

6

7

本稿における 「オタク」とは、野村総合研究所オ タク市場予測チーム(2005)の 分類 を用 いれ ば、主に 「コ ミッ

クオタク」、「アニメオタク」、「ゲームオタク」にあたる。これ らのオタクは別個 のものとして存在 しているの

ではな く、アニメの好 きな人 はゲー ムも好 むことが多い といった ような、森 川嘉 一郎(2003)が 「オタク趣味

の構造」と呼ぶ連関的な関係がある。 ジェンダーによって この連関のパ ターンなどに異 なる傾向が見 られる。

本稿でいう 「オタク文化」とは、 このオタク達に愛好 された り、生み出 されている文化を指す。

コスプ レとは、「コスチュームプレイ」の略で、 アニメ等に登場 するキャラクターや ミュージシャンなどの格

好を真似て、その人物 にな りきる行為 を指す。 この よう'なコスプ レは1970年 代か ら見 られ、オ タク文化 の一

つ として定着 している。

例えば、1998年 の 「東京 キャラクターシ ョー」において、「Piaキャロッ トへようこそ!!」というゲームに登場す

るウェイ トレスの格好 を制服に した喫茶 コーナーが設け られている。

日本最大 のオタク向けイベ ントであ る 「コミックマーケ ット」においては、1999年 の冬 頃か らメイドのコスプ

レをす る人が増えたとい う(コ ミックマーケ ット準備会編2005=238)。

本稿 でいう同人誌とは、詩な どを載せた文芸同人誌で はな く、アニメやマ ンガ等 をパロデ ィ化 したマ ンガや小

説を元 に作 られることの多い、オタク文化 にお ける同人誌であ る。

この名称の初出は、女性向けマ ンガ情報誌 『ぱふ』(雑草社)2004年5月 号 とい う。

森川は、 日本橋では 「秋葉原 ではもうすっか りな くなって しまった中小規模の家電店が いまだ多 く、かつ活況

を呈 してい る」(森川2003:257)と 述べているが、その後大規模 な家電店が次々倒産するなど、 日本橋の電器店

は全体的 に苦戦を強い られていると言え よう。
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なお、 以下 のメイ ド喫茶 に関する記述は、2005～6年 に観察 を行った近畿圏の メイ ド喫茶7店(「CCOち ゃ」、

「e-maid」、「神戸KANON」 、「MelCa剣 、「CANDYPANICい ちご味店」、「萌え しゃん どん」、「メイ ド ・パー ク

ス」)の事例 に主 に基づ く。

例 えば、「CANDYPANICい ち ご味店」で は、店 の入 口におそ ら く家庭用 と思 われ るのれんがか け られていた

(2005年9月11日 観察)。

「CCOち ゃ」(2005年3月17日 観 察)な ど。

「萌え しゃんどん」(2006年6月18日 観察)な ど。

「メイ ド・パークス」では、オムライス以外 のメニ ューで も字や イラス トを描 くサー ビスがあ り、メイ ド喫茶

の売 り物 となっていることが うかがえる(2006年7月30日 観察)。

このサービスは 「CCOち ゃ」が発祥 の ようだが、「萌 えしゃん どん」(2006年6月18日 観察)な どでも取 り入 れ

られていた。

なお、 この 「萌 え」という言葉は女性オ タクの間で も使 われ るが、後述するようにキャラクター間の関係性 に

重点 が置か れるなど、男性 オタクの間での使 われ方 とは多少異 なる部分 もある。 だが、「萌 え」とい う言葉 が

説 明される とき、女性 もこの言葉 を用いる という事実が捨象された り、女性 オタクの間での用法が考慮に入れ

られていないことが多い。例 えば、森川(2003>、 堀田(2005)に もその傾向が見 られ る。

「CCOち ゃ」(2005年3月17日)な どで観察。

ただ し、一般 参加者 につ いて は回答数 が少 ないため 実態 を反映 してい ない可 能性 が あ り、試験 的 に行 っ

た通行者 の性 別 をカウン トする調査 では、男性 の方がやや 多かっ たとい う(コ ミ ックマーケ ッ ト準備会編

2005:290-1)o

池袋 にある 「Vesper」(2006年6月 開店)。 「プリンセスプリン」とい うメイ ド喫茶 を週2日 、平 日の昼 間のみ女性

専用 の店 として営業。

「執事サロ ン ・セバスチャン」、 「BUTLERSCAFE」 など。

ただ、後 の注21で 紹介するイベ ントのように、執事の コス プレを した給仕係は必ず しも男性 に担 われるわけ

ではない。

ただ し、2005年 中はプレオープ ン期 間となってお り、正式 なオー プンは2006年1月 。

2005年12月 に行われた 「執事喫茶ButleガsLoungel～ パー ラーメイ ドは執事喫茶の夢 をみるか?～ 」。 これが好

評だったようで、以後、月1回 定期 的に行われるイベ ン トとなる。

近年では、「やおい」愛好者の 自虐/諧 謔 的な自称 として 「腐 女子」という言葉が用い られ、 たびたび一般のメ

デ ィアで も紹介 されている。

以下、本稿 における男装 喫茶 に関する記述は、各店 のWεbサ イ ト等の資料 の他 に、2006年 に観 察を行った 日

本橋 の男装喫茶 「ca驚BL」、「VdvetRoses」にお ける事例 に基づ く。

男装 喫茶では、男装 した女性 スタッフが 「ギ ャルソン」と呼ばれることがあ り、本稿で もこの呼称 を採用する。

2006年10月1日 採話。以下、「VdvetRoses」にお ける事例 は、全て同 日に採集 した ものであ る。

2006年6月18日 観察。

高橋 すみれは、 この ような 「やおい」愛好者の位置を、「男性キ ャラクター同士 を 『性的関係」と見 なす行為 を

通 して」、「『女』が 隴 的欲望』を持 ち 『男』を 「性的対象』として見 る」立場だ と述べている(高 橋2005:34)。

例えば、男装喫茶の店名 を見 て も、「ca驚BL」には 「ボー イズラブ」の略称 である 「BL」の文字が入ってお り、

「80+1」は 「やおい」の隠語的な表記で ある 「801」に由来し、「B:Lily-Rose」、「VelvetRoses」には男性 同性愛を暗

示する薔薇が取 り入 れられている。
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筆者が話を聞いた 「VdvetRoses」のギャルソンは、「背の低い人で も、身長の低 さがその人のキャラに合ってい

たら男装喫茶で働ける」といった形で、会話の中でギャルソンに関連 して 「キ ャラ」とい う言葉 を頻繁に用 い

ていた。

「ca艶B凵 では毎 月ギ ャルソンがメガネをかける 日を設 けるなど、男装喫茶で はメイ ド喫茶同様特定のテーマ

や作品に基づ いたコスプ レをするイベ ン トが行われることがあ る。このようなイベ ン トの場合 は、特定の 「萌

え」を持った客 にア ピールすることがで きる。

飲み物 をか き混ぜるサー ビスは多 くのメイ ド喫茶で取 り入れ られてい るが、「萌 えしゃん どん」で は、普通の

コーヒー とは別にこのサー ビスを行 う 「萌 えコーヒー」とい うメニューが100円 高い値段で用意 され てお り、

需要が高いことが うかがえる(2006年6月18日 観察)。

2006年7月23日 ～8月6日 の期間。

「ca艶BL」に、素人が企画す る男装 コスプレイベ ントのチ ラシが置かれていたことがあった(2006年6月18日 観

察)。

なぜ 「やおい」愛好者の中で、男 同士の 間で築かれる関係性 に惹かれ ることと、男装喫茶 でギャル ソンに自分

の仲聞であることを求める気持ちが並存するのかについては、稿 を改めて考察 したい。

「ca驚BL」では、店の入 ってい るビルの前 に置 かれた看板に、大きな文字で 「girlsonly」、「男子禁制」、 「女装の

方 も入れ ません」といったことが書 かれて いる(2006年6月18日 などに観察)。 これは、入店 しようとする男

性 に注意を促すためでもあるだろうが、「男子禁制」であることのアピールにもなってい ると言えよう。

2006年6月18日 、「萌 えしゃんどん」にて採話。

蛇足 なが ら念 のために言い添 えてお くと、女性 オタクの中には恋人がいた り結婚 している人 も多 く、 また、

「やお い」の愛好者の中には異性愛以外の性 的指 向を持つ人もい る。
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「ゴ シ ック ・ロ リィタ」コ ミュニ テ ィにお け るセ ル フ ・アイ デ ンテ ィテ ィ

水野 麗

本論は、「ゴシック ・ロリィタ」の服をまとう少女たちが、 どのようにファッションを

通 じて自己表現 をおこなっているか、 またどのようにコミュニティ形成を行っているか、

さらにその ときのアイデンティティのあ りようはどのようなものかを考察する。

2006年 現在、「ゴスロリ」は一つのフ ァッション、サブカルチャー用語として定着 して

いる。「ゴスロリ」は 「ゴシック ・ロリィタ」の略称である。「ゴシック ・ロリィタ」とは、

退廃的で主に黒色を用いる 「ゴシック ・ファッシ ョン」と、少女趣味的で主に淡色を用い

ることの多い 「ロリィタ(ロ リータ)・ フ ァッション」の融合 した服飾である。 また、「ゴ

シ ック ・ファッシ ョン」や 「ロリィタ ・ファッシ ョン」をはじめとし、その他近接する若

者 ファッションの融合形の総称のように使われることもある。その形態については後に詳

述するとして、ご く単純化 して紹介すると、「ゴスロリ」は黒か、黒 と白の組み合 わせの

色使 いが主で、19世 紀末のヨーロッパの子供服をほうふつ とさせるデザインを持ち、レー

スやフリルが多用された装飾過剰 な服 を愛好する人、及 びその服を指す用語である。 こう

したファッションを共通項 として、主に十代、二十代の女性 を中心 にコミュニティが形成

されている。

彼女達の間では、デザインの微小な差異が重要視され、価値観 を共有する仲間と非一仲

間の区別が視覚化 されている。 また服装や場 に応 じて名前 を変える(自 己による再命名)、

「娘」「旦那」等の役割を遵守す る(擬 似家族契約)、 行動の規範化(ラ イフスタイルの規定)

が行なわれている。「ヴィジュアル系」の音楽の愛好者、アニメやマ ンガの 「コスプレ」と

の相関もあ り、新 しい日本文化 として、国外へ も影響を与えている。

私の主要な関心は、表象の細分化された分類 と、自己規定 とのかかわりを考察すること

であ り、最終的な 目標 としては、身体装飾に基づ くコミュニティ形成 とセルフ ・アイデ

ンテ ィテ ィの実態を明らかにす ることを計画 している。2003年 に、この大阪大学COEプ

ログラム 「イメージとしての く日本〉」において報告を行 った時点では調査期間が十分では
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なく、基礎 的な レポー トに留 まった。 しかし、4年 経ち、何 らかの まとまった報告ができ

るようになったかと言 えば、そ うではない。調査開始当初、一時的な流行で終わるのでは

ないか と予測 していたこととは逆に、「ゴスロリ」は、現在で も文化的に影響力を波及 し

続けるス タイルとなっている。結果的に本論は 「最終報告書」という完成形ではあ りえず、

いまなお進行中の文化現象の経過報告 となる。

第1章 においては、4年 前 に報告 した 「ゴシック ・ロリィタ」に関する言説 と、現在の言

説を比較検討 し、どのような変化が起 こったのかを記す。第2章 では、4年 前に報告 した

フィール ドワー クの内容 を踏まえ、2003年 以 降に得た同様の質問事項か ら得た回答を付

け加える。第3章 では調査結果を踏まえた疑問点についてのファローアップに、2006年 現

在の解釈を加筆する。

1概 説

1.1「 ゴ ス ロ リ」の 定 着

冒頭で述べた ように 「ゴシック ・ロリィタ」は、「ゴシック ・ファッション」と 「ロリィ

タ ・ファッション」を融合 した、 日本独 自のファッションである。2003年 調査時点でも既

に表記方法がい くつかあ り、英語で 「GothicLolita」「Gothic&Lolita」、 カタカナ表記で 「ゴ

シックロリィタ(ロ リータ)」「ゴシック ・ロリィタ(ロ リータ)」「ゴシック&ロ リィタ」、略

称で 「ゴスロリ」「ゴス ・ロリ」「ゴス&ロ リ」などがあった。2006年 現 在では、「ゴズロリ」

という用語が定着 したため、「ゴシック」的なものと 「ロリィタ」的なものの融合であると

い う痕跡 を示 していた 「&」 や 「・」記号が影 を潜め、単に 「ゴスロリ」と一括 されるよう

になった。

そのため本論でも基本的に略称 として 「ゴスロリ」を使用す る。当初、コミュニティと

アイデンティティに関わる意味で 〈ゴシック ・ロリィタ〉を使用 し、「ゴスロリ」と表記の

場合 は、服飾のジャンル としての意味で使用 したほうが、便宜上好都合 と考えた。 しか

し、この区分はそれほど有効ではない と考えるようになった。後に詳述するが、 どのよう

な服装をしているか ということと、 どのようなコミュニティに属するのか ということは、

当初予測 していたよりも切 り離せない問題であったためだ。
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さて、「ゴスロリ」は用語 として もファッション ・スタイルとしても定着 し、サブカル

チ ャーとして確立 している。専門雑誌 も複数出版されてお り、 またホームページの数 も

年々増加、専門の検索エ ンジンや総合ウェブサイ トがある。

まず、専 門雑誌についてであるが、この分野の さきがけとなった 『ゴシック&ロ リータ

バイブル』は2001年 に発刊 されてか ら2006年 現 在まで22巻 を数えるにいた り、『ゴシッ

ク&ロ リータバイブル エクス トラ』とい う別冊が2冊 、刊行 されている。

2003年12月 に確認 した、ロリィタを中心に したサイ トの検索エンジン 『検索少女』へ

の登録数は724サ イ ト、また 『Goog】e』での 厂ゴスロリ」検索結果は447,600件 、厂ゴシック

ロリータ」6,000件 、 「ゴス&ロ リ」検索結果は2,920件 であった。

その後2006年10月 に確認 した 『検:索少女』への登録数は1,295件 、 『Google』での 「ゴス

ロリ」検索結果は2,130,000件 、「ゴシックロリータ」605,000件 、 「ゴス&ロ リ」検索結果は

141,000件 である。

コンテンツの自然 な増加を考慮 に入れても、 『Google』での 「ゴスロリ」の検索結果の驚

異的な伸 び、そ して個人が運営 し、限定されたサーチエ ンジンである 『検索少女』への登

録サイ トが1,000を 超 えていることに驚かされる。

「ゴスロリ」の定義は、細かい異同はあるものの、ほぼ同様である。そ して定義は4年 間

の間に変化 を見せたが、おしなべて似た りよったりの ものに落ち着いている。 これは、ひ

とえにインターネッ ト上で情報交換がなされるためだと考えられる。何人かのオピニオ

ン・リーダーがネ ット上、あるいは雑誌や書籍上で定義 を行えば、ネッ ト上でそれをまと

め、引用 し付加情報を付け加える発言者が現れる。繰 り返される引用 と微細な差異で成立

したコンテ ンツは、さらに検索エ ンジンや 「まとめサイ ト」とよばれる情報を総合的に紹

介するホームページによって再度、引用者をうむ。携帯電話の所持率の増加と機能の充実

により、パソコンがな くても 「ゴスロリ」がどういうものであるかについての情報が平均

化 して伝播 している。

しか し、それはあ くまで 「ゴスロリ」というものを理解 しようとして能動的に調べる者

についてだけ当てはまる。執拗 に 「ゴスロリ」とは何かという定義を繰 りかえす様子から

は、「ゴスロリ」が誤って流布 している、 という危機感や違和感が感 じられる。違和感が

軋轢 とでも言えるほどの高 まりを見せているのが、アニメやマンガのキャラクターを演じ

る 「コス プレ」との混同に直面 した ときである。この点はアイデンティティ形成上重要な

問題であるので後に詳述する。
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では、い くつかの定義 を参照 し、「ゴスロリ」とそれに隣接するスタイルを概説する。

本章を執筆す るにあたって参照 した書籍 ・ホームページは、論の末尾に一次資料 としてま

とめた。本文中で参照元 を厳密 に提示 しないのは、上 に述べたように、流通 している言説

自体が多重の引用でなりたっているため重複が多 く、オリジナルなソースを特定 しにくい

という理 由からである。

1.2「 ゴ シ ッ ク 」「ゴ ス 」

「ゴシック」の世界観や美意識を説明するためにしばしば取 り上げ られるのは、文学の

一 ジャンルである 「ゴシック小説」「ゴシ ック ・ロマ ンス」である。プラム ・ス トーカーや

メァリー ・シェリーの小説を紹介 し、現在の 「ゴシック」趣味につながる系譜を述べてい

ることが多い。

現在の 「ゴシック ・カルチャー」につながるものとして紹介されているのは、1980年 代

に音楽のジャンルである 「パ ンク」か ら派生 して生 まれた 「ゴシック音楽」である。音楽

シー ンで最初 に 「ゴシック」という言葉 を用いたのはTheCultで あ り、ゴシック ・パ ンク

とい うジャンルが生 まれた。他にBauhausやChristianDeathな どが有名である。彼 らの音

楽はロックの延長線上にあるが、より暗 く重 く破壊的であ り、その歌詞は内省的で精神的

である。

また同時期 に服飾の分野で、主にロン ドンのクラブシーンにおいて 「ゴシック ・フ ァッ

ション」が誕生 した。このファッションは、黒 を基調 とし、パ ンク ・ファッション(鋲 の

ついた服、厚底靴、破れた布地)と ヴィクトリァン王朝の服飾(レ ース、 フリル、 コル

セ ッ ト)が 融合 したスタイルを持っていた。また舞台メイクの ように顔 を白 く塗った り、

黒のアイラインで眼の周 りを強調した。眼の上から下にかけて傷のような模様を描 く通称

「顔面 ひび割れメイク」と呼 ばれる化粧 もある。前述のバン ドが このようなファッシ ョン

をしたことで、 ファンも同じようなファッションを取 り入れ発展 した、 とされている。

また、音楽のジャンル 「メタル」の中に、バ ンドのイメー ジとしてホラー、オカル トの

要素を取 り入れた ものがあ り、その服飾[・1]が影響力をもったことも挙げ られている。さ

らに、機械的な音色が特徴であり、かつパ ンクとテクノが融合 したようなハー ドな音楽で

人気を集めたMinistry、NineInchNailsと い った通称イ ンダス トリァル系 のバ ンドの影響

も色濃 い。現在のゴス ・ブームの直接的な発信源 はMARILYNMANSONに よ るところが
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大 きい。各記事においてMARInNMANSONへ の言及は多 く、彼 らによってアメリカン ・

ゴシックが活気付 いたとされている。

また、映画か らの影響では、ホラー映画 との関連が うかがえる。ホラー映画は70年 代

末か ら80年 代後半に流行 したが、80年 代末スプラッタ ・ホラーが量産されるようになっ

て質が低下 し、ブームは終息 した。 しか しホラー映画の舞台装置や衣装のテイス ト、残虐

さや破滅的なイメージは、健康美に違和感 を抱 く若者 に大 きな影響を与えた。その後90

年 代初頭 にはティム ・バー トン監督 による 『シザーハ ンズ』(1990年)、 『ナイ トメア ・ビ

フォア ・クリスマス』(1993年)、 バ リー ・ソネ ンフェル ド監督 『アダムス ・ファミリー』

(1991年)が 製作 される。 これ らの映画は、ホラー映画 というジャンルに収ま りきらない

趣向を備えた映画であ り、厂ゴシック」趣味を色濃 く持つ作品 として人気が高い。

幾つかの記事 においては、「ゴシック」趣味が流行 した り衰退 した りする現象に触れて

いる。大まかな捉えられ方 としては、ゴスは80年 代 に流行 したものの、80年 代の後半か

ら90年 代 には一旦衰退 した。2000年 代 になって復活 し、現在新 しい展 開を見せていると

いう見解で一致 している。

1.3「 ロ リ ィ タ」「ロ リ ー タ 」「ロ リ ヰ タ 」

「ロリィタ」、「ロリー タ」、「ロリヰ タ」と呼ばれるものの起源 として、必ず紹介 される

のはナボコフの小説 『ロリー タ』(1955-1959年 、大久保康雄訳、河 出書房新社)で ある。

しか し「ゴスロリ」の文脈では、少女 を性愛の対象にする者という意味ではな く、少女趣

味的な服を愛好する者や服その ものを指す用語として流通 している。 日本で西洋趣味的か

つ少女趣味的なファッシ ョンを意識的にブランドイメージとして立ち上げたのは、1974

年 に大川ひとみが設立 したMILKで あ り、これがロリィタ ・ファッションのルーッとされ

ている。後にlaneMarpleを 設 立 した村野め ぐみや、Shirley驚mpleを 設 立した柳川れいも、

MILK勤 務 であった。BA-TSUグ ループの 『STREETORGAN』 『田園詩』もルーツの一つ とさ

れる。金子功がデザイナーである 「PinkHouse」 、SUGERMATLIXグ ループが展開していた

「SUGER」 も、アメリカ開拓時代の子供服を意識 した 「カントリー ・スタイル」を基本 とす

るフリルの多い装飾的なファッションを販売 していた。 これらは80年 代には少女趣味的

な服の代表であったが、現在では 「ロリィタ」の中に分類されない[・2ユことも興味深い。少

女的な服飾である点においては共通す るこれら80年 代DCブ ラ ンドのスタイル と、現在の
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「ゴスロリ」「ロリィタ」の服 とのあいだには、 どこか断絶がある。 この点については、デ

ザイン ・コンセプ トの違いが指摘できる匚・3]。他 にも、かつてはロリィタ ・ファッシ ョン

の代表格のように 目された 「laneMarple」 は 「ロリィタってい うよ り、 もうちょっとお姉

さんっぽい」と評価 され、 ゴスロリを卒業 した ものの少女趣味的なテイス トの服 を好む女

性が着 る服 ととい う認識がある。また 「h・NAOTO」 もゴスパ ンクの代名詞的なブランド

であったが、2006年 現在では、「ナオ トはナオ トっていうジャンルだよ」という意見が見

られるようになっている。各ブラン ドが、ブランドとしての個性化 を進めると、消費者集

団が持つ 「ゴスロリ」のイメージと乖離することがあることが分かる。

ところで、「ロリータ」と 「ロリィタ」という表記の違いは、主にインターネッ トでの検

索の不都合 による。著者も実際に体験 したことであるが、「ロリータ」で検索す ると、少

女 を性 愛の対象 とするアダル トサイ トの 「ロリー タ」が一緒 にヒッ トして しまい、膨大

な検索件数が表示される。これは目的のサイ トを探すのに非常 に不都合 なことであった。

「ロリコン」の大人を排除する目的と、 自分たちが検索するときに間違って 厂ロリコン」の

サイ トに入 り不快 な思いをしない ようにする 目的から、「ロリィタ」もしくは旧仮名 を使

用 した 「ロリヰタ」を使用する場合がある。

しか しさらに取材 を続けるうちに、 これは単 なる呼称の問題なのではなく、 より複雑

なアイデンティテ ィの問題でもあることが分かって きた。発音は同 じ三つの 「ロリィタ」、

「ロリヰ タ」、「ロリー タ」であるが、そこには違いがある。この点 についてはさらに紙幅

が必要 となるので別稿 とする。自分自身や、自らが属するグループを 「ロリー タ」とする

か、「ロリィタ」や 「ロリヰタ」とするか、あるいは 「ゴスロリ」とするかに よって、 どの

ような出 自で、どの ような考え方 をする存在なのかが選び取 られているのだった。

1.4バ ン ド文化 と 「ゴスロリ」

現在の 「ゴスロリ」の直接の起源 として、バ ン ド・ギャル[・4]文化の中で生 まれた という

記述がなされている。少女たちはライヴに通うにあたって、共通のファッションに身を包

んでいた。

1980年 代 に流行 したニュー ・ウェイヴやポジティヴ ・パ ンクの熱心 なファンの少女達

は、「黒服」と呼ばれる全身 を黒い服で コーディネー トするファッシ ョンに身を包んでお

り、バ ンドの レーベル名か ら「トランス ・ギャル」と呼 ばれた。これは1980年 代 初頭、
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「Yも」の山本耀司、「COMMEdesGARgONS」 の川久保玲がそろって黒中心 の服飾を発表 し

たことか ら、黒のデザイナーズ ・スーツが好 まれるようになり、全身黒の 「カラス族」と

いわれるスタイルが登場 したことと関連が深い。クールさやス トイックさ、大人びている

雰囲気や、性的なアピールを拒絶するようなイメージが、音楽の好みと一致していた。

他方、当時 トランスと人気 を二分 したレーベルにナゴムがあ り、そのファンは 「ナゴ

ム ・ギャル」と呼ばれた。彼女たちはラバー ソールという底の厚い靴に膝丈のソックスを

履 き、髪型は 「おだんご」と呼ばれるまとめ髪にしていた。カラフルな色使いを好み、お

もちゃのようなアクセサリーを用いていた。ポップでどこかひね くれているようなイメー

ジ、 また子 どもの騒が しさや落ち着きのない様子をイメージさせた。

やがてブームは終息するが、その後 「ヴィジュアル系」とい う名前で様 々なバン ドが台

頭 しは じめる。「ゴスロリ」を愛好す る少女たちが 「ヴィジュアル系」のバ ンドのファンで

あることは多い[・5]。

「ヴィジュアル系」という言葉は、Xの キ ャッチ ・コピーの 厂ヴィジュアル ・ショック」

が由来である。『ビジュアル系 デー タベース ーVkDBjp一』を参照す ると1987年 メジャーデ

ビューにDEADEND、BUCK-TICK、1989年 メ ジャーデビューにX、SOFTBALLET、 ∫usty-

Nasty、AURAが ある。90年 代 に入 ると記載バ ンド数が格段 に増 えることか ら、「ヴィジュ

ァル系」というジャ ンルが定着 したと思われる。1992年 メ ジャーデビューにLUNASEA、

1994年 メ ジャーデビューに黒夢、GLAY、rArc～en～Cielが あ る。

この後1997年 にMALICEMIZERとSHAZNAと い う2つ のバ ンドが ブレイクしたことを

きっかけに 「ゴスロリ」ファッションも浸透 した。現在の 厂ゴスロリ」の流行の直接の原因

はMALICEMIZERに 由来すると言える。MALICEMIZERの ギ タリス トのManaは 衣装やラ

イヴパフォーマ ンスに 「ゴシ ック」趣味 を反映 させていた。「ゴスロリ」が定着 したの も、

Manaに よるところが大 きい。Manaは 自らのファッシ ョン ・コンセプ トを 「エレガン ト・

ゴシック ・ロリ.一タ」と呼び、 これが現在の 「ゴスロリ」という名称の直接の起源 となっ

ている。

これ らのバ ンドが人気を集めた結果、メンバーの コスチ ュームに合わせ匚*6]、フ ァンの

装いも黒い装飾的な服が定番 となり、パンクやロリィタの要素 も取 り入れ られ、厂ゴスロ

リ」の基盤 となった。他方SHAZNAは 、 ヴォーカルのIZAMが 、 イギリスのバ ンドCulture

Clubの ヴ ォーカルBoyGeorgeへ の憧れか ら、カラフルで女性的な衣装を着ていたことで話

題になった。彼の服装に憧れて、同様の服装をする少女が増 えた。SHAZNAは 「ゴスロリ」
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ではない ものの、ヴィジュアル系バ ンドとロリィタを結びつける重要で決定的なきっかけ

になった、 とされている。

1.5服 飾

また、特に記述はないものの、若者向けのアヴァンギャル ドなテイス トの服作 りをす

るいくつかのブランドが人気 を集めたことも見逃せない。パンクテイス トのSUPERLOV-

ERS、 和風 テイス トの卓也ヱ ンジェル、サイバー系のFOTUSな どが挙 げられる。「ゴスロ

リ」の集会 に集 う少女 たちのファッションにも、パ ンクー和風 一サイバーそれぞれのテイ

ス トを ミックスした着 こなしが見 られることか ら「ゴスロリ」と関連性が伺える。 またタ

レン トの篠原 ともえが、 カラフルでキ ッチ ュ、かつ装飾過剰的なファッションで 「シノ

ラー」と呼ばれる追随者 を生んだことや、 同様の路線の洋服を販売 していたブランド「電

子果実☆いちごちゃん」が 「いちごちゃん」とよばれる追随者 を生んだことも見逃せない。

現在、同様のテイス トの服 を愛好す る人は 「デコラちゃん」(デコラティブの短縮形)と 呼

ばれている。

篠原 ともえが手作 りでアクセサ リーなどを作 っていたことは、今 日「ゴスロリ」や 「デ

コラ」のファッションの愛好者が、服 を手作 りす ることに価値を見出していることの下地

になっていると思われる。 また、既製服の定着に反 して、単 に個人が服 を作っているとい

うことだけでなく、「インディーズ ・ブランド」を設立す ることに価値を見出す傾向が起

きたの も彼女たちの流れを汲んでいると思われる。

L6出 版物

またマンガからの影響 も挙げられている。特に楠本 まき、三原 ミッカズ、矢沢あい、の

マ ンガの人気 は高い。個人サイ トの自己紹介欄でも、しばしば 「好 きなマ ンガ家」に挙 げ

られている。1988年 か ら連載が始 まった楠本 まきの 「Kiss)とXXX』[・7]につ いては、登場人

物たちのライフスタイルへの憧れが語 られている。三原ミッカズの一連の作品の登場人物

はゴスロリのテイス トにあふれたファッションを身にまとっている。特 に 『DOLL』[*8]が

人気 を博 している。矢沢あいの 「ご近所物語』[・9]『ParadiseKiss』[・10]は洋 服を自分たちで作

り「インデ ィーズ ・ブラン ド」を設立す る物語であ り、おしゃれを楽 しみたい、お しゃれ
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す ることを職業にしたい とい う10代 の少女たちの憧れを集めている。また、主人公の一

人がパ ンク ・ファッションをしている 「NANA」[・ll]はアニメ化、映画化 され、絶大な人気

を誇っている。

さらに、小説家嶽本野ば らのブレイクも 「ゴス ロリ」が定着することに大 きな影響 を与

えている。フリーペーパーに寄稿 したエッセイをまとめた 『それいぬ一 正しい乙女にな

るために』[*12]で注 目を集め、現在では彼の信奉者に 「ノバ ラー」という呼称がつ くまでに

なっている。2002年 に刊行された 『下妻物語』は、2004年 に映画化[・13]され、厂ロリィタ ・

ファッション」を一躍知らしめることになった。

L7総 括

まとめ ると、現在 「ゴスロリ」と呼ばれている服 については、すでに80年 代に同様の

ファッションがあったことがわかる。ただ、 この時代には服飾の趣味それ自体についての

厂名前」がなく、あ くまでバ ン ドのファンとい う共通項で集っていた。80年 代か ら90年 代

の半ば、バ ン ドのメンバーである少数の男性 を取 り囲む若い女性の集団が形成され、この

小集団の内部での地位獲得の競争が起 こり、 ファッションや容姿の美しさを競い合う状況

が生 まれ、過激化していったことが分かる[*14]。

しかしブームの衰退 とともに、「トランス ・ギャル」の好んだ服装 も「ナ ゴム ・ギャル」

の好んだ服装 もメインス トリームからは消えていった。その後1998年 に雑誌 『KERA!』匚*15]

が創 刊され、ス トリー ト・スナ ップ(街 中を歩 くおしゃれな人を撮影 し、簡単な自己紹介

を加 えたコーナー)の なかに、80年 代 と変わ らないファッションをする人が載っているの

を見たより若い世代が興味を持つ ようになった。前述の ようなヴィジュアル系バ ン ドの

ブーム[*16]とい う状況か ら、「ゴシック」あるいは 「ロリィタ」な服装の人気が段々と再燃

していった。

『KERA!』 で の 「ゴスロリ」人気を受けて2000年 に創刊された 『ゴシック&ロ リータバイ

ブル』国7]は 、ヴィジュアル系のミュージシャンをモデルにしたこと、手作 り用の型紙や、

人気漫画家 によるカー ドや シールを付けたこと、生活指南などの企画によって成功を収め

た。2006年10月 現 在22号 まで発刊 してお り、ブームの立役者 と言える。前述のMILKや

IaneMarple、ShirleyTempleと い った古参のブラン ドの他に、大手のアパ レル会からの独立

する形で、Ba煽theStarsShineBrighカ §1988年 に設立 されている。 また、パンクテイス ト
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を取 り入れた若者向けのファッションを展開 したPUTOMAYOは 、1990年 に ラフォーレ原

宿店 をオープンしている。「ゴシック ・ファション」の代表格 といえるahceauaaは1995年

か ら服の制作を開始、さらに1999年 にはShirleyTemp正eの 姉妹ブラン ドEmily喪mpleCute、

前述 のMALICEMIZERメ ンバーのManaに よ るブランドMoi-mεme-Moiti6が 設 立 されてい

る。2000年 までの段階で 「ロリィタ ・ファッション」や 「ゴシック ・ファッシ ョン」、ある

いは 「ゴスロリ ・ファッション」を特集 して一冊の本ができるほ ど、ブラン ド数が増加 し

ていたと言える。また、手作 りで服や小物を製作 していた少女達 は 「インディーズ ・ブラ

ンド」を立ち上げるようになった。定期的に製作を行い、売 り上げを確実にしているブラ

ン ドもある。彼女達は、即売会などに参加す るほか、インターネ ットを駆使 し、商品の画

像や紹介文 を掲載 して商品を販売 している。

その他、手作 りで服 を作 るとい う作業か ら手芸雑誌[*18]やコスプレ雑誌[・19]などにも影

響が及んでいる。ハイ ・ファッションを扱 う専門誌 「装苑」でも新 しいスタイルとして特

集が組まれるな どしている。またアニメのキャラクターに 「ゴスロリ」ファッションをさ

せたもの[・20]も多 く見受け られる。現時点では 「コスプレ」の一つとして 「ゴスロリ」が取

り入れ られるようになっている。 コスプレ雑誌 「電撃 レイヤーズ」が提 唱した言葉に 「コ

スロリ」があ り、「コスプレ」として 「ロリィタ」の服を着る、ロリィタ ・ファッシ ョンを

しているキャラクターの 「コスプレ」をする、 という意味に使われる。「ロリィタ」の 「コ

スプ レ」があるならば、「ゴス」の 「コスプレ」もあるだろうという発想か ら「ゴスコス」と

いう用語 も生 まれている。「コスプレ」としてゴスロリ ・ファッションを着 る、あるいは

「コスプ レ」用の衣装の一環として 「ゴスロリ」的なテーマの服 を売 る、 という行為 に激し

い嫌悪感を示す人々がいる。 この嫌悪感、ならびに 「コスプレ」と 「ゴスロリ」の関係につ

いては別に述べ る。

1.8日 本 文化 としての 「ゴスロ リ」とグローバルな トライ ブとしての 「ゴス」

こうした 日本の新 しいサブカルチ ャーである 「ゴスロリ」は、 日本以外の国の少年少女

たちを惹 きつ けている。2003年 に調査 した段階では、韓国の手芸サイ ト[・21]で「新 しい

流行のスタイル、 ドレッシーなファッシ ョン」と紹介 されている。また 『朝 の月光』とい

う意 味のサイ ト匚*22]は「スーパー ・ドルフィー(SuperDoll丘e)」[・23]と い う人形 を紹介 し

てい る。SDは 「ゴス ロリ」少女 に人気で、「ゴスロリ」のブランドが人形用 の服 を販売 し
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ている。 また韓国の記事の内容は 「日本 と各国の人形 ファンのためにSDと の特別な出会

いの瞬問を演 出して くれる 〈天使のすみか〉ソウルにオープ ン」というものである。また

「Honya」 という日本の書籍を扱 う書店では日本 の球体関節人形に関するサイ トを6つ と、

MAHCEMIZER、 現Moi-dix-MoisのManaの ホ ームページを紹介 してい る。 またイラス ト

を発表 している個人サイ ト[・24]でも、街で見かけた 「ゴスロリ」少女 について 「とって も

かわいい子 を見かけた」として、スケ ッチを公開 している。台湾では 「ゴスロリ」(おそら

くコスプレも含 む)の ことを「角色粉演美女」「幻想美少女」と表記 している。「人気上昇

中。ただのファッシ ョンではな く、ロールプレイの世界でも大 きな反響 を呼ぶ。恐怖と美

がテーマ」と紹介 されていた。香港では、『Gothic&LolitaLoverRing.HK/哥 徳 與羅莉泰

同盟.香 港』では50名 程の登録があるゴスロリのウェブリンクがで きていた。 フランスの

サイ トである 『Gothic*Lolita[ManaFrenchfansite]』 では、ゴスロリ ・ファッションとMoi-

dix-Mois及 びManaの 情 報を提供 していた。 プログ形式 のコンテ ンツの増加 にともない、

ウェブリンクという形式 自体が衰退 し、現在では消滅 している。 また日本のティーンエイ

ジャーと同様、「ゴスロリ」にのめ りこんでいた頃か ら数年の歳月 を経て興味を失い、ホー

ムページを閉鎖 した者が多いであろうことは、容易に推測できる。

ともあれ、 ゴス ロリのイメー ジの源泉 は、 日本 における西洋趣味 ・少女趣味であ り、

ヨーロッパやアメリカのバ ンドや映画の影響を受けて形式化 されてきたものである。それ

が現在では、新 しい 「日本」のイメージとなって、受容されている現状は注 目に値する。

例えば、「ゴシック」あるいは 「ゴス」的な価値観を共有するコミュニティは世界各地に

見 られる。アメリカの検索サイ ト「Goth.net』には、各国のゴシ ック ・サイ トが登録 され

てい る。サイ トの運営国を反映して登録数はアメリカ、カナダ、 ヨーロッパ諸国が多い

が、アフリカやオセア.ニア諸国のサイ トも登録 されている。サイ トその もののデザイン、

推薦 されているバ ン ド、掲示されているフライヤー[*25]のデ ザイン、イベ ン トに集 う人々

の服装な どは どれ も類似 している。それだけ 「ゴシック」的な美意識は徹底 して浸透 して

いるのだろう。

しかし厂ロリィタ」ならびに 厂ゴスロリ」は、 日本 と日本からの情報を得たコミュニティ

にしか見 られない[・26]。2003年3月 に発刊 された 『KERA!マ ニ アックス』匚・27]では、 ロン ド

ンの 「ロリィタ」として 「Doll」というファッションを紹介 しているが、スクールガール風

の服装であ り、いわゆる 「ロリィタ」や 「ゴスロリ」とはテイス トが異 なっている。その

後 この雑誌では精力的に欧米への取材 を行 ってお り、2006年 現 在、第7号 まで発刊 されて
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いる問に、日本の 「ゴスロリ」の知名度が高 まっていく様がうかが える。ス トリー ト・ス

ナップのコーナーには、明 らかに日本製品と分かるキャラクターやブランドの服 を身につ

けた若者が載るようになっている。 またこの記事では、質問に 「『KERA!』、 『ゴシック&

ロ リータバ イブル』を知っていますか?」 「欲 しい日本製品は何ですか」といった事項を挙

げてお り、これの返答から、 日本の 「ゴスロリ」雑誌や 「ゴスロリ」ブランド、また 日本の

「ヴィジュアル系」のバ ンドが着実に浸透 していることが分かる。

「ゴスロリ」が 日本独特のサ ブカルチ ャーであるとして、では実際のコミュニティはど

うなっているのだろうか。次章でフィール ドワークの報告 を行なう。

2調 査結果

この章では第1章 での文献 ・イ ンターネッ ト・その他による概観 を補足するために、実

際に 「ゴスロリ」の コミュニティに集 う人々か ら得た情報を報告する。フィール ドワーク

の概要と主要インフォーマ ントの紹介 をする。大阪大学COEで 発 表 した2003年9月 まで

のフィール ドワークののべ 回数は9回(「 集会」2回 、「橋」2回 、「クラブ」5回[・28])であ る。

また現在2006年10月 までに様々な形式でのべ30回 以上の調査 を行ったが、これについて

は煩雑になるので、具体的には触れず補足的に扱 う。

最初に重要な情報提供者 を紹介する。フィール ドワークをは じめるにあたって主要なイ

ンフォーマ ントとなり、「ゴスロリ」についての導き手となって くれたのが、当時16歳 の

高校生の女子である。彼女とは高校受験 に際 して家庭教 師を受け持ったことか ら親 しく

なった。ラポールを形成 した関係 にあ り、アンケー ト用紙を作成 した際の最初の回答者で

ある。彼女か らは、ヴィジュアル系の文化、「ゴスロリ」、アニメ ・マ ンガについて情報提

供を受けた。

次 に、アンケー ト項 目とその手法について説明する。本調査 は質的研究を行 なうことを

目標 としている。そのため、 アンケー トを取 ったのは、統計的な調査 をするためで はな

く、質問項 目を視野に入れなが ら会話を交わす ためであった。質問紙への記入時にイン

フォーマ ントに寄 り添い、逐次、補足的 な質問 を投 げかけるか、あるいは記入の終了を

待って項 目ごとに確認を取 りながらの聞き取 りをするかの どちらかを行なった。

この方法は、 まず参与者 としての著者の立場をインフォーマン トに紹介 し、理解 しても
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らうのに役立った。 さらに、初回にこのようなアンケー トを取ることで、次回以降の交流

のたたき台 となった。またア ンケー トを完成させるという共同作業 を行なうことで、ア ン

ケー トを取 らずに交流 した場合 よりもお互いの認識が深 まった。この手法は、予備観察段

階において個人サイ トを見て廻った時点で、自己紹介や 「100の質問」[*29]の情報が充実 し

ていることか ら、自己をあるフォーマッ トに従って提示することを好む傾向があることを

感 じたために考え出した。

以降、個別の分析 を報告する。

2.1名 前

彼女たちの多 くは自分で自分に新 しい名前 をつける。一つだけの場合 もあれば、複数の

名前を持っている場合 もある。複数持っている場合 には、 どんな衣装 をまとっているか

(ゴスかロリか、誰かのコスプレか)、 どういう状況で名乗るか、た とえば 「ゴシック ・ロ

リィタ」の集会にでるときか、同人誌に投稿する場合か、 コスプレをする場合か、バ ンド

のライブを見に行 くときか、などによって使い分けがなされる。暴走族のチーム名のつけ

方に独特の様式があるように匚・30]「ゴ シック ・ロリィタ」の 自己命名 にも独特の様式があ

る。多 くは画数が多 く、退廃的だったり、豪華だった り、硬質なイメージを持つ漢字が用

い られる。そこで実際にどのような名前 を使い、名前をい くつ持 っているか、なぜその名

前を選んだかについて、さらに本名(戸 籍上の名前)に ついて どう考えているか を尋ねた。

回答総数は22名 、本名 と同じが2名 、本名の他に1つ が9名 、2つ が6名 、3つ が3名 、4

つ が2名 だった。 またその命名の理由を尋 ねた。(名 前が複数であるため、 回答も複数で

ある)多 い順番で無回答が9、 「本名から取って」「なんとなく」「響 きが気 に入って」が同数

の4、 その他3、 「バ ンドのメンバーにちなんで」「漢字 を使いたくて」2、「もともとのニッ

クネーム」「マンガの主人公にちなんで」が1で あった。

本名(戸 籍上の名前)に ついてどう考えているかについては、回答総数12名 、多い順に

「気に入っている」7、 「普通」「嫌い」「やや気に入っている」3、 「やや嫌い」「無回答」「その

他」2で あった。2名 の本名使用者はそれぞれ 「無回答」および 「気 に入っている」であっ

た。 しか しこの2名 の本名 は、画数が多い華やかな名前であったり、バ ン ドのメンバーと

同 じ名前であった りしているため、例外的な事例というべ きか もしれない。

本名を気に入っているものが多いことか ら、本名が嫌いで新 しい名前 をつけるのではな
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く、「ゴシック ・ロリィタ」の世界に参入す るために、世界観にふ さわしい名前 を自ら命

名 し、状況によって使い分けていると考えられる。

2.2近 親者

「ゴスロリ」、及び 「ヴィジュアル系」バ ンド愛好者の中では、特に親 しい友人を 「家族」

の一員 として定義する。いつ どのように始まった儀礼なのかは定かではないが、興味深い

行為であると考 えたので、 こう した擬似家族 を形成 しているか どうか、形成 している場

合 どんな関係にあるか、擬似家族についてどう考えているかを尋ねた。さらに、なぜ この

ような擬似血縁関係 をつ くるのか という疑問にたいする仮説として、本当の家族以外に帰

属できる居場所 をつ くろうとしているのではないか と考え、現実の親子関係について質問

した。

質問に用いた用語 についてであるが、MALICEMIZERの フ ァンの場合、このような親

しい友人 を家族の名称で呼ぶことを 「血族」[・31]と称 する。MALICEMIZERの フ ァン以外

でも同様の行為が行われてお り、その場合 には他に名称がないので、アンケー トをとる場

合には 「血族」「ゴスロリ ・ファミリー」として答 えてもらった。

「血族がいる」場合、「相方」と呼ばれる関係の友人をふ くめ、1人 という回答が6名 で最

も多かった。2人 、3人 がそれぞれ2名 ずつ、4人 、5人 、6人 、7人 が1名 ずついた。 また

何人いるのか回答か ら判別できない 「その他」が2名 いた。「いない」は3名 、 うち1名 は

昔6人 いたが 自然消滅 したというものだった。自由記述だったため 「欲 しい」という回答

をするもの も3名 いた。

「血族」となると同じ苗字 を名乗ることも多 く、その場合 も画数の多い ゴスロリ ・テイ

ス トあふれる苗字が創造されていた。 またあくまで家族構成の模倣 であるため、一人の

人に 「旦那」と「ご主人様」がいた り、「夫」や 「嫁」が2人 いた りということがお きる。双

方が 「嫁」どうしである(男 役である 「旦那」の役割を付与 しないで 「結婚」する)場 合 もあ

り、またそのカップル間に 「娘」を作った りす る。仲たがいな どをして関係を解消する場

合 には 「離婚」「娘 との縁 を切る」というような言葉が使われていた。

意気投合 した友人を特別に 「血族」扱いするので、普段の 「集会」でも行動を共にす るこ

とも分かった。 また服装 に関 しても 「合わせ」と呼ばれる、おそろいの格好、 またはキャ

ラクターの組み合わせ をする。「合わせ」では、まった く同 じ格好 をすることはな く、色
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違いやどちらかが 「王子」と呼ばれる男役をするなど、 ファッションのコンセプ トをそろ

える。 また 「Vコス」の場合、メンバーの中に暗黙のカップルを想定 し再現する。例えば、

MAHCEMIZERのManaを 「妹」がや るなら 「兄」はGacktを 、DirengreyのDieを 「夫」が

やるならShinyaを 「妻」が、 とい うようにカ ップリングが決まっている。その場合 の拘束

力 も強 く、「夫」が 「Dieコス」をやるのだか ら、 とい う理由で 「妻」が 「Shinyaコ ス」の衣

装を買い揃 えるとい うことが見 られる。

一方
、現実の親子 関係 についての質問では、ポジティブな回答が最 も多 く8名 、次に親

は無関心 ・会話が ないが5名 だった。ネガティブな回答 と両義的な回答が各3名 だった。

無回答、普通、その他が各1名 であった。両義的な回答の中で 目立ったのは、母 とは比較

的仲が良いが、父や兄な ど男性の家族 とは仲が悪いことである。「いいことも悪いことも

ある」といった場合の回答 も母との接触に関しての回答であった。比較的協力的である場

合、始めは叱 られたが次第に協力 してくれるようになったという話が多かった。

「血族」の特徴 は、義兄弟のような強い結東力 を持つ と同時に、既存の家族構成 を真似

た命名の仕方をするところにあることが分かった。また現実の家族関係については、アン

ケー トの対象 が基本的に10代 であ り、全員が親 と同居 しているため、当然多少の軋轢が

見 られた。しかし特に家族関係に問題 をかかえているということはない ようである。ネガ

ティブな回答 と無関心 を足 して も全体の半分に満たないことから、家庭環境の悪化が奇抜

なファッションのコミュニティに帰属する直接的な理由ではない と判断できる。

2003年 に インタヴューを受 けて下った人々のなかに、こうした擬似家族を持っている

方が多かったが、調査を進めるうちに、「ゴスロリ」の世界にのみ特徴的に見 られるので

はな く、 また、それほど広まっている行動でもない ということも分かった。いわゆる 「オ

タク」のコミュニティのなかでも、同人誌即売会に共に出る仲間や、 よく会 う友達同士 を

家族に見立てることがあるとい うことであった[・32]。メイ ドカフェでアルバ イ トをする方

の話では、バイ ト仲 間と常連客 を巻き込んで擬似家族を形成 しているということであっ

た匚・33]。また、直接イ ンタヴューをする機会は得 られなかったものの、 ウェブ上の自己紹

介欄 に 「妻」と「結婚」をした日と「妻」の名前が書 き込まれ、 リンクをた どって 「妻」と呼

ばれた女性の 自己紹介サイ トを見る とやはり、同じ「結婚記念 日」と「旦那様」である女性

の名前が記されている事例 も見ることがで きた。他方、アンケー トを取 らせていただいた

方の約半数は、そうした擬似家族 自体 を知 らず、 また知っている方でも直接の経験がない

方が大半であった。だが、擬似家族の契約を知 らなくても、厂相方」と呼ばれる、 より結
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束力の強い形での友人関係を結んでいる方が目立って多いことが分かった。「相方」とは

せず に、「ハニー」、「ダー リン」という恋人同士 を暗示 させ る呼び方を求められると語 っ

て くださった方 もいた[*34]。

なぜ、友達ではなく、家族の役割を当てはめるのか。「相方」という呼称や恋人同士 に

擬 した関係を結ぶのか。現時点で もまだ明確な答えはでない。 より深 くつながっているこ

とを確認 し、安心感を得たいのではないか、契約で縛 らないと不安になるほど、信頼ある

人間関係が結べないのではないか、という推測はごく簡単に導 き出されるが、お話 を聞か

せていただいていると、そ うした不安感を原動力 とする以上の意味があるように思える。

「相方は、相方としか言いようがない」とおっしゃって くださった方[・35]がいた ように、友

達 とも恋人 とも違 う関係性が築かれていることには違いない。

2.3「 ゴ スロリ」以外 の友達

「ゴスロリ」の服 を着る少女たちは他 にどんな趣味趣向を持つ集団に共感的あ り、どの

ようなグループとは敵対的なのか。2003年 の調査では共感を持つグループについて、最

も多かったのはアニメ系7名 、そのうち自分でアニメのコスプレをす る人は3名 いた。他

に 「別に何でも」「特 にな し」「ヤ ンキー ・不良」が各2名 、「MARILYNMANSONの フ ァン」

「フェティッシュ系」「ヴィヴィアン・ウエス トウッド好 きの人」「不思議ちゃん」「ギャル(か

わいい)」「体育会系」「個性派」などが各一名ずついた。

逆 に共感できないグループとして、「ギャル」を挙げる人が最 も多 く5名 いた。その理由

は 「うるさい」「マナーがない」「下品」な どというものであった。次に多かったのは行動に

関す るもので3名 が 「人に嫌がらせする人」「マナーのない人」「うるさい人」「オレが一番な

人」を挙げていた。他 に 「オタク系」が2名 「アイ ドルオタク」「アニメオタク」が挙がって

いた。「ギ ャル」と 「オタク」に関す る評価がそれぞれ クロスしていたが、全体で見る と、

自身 もアニメオタクであ った り、 アニメの コスプ レを実際 にしているゴスロリが多 く、

ギャルにはマナーの面で反感を持 っているものが多いことが分かった。

上記のような傾向はあるものの、集団 としての共通項 を 「ゴスロリ」という服飾以外に

は見つけることはで きない ようである。 また聞き取 りの結果、構成員は 「ゴシック ・ロ

リィタ」のコミュニテ ィだけに所属 しているわけではな く、他の集団と領域横断的に所属

していることも明 らかになった。例えば、イ ンタヴューをす ることによって知 り合った数
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人の方々と開いた 「お茶会」[・36]では12名 の方が集まって くださったが、1名 の女性を除い

て全員がヴィジュァル系のバ ンドのファンであり、かつオタクを自認 していた。そ してそ

のことは、あえて聞かなければ答 えない類のことであ り、「ゴスロリ」の 「お茶会」という

場では積極的に口に出されない話題であった。その理由の一つとして推測 されるのが、マ

ンガのキャラクターに 「ゴスロリ」や 「ロリィタ」風の ファッションが取 り入れられている

ことによって、ファッションの一スタイルではなく、「コスプレ」と混同されることへの

嫌悪感が示されていることである。

「オタク」や 「コスプレ」批判は、雑誌等の文献や実際のインタヴューよりも、ネット上

の掲示板でよく見 られる。そ してまたこの軋轢についての分析 も、ネッ トの言説のほうが

的確である。その代表として、 フリー百科事典 『ウィキペディア(Wikipedia)』 がある。こ

れを引用する。

前述の様な議論[引 用者注:フ ァッションとしての 「ロリィタ」や 「ゴスロリ」を着る

者か ら、マ ンガやアニメ、 ライ トノベルなどに登場す る 「ゴスロリ」風の人物や 「メ

イド」、「コスプレ」と混同されることの嫌悪が示され、両者を厳然 と区別するべ きで

あるとする意見があること]の 一方、その両方の立場を持つ者が現れてきてお り、特

に、 コスプ レの定義が曖昧模糊 としている事 も相俟 って、現在 この議論はよ り複雑

化 している。両方の立場 を持つ例 としては、漫画やアニメか らそれ を知 り、 ゴシッ

ク ・アン ド・ロリータを嗜むようになった者や、元来オタクでなかったゴシック ・ア

ンド ・ロリータの中か らも、 ゴス ロリから漫画の魅力を知 り、オタクや腐女子になる

者などがいる。その数は決 して少な くはない。む しろ現状では、そのような者が この

ファッションの文化を支えている、と言っても過言ではない。だが、この ファッショ

ンを嗜む者 には、上の例 に当て嵌まらない 「非オタク」の者や、このファッシ ョン ・

文化が 「サブカルチャーである」事に着る意味があると考える者も多い。その為、近

年のオタク文化のパブリック化 に対 しての冷笑的な意見 も広がっている。

以上か ら、「オタク」と「ゴスロリ」を着る者が クロスオーバーしている現状がうかがえる。

しか しファッションとして 「ゴスロリ」を着た時点で、そのファッションを着ることを一

種のアイデンティティとしている者や、純粋化 を目指す者の意見が支配的に響 くとい う、

権力的な構図が成立 していることが伺える。そして、その純粋化の声 は、「ゴスロリ」と
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は何 であるか、 という定義がネッ ト上での引用 とその反復によってパ ター ン化 しているこ

とと同様 に、やは りネッ トの書 き込みか ら内面化 しているのだ。自分自身が「オタク」であっ

ても、「コスプレ」を趣味 としていても、「ゴスロリ」を着るときは 「ゴスロリ」的に振舞わ

なければならない。「実 はヴィジュアル系が好 きな人いる?」 と聞いて手 を挙 げて もらっ

たとき、ほとん どの方が挙手す るのをみて、参加者がほっとしたような笑顔 を見せ たこと

が私は、忘れ られない。「実はマンガが好 き?」 「実 は腐女子?」 という質問を重ねるたびに、

場が和んでいった。あるコミュニティに参加することは、 自身の別の側面を押 し隠して始

めて成立することだということをこのフィール ドワークを通 じて目の当た りにした。

2.4迫 害

「ゴスロリ」のような過剰 に装飾的なファッションは当然 目立つ。集会など、趣味を同

じくする仲間が集 う場以外 での周囲の反応 はどのようなものか、そうした反応をどの よう

に受け止めているのか尋ねてみた。

ほめ られた経験を挙げた人は9名 、ほめ言葉で最 も多かったのは 「かわいい」で6名 、他

に 「かっこいい」「似合 うね」「お人形さんみたい」「素敵」などであった。ほめ られたことも

けなされたこともないという人 も4名 いた。けなされた体験 を語るときに良 く使われる言

葉に 「迫害 された」とい うものがあ り、アンケー トでもこれを項 目としてあげた。迫害を

語る時の言葉は豊富でかつ生々しい。迫害 されることが分かっているので、一部の共感的

な友人にしか 「カミングアウ ト」していないという回答が2名 、「一歩ひかれる」「いつもと

違 うと言われた」などとい う、やや消極 的な否定を受けたという報告があった。さらに学

校など日常生活で 「嫌悪されている」「友人 じゃない」「化けもの扱い される」「入店拒否され

た」といった直接的な拒絶にあっている人 もいた。最 も多いのは通 りすが りの人に冷やか

されることで、「キモイと言われた」「じろじろ見 られる」が各2名 、他に 「トイレで化粧を

していたら、原宿に行けよと罵 られた」「変な格好 といわれた」「笑われた」「バ カにされた」

「スゴイといわれた」「気持 ち悪い といわれた」「外 国人が写真 を撮って くる」という回答が

あった。

褒め られた経験を語 るよりも、迫害の経験 を語 る言葉のほうが多 く、状況 も具体的であ

ることか ら彼女たちの傷つ きの深 さが感 じられた。その一方で、「こんな奇抜な格好をし

ているんだからじろじろ見られるのはあた りまえ、気に してない」という声 も多 く聞いた。
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自分たちの しているファッションが、他の人にとっては奇異に映るものであることは十分

自覚 し、それでもなお 「ゴスロリ」であることを選択 していることが分かった。

2.5フ ァ ッシ ョンによる意識の変化

ではなぜ、この ような奇抜な服装 をするのか。他の 「奇抜」な格好ではな く、なぜ 「ゴ

スロリ」なのか。この問いに対する十分な手 ごたえはまだ得 られていない。

2003年10月 現 在10巻 ま で発行 されている 『ゴシック&ロ リータバイブル』のス トリー

ト・スナップには 「ゴスロリに目覚めた きっかけ」「ゴスロリの魅力」といった質問と、そ

れにたいする答 えが添 えられている。 しか し、大抵の回答は、「Mana様 を見て」「かわいい

か ら」「かっこいいか ら」「お洋服を着ただけで幸せになれる」「自分にあってて楽 しい」など、

やや漠然 としたものであった。

そこでアンケー トでは、こうした問いを繰 り返す ことを避 け、「ゴスロリ」の服 を着た

ときの自分と普通の服 を着ているときの自分 に何か違いがあるかという質問をした。

「普段 もこんな感 じ(制 服のない学校に通っている)」「特にかわらない」「いつもどお り」

などの回答をした5人 、無回答の1人 をのぞいた全員が、「ゴスロリ」の服を着たときの自

分 と、普通の服 を着ているときの自分に違いがあると答えた。その内容は 「雰囲気があき

らかに」「目つ きが違 う」「性格が180度 回転する」「違 う自分がいる」「公用 と私用 ぐらい違

う」といった、極端な違いを感 じる人か ら、「気持ちがエ レガン トになる」「振 る舞いや内

面 もかわい くなる」「胸 を張 って歩 く」「かわい くなれた気がする」「態度に気 をつける」「お上

品になる」「気合が違 う」といった身振 りや気持ちの面での変化 を語る人、質問の趣旨とは

ずれるが 「普通のやつ(制 服や普段着)は 楽 しくない」「制服 ほど嫌な ものはない」「したい

格好だからうれしい」「私服はイライラする」とい う回答を寄せた人 もいた。

「ゴスロリ」ファッションをする人にとって、「ゴスロリ」は 「制服」や 「私服」とは違 う、

特別な服であることが分かる。 また 「ゴスロリ」を着たときには、程度の違いや感 じ方の

違いがある ものの、 日常 とは違 う高揚感や幸福感 を味わっていることが分かる。

2.6自 己肯定感

「ゴスロリ」が一見 して目立つ服装であることから、何か しら日常の 「自分」とは違 うも

奪 イ・つ 濾 て叙 鋤
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のを求めているのではないかと考 えられる。 もし仮に、奇抜な服装が 日常か らの 「逃避」

や、 自分を変えたいと思 う 「変身願望」であるな らば、 日常生活を送る自己についての肯

定感は低いのではないか?そ こで 自分自身をどう捉えているのか、自分自身に自信がある

かどうかを尋ねてみた。

自分が 「好 き」だという回答は4人 、「ナルシス ト」であるという回答が3人 、「嫌い」だ

という回答が3人 だった。「ゴスロリの服 を着ているときのほうが普段の自分 より好き」で

あるという回答が3人 、「昔は自分が嫌いだったが今は好 き」であるという変化を語 った回

答が2人 、「嫌いだけど好 き」であるとい う矛盾 した心情 を回答 した人が2人 、「わからない」

「あんまり」が各1名 、無回答1名 だった。 自分 自身が 「好 きである」「ナルシス トである」「今

は好き」を合わせると9名 であ り、はっきりと自己嫌悪を示 した人数 よりも多かった。

次に自分に自信があるかどうかについての回答は、質問用紙の設定の不備で無回答が多

かった。 しか し一番多い答えは 「自信がない」で5人 、「自信を持ちたい、持つようにして

いる」が4人 、「自信がある」が3人 だった。「自信を持ちたい」という回答は消極的な願望

と考えられるので、全体 としては自分に自信を持っている人は少 ないことが分かった。

また、「自分が好 きか」という質問と 「自信があるか」という質問を合わせて考察すると、

6名 が 「自分のことが好 きだが 自信はない」という考えを持 っていることが分かった。

自己肯定感について 「好 き一嫌い」の軸 と「自身がある一ない」の軸の二つから質問をし

たが、結果が分かれた。 自分のことを好ましく思 う感情はそれほど低 くない。しかし自信

を持つことはできないようである。 これが何を意味 しているのかについては、今後の課題

である。

3調 査の補足と解釈

「ゴシック ・ロリィタ」のコミュニティに参与 し、アンケー トを書いて もらい、聞き取

りを通 じて感 じた事 は、 この服装 をすることは単なる 「変身願望」に由来す るものではな

い とい うことである。 もし仮に 「変身願望」による ものだ としても、なぜ変身したいのか、

なぜ 「ゴスロリ」なのかが気になった。彼女 たちは 「ゴスロリ」の服装を通 じて 「何か」を

体現しているような気が してならなくなった。

現在 「ゴスロリ」という名前 を獲得 したこの集 団は、特 に大きなイベン トがな くても携
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帯電話で連絡を取 り合 い、個人のサイ トを見て 「集合」する。 日曜 日に特定の場所 に行け

ば、趣味を同じくする者がいて、初対面でも名刺 を交換 し合い、写真を撮 り合った り、プ

リクラを交換 し合った りす る。単 に外見上 「ゴスロリ」な格好を したいだけではな く、「ゴ

スロリ」服 を着て集 うことに、彼女たちが求める連帯のあ り方がかいま見 えた。

第3章 では、補足的に行ったインタビューの結果 と、調査全体 を通じての解釈 を行なう。

3.1補 足

「変身願望」についての疑問の手がか りを求めて、前述のインフォーマン ト・Fに電話に

よるインタビューを試みた。Fは 質問に対 して 「変身願望があ る」と断言 した。以下イン

タビューの一部 を記す。(Mは 質問者 ・水野)

M

F

M

F

M

F

日常不満だと、やっぱ変身した くなるP

ス トレス じゃないですか?つ 一か、今の 自分のス トレスが 自分に責任 あるって

分かってるか ら。親が、おばちゃんが、「いろいろ うるさい」って言いなが ら、

そうい うふうにしんどい責任は自分にあるし。

自分?

親 とか、勉強しん、帰ってこん、遊んでばっかおる、 とか親が怒 る理由は、あた

しにも分かる。そんなんさ、あた しのために怒っとることで、あたしがむかつ く

のはやっぱあた しに責任あるし。

(中略)

え一っと、変身について。変身するとなにが変わるのか、変身って、体が変わる

わけで しょ、見た 目が。そうす ると当然周 りには見 られるよね。体の外見のほう

が変わると心 も変わるのか、それとも心は変わんな くて、見 られ方が変わるのか。

後者のほうだね。少 なくともあた しは。見た目が変わってる問は、自分 じゃな く

てもいい。そのなんだうね一、開放感?普 段の 自分っていうイメージに囚われた

生活か ら解放 されるし。集会行 って、普段の自分 じゃない格好で集 まって、その

希薄な関係つ一か、なんでもないような会話 してると、いつ もの 自分でいなくて

い い 。

(中略)

蠹 イ・一ジとしてのく購 〉
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M

F

M

F

ファッションとして着てるわけだけど、中身までは変わ らない、と。

元か ら変わるわけ じゃない。 ロリ服 きたってキュウ リは食 えない[著 者補足:F

はキュウリが嫌iいユ。

あはは(笑)

変身することで、客観的に自分 をみるPう 一ん……普段の自分を見つめなおす、

と。そんなこと思ってね一よっ1(笑)多 少、気 い使って もね。人格 まで変わる

ような、ロリ服着て人格 も変わる人はよっぽど普段の生活が きついんだ と思う。

このインタビューで、私 にとって衝撃的だったのは、集会 に参加 している当事者である

Fが 、集会での人間関係を 「希薄な関係」「なんで もないような会話」と表現したことであっ

た。 しか しこの 「なんで もないような会話」をする場が、その希薄 さゆえに 「普段の自分っ

ていうイメー ジに囚われた生活か ら解放 される」という点で大切 なものであることが分

かった。

私 自身がつけたフィール ドノーツを振 り返ってみると、当初、集会での会話は取るに足

らない ものの ように感 じられた。つま り、誰かが来るのが遅いとか、テレビ番組の話など

で、好 きなバ ンドの話題であっても決 してマニア ックに語 りあうという感 じではないの

で、拍子抜け したことが書かれている。 この補足を手がか りとして、 さらに 「ゴスロリ」

という集団とそ こに集 う少女たちの意識 を以下考察する。

3.2コ ミ ュ ニ テ ィ

厂ゴスロリ」服を きて集 う 「集会」や 「イベ ント」の参加者は、ある種の集団を形成 して

いると言える。 しか し、集団に関す る先行研究で主張 されてきたこと[・37]と、 「ゴスロリ」

という集団の特徴 は必ず しも一致 しないように感 じられた。

単純に言えば 「ゴスロリ」は、趣味や余暇生活に関す る小集団である。集団の機能や構

造が特定化 されていない 「非公式集団」であ り、個人の消費行動 に影響を与える 「準拠集

団」としての性格 を持 っている。地域社会学の用語に照 らし合 わせれば、「ゴスロリ」は、

個人がある目的のために自由意志で参加する 「アソシエーション」に分類 されるだろう。

しか し調査によって 目の当た りにしたのは、擬似家族的な強い結束力であ り、 また 「迫

害」されて も「ゴスロリ」服が好 きだ という、 どこか持 って生 まれた宿命のような共通感
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覚である。つ まり、選択の余地のない所属集団、生れ落ちた地域やその文化体系を示す、

マ ッキーバーなどに代表される 「コミュニティ」の概念に感覚的に近いように思われる。

また 「アソシエーション」という言葉は、個人が 目的を持って自発的に行動することに

よってつ くられる集団であることが念頭 におかれている。 しかし厂ゴスロリ」にはこの点

が欠けている。調査開始 した当初、私は彼女達には、「ゴスロリ」の服 を着てその世界観

を楽 しみ、仲間 と情報交換を行なうというような 目的があるのだと思っていた。 しか し実

際には、前述のインタビューか らも分かるように、明確 に目的 といえるようなものはな

かったのである。

厂ゴスロリ」の集団 としての性格 を定義する用語 として何が最適かを選ぶためには、何

を明 らかにしたいかという調査者側の基準 を明確 にすることが必要である。私 は、彼女た

ちが集団の中で 「妻」や 「王子」といった絆や役割を可視化 した形で表現しているのはなぜ

なのか、また 「取 るに足 らない」「希薄な人間関係」を律儀に取るのはなぜなのか、 とい う

ことに興味を持 った。そのため、形式的な面で近い 「アソシエーシ ョン」とい う用語 より

も、感覚的に近 い 厂コミュニティ」という用語 を拡大解釈 して用いるのが最適であるよう

に考えた。

「集会」に行 くということは、少な くとも普段か ら「ゴスロリ」服 を着ているわけではな

い少女たちにとって「普段 の自分 じゃない格好で集まる」ことであ り、それは「普段の自分っ

ていうイメージに囚われた生活か ら解放 される」ことである。その意味ではFが 語 った 「変

身願望」は、日常生活からの解放への欲求であると言える。厂ゴスロリ」というコミュニティ

の構成員の何人かにとって決定的に重要なのは 「いつ もの 自分でいな くていい」とい うこ

となのであって、その集いが 目的のない 「なんでもないような会話」をするだけの場であっ

ても一向に構わないのである。Fが 語ったように、普段のイメージか ら一時的に離れる 「開

放感」はあるものの、「元か ら」変わるわけではな く、「変身」によって普段、他者が期待

していると感 じている自己像から一時的に解放 されることが重要なのである。わざわざ「ゴ

スロリ」や 「Vコ ス」の格好 をして 「取 るに足 らない」ように見える会話をすることは、 自

己の本質まで包み隠す ような 「変身」なのではな く、そうかといって 日常そのままのイメー

ジを引きずることとも違 う、別種の 「解放」[・38コな のではないか と思われた。

つまり 「ゴスロリ」というコミュニティは、実は 「いつ もの自分」とは違 う種類の 「日常」

を送る場なのではないだろうか。「なんでもないような会話」は、「ゴスロリ」服 を着 たい

少女たちに とっての 「ご近所付 き合い」のようなものであって、 こうしたコミュニティ内

鍮 り 一ジとして鰻 憲!
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で円滑に生 きてい くための居心地のいい距離感のと り方だと考えられる。そのためには、

別の 「出自」のしるし、それが例えば、「オタク」的な部分であ り、「コスプレ」をする人間

であることなのではないか。「ゴズロリ」以外 の個性 は必要ないものであるため、 コミュ

ニティ内の様式 は似た りよったりになっていき、個性的なファッションであるに もかかわ

らず、「ゴズロリ」としては没個性的になっていくように思われる。必要 とあらば隠され

なければならない ものなのである。

3。3ア イ デ ン テ ィ テ ィ

この 「変身=解 放」は、 なぜ 「ゴスロリ」服 を着 るということでなされているのだろ う

か。この点については様式化された自己提示行為が手がか りになると思われる。

「ゴスロリ」服の着 こなしは、その人の趣味趣向を判断する材料 になる。「ゴスロリ」の

コミュニティに集う少女たちの服装は、微細なディデ ィールの違いや色の傾向の違いで細

か く分類することがで きる。そしてその服 の違いが、パーソナ リテ ィーの違いを具現す

ることにつながっている。彼女たちはその分類に必要な知識 を雑誌やネットや友人たちか

ら得て、 自分でどんなスタイルの服を着たいかを選択 していく。私 も当初どのような服が

なんと呼ばれているのかを知るのに 「学習」が必要であった。そ してこの 「学習」によって

もたらされる最大の効果は、コミュニティにいる人間を分類することが可能になる点だっ

た。その分類のなかには自分 自身の分類 も含 まれている。つ まり、何 を着て行 くかは、ど

う見 られたいか、さらにはどういう人間でいたいかに直結 しているのである。

例 えば、名刺交換 とい う儀礼が参考になる。「集会」が開かれるときには、「集合」をか

ける発起人のような人物たちがお り、 このキーパーソンを通 じて人が集 まってくる。その

ため、間接的なつなが りはあっても、1人1人 は初対面同士 ということもあ る。そこで互

いの自己紹介のために名刺交換が行なわれる。この名刺は通常のビジネス用のもの とは異

な り、彼女たちにとって重要な情報が詳細に盛 り込まれている匸・39]。名刺 と服装や持ち物

を見れば、その人物がどういった趣味趣 向を持っているのかが瞬時にカテゴリー化でき、

どんな仲 間を求めているのか も理解で きる。私 自身も体験 したことであるが、「集会」で

は目の前にいる人間の服装やメイクが特殊であるので、視覚的に圧倒されて しまう。しか

しこうした 「素性」を始めに提示 して もらうことで、コミュニケーションが うま く取れな

いのではないか とい う不安がかな り軽減された。
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服装や名刺によって、そこに集 う人々を分類することがで き、自分自身をも分類のなか

に組み込むことがで きる。特殊な話をするよりもむしろ、誰 もがするような会話 をするこ

とで、特別な知識がなくともコミュニケーションが取れる。従って 「なんでもないような

会話」を円滑にするために も、どんな話題を振れば相手か らの反応 を引き出せるか見極 め

るために、所属匚・40]が重 要なのであ り、その帰属先を明確にするためには、自分 自身をジャ

ンル化する必要があるように感 じられた。そこで、ある一定の様式に則 った上での「個性的」

な名刺の交換や、HPで の詳細な自己紹介が行なわれているのではないかと感じた。

これは他の趣味集団、いわゆる 「ファン」集団における服装の統一 による連帯感や気分

の高揚 とは異質のものである。「ゴスロリ」は、何か特定のファンであることを示す 「大 き

な」記号 としてのファッションではない。「ゴスロリ」あるいは 「ゴス」または 「ロリィタ」

という 「大 きな」記号を共通項にしてはいるものの、重要なのはその内部での細かい差異

なのであ り、そ こでは帰属意識 と共に、他 の誰とも違う 「自分」を体験することがで きる。

一見矛盾することではあるが、着ている服が奇抜でも、その服がスタイルへの帰属を強

くもっているので、たった一人で 「ゴスロリ」服を着て歩いているときでも、「ゴスロリ」

というコミュニティとの紐帯を感 じることがで き、かつ、他の誰 とも違 う「個性」も保証

された気持ちになるという経験が私にはある。

前述した 「相方」といった特殊な関係性や、「ロリ」や 「王子」という 「キャラクター」が、

選択 され、相互に承認 されるの も、自己のジャンル化 という観点で言えば、非常 に効率的

な方法であるように思われる。私が本論で 「アイデ ンテ ィティ」とい う用語[・41]を使 った

のは、「ゴスロリ」というコミュニティの内部では、自己同一性のパフォーマ ンスが遂行

されていることを示すためである。彼女達は自分 自身をジャンル化することで、どういう

自分 自身が どのような存在であるのか、 またあ りたいのかを示 しているように思われた。

それは 「ゴスロリ」にふ さわしい自分 を過 ごす ことで もあ り、その基本的なよりどころと

して、再命名が行われるのだろう。

自分 自身に名 を与 え、関係 に名を与え、活動に名 を与 え、「ブラ1ンド」にこだわ り、微

細なデザインの違いにこだわ り、そ して 自分の好みの 「モノ」を列挙 し配置す ることので

きるホームペ ージを作るという行動 は、「ゴスロリ」のコミュニテ ィへの帰属 とい う開放

感 と安心感が得 られるとともに、こうな りたい と考える 「オリジナル」な自己を提示す る

ことの両方を実現するという、一貫 した動機に支えられているのではないだろうか。商業

的に提示 された 「ゴスロリ」の洋服や、「ゴスロリ」的に推奨 されるマンガや小説によるイ

慈 ・・一シ・鵬 麟
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メージ、あるいはネット上で示される行動様式や価値観に従 うことが、たとえ自分が もつ

他の趣味を押 し隠す ことになろうとも、「ゴスロリ」という個性を保障 して くれる。この

画一的な 「個性」の枠組みが 「ゴスロリ」の連帯 を支えているのだ。

[みずのれい ・秋 田高専 講師]
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[一 次資料]

*雑 誌

『GOTHIC&LOLITAバ イ ブル 』 第1号2001.2バ ウハ ウ ス、 第2号 ～6号200LO8～2002.09ヌ ー ベ ル

グー 、第7号 ～10号2002.ll～2003.10イ ンデ ックス ・マ ガジ ンズ

『AliceDoll』ラ ンキ ング大好 き9月1日 増 刊、2001年9月 ぶ んか社

『GothicTaste』TH叢 書No.17、2002年6月 ア トリエサ ー ド

『夜想 』特 集#『 ゴス』、2003年9月 ス テ ユデ ィオ ・パ ラボ リカ

『つ くっち ゃお1手 作 りゴ シ ック&ロ リー タ』レデ ィブ テ ィック シ リーズ2045号2003年8月 ブテ ィ ッ

ク社

『ゴスロ リ』～bl.1～Vbl.5レ デ ィブテ ィ ックシ リーズ2106号 、2004年1月2005年4月 ブ テ ィック社

『COSMO』 第1号2002年9月 ～ 第3号2003年6月 イ ンフ ォ レス ト株 式 会社

『CUTiE』1988～11CC出 版

『STREET』1985.12～2000.3、2002.4～ ス トリー ト編 集室.

「Fruits』1998～ ス トリー ト編集 室

『KERA!マ ニア ック ス』20033～ イ ンデ ックス ・マ ガジ ンズ

『Gothic&正011taヘ ア&メ イ クBible一 は じめて の ロ リー タメ イク は、この本 にまか せ て』イ ンデ ックス ・

マ ガジ ンズ(2004/08)

『ゴスロ リ&パ ンクス タイルROCOCO』 辰 巳出版(2004/9/15)

『ゴスロ リ&パ ンク ス タイルROCOCOVbL2』 辰 巳出版(2004/12/4)

『ゴシ ック ・ロ リー タ&パ ンク ブラ ン ドBOOKVol.1』 辰 巳出版(2005/5/16)

『ゴシ ック ・ロ リー タ&パ ンク ブ ラン ドBOOK秋 冬号 』辰 巳出版(2005/10/29)

『ClaraBowVOL1一 永 遠少 女 のた めの フ ァッシ ョンマ ガ ジ ン』バ ウハ ウス(2005/10)

『ClaraBowVOL2一 永 遠 少女 のた めの フ ァッシ ョンマ ガ ジ ン』バ ウハ ウス(2006/01)

『ロ リー タ 衣 装道 楽』マ ーブル トロ ン(2005/02)植 田 裕子

『ロ リー タ 衣装道 楽IIForRelax』 マ ーブ ル トロ ン(2006/1/24)植 田 裕 子

『メゾ ン～ ゴシ ック&ロ リー タSTY聡BOOK』 学習研 究社(2004/9/11)

*ホ ー ム ペ ー ジ

・概 説 作 成 の 際 に 参 照 し たHP

『象 牙 の 塔 』http:〃members.at.infbseek.co.lp/latourdivoire/top.htm1

『ポ ジ パ ンDI』http:〃home.att.nejp/delta/insighter/musics/positivepunkDI,htm

『ビ ジ ュ ア ル 系 デ ー タ ベ ー ス ーVkDBjp一 』http:〃www.vkdbjp/index・cgi?page=%C7%AF%C9%BD%2F%7

E正989

『ビ ジ ュ ア ル 系 総 合 オ フ ィ シ ャ ル サ イ ト』http:〃wwwisunavi.com/artist.html?artist_id=25

『Gothic&LolitaLoverRing,HK/哥 徳 與 羅 莉 泰 同 盟.香 港 』http=〃glloverringhk.zhootcom/

『闇 攻 瑰 』http:〃blackrose.zhoot.comノ

『Gothic*Lokita[ManaFrenchfansite】 』http:〃mana,gothic-lolita.com/
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『Goth.net』http:〃goth,net.com/

『独 善 的 批 評 集 』http:〃www.sm.rim.oLlp/一malchut/gosroli.htm

『偶 に は語 りで も。』http:〃www.kit.hi-ho.nejp/yoriyori/log/808.htm

「涼 幻 記 念 館 』http:〃www.hi-ho.nejp/一illusia/goth_memo2.htm

『真 奈 図 鑑 』http:〃www5a.biglobe,ne.jp/一lione/manazukan/htm1/lolita.htm

『毒 舌 日 記 』http;〃www.h2.dion.ne.lp/～dokuzetu/

・ リ ン ク 集 、 ウ ェ ブ リ ン ク 、BBSな ど

『ゴ シ ッ ク&ロ リ ー タ 総 合 リ ン ク 集 』http:〃www.start-link.com/goth-loli/

『Goth&Loli}{eaven』http:〃members.at.infoseek,co.lp/glheaven/

『検 索 少 女 』http:〃www,lapucelle.net/

http:〃edge.ee.tokushima-u.ac.lp/urls/word/g/o/thic+/101ita-jp.html

『Gothi¢ †LolitaRING』http:〃www.geocities.co.lp/Milano-Killer/4528/union/ring.htm

『不 思 議 の 國 の お 茶 会 』http:〃www.geocities.cojp/HeartLand-Renge/2021/

『一Noir+Angelique一 』http:〃www.geocities.co.lp/Milkyway-Orion/9991/

『ゴ ス1コ リBBS』http:〃wwwl,ezbbs.net/27/touka/

『ロ リ ィ タ フ ァ ッ シ ョ ン † ラ ン キ ン グ"』http:〃www.p-sunu.netヶank/ranking.cgi～board=BABYSSB&id=322

48320

フ リー 百 科 事 典 『ウ ィキ ペ デ ィア(Wikipedia)』 ゴ シ ッ ク ・ア ン ド ・ロ リー タhttp:〃ja.wikipedia.org/wiki/

%E3%82%B4%E3%82%B7%E3%83%83%E3%82%AF%E3%83%BB96E3%82%A2%E3%83%B3%E3%83%89

%E3%83%BB%E3%83%AD%E3%83%AA%E3%83%BC%E3%82%BF#,E6.B7.B7.B6.B2.8C.E3.81.

A8.E3.81.97.E3.81.9F.E7.8A.B6.E6.B3,81

・フ ァ ッ シ ョ ン用 語

『週 間 フ ァ ッ シ ョ ン情 報 』http:〃www.fashion-」.coIn/bb/gothic.html

『コ ス チ ュ ー ム 用 語 辞 典 』http;〃www,costume.tv/cdid274-275.html

『フ ァ ッ シ ョ ン用 語 一 繊 研 新 聞 』http:〃www.senken.co.jp/yougo/yuglist.htm

[注]

1

2

3

「メタル服」などと呼 ばれる。ス リムな革のパ ンツにサテン素材の シャッを着 ることが多い。色は黒、紫、赤

な ど原色系。ロ ングブー ッを合わせ、髪を伸 ば しているこ とが多い。

『ゴシック&ロ リー タバイブル』第9巻 「大槻ケ ンヂ ×ゴスロ リモデル座談会」内での紫泉 の発 言 「ピンクハウ

スはロリじゃないんじゃない。あれは ピンクハ ウスっていうジャンルだね(笑)」

金子功のデザイ ンの方針が 「大 人の女性の為 の少女趣味」であ り、「ヨー ロッパの田園」を強調す るイメージ写

真を掲載す るなどしていることに手がか りがある。PinkHouseの 想定する 「少女」は 「自然」と結 びつ くもので
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あった。 さらに、この 「少女=自 然」「ヨーロ ッパの田園」イメージは、日本人男性 による 「想像」の産物 である。

この点については、ライターの夏一葉、大阪大学lessicaBauwensに 示唆いただいた。

バ ンドの熱烈 なファンのこ と。 「バ ンギャル」「バ ンギャ」と略され る。「追 っかけ」「グルーピー」と呼ばれるこ

ともある。

「ヴィジュアル系」のバ ンドのファンだか らといって、「ゴスロ リ」の服を着 ている とは限らない。「ゴスロリ」

の服 を着 てい るか らといって 「ヴ ィジュアル系」のファンだ とは限 らない。二つ の集 団が混同 されることが多

いが、必ず しも子 の二つの集団は重 なりを見せているわけで はない。

小 泉恭子 「高校生 とポピュラー音楽」(『鳴 り響 く性』1999勁 草書房)参 照。北川はMALICEMIZER、LUNASEA、

GLAYと いった人気 ヴィジュアル系バ ン ドのコスプレをして楽 しむ女子高校生が急増 したのは、1998年 に入 っ

てか らであ り、バ ン ドの コスプ レの歴 史は1990年 前後か らXIAPANの 熱狂的な ファンが少 しで もメ ンバ ーの

存在 に近づ きたいという願いか ら始 まったと している。

集英社 『マーガ レット」1988年9月 号～1989年7月 号

祥伝社 『フィールヤ ング』1998年6月 号～2002年4月 号

集英社 『りぼん』1995年2月 号 ～1997年10月 号

祥伝社 『Zipper』1999年5月 号～2003年5月 号

集英社 『cookie』1999年1月 号～

国書刊行会1989年 、 『花形文化通信』(92年6月 号～97年9月 号)『花形文化通信』は1989年 ～1997年 に発行 され

たフリーペーパーで全100号

小説の初巻 につ いては、深田恭子 と、土屋 アンナというキ ャス トで映画化 され、2004年(平 成16年)5月29

日より公 開された。当初は40館 規模の公開予定であったが、評判 を呼び156館 での公開に拡大 された。 また、

2004年(平 成16年)5月 にカンヌ国際映画祭 に併設されたフィルム ・マーケ ットで、「KamikazeGirls」(神風 ガー

ルズ)と 題 して上 映されると評判 になり、7力 国で上映が決定 し、公 開され た。 この後、多 くの映画祭 に招待

され、上映 された国 も増えた可能性があ る。2006年 、 カンヌ国際映画祭 と平行 して行 われ たカ.ンヌIrフ ェス

テ ィバル(青 少年 向け映画の コンペ)に て邦画初 となるグランプ リを獲得。 フランスで邦画 としては過去最大

となる約100館 での上映が決定 した。なお、主役 の2人 は多 くの映画賞を受賞 した。 この映画には、ロリータ

・ファッシ ョンで来館 した者には、特別割引になる特典があ り、話題になった。(ウ ィキペディア)

当時の状況 を反映す る雑誌 として 『宝 島』ならびにその姉妹誌である 『CUTiE』がある。IICC出 版1988～

イ ンデックス ・マガジンズ1998.6～

ヴ ィジュアル系の ミュージシャンの服飾を模倣す ることを 「ヴィジュ ・コス」と呼ぶが表記 は 「Vコス」とす る。

模倣する特定のメ ンバーの名前 をとって 「○○ コス」とした りする。

第1号 バウハウス200L2、 第2号 ～6号 ヌーベルグー2001.08～2002.09、 第7号 ～10号 イ ンデ ックス ・マガジ

ンズ2002.11～2003.10、

「レデ ィブティックシリーズ」通巻2045号 『つ くっちゃお1手 作 りゴシック&ロ リータ』2003年8月 、同シリー

ズ通巻2106号 『ゴスロリVol.1』2004年1月 、 ともにブテ ィック社

『COSMO』 インフォレス ト株 式会社2002年9月 第一号発行～2003年6月 第三号、 『COSMO』 は コスプレ専 門誌

であるが、その中に 「ゴスロリ風」の衣装の製作方法が紹介 されてい る。

イラス トの検索エ ンジ ンの中には 「ゴスロリ」という検索項 目が定着 している。 またアダル ト目的のコスプレ

サイ ト ・写真集 ・DVDな どで も、モデルが 「今流行のゴスロリ」を着 きたモデルが登場 している。

www.quiltingmom.co.kr/way-cart/101ita.htm
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http〃blueviolet.x-y」net/

ボークス社 より販売、「SD」と表記される

www.iwebschool,net/%7efazzie/cgi-bin/irisnxl4/irisnx.cgi

イベン ト告知用のB6サ イズのチ ラシ

2003年 ネッ ト上で知 り合った ドイツか らの留学生マルセルの情報提供によると、 ドイツには 「ロリ」はいない、

ということである。

イ ンデックス ・マガジンズ

「集会」2回(名 古屋市中区栄 ・テ レビ塔周辺)2002/10/13(日)ア ンケー ト回答2名 、2002/10/27(日)ア ンケー

ト回答8名 、「橋」2回(東 京都 ・原宿駅周辺 ・神宮橋周辺)2003/2/9(日)ア ンケー ト回答7名 、2003/8/22(金)

ア ンケー ト回答5名 、「クラブ」(名古屋市 内にあるクラブで行 なわれたゴシック ・イベ ン ト)開 催 日ごとの定期

的な参加、ア ンケー ト未実施

「○○○ さんへの100の 質 問」という形で100個 の質問を並べ たフォーマ ッ トを作 り、趣味 を同 じくするものが

自分のサ イ トにダウンロー ドして、 回答を公開す るもの

佐藤郁也 『暴走族のエスノグラフィー一モー ドの叛乱 と文化の呪縛』新曜社1984

メ ンバーのManaが ヴ ァンパ イア ・マニアであることが知 られてお り、吸血鬼 が血 を媒介 に仲 間を増やす とさ

れていることに由来す るのではないか と推測される。

情報提供者30代 女性、 インタビュー 日時、2004年6月27日

情報提供者20代 女性、 インタビュー 日時、2006年7月30日

情報提供者20代 女性、 インタビュー 日時、2006年3月31日

情報提供者20代 女性、イ ンタビュー 日時、2005年9月20日

2006年2月11日 開催、12名 の うち、男性は1名 。私のほか は10代 後半か ら20代 前半で構 成されていた。

青井和夫 『小集 団の社 会学』現代社 会学叢書、東京大学出版会1980、 川村 雷雨 『都 市コ ミュニティ論一機能的

コ ミュニティの研究』世界思想社1982、 佐藤慶幸 「アソシエ ーシ ョンの社会学一行為論の展開』早稲田大学出

版部1994、 渡辺博 史 『コ ミュニテ ィ形成 と学習活動』学分社2000を 参照。

「Metamorphosetempsde丘lle」 のデザイナーである加藤訓仁子 は自身の日記サ イ ト『毒舌 日記』で、 ロリー タを

身にまとうことについて 「自分 じゃない 自分 にな りたい」「着飾 ることで武装 しているのわけではな く、 自分 を

解放 しようとしている」とい う思 いを持 っている人が多いので はないか と述べ ている。(「メ タモルフォーゼの

つ くりかた2・ 運命をあやつれ」)また店頭 に立 って接客を した経験か ら、ロ リィタを着る少女たちの心の闇

についての独 自の見解が述べ られてお り(同 、「メタモルフォーゼのつ くりかた10・ ロリー タファッション

にまつわる見ざる ・言わ ざる的裏 の部分について」)参考 になった。

名前、住所、メールア ドレス、ホームペー ジア ドレスといった内容 の他 に、何 のバ ン ドの ファンであるか、そ

のバ ン ドの誰のコスプレをしているかが明記 されていた り、背景画像 に憧れの ミュージシャンの写真や 自分の

コスプレ画像 を使った り、 プリクラを貼 った り、 ゴス ロリテイス トあふれる画像(十 字架、髑髏、ハー ト、薬

のカプセル、魔女、蝶)が 使用 されていた り、あるいは退廃的 ・破滅 的な印象 を与える自作 の詩が されていた

りする。 また選択 された紙 の色 や質感(白 、黒、青、透明、光沢のある なし)、 レイアウ トや フォン トの選択

も重要である。

上下関係 とい う意味ではな く、 ロリィタかゴスか、 ロリィタで も甘 ロリなのか黒ロリなのか などといった 「種

類」の所属である。

もちろん本論 で使用 してい る 「アイデ ンティティ」という言葉 はこれ までの多岐にわたるアイデンテ ィテ ィ論
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の用法 とは多少異 なるもので ある。私が本論で この言葉 を使用する にあたって最 も影響 を受けたのは、アー

ウィング ・ゴフマ ンと、 ならびにシュッワー ト・ホール、 フランツ ・ファノ ン、 トリン ・ミンハ といった政治

的一文化 的なアイデ ンテ ィティについての論を構築 してい る人び とによるテクス トである。本論では 「アイデ

ンテ ィティ」はその場その場で構 築されるものであ り、積極的 に利用されもし、 また逸脱 もす るような もの と

して考 えてい る。特定の政治的な状況 に置かれた人 々にとっては、 こうした戦略 的なアイデ ンテ ィテ ィのパ

フォーマ ンスは生 きて い くために必要不可欠 なものであ る。現代の 日本に生 きる10代 の女性 にとって も、そ

の状況は同じであると考 える。
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183


	03310.pdf
	03311.pdf
	03312.pdf
	03313.pdf
	03314.pdf
	03315.pdf
	03316.pdf
	03317.pdf
	03318.pdf
	03319.pdf
	03320.pdf
	03321.pdf
	03322.pdf
	03323.pdf
	03324.pdf
	03325.pdf
	03326.pdf
	03327.pdf
	03328.pdf
	03329.pdf
	03330.pdf
	03331.pdf
	03332.pdf
	03333.pdf
	03334.pdf
	03335.pdf
	03336.pdf
	03337.pdf
	03338.pdf
	03339.pdf
	03340.pdf
	03341.pdf
	03342.pdf
	03343.pdf
	03344.pdf
	03345.pdf
	03346.pdf
	03347.pdf
	03348.pdf
	03349.pdf
	03350.pdf
	03351.pdf
	03352.pdf
	03353.pdf
	03354.pdf
	03355.pdf
	03356.pdf
	03357.pdf
	03358.pdf
	03359.pdf
	03360.pdf
	03361.pdf
	03362.pdf
	03363.pdf
	03364.pdf
	03365.pdf
	03366.pdf
	03367.pdf
	03368.pdf
	03369.pdf
	03370.pdf
	03371.pdf
	03372.pdf
	03373.pdf
	03374.pdf
	03375.pdf
	03376.pdf
	03377.pdf
	03378.pdf
	03379.pdf
	03380.pdf
	03381.pdf
	03382.pdf
	03383.pdf
	03384.pdf
	03385.pdf
	03386.pdf
	03387.pdf
	03388.pdf
	03389.pdf
	03390.pdf
	03391.pdf
	03392.pdf
	03393.pdf
	03394.pdf
	03395.pdf
	03396.pdf
	03397.pdf
	03398.pdf
	03399.pdf
	03400.pdf
	03401.pdf
	03402.pdf
	03403.pdf
	03404.pdf
	03405.pdf
	03406.pdf
	03407.pdf
	03408.pdf
	03409.pdf
	03410.pdf
	03411.pdf
	03412.pdf
	03413.pdf
	03414.pdf
	03415.pdf
	03416.pdf
	03417.pdf
	03418.pdf
	03419.pdf
	03420.pdf
	03421.pdf
	03422.pdf
	03423.pdf
	03424.pdf
	03425.pdf
	03426.pdf
	03427.pdf
	03428.pdf
	03429.pdf
	03430.pdf
	03431.pdf
	03432.pdf
	03433.pdf
	03434.pdf
	03435.pdf
	03436.pdf
	03437.pdf
	03438.pdf
	03439.pdf
	03440.pdf
	03441.pdf
	03442.pdf
	03443.pdf
	03444.pdf
	03445.pdf
	03446.pdf
	03447.pdf
	03448.pdf
	03449.pdf
	03450.pdf
	03451.pdf
	03452.pdf
	03453.pdf
	03454.pdf
	03455.pdf
	03456.pdf
	03457.pdf
	03458.pdf
	03459.pdf
	03460.pdf
	03461.pdf
	03462.pdf
	03463.pdf
	03464.pdf
	03465.pdf
	03466.pdf
	03467.pdf
	03468.pdf
	03469.pdf
	03470.pdf
	03471.pdf
	03472.pdf
	03473.pdf
	03474.pdf
	03475.pdf
	03476.pdf
	03477.pdf
	03478.pdf
	03479.pdf
	03480.pdf
	03481.pdf
	03482.pdf
	03483.pdf
	03484.pdf
	03485.pdf
	03486.pdf
	03487.pdf
	03488.pdf
	03489.pdf
	03490.pdf
	03491.pdf
	03492.pdf
	03493.pdf
	03494.pdf
	03495.pdf
	03496.pdf
	03497.pdf
	03498.pdf
	03499.pdf
	03500.pdf
	03501.pdf
	03502.pdf
	03503.pdf
	03504.pdf
	03505.pdf
	03506.pdf
	03507.pdf
	03508.pdf
	03509.pdf
	03510.pdf
	03511.pdf
	03512.pdf
	03513.pdf
	03514.pdf
	03515.pdf
	03516.pdf
	03517.pdf
	03518.pdf
	03519.pdf
	03520.pdf
	03521.pdf
	03522.pdf
	03523.pdf
	03524.pdf
	03525.pdf
	03526.pdf
	03527.pdf
	03528.pdf
	03529.pdf
	03530.pdf
	03531.pdf
	03532.pdf
	03533.pdf
	03534.pdf
	03535.pdf
	03536.pdf
	03537.pdf
	03538.pdf
	03539.pdf
	03540.pdf
	03541.pdf
	03542.pdf
	03543.pdf
	03544.pdf
	03545.pdf
	03546.pdf
	03547.pdf
	03548.pdf
	03549.pdf
	03550.pdf
	03551.pdf
	03552.pdf
	03553.pdf
	03554.pdf
	03555.pdf
	03556.pdf
	03557.pdf
	03558.pdf
	03559.pdf
	03560.pdf
	03561.pdf
	03562.pdf
	03563.pdf
	03564.pdf
	03565.pdf
	03566.pdf
	03567.pdf
	03568.pdf
	03569.pdf
	03570.pdf
	03571.pdf
	03572.pdf
	03573.pdf
	03574.pdf
	03575.pdf
	03576.pdf
	03577.pdf

